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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの 

令和３年度における業務実績評価について  
 

 
地方独立行政法人の業務実績評価には、中期目標の期間における業務の実績に

関する評価（期間終了前に実施する見込みの評価を含む。）と、各事業年度にお

ける業務の実績に関する評価の二つがあり、地方独立行政法人法第２８条の規定

に基づき、知事が評価を行います。 

評価の実施に当たっては、同法同条及び東京都地方独立行政法人評価委員会条

例第２条の規定に基づき、東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員

会」という。）の意見を聴くこととされています。 

 
この度、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以下「法人」とい

う。）の令和３年度における業務の実績に関する年度評価を行いました。 

 

今回実施した年度評価には、法人が中期目標を着実に達成するために作成した

中期計画及び年度計画の実施状況を確認し、評価結果を示すことにより、法人の

自主的な業務改善を促すという意義があります。 

 

本評価書では、法人から提出された業務実績等報告書、法人からのヒアリング

及び評価委員会の意見を通じて業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価結果

について、全体評価、項目別評価の順に掲載しています。 
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中期計画の達成に向け、『優れた業務の進捗状況にある』。 

 

○  高く評価すべき事項 

・ 東京都立産業技術研究センター(以下「都産技研」という。)は、研究開発と技術支

援の両面で様々な事業を展開し、各目標値の達成や中小企業の製品化等に貢献してお

り評価できる。 

 

・ 研究開発について、社会的課題の解決に資する分野の研究に取り組み、基盤研究を

基にした成果展開にも多くつなげている。また、外部資金導入研究の歳入総額が高い

水準を維持しており、学協会等での発表等、成果展開・普及啓発にも積極的に取り組

んでいることも評価できる。 

 

・ 環境分野における課題解決に資する製品開発に貢献したことは高く評価できる。ま

た、障害者スポーツ用具の製品開発では、東京2020オリンピック・パラリンピック競

技大会でのパラアスリートのメダル獲得に貢献するとともに、トップアスリート向け

製品開発で得られた知見を大会のレガシーとして、一般障害者向けスポーツ用具開発

に発展させ、社会的課題の解決に取り組んでいることが高く評価できる。 

 

○  改善・充実を求める事項 

・ 都産技研の更なる認知度向上に向け、戦略的な広報展開や職員の情報発信力の強化

を、より一層強く進めていくことが望まれる。 

 

・ 業務のＤＸ化を更に推進し、データ分析・活用による中小企業支援施策の質の向上

や利用者の利便性に資する取組、より効率的な業務運営につながる取組を講じていく

ことが望まれる。 

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター令和３年度 

業務実績評価 全体評価 
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１ 総 評  

 
・ 中期計画の達成に向け、『優れた業務の進捗状況にある』。 

 
・ 第四期中期目標期間の初年度を迎えた東京都立産業技術研究センター（以下「都産

技研」という。）は、食品産業への支援強化や都産技研自身のデジタル化推進のため、

組織を改編し新たな体制を整備するとともに、様々な支援事業において製品化・事業

化につながる成果を創出し、順調に事業をスタートさせた。 

 

・ なかでも、社会的課題解決支援では、生分解性プラスチックを使用した製品開発支

援を行い、廃プラスチック削減という社会的課題解決に資する成果を上げたことは評

価できる。また、企業と共同で開発したアスリート向け障害者スポーツ用具を使用し

たパラアスリートが、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会で複数のメダ

ルを獲得したこと、加えて用具の開発過程で得られた知見を活かし、一般障害者向け

スポーツ用具の研究開発に取り組んでいる点は大いに評価できる。 

  

・ 基盤研究においては、社会的課題に迅速に適応したテーマ選定を進め、研究開発を

行うとともに、「協創的研究開発」では複数の部署を横断したチームを構成し、社会

課題解決に向けて取り組んだ。基盤研究での成果を、多くの共同研究や外部資金導入

に展開させたこと、また、論文発表等、学協会等へ積極的に発表を行っていることは

高く評価できる。 

 

・ 技術相談、依頼試験、機器利用などの技術支援については、コロナ禍にあっても、

いずれも着実に実績を残している。また、ブランド試験の範囲を拡充させたことや、

オーダーメード型技術支援を新たに開始したことなど、量的な側面のみならず質的な

向上にも努めている点は評価できる。 

 

・ 次世代通信技術などを活用した中小企業の５Ｇ・ＩｏＴ・ロボット普及促進事業で

は、成長分野における中小企業の新技術開発や製品化・事業化を積極的に支援してい

る。 

 

・ 情報発信については、オンラインによる研究発表会や広報誌等のデジタル化に力を

入れ、研究成果や事業のＰＲ、迅速な情報の発信に努めるとともに、職員向け広報ハ

ンドブックを作成し、職員一人一人の情報発信力を強化した。今後も、都産技研の認

知度向上に向け、戦略的かつ積極的に情報発信していくことが期待される。 

 

・ 業務運営においては、引き続き業務のＤＸ化を推進していくとともに、得られたデ

ータなどを蓄積・分析し、今後の中小企業支援施策の質の向上や利用者の利便性に資

する取組、より効率的な業務運営につながる取組に活かしていくことが期待される。 
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２ 研究開発、技術支援及び法人の業務運営等について 

（１） 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

・ 都産技研は、保有する技術を活用して、ものづくり基盤技術分野のみならず、社

会的課題やサービス産業分野に対しても、技術面から幅広く支援を行っている。 

 

・ 技術相談については、電子メール、ウェブなどデジタル媒体を活用した相談を実

施するなど、利用者の利便性の向上を図った。 

  今後、技術相談での相談内容のデータベース化や分析等を推進し、様々な支援業

務と有機的に結び付けていくことを期待する。 

 

・ 依頼試験、機器利用については、コロナ禍にあっても、いずれも高い水準の実績

を達成している。依頼試験については、ブランド試験の範囲拡充を図るとともに、

機器利用については、利用者に分かりやすい説明動画を作成するなど、利用者の利

便性向上に努めている。 

また、利用者からの要望を踏まえ、細分化していた支援メニューを統合したオー

ダーメード型技術支援を新たに立ち上げ、利用者のニーズに合わせたきめ細かい支

援を実施した。 

 

・ 基盤研究については、社会的課題に迅速に適応したテーマを設定し、研究開発に

取り組み、課題解決に資する成果を出している。また、「協創的研究開発」とし

て、複数の組織を横断したチームで課題解決に資する研究開発を実施し、社会課題

解決に取り組んだ。 

これらの基盤研究の成果を、共同研究や外部資金導入、学協会等での発表などへ

と積極的に展開していることは高く評価できる。 

 

・ 共同研究については、製品化・事業化を目的として、前年度以前からの継続テー

マも含めて計52テーマの研究を実施した。 

製品化・事業化の件数は14件で、そのうち、共同開発での世界初の製法による製

品化、また、人事制度を活用し、職員が新しい分野の博士号を取得することにより

専門領域を広げて、利用者からの要望に応え製品化に貢献するなど、大きな成果も

あげている。 

 

・ 外部資金等の獲得については、積極的な応募や研究を行い、歳入総額は高水準を

維持している。研究成果の普及活動として、学協会発表は過去最高の97件実施する

とともに、海外での発表件数も大幅に増加するなど、研究成果の積極的な展開にも

取り組んでいる。 

 

・ 知的財産については、優れた知的財産の精査や保有知的財産権の放棄も含めた見

直しを行い、有用な権利に経営資源を集中できるよう知財経営を進めている。 

また、知的財産権の実施許諾件数は過去最高に並ぶ17件を達成している。 
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（２） 産業の発展と都民生活の向上を目指したプロジェクト型支援 

・ ５Ｇ・ＩｏＴ・ロボット普及促進事業では、５Ｇ技術の普及に向けた設備を整備

するとともに、新技術・新製品の開発を支援し、昨年度を上回る６件の中小企業の

製品化・事業化に貢献した。 

  また、ものづくりベンチャー育成事業では、都産技研が整備した試作支援拠点を

活用し、中小企業の試作品量産化やファンドからの出資獲得への貢献等、着実な支

援を行っている。 

 

・ 社会的課題の解決に向けては、生分解性プラスチックを用いた容器等の製品開発

において、デザイン等の支援を通じ製品化に貢献し、廃プラスチックの削減という

環境分野における課題解決に資する成果を上げた。 

また、障害者スポーツ用具の開発支援においては、アスリート向けの用具を企業

と共同開発し、その用具を使用したパラアスリートによる、東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会での複数のメダル獲得につなげることができた。さら

に、この研究開発で得られた知見を活かし、一般障害者向けスポーツ用具への展開

に向け、研究開発に努めている。 

 

（３） 中小企業等の新事業展開支援 

・ 都産技研では、中小企業等が多様な主体と連携し、技術的課題の解決や新製品・

新技術の開発を促進できるよう、支援に取り組んでいる。 

ビジネスマッチング会や異業種交流会など、企業が交流できる場を提供するとと

もに、他の公設試験研究機関や大学等とも連携した技術的な支援を実施している。 

 

・ 製品開発支援ラボにおいては、都産技研の技術や資源の活用を通じ、ラボ入居企

業の製品化・事業化は過去最高の件数を記録した。また、入居企業の情報や成果事

例、施設紹介などを積極的にＰＲし、高いラボ入居率につなげるなど、ラボの利用

促進を図っている。 

  国の育成事業で採択されたスタートアップ企業への支援を「ＤＸ推進センター」

で実施した。今後は、都のスタートアップ支援事業や起業支援機関との連携によ

り、スタートアップ企業の事業化を促進していくことが望まれる。 

 

・ 中小企業の海外展開に向け、技術セミナーや講習会の開催、広域首都圏輸出製品

技術支援センター（ＭＴＥＰ）による相談対応、技術情報の提供などを着実に行っ

ている。 

 

（４） 地域や支所の特色を活かした支援 

・ 各支所の所在地域の産業特性にあわせ、地域の特徴を活かした製品化・事業化に

取り組んでいる。 
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・ 食品技術センターとの統合により、都産技研内の各部署が連携しながら、企業の

製品開発の支援を着実に実施した。今後、人口増加による食料危機やフードロス等

の食を巡る様々な社会的課題解決に貢献していくことを期待する。 

 

（５） 東京の産業を支える産業人材の育成 

・ 技術セミナーや講習会については、ライブ配信やオンデマンド配信等オンライン

化を進め、最新技術や産業動向など、中小企業の事業運営に役立つ情報を提供して

おり、受講者からも高い評価を得ている。 

今後ともオンラインでの実施により受講者の利便性を向上させるとともに、質の

高いセミナーや講習会の実施、研修学生の積極的な受入れ等により、産業人材の育

成に寄与していくことを期待する。 

 

（６） 情報発信の推進 

・ オンラインによる研究発表会の実施や、紙媒体で発行していた広報誌等のデジタ

ル化を推進し、適時かつ迅速に提供できるよう、積極的な情報発信に努めている。 

 

・ 都産技研の各事業を効果的にＰＲできるよう、また職員が積極的かつより質や精

度の高い情報発信を行えるよう、職員向けの広報ハンドブックを作成し、情報発信

力の強化に取り組んだ。 

引き続き、都産技研の認知度の向上、研究開発の成果や保有する技術情報等の発

信に向け、戦略的な広報活動を行うことを期待する。 

 

（７） 法人の組織体制及び業務運営等 

・ デジタル化推進部の新設等、執行体制の見直しを図り、効率的かつ柔軟な体制を

確保した。 

 

・ 職員に対し、安全衛生や法令遵守、情報セキュリティに関する研修を実施し、職

員の意識の向上に努めている。 

 

・ 内部監査室を中心に、内部統制関連規程の点検・整備を実施するとともに、コン

プライアンスマニュアルの整備や研修の実施により、職員のコンプライアンス意識

の向上を図っている。 

 

・ 引き続き、業務のＤＸ化を推進し、中小企業支援施策の質の向上や利用者の利便

性向上に取り組むとともに、より効率的な業務運営に努めていくことを期待する。 
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項目別評価にあたっては、法人から提出された業務実績等報告書や法人から

のヒアリング等を基に、年度計画に記載されている各項目の進捗状況及び成果

等について検証を行い、中期計画の達成に向けた法人の事業進捗状況・成果を

評価項目ごとに以下の５段階の評語により評価を行った。 
 

評 
 
 
定 

 

Ｓ・・・年度計画を大幅に上回って実施している 

Ａ・・・年度計画を上回って実施している 

Ｂ・・・年度計画を概ね順調に実施している 

Ｃ・・・年度計画を十分に実施できていない 

Ｄ・・・業務の大幅な見直し、改善が必要である 
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項目１（技術相談） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

１ 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

１－１ 技術相談 

①ものづくりに関連するサービス産業などの技術分野の相談について積極的に対応す 

る。  

②利用者の利便性向上のために技術相談のデジタル化を推進する。ウェブ相談やメール

相談の充実を検討する。 

③企業の利用情報を継続的に管理し、支援業務に活用する。 

④総合支援窓口において、複数技術分野にまたがる相談への一括対応、料金収納及び報

告書の発行など、サービス機能の総合化を継続する。 

 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ デジタル媒体を活用した技術相談を着実に進めるとともに、利用者の利便性向

上に資する取組を実施している。 

 

■ アウトカム調査による目的達成度も高い水準を維持している。 

 

⇒ 今後、相談内容のデータベース化等、技術相談が様々な支援業務と有機的に

結び付けられるよう、取組を進められたい。 
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項目２（依頼試験、機器利用） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

１ 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

１－２ 依頼試験 

①製品などの品質・性能の評価や事故原因究明等、中小企業の生産活動に伴う技術課題

の解決を目的として、依頼試験を実施する。 

②都産技研の特徴的な技術分野において、一層高品質なサービスを実施する。また、試

験所認定を伴う業務を継続実施する。 

③中小企業ニーズに基づき公的試験研究機関としての信頼の維持向上を図るため、機器

の保守・更新、校正管理を適切に行う。 

④依頼試験手続きに係る文書等の電子化を進める。 

⑤東京都との「放射性物質等による災害時等対応に関する協定」に基づき、放射能測定

試験を継続実施する。 

⑥原子力発電所の事故に伴い、工業製品の放射線量測定試験を実施する。 

 

１－３ 機器利用 

①中小企業では導入が困難な測定機器や分析機器を整備し、機器の操作方法のアドバイ

スや測定データの説明などについて的確な指導・助言を行う。 

②高度な先端機器の機器利用ライセンス制度を継続する。 

③都産技研ウェブサイトを活用し、機器利用可能情報の提供を継続する。 

 

依頼試験及び機器利用の合計利用件数については、令和３年度中 2 4 万件を目標とす

る。 
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評 価 Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ におい分析試験を新たにブランド試験として開始し、中小企業への技術的支援

を強化している。 

 

■ 機器利用の説明動画を作成するなど、利用者の利便性向上に努めている。 

 

■ 年度計画の目標 240,000件を超える依頼試験・機器利用を達成している。 

 

依頼試験 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実績（件） 143,093 148,809 143,141 109,884 113,408 

 

機器利用 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実績（件） 144,737 157,541 140,901 103,411 131,623 

※令和３年度 依頼試験・機器利用の合計：245,031件 

 

⇒ 依頼試験・機器利用により、中小企業の技術的課題解決に向けた支援を着実

に実施している。引き続き、ニーズを捉えた機器整備や説明動画の作成など、

利用者の利便性向上を図っていくことが望まれる。 
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項目３（オーダーメード型技術支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

１ 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

１－４ オーダーメード型技術支援 

試作や評価、人材育成など適宜組み合わせて提案するオーダーメード型技術支援によ

り、中小企業の製品開発の段階に応じたきめ細かい支援を立ち上げ、広く周知を図り利

用を促進する。 

 

オーダーメード型技術支援を利用して製品化又は事業化に至った件数については、 

令和３年度中 2 0 件を目標とする。 

 

 

 

  

評 価 Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ 利用者からの要望を踏まえ、細分化していた支援メニューを統合したオーダー

メード型技術支援を立ち上げ、中小企業の製品開発段階に応じ柔軟な支援を実

施した。 

 

■ 職員だけでは対応が難しい事案については、外部専門家による技術アドバイス

も取り入れ、支援の強化をするとともに、職員の知見も更に深めている。 

 

■ 年度計画を超える製品化・事業化を達成している。 

 

製品化・事業化

（件数） 

年度計画 実績 

20 30 

 

 

 

⇒ 引き続き、技術支援が製品化・事業化につながるよう、利用者のニーズに合

わせたきめ細かい支援を実施していくことが望まれる。 
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項目４（基盤研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

１ 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

１－５ 基盤研究 

①第四期研究開発戦略に基づき、重点的に取り組む研究テーマを設定し、機械、電気・

電子、情報、ＩｏＴ、化学、バイオ、食品等の基盤技術分野に対する基盤研究を着実に

実施する。 

②多くの中小企業が抱える課題への対応に必要な研究、市場の拡大が見込まれる分野、

及び社会的課題解決に資する分野の研究を基盤研究として取り組む。  

③分野を横断・融合するような技術課題に対して、各研究部門で協力し、重点的に取り

組む。 

④基盤研究によって得られた研究成果を、製品化・事業化及び支援事業へ展開する。共

同研究、外部資金導入研究へ発展させる。 

 

基盤研究の成果を基に、支援事業に発展した件数、共同研究に発展した件数、外部資

金導入研究に採択された件数を合わせて、令和３年度中 2 7 件を目標とする。 
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評 価 Ｓ（年度計画を大幅に上回って実施している） 

■ 社会的課題に迅速に対応した研究開発により、ＳＤＧｓや社会的環境変化の課

題解決に貢献した。 

 

基盤研究の成果を基に支援事業・ 

共同研究に発展した件数、 

外部資金導入研究に採択された件数 

令和２年度 令和３年度 

実績 年度計画 実績 

26 27 31 

■ 年度計画を上回る基盤研究からの成果展開件数を達成した。 

 

■ 学協会等での成果発表について、論文数は過去最高となった昨年度と同水準の

件数を発表している。 

 

論文数 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実績（件） 51 53 59 67 66 

 

＜参考＞ 

  
学協会等での成果発表件数（論

文、口頭発表、ポスター、 

その他の合計） 

令和２年度 令和３年度 

270 292 

 

 

 

 

⇒ 昨年度を上回る成果展開・成果発表件数を達成している点や、基盤研究に組

織一丸となって取り組み、社会的課題解決に貢献する成果を上げたことは、大

いに評価できる。 
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項目５（共同研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

１ 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

１－６ 共同研究 

①基盤研究で得られた研究成果や中小企業や大学などのアイデアや技術シーズを効率

的かつ効果的に製品化・事業化へつなげていくため、積極的に共同研究を実施する。 

②共同研究終了後も、製品化・事業化などの状況を把握し、支援事業でサポートするな

ど、フォローアップを充実させる。 

③製品化・事業化に向けた取り組みを強化するため、共同研究のフレキシビリティを向

上させる。 

 

評 価 Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ 中小企業等との共同研究による製品化・事業化件数は、中期計画目標達成に向

けて着実に実績をあげている。 

  

製品化・事業化 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実績（件） 15 10 8 11 14 

 

■ 世界初の製法による製品の共同開発というチャレンジングな取組を実施し、成

果を出した。 

 

■ 社会人博士課程への派遣制度を利用して、職員が新しい分野の博士号を取得

し、専門領域を広げることで、利用者からの要望に応え、製品化を実現した。 

 

⇒ 製品化・事業化に積極的に取り組んでいる点は評価できる。今後も、都産技

研に求められているニーズを的確に把握し、企業の製品化・事業化を後押しし

ていくことが望まれる。 
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項目６（外部資金導入研究・調査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

１ 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

１－７ 外部資金導入研究・調査 

①技術開発の要素が大きい経済産業省の提案公募型事業や科学研究費助成事業などへ

積極的に応募し、採択を目指す。 

②新領域や萌芽的研究、あるいは未利用外部資金の調査を行い、申請可能なものを抽出

して、積極的に応募する。 

 

評 価 Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ 外部資金導入研究歳入総額は高水準を維持している。 

 

■ 学協会発表は過去最高の件数を記録するとともに、海外への成果発信を積極的

に進めることで、海外の専門家と広く議論し、職員のレベル向上に努めた。 

 

学協会発表 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実績（件） 57 85 83 60 97 

 

⇒ 外部資金の獲得実績が高い水準である点や、学協会発表等に積極的に取り組

み、研究成果の普及啓発に努めている点は、高く評価できる。 
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項目７（知的財産） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

１ 中小企業の技術的課題の解決や事業化を見据えた総合的支援 

１－８ 知的財産の取得と活用 

①基盤研究や共同研究等の成果を精査し、知的財産権として出願する。 

②外部への積極的ＰＲ等により、知的財産権の実施許諾を推進する。 

 

評 価 Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ 知的財産出願を行う職務発明の精査や保有知的財産権の見直しを適宜行い、知

財経営を適切に進めている。 

 

■ 知的財産権の実施許諾件数は過去最高に並ぶ件数を達成している。 

 

知的財産権の実施許諾件数 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実績（件） 8 17 13 14 17 

 

 

⇒ 実施許諾件数が高水準であることは評価できる。 

    引き続き、優れた知的財産権の出願を進めていくとともに、企業への実施許 

諾を促進されたい。 
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項目８（新産業創出支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

２ 産業の発展と都民生活の向上を目指したプロジェクト型支援 

２－１ 新産業創出支援  

①「ＤＸ推進センター」において、５Ｇ技術の普及啓発や中小企業や大学などとの共同

研究を通じ、ＩｏＴ、ロボット技術などの社会実装を促進する。 

②中小企業の航空機産業への参入を技術的に支援するため、「航空機産業支援室」にお

いて、試作部品の技術検証の支援や、航空機に使用される国際規格に準拠した試験を

実施する。 

③ものづくりベンチャーを育成するため、導入した機器を活用し、技術面から支援する。 
 

評 価 Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ 中小企業の５Ｇ・ＩｏＴ・ロボット普及促進事業では、製品化・事業化につい

て、昨年度を上回る件数を達成し、支援企業が表彰を受けるなど、着実に実績

を積み重ねている。 

 

■ ものづくりベンチャー育成事業において、支援した中小企業の量産試作やファ 

ンドからの出資獲得に貢献する等、成果に繋げている。 

 

⇒ 今後とも、社会的なニーズを踏まえ、中小企業の新技術・新製品の開発を、

積極的に支援することが望まれる。 
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項目９（社会的課題解決支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと 

るべき措置 

２ 産業の発展と都民生活の向上を目指したプロジェクト型支援 

２－２ 社会的課題解決支援 

①汎用プラスチックに代わる素材を用いた容器等の製品開発を支援する。 

②バイオ基盤技術を活用し、「ヘルスケア産業支援室」を拠点とした中小企業の化粧品・

食品などの製品開発を支援する。 

③障害者スポーツに関する製品開発を継続する。 

④都政課題解決プロジェクトとして、教育庁と連携しつつ、事業を進める。 

⑤デジタルトランスフォーメーションによる非対面・非接触に関する技術開発を支援す 

る。 

 

評 価 Ｓ（年度計画を大幅に上回って実施している） 

■ プラスチック代替素材を活用した製品の開発など、環境分野等の課題解決に寄

与した。 

 

■ 企業と協力して実施したパラアスリート向けスポーツ用具の開発により、東京

2020オリンピック・パラリンピック競技大会でのメダル獲得に貢献した。 

 

⇒ 廃プラスチックの削減といった社会的課題の解決に資する成果を出したこと

は評価できる。 

また、アスリート向けに開発した製品が、東京 2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会での複数のメダル獲得に貢献したことに加え、製品の開発過程

で得られた知見を活かし、一般障害者向けスポーツ用具の研究開発に取り組ん

でいる点は大いに評価できる。 
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項目１０（オープンイノベーション） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

３ 中小企業等の新事業展開支援 

３－１ 多様な連携によるオープンイノベーション等の促進 

①金融機関など他の支援機関や、豊富な技術シーズを有する大学や研究機関と協力し

て、中小企業のオープンイノベーションにつながる交流の場や機会を提供する。 

②中小企業間連携による交流活動を通じて、技術的課題の解決や新製品・新技術開発を

促進する。 

③東京都をはじめとする自治体、中小企業支援機関などが実施する中小企業などへの助

成や表彰などのための技術審査に積極的に協力する。 

④他の公設試験研究機関や大学などと連携を図り、相互に補完して中小企業への技術支

援の充実を図る。 

 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ コロナ禍にあってもビジネスマッチング会をオンラインで開催し、着実に成約

に繋げるなど、中小企業のオープンイノベーションの機会を創出した。 

 

■ 他の公設試験研究機関などと連携を図り、中小企業への技術支援を行った。 

 

⇒ 今後とも、多様な機関と連携を進め、中小企業のオープンイノベーションを

促進する取組を一層充実していくことが望まれる。 
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項目１１（製品開発支援ラボ等） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

３ 中小企業等の新事業展開支援 

３－２ 都産技研の資源やネットワークを活用した支援 

①新製品・新技術開発や、起業・第二創業を目指す中小企業に対して、都産技研の資源 

が活用できる本部と多摩テクノプラザの製品開発支援ラボの利用を促進する。 

②製品開発支援ラボの入居企業と都産技研がコラボレーションする場を積極的に提供 

することにより、製品化・事業化を支援する。 

③都のスタートアップ支援事業や起業支援機関との連携により、スタートアップ企業の 

製品化・事業化を支援する取り組みを試行する。 

 

評 価  Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ ラボ入居企業の製品化・事業化件数は過去最高を記録し、売上も堅調である。 

 

製品化・事業化 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

実績（件） 14 9 10 10 16 

 

■ 製品開発支援ラボでの支援により、入居企業が国等から表彰を受けた。 

 

■ 施設の紹介動画の公開など、積極的なＰＲを進め、ラボの入居率は 100％を達

成し、高い入居率を維持している。 

 

⇒ ラボ入居企業の製品化・事業化を強力に後押ししている点や、企業の社会的

な高評価獲得に貢献した点は、評価できる。 
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項目１２（海外展開） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

３ 中小企業等の新事業展開支援 

３－３ 海外展開の促進 

①中小企業が製品輸出や海外進出を行う際に必要な海外の法規制や国際規格への適合 

性などの相談やセミナーを開催する。 

②中小企業の海外展開等に必要となる国際規格適合性の技術支援などにより、中小企業 

の海外展開支援を実施する。 

③海外支援拠点であるバンコク支所と本部などでオンラインを活用し、海外進出した企 

業のニーズに合わせ、セミナーによる情報提供や相談対応などの技術支援を実施する。 

 

中小企業の海外展開に寄与した件数については、令和３年度中 2 4 件を目標とする。 
 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ 中小企業の海外展開に寄与した件数は、30件となり、年度計画を超える件数を

達成した。 

 

 

 

 

■ 海外展開を検討している企業に対し、オンデマンド配信セミナーを新たに開始

し、引き続きオンラインの取組を充実させている。 

 

⇒ 今後とも、中小企業の海外展開に資する取組を充実させ、海外展開の支援を

促進していくことが望まれる。 

 

海外展開に寄与し

た件数 

年度計画 実績 

24 30 
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項目１３（支所における支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

４ 地域や支所の特色を活かした支援 

４－１ 支所における支援 

①多摩テクノプラザにおいて、複合素材開発サイトでは繊維強化複合材料などの開発支

援を、ＥＭＣサイトでは車載電子機器などの評価による開発支援の充実を図る。 

②城東支所では、デザインスタジオ、ものづくりスタジオによる地域企業のものづくり

支援を強化する。 

③墨田支所では、生活技術開発サイトによる快適性・安全性評価に基づいた生活関連製

品の開発支援を図る。 

④城南支所では、先端計測加工ラボによる地域企業の高品質高付加価値製品の開発支援

を図る。 
 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ 支所所在地域の産業特性にあわせ、地域の特徴を活かした製品化・事業化事例

を数多く創出した。 

 

■ 中小企業振興公社や大学等と連携しながら、地域における中小企業等の技術的

課題の解決に繋げている。 

 

⇒ 引き続き、支所において、地域の産業特性に応じた効果的な支援を実施する

とともに、中小企業振興公社や大学、区・市等との連携事業を推進し、中小企

業の製品開発や技術的課題の解決を支援していくことが望まれる。 
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項目１４（食品産業への支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

４ 地域や支所の特色を活かした支援 

４－２ 食品産業への支援 

①食品技術センターを統合し、食品産業に関わる研究開発や支援業務の円滑な実施に努

める。 

②食の地産地消等の推進において、都の農林水産業振興部門と連携を図り、地域の特色

を活かした商品開発を支援する。 

 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ 企業等の製品開発の支援を着実に実施した。清酒の開発支援では、欧州市場で

の日本酒の普及を目的にした日本酒コンクールにて、開発製品が金賞を受賞し、 

東京都の酒蔵のアピールに寄与した。 

 

■ 地産地消を進めるため、都の農林水産業振興部門と連携し、地域資源を活用し

た食品を開発した。 

 

⇒ 今後、食を巡る様々な社会的課題解決に貢献していくことを期待する。 
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項目１５（産業人材の育成） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

５ 東京の産業を支える産業人材の育成 

５－１ 中小企業の中核人材の育成 

①様々な技術分野の最新動向などに関するセミナーや都産技研が有する技術・設備を活

用した実践に役立つ講習会を開催し、中小企業の中核を担う人材の育成を行う。 

②ライブ配信又はオンデマンド配信などデジタル化によるセミナーを開始し、様々な形

式による研修の機会を提供する。 

 

５－２ 次世代を担う人材の育成 

  大学、高等専門学校等から研修学生などを受け入れ、都産技研が有する技術や高度 

な設備などを活用した研究開発の機会を提供する。 

 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ セミナーや講習会について、コロナ禍においても、開催回数、受講者数ともに

高い実績を確保するとともに、アンケートによる評価も得ている。 

 

■ 研修学生の受入れを積極的に実施し、研修学生が学会の討論会で表彰されると

いった成果も出ている。 

 

⇒ 今後とも、中小企業の人材育成に資する質の高いセミナー・講習会を実施し、

積極的に産業人材の育成を図られたい。 
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項目１６（情報発信の推進） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと 

るべき措置 

６ 情報発信の推進 

①オンラインによる研究発表会やイベントへの出展を通じ、都産技研の研究成果や事業

の普及を行う。 

②ウェブサイト、広報誌、ニュース配信等により研究開発成果や保有する技術情報を分

かりやすく伝えるよう、内容の充実に努める。紙媒体による広報誌のデジタル化を進

め、迅速かつ幅広い技術情報の提供を実施する。 

③動画共有サイト、ＳＮＳ等を活用し、積極的な情報発信を行う。また、プレス発表を

強化し、メディアからの個別取材にも対応するなど、研究や支援事業成果を積極的に

発信する。 

 

評 価 Ａ（年度計画を上回って実施している） 

■ オンラインによる研究発表会や広報誌等のデジタル化に力を入れた結果、中期

目標を達成した。 

 

■ 職員向け広報ハンドブックを作成し、職員一人一人の情報発信力を強化した。 

 

■ ＳＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅなどの活用、都産技研設立 100周年事業での記念冊子

作成やイベント配信など、積極的な情報発信に取り組んだ。 

 

⇒ 今後とも、都産技研の認知度向上に向けて、戦略的かつ積極的に情報発信し

ていくことを期待する。 
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項目１７（組織体制及び運営、効率化、経費節減） 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 組織体制及び運営 

１－１ 機動性の高い組織体制の確保 

①事業動向等を踏まえ組織体制の検証を不断に実施し、各事業の効率的な執行体制を確

保する。 

②既存組織体制にとらわれず、適時プロジェクトチームを設置するなど、ニーズに柔軟

に対応する。 

 

１－２ 適正な組織運営 

①事業別のセグメント管理、業務時間分析等を活用し、各事業において投入した経営資

源と事業効果を検証する。 

②中小企業に対して高品質な技術支援サービスを安定かつ継続的に提供できる組織運

営を継続する。 

③法令等を遵守しつつ業務を行い、都産技研のミッションを的確に果たすため、内部統

制を推進し、適正な組織運営を行う。 

 

１－３ 職員の確保・育成 

①将来必要となる技術開発や中小企業が抱える課題を解決する研究開発の強化に向け、

専門性の高い優秀な研究職員を計画的に採用する。 

②機動的で柔軟な組織運営に向け、重要な役割を担う事務職員を計画的に確保する。 

③技術支援力の向上とともに、デジタルトランスフォーメーションの推進をはじめ、多

様化する中小企業支援ニーズに対応できる職員の育成に向け、効果的な研修を実施す

るとともに、職員のキャリアパス、ジョブローテーションの視点も交え、人材育成に関

する計画を策定する。 

 

１－４ ライフ・ワーク・バランスの推進 

①多様・柔軟な勤務形態の設定や休暇等の取得促進、テレワークの活用やフレキシブル

な人員配置などにより、効率的な業務遂行を推進する。 

②組織全体として超過勤務の縮減に努めるとともに、職員の心身の健康維持と業務の効

率性向上の両立を図る。 

 

１－５ デジタルトランスフォーメーションの推進 

①業務のデジタルトランスフォーメーションを推進する組織を設置し、都産技研のデジ

タル化推進に向けた企画・調整を行う。 

②支援事業の管理や総務・財務に関する事務手続きの簡素化・迅速化を図るため、都産

技研の情報システムの再構築を行う。 
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２ 業務運営の効率化と経費節減 

２－１ 業務改革の推進 

①お客様へのサービスの向上、業務の効率化、経費の削減等を目的として業務改革を推

進し、高い経営品質の実現や利用者満足度の向上を目指す。 

②コンビニ払いなどによるキャッシュレス化の推進、電子入札、テレワークやオンライ

ン会議の実施、会議のペーパーレス化の徹底、各種業務システムの活用などにより業

務のデジタル化を促進する。さらに、外部機関や専門家の活用も含め業務のアウトソ

ーシングを進める。 

 

都産技研内部の会議及び委員会のペーパーレスでの開催率については、令和３年度 5 

5 パーセント以上とすることを目標とする。 

 

２－２ 財政運営の効率化 

標準運営費交付金（効率化が困難な経費を除く。）を充当して行う業務については、中

小企業ニーズの低下した業務の見直し、自己収入の増加、事務処理の効率性の向上を図

る。 

 

 

 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ デジタル化推進部の新設等、執行体制の見直しを図り、効率的かつ柔軟な体制

を確保した。 

 

■ テレワーク実施体制の整備や Web会議サービスの新規導入を行うなど、効率的

な業務実施に向けた各種整備を行った。 

 

■ 超過勤務発生の原因把握などに努め、超過勤務削減の取組を推進した。 

 

⇒ 引き続きデジタル化を推進し、業務の効率化等を一層進めていくことが望ま

れる。 
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項目１８（資産の適正な管理運用等） 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

３ 財務内容の改善に関する事項 

３－１ 資産の適正な管理運用 

①安全かつ効率的な資金運用管理を推進するとともに、債権管理を適切に行う。 

②建物、施設については、計画的な維持管理を行うとともに、設備機器については校正・

保守・点検を的確に行うことにより国内規格や国際規格に適合する測定などが確実に

実施できるよう管理運用する。これらの利用率が低い場合は、適切な有効活用を図る。 

Ⅲ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画  

Ⅳ 短期借入金の限度額 

Ⅴ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財産がある場

合には、当該財産の処分に関する計画 

Ⅵ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

Ⅶ 剰余金及び積立金の使途 

１ 剰余金の使途 

決算において剰余金が発生した場合、新しい事業の開始、中小企業支援の充実、研究

開発の質の向上、法人の円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び改善に充てる。 

 

２ 積立金の使途 

前期中期目標期間の最終年度において、地方独立行政法人法第 4 0条第 1項又は第 2

項の処理を行ってなお積立金があるときは、その額に相当する金額のうち設立団体の

長の承認を受けた金額について、中期計画の剰余金の使途に規定されている、中小企業

支援の充実、研究開発の質の向上、法人の円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備

及び改善に充てる。 

Ⅷ その他業務運営に関する事項 

１ 施設・設備の整備と活用 

①業務の確実な実施と機能向上のための施設・設備の整備を計画的に実施する。 

②実施に当たっては、必要な財源を適切に確保し、総合的・長期的観点に立った整備・

更新を行う。 

 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ コロナによる減収、電力価格の上昇、半導体不足による機器契約不調等の問題

に対応するため、補正予算編成など財政面における機動的な対応を実施した。 

 

■ 修繕計画に基づき、 設備や機器の校正・保守を適切に実施した。 

⇒ 今後とも、情勢の変化に応じた柔軟な資金管理・資産運用を実施されたい。 
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項目１９（危機管理対策、社会的責任） 

Ⅷ その他業務運営に関する事項 

２ 危機管理対策の推進 

「リスクマネジメントに関する基本方針」に基づき、危機管理体制の整備を継続する。 

①個人情報や企業情報、また製品開発等の職務上知り得た秘密については、適正な取扱

いと確実な漏洩防止に向け、全職員を対象に研修を実施する。 

情報セキュリティ事故を未然に防止するため、職員への適切な情報提供や研修の実

施に加え、システムやソフトウェアの適宜更新など、ヒューマンエラーによるリスク

を低減する技術的対策を講じていく。 

②環境保全や規制物質管理、労働安全衛生に関する法令を遵守し、危険物、毒劇物の管

理と取扱い、災害に対する管理体制を確保するとともに、防災訓練や職員への意識向

上のための研修を実施する。 

③震災の発生や新興感染症の流行などに備えた対応策を必要に応じて見直すとともに、

万が一発生した場合には、被害拡大の防止に向け的確に対応する。 

④緊急事態への対応方法を防災訓練や研修などで周知徹底するとともに、通報訓練の実

施、スマートフォンによる職員の安否確認システムの導入など、迅速な情報伝達・意思

決定に向けた管理体制を継続する。 

 

３ 社会的責任 

３－１ 情報公開 

運営状況の一層の透明性を確保するため、都産技研ウェブサイトや刊行物の発行など

により経営情報の公開に取り組む。 

事業内容や事業運営状況に関する情報開示請求については、規則に基づき迅速かつ適

正に対応する。 

 

３－２ 環境への配慮 

法人の社会的責任を踏まえ、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を意識し、省エネルギ

ー対策の推進、ＣＯ２削減等、環境負荷の低減や環境改善に配慮した業務運営を行う。 
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評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ 研修等の実施により、職員の安全衛生や法令遵守、セキュリティ意識の向上に

努めている。 

 

■ ５年連続で省エネ法の最上位評価を獲得している。 

 

⇒ 今後とも、ＳＤＧｓを意識し、省エネルギー対策の推進、ペーパレスなど、

環境に配慮した取組を積極的に進め、具体的な取組成果を対外的に発信してい

くことが望まれる。 

また、業務のＤＸ化に合わせて、サイバーセキュリティ対策を十分に講じら 

れたい。 
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項目２０（内部統制・コンプライアンス） 

Ⅷ その他業務運営に関する事項 

４ 内部統制によるガバナンス強化とコンプライアンスの推進 

①内部統制の仕組みを有効に機能させるため、内部統制関連規程の点検、整備を行う。 

②内部監査、業務点検の監査項目を適切に設定する。 

③コンプライアンスマニュアルを整備して、研修などで利用することで、職員の意識を向上させ

る。 

 

 

 

評 価 Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している） 

■ 内部統制関連規程の点検・整備を、内部監査室を中心に適切に実施した。 

 

■ コンプライアンスマニュアルの整備や研修の実施により、職員のコンプライア

ンス意識の向上を図っている。 

 

⇒ 今後も内部統制によるガバナンス強化及びコンプライアンスの徹底を進めら

れたい。 
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地方独立行政法人東京都立産業技術センター令和３年度業務実績評価に係る 

評価委員会の意見について 

  

 

１ 令和３年度における地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以

下「都産技研」という。）の業務の状況は、「優れた業務の進捗状況にある」

と認められる。評価の決定に際しては、次の点について留意されたい。 

  

 ・ ＳＤＧｓの達成、とりわけ脱炭素社会の実現や地球温暖化対策等への取

組について、都産技研が研究開発や技術支援を通じて、中小企業の先導的

な役割を果たしていくことを期待する。 

  

 ・ 都と都産技研が歩調を合わせながら、都の方針や社会経済環境の変化に

応じて機動的に事業を展開していくことを期待する。 

 

 ・ 都産技研におけるダイバーシティ・インクルージョンの取組を推進して

いくことを期待する。 

 

 ・ 都産技研の情報発信を積極的に進めていくと同時に、サイバーセキュリ

ティの向上など、情報管理についても着実に実施していく必要がある。 

 

  ・ 食品技術センターが都産技研に組織移管されたことに伴い、今後、都産

技研として、食を巡る様々な課題に取り組んでいくことを期待する。 

 

 

２ 第四期中期目標及び中期計画の達成に向けては、法人が次の取組を推進す

ることを期待する。 

 

 ・ 都産技研自身のＤＸ化を積極的に進める取組を一層講じていくことが望

まれる。 

 

・ 中小企業が求めていることを知る上で、技術相談が果たす役割は大きい。

企業のニーズを的確に把握し、支援業務に活かすことが望まれる。 
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 ◎　委員長（分科会長）　○ 分科会長　

分科会

○ 大 野 髙 裕 早稲田大学　理工学術院　創造理工学部　教授

杉 谷 祐美子 青山学院大学　教育人間科学部　教育学科　教授

鈴 木 陽 子
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部共生・社会政策部　主任研究員

髙 橋 克 典
公認会計士
新創監査法人　代表社員

田 宮 菜奈子
筑波大学　医学医療系　ヘルスサービスリサーチ分野　教授
筑波大学　ヘルスサービス開発研究センター　センター長

村 瀨 賢 芳 日本製鉄株式会社　取締役　監査等委員

最 上 善 広
放送大学　客員教授
お茶の水女子大学　名誉教授

○ 波多野 睦 子 東京工業大学　工学院　電気電子系　教授

大 橋 玲 子 監査法人八雲　代表社員

鈴 木 哲 也 慶應義塾大学　理工学部　機械工学科　教授

武 田 則 秋 日刊工業新聞社　デジタルメディア局長

林　 英 夫 武州工業株式会社　相談役

◎ 矢 﨑 義 雄
公益財団法人　榊󠄀󠄀原記念財団　理事長
国際医療福祉大学　名誉総長

藍 真 澄
東京医科歯科大学病院　保険医療管理部　教授
東京医科歯科大学　大学院　教授

大 橋 裕 子 大橋裕子公認会計士事務所　所長

土 谷 明 男 公益社団法人　東京都医師会　理事

永 山 悦 子 毎日新聞論説委員

○ 福 井 次 矢 東京医科大学茨城医療センター　病院長

井 伊 雅 子 一橋大学国際・公共政策大学院　教授

大 坪 由里子 公益社団法人　東京都医師会　理事

児 玉 　　修 児玉公認会計士事務所　所長

本 田 麻由美 読売新聞東京本社　編集局　医療部　編集委員

（委員長、分科会長を除き五十音順、敬称略）

東京都地方独立行政法人評価委員会　委員名簿
（令和４年７月２９日現在）
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東京都が設立する地方独立行政法人の評価に関する指針  
 

２９総行革行第７５４号  

平成３０年３月２６日  

改正  ２総行革行第５３０号 

                          令和３年３月１８日 

 

第１ 本指針について  

１ 本指針の位置付け  

本指針は、地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118号。以下「法」という。）第 28

条第１項の評価に関する指針である。本指針に基づいた評価を実施するため、都が設立

する地方独立行政法人（以下「法人」という。）ごとに評価の基準を別途作成する。ただ

し、東京都公立大学法人を対象に東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員

会」という。）が行う法第 78 条の２第１項の評価の方針、方法等については、評価委員

会が別に定める。 

 

２ 本指針の基本的な考え方 

（１）都が法人に示した中期目標並びに法人が策定した中期計画及び年度計画において、

法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況について評価を行うとともに、法

人の業務等に係る議会審議、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等の中期目標策

定後に生じた課題への対応のほか、法人の自主的な取組についても評価を行う。  

（２）知事による目標策定と評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  

（３）各法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外

部要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる

実効性のある評価を実施する。  

また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  

（４）評価に当たっては、各法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的

かつ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 

（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  

※「東京都が設立する地方独立行政法人の中期目標の策定に関する指針（以下「目標

策定指針」という。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  

（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ
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って行うものとする。  

（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を

行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも

のとする。  

（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全

般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 

（９）法第 28条第５項に定める評価の結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）は、

他法人や過年度実績との比較可能性を高めるとともに、中期目標の達成状況並びに中

期計画及び年度計画の実施状況とそれに対する評価を分かりやすく記載した上で公表

するものとし、透明性の確保及び都民への説明責任の徹底を図るものとする。  

 

３ 本指針の対象  

（１）法第 28条第１項各号に定める、各事業年度の終了後に実施される、業務の実績の評

価（年度評価）  

（２）中期目標期間における業務の実績の評価（中期目標期間評価）  

ア 法第 28条第１項第２号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年

度の終了後に実施される、中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標の期間にお

ける業務の実績の評価（見込評価）  

イ 法第 28条第１項第３号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の終了後に実施

される、中期目標の期間における業務の実績に関する評価（期間実績評価）  

 

第２ 評価の基本的な考え方について  

１ 総論  

地方独立行政法人は、住民サービス等の質の向上を図ることを目的としていることか

ら、業務の質の向上と業務運営の効率化の両立を促す評価が重要である。  

そのため、評価においては、中期計画及び年度計画の実施状況について、中期目標の

達成及び達成見込みについても留意しつつ評価を行う。  

また、業務運営上の課題についても留意して、当該課題を発見した場合には、それを

提示し、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等や、過去の評価において提示された

課題等への対応状況についても適正に評価する。  

 

２ 評価体制  

法人の業務実績の評価は、当該法人に係る知事の職務を所掌する局が行う。  

また、評価の実効性・客観性を担保するため、評価に当たっては、評価委員会からの

意見聴取を行うものとする。  

所管局は、法人の自己評価結果と評価委員会の意見のみに依拠せず、都として的確な
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評価を行うために、日頃から法人と十分なコミュニケーションを取り、法人の業務運営

の状況把握に努めるものとする。 

 

３ 各評価の目的・趣旨・基本方針  

（１）年度評価  

ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  

イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その

結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  

ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況や当該不祥事を生じさせた背景等にも留意するもの

とする。  

エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 見込評価  

（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  

（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織の全般にわたる検討を行い、その結果に基づ

き、業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中

期目標を適切に策定する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

イ 期間実績評価  

（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  

（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖
かい

離が
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ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標の変更

の必要性について検討する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

 

４ 自己評価結果の活用等  

（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的として作成する。  

（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業

務実績等報告書の作成を求める。その際、法人の過度な負担とならないよう配慮する。  

（３）年度評価及び中期目標期間評価においては、客観性を考慮しつつ業務実績等報告書

を十分に活用し、効果的かつ効率的な評価を行う。 

（４）法人は、上記の知事の評価の円滑化に資するよう、業務実績等報告書の作成に当た

って、以下の点に努める。  

ア ３、５及び６を踏まえ、中期目標、中期計画及び年度計画で定められた指標につ

いて目標・計画と実績を比較した評価を行う。  

イ 法人の業務運営の状況について、十分な資料に基づき客観的かつ具体的に記述す

る。  

ウ 業務実績、目標・計画の達成状況及び法人内のマネジメントの状況等について、

評価において十分に説明し得る評価単位を設定する。その際、自己評価を適正に行

うため、当該評価単位は知事が行う評価単位と整合するよう留意する。  

エ 自己評価において業務運営上の課題を発見した場合には、具体的な改善方策など

についても記入する。  

 

５ 評価単位の設定  

項目別評価は、目標策定指針に基づき、中期目標を定めた項目を基準として評価単位

を設定し、評価を行う。  

見込評価の結果、当該期間に設定した目標について改善が必要とされた場合は、当該

評価結果を次期中期目標期間における目標の設定に適切に反映させる。  

より的確な評価を実施するため、上記の考えに基づき設定した単位をより細分化した

単位で項目別評価を行うことは妨げない。  

 

６ 評価の方法等  

目標・計画と実績との比較により、目標・計画の達成及び進捗状況を的確に把握する

とともに、業務運営上の課題を的確に把握し、対応を促す観点から、以下の方法等によ
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り評価を行い、評価の実効性を確保するものとする。  

（１）法人から必要かつ十分な資料の提出を受けるとともに、法人理事長からのヒアリ      

ングを実施するほか、役員等から必要な情報を収集する。  

（２）目標・計画と実績の差異及び事業別予算と決算の差異についての要因分析を実施す

る。なお、目標・計画と実績は、評価単位ごとに項目別評価の各項目において記載す

る。 

（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  

（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。また、同業種の法人や民間企業等と

の比較・分析を行う。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  

（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 

上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  

 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  

（１）年度評価  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。  

②「Ｂ」を標準とする。  

各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  

① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価

根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 

② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい

とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  

具体的には、質的な面として、  

・ 法人の自主的な取組による創意工夫  

・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  
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・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  

等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  

イ 全体評価  

全体評価は、記述による総合評価を行う。  

全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  

（ア） 全体評価の記述  

① 次の②及び③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 

② 項目別評価について総括する。  

・ 項目別評価のうち重要な項目の実績及び評価の概要  

・ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  

・ 業務運営等に関して改善すべき事項及び方策   

特に、法第 28条第６項に定める業務改善命令が必要な事項については、その

旨を具体的かつ明確に記述する。  

・ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  

③ 法人全体の評価に影響を与える事象について記述する。 

・ 法人全体の信用を失墜させる事象など、法人全体の評価に影響を与える事象  

・ 目標策定指針第２の１（２）の法人全体を総括する章において記載される法

人のミッション・役割の達成について特に考慮すべき事項  

・ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応等）  

④ 全体評価の冒頭には、当該評価を要約した項を設け、①の評語とともに、「高

く評価すべき事項」や「改善すべき事項」などをまとめ、都民に分かりやすく

提示する。 

  （イ）全体評価の留意事項  

   法人全体の信用を失墜させる事象が生じた場合には、その程度に応じ項目別  

評価を基礎とした場合の評価から更に引下げを行うものとする。 

また、当該事象を生じさせるに至った、マネジメント上の欠陥等に対する要因分

析や対応策の検証を行い、評価に反映するものとする。 

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

（１）ア（ア）年度評価における項目別評価の評価区分と同様の取扱いとする。

ただし、各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表３のとおりとする。 

（イ）項目別評価の留意事項  

① 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業  
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務実績見込みと実際の業務実績との間に大幅な乖
かい

離がある場合には、その理由を

明確かつ具体的に記載する。  

② 評価に併せ、次期中期目標期間の業務実施に当たっての留意すべき点等につい

ての意見を記述する。  

上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 

イ 全体評価  

（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 

（イ）全体評価の留意事項  

① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期

中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       

で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 

③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について  

改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 

 

第３ 評価結果の活用等  

１ 評価結果の活用等に関する事項  

（１）法人は、評価結果を中期計画の見直し、翌年度の年度計画の策定及び次期中期計画

の策定並びに法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分及び業務

手法の見直し等に活用するものとする。  

（２）都は、評価結果を中期目標の見直し、業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期

中期目標の策定のほか、都の政策等に反映させる。  

（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  

（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  

（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  

 

２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 
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（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま

とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  

（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、組織及び人事その他業務改善への反映等、事業年度内に実施した

措置状況を具体的に記載する。 

   都は、評価で指摘した事項が適切に記載されているかを確認する。 

（３）都は、法人が評価委員会における審議の内容を、その業務運営に活用できるよう、

適切な助言を行う。 

 

３ 評価結果等の公表に関する事項  

（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書並びに業務及び組織の全般にわた

る検討の結果（以下「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表す

るものとする。  

（２）評価書等は、都や法人のホームページなど、広く都民に周知できる方法で公表する

ものとする。 

（３）評価に活用したデータ等についても、検証可能性の確保に留意した上で、積極的な

公表に努める。  

 

４ 評価のスケジュールに関する事項  

評価結果を業務運営の改善等に適切に反映できるよう、予算要求時を目途に各評価を

完了させるよう努めるものとする。  

具体的には、以下のスケジュールが想定される。  

（１）業務実績等報告・評価結果反映報告 

６月末までに業務実績等報告書・評価結果反映報告書を提出し、速やかに公表する。  

（２）知事による評価等  

ア 年度評価 

８月上旬を目途に評価委員会から意見聴取の上で評価を完了し、法人に通知し、

公表する。  

  イ 見込評価並びに業務及び組織の全般にわたる検討  

見込評価並びに業務及び組織の全般にわたる検討の結果については、８月下旬を

目途に評価委員会からの意見聴取を完了した上で、法人に通知し、公表する。  

ウ 期間実績評価 

８月上旬を目途に評価委員会から意見聴取の上で評価を完了し、法人に通知し、

公表する。 
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   各評価結果については、毎年、東京都議会第３回定例会に報告する。  

 

５ 本指針の見直しについて  

評価の実効性や法人に関する都の計画、方針等を踏まえ、知事による目標策定・評価

に基づくＰＤＣＡサイクルの実効性をより高める観点や法人のマネジメントの実効性を

より向上させる観点から、適時に本指針の見直しを行い、必要な変更を行うものとする。 

 

６ 本指針の適用について 

  令和３年４月１日以降に実施する評価から適用する。 
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別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により高

い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 
年度計画を概

おおむ

ね順調

に実施している 

年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 

実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し・

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標の

水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大な

瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的要

因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表２ 

評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 

～優れた業務の進捗状況にある 

～着実な業務の進捗状況にある 

～業務の進捗状況に遅れが見られる 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 
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別表３ 

評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち、次

に掲げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準

を大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 

高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 

中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 

実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標

の水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大

な瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で

評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表４ 

評 語 

～特筆すべき業務の達成状況にある 

～優れた業務の達成状況にある 

～着実な業務の達成状況にある 

～やや不十分な業務の達成状況にある 

～不十分な業務の達成状況にある 
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの評価に関する基準  

 

29産労商創第 2697号 

平成 30年３月 28 日 

改正 3産労商創第 676号 

令和３年７月１日 

第１ 本基準について  
１ 本基準の位置付け  
本基準は、地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118号。以下「法」という。）第 28
条第１項の評価に関する「東京都地方独立行政法人の評価に関する指針」（平成 30 年 3
月 26 日知事決定。以下「評価指針」という。）を基に、地方独立行政法人東京都立産業
技術研究センター（以下「法人」という。）の評価において必要な基準を定めるものであ

る。 
 
２ 本基準の基本的な考え方 
（１）都が法人に示した中期目標並びに法人が策定した中期計画及び年度計画において、

法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況について評価を行うとともに、法

人の業務等に係る議会審議、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等の中期目標策

定後に生じた課題への対応のほか、法人の自主的な取組についても評価を行う。  
（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  
（３）法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外部

要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる実

効性のある評価を実施する。  
また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  
（４）評価に当たっては、法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的か

つ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 
（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  
※「東京都が設立する地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定

指針」という。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  
（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  
（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を
行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも
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のとする。  
（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全
般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 

（９）法第 28条第５項に定める評価の結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）は、
他法人や過年度実績との比較可能性を高めるとともに、中期目標の達成状況並びに中

期計画及び年度計画の実施状況とそれに対する評価を分かりやすく記載した上で公表

するものとし、透明性の確保及び都民への説明責任の徹底を図るものとする。  
 
３ 本基準の対象  
（１）法第 28条第１項各号に定める、各事業年度の終了後に実施される、業務の実績の評
価（年度評価）  

（２）中期目標期間における業務の実績の評価（中期目標期間評価）  
ア 法第 28条第１項第２号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年
度の終了後に実施される、中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標の期間にお

ける業務の実績の評価（見込評価）  
イ 法第 28条第１項第３号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の終了後に実施
される、中期目標の期間における業務の実績に関する評価（期間実績評価）  

 
第２ 評価の基本的な考え方について  
１ 総論  
地方独立行政法人は、住民向けサービス等の質の向上を図ることを目的としているこ

とから、業務の質の向上と業務運営の効率化の両立を促す評価が重要である。  
そのため、評価においては、中期計画及び年度計画の実施状況について、中期目標の

達成及び達成見込みについても留意しつつ評価を行う。  
また、業務運営上の課題についても留意し、当該課題を発見した場合には、それを提

示し、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等や、過去の評価において提示された課

題等への対応状況についても適正に評価する。  
 

２ 評価体制  
法人の業務実績の評価は、当該法人に係る知事の職務を所掌する局が行う。  
また、評価の実効性・客観性を担保するため、評価に当たっては、東京都地方独立行

政法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）からの意見聴取を行うものとする。  
所管局は、法人の自己評価結果と評価委員会の意見のみに依拠せず、都として的確な

評価を行うために、日頃から法人と十分なコミュニケーションを取り、法人の業務運営

の状況把握に努めるものとする。 
 

３ 各評価の目的・趣旨・基本方針  
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（１）年度評価  
ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  
イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その

結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  
ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況や当該不祥事を生じさせた背景等にも留意するもの

とする。  
エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  
（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  
ア 見込評価  
（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  
（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、
業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
イ 期間実績評価  
（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  
（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
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４ 自己評価結果の活用等  
（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的として作成する。  
（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業

務実績等報告書の作成を求める。 その際、法人の過度な負担とならないよう配慮する。 
（３）年度評価及び中期目標期間評価においては、客観性を考慮しつつ業務実績等報告書

を十分に活用し、効果的かつ効率的な評価を行う。 
（４）法人は、上記の知事の評価の円滑化に資するよう、業務実績等報告書の作成に当た

って、以下の点に努める。  
ア ３、５及び６を踏まえ、中期目標、中期計画及び年度計画で定められた指標につ

いて目標・計画と実績を比較した評価を行う。  
イ 法人の業務運営の状況について、十分な資料に基づき客観的かつ具体的に記述す

る。  
ウ 業務実績、目標・計画の達成状況及び法人内のマネジメントの状況等について、

評価において十分に説明し得る評価単位を設定する。その際、自己評価を適正に行

うため、当該評価単位は知事が行う評価単位と整合するよう留意する。  
エ 自己評価において業務運営上の課題を発見した場合には、具体的な改善方策など

についても記入する。  
 

５ 評価単位の設定  
項目別評価は、目標策定指針に基づき、中期目標を定めた項目を基準として評価単位

を設定し、評価を行う。  
見込評価の結果、当該期間に設定した目標について改善が必要とされた場合は、当該

評価結果を次期中期目標期間における目標の設定に適切に反映させる。  
より的確な評価を実施するため、上記の考えに基づき設定した単位をより細分化した

単位で項目別評価を行うことは妨げない。  
 

６ 評価の方法等  
目標・計画と実績との比較により、目標・計画の達成及び進捗状況を的確に把握する

とともに、業務運営上の課題を的確に把握し、対応を促す観点から、以下の方法等によ

り評価を行い、評価の実効性を確保するものとする。  
（１）法人から必要かつ十分な資料の提出を受けるとともに、法人理事長からのヒアリン

グを実施するほか、役員等から必要な情報を収集する。 
（２）目標・計画と実績の差異及び事業別予算と決算の差異についての要因分析を実施す

る。なお、目標・計画と実績は、評価単位ごとに項目別評価の各項目において記載す

る。 
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（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  
（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。 また、同業種の法人や民間企業との
比較・分析を行う。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  
（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 
   なお、年度評価及び期間実績評価に当たっては、東京都地方独立行政法人評価委員

会試験研究分科会からの意見聴取を持って評価委員会からの意見聴取とする。 
上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  
 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  
（１）年度評価  
ア 項目別評価  
（ア）評価区分  
① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと
する。  

②「Ｂ」を標準とする。  
各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  
① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価
根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 
② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい
とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  
具体的には、質的な面として、  
・ 法人の自主的な取組による創意工夫  
・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  
・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  
等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 研究に関する評価は、研究テーマの選定方法、成果の活用、研究評価が適正に
行われているか等について、組織的・マクロ的な視点で行う。個別研究内容の

評価は法人が行っている研究評価（外部評価・内部評価）によることとする。 
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④ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  
イ 全体評価  
全体評価は、記述による総合評価を行う。  
全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  
（ア） 全体評価の記述  
① 次の②及び③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 
② 項目別評価について総括する。  
・ 項目別評価のうち重要な項目の実績及び評価の概要  
・ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  
・ 業務運営等に関して改善すべき事項及び方策   
特に、法第 28条第６項に定める業務改善命令が必要な事項については、その
旨を具体的かつ明確に記述する。  
・ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  
③ 法人全体の評価に影響を与える事象について記述する。 
・ 法人全体の信用を失墜させる事象など、法人全体の評価に影響を与える事象  
・ 目標策定指針第２の１（２）の法人全体を総括する章において記載される法
人のミッション・役割の達成について特に考慮すべき事項  
・ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応など）  
④ 全体評価の冒頭には、当該評価を要約した項を設け、①の評語とともに、「高
く評価すべき事項」や「改善すべき事項」などをまとめ、都民に分かりやすく

提示する。 
  （イ）全体評価の留意事項  

   法人全体の信用を失墜させる事象が生じた場合には、その程度に応じ項目別評価

を基礎とした場合の評価から更に引下げを行うものとする。 
また、当該事象を生じさせるに至った、マネジメント上の欠陥等に対する要因分

析や対応策の検証を行い、評価に反映するものとする。 
（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  
ア 項目別評価  
（ア）評価区分  

（１）ア（ア）年度評価における項目別評価の評価区分と同様の取扱いとする。

ただし、各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表３のとおりとする。 
（イ）項目別評価の留意事項  

① 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業務
実績見込みと中期目標期間実績評価時の実際の業務実績との間に大幅な乖

かい

離が

ある場合には、その理由を明確かつ具体的に記載する。  
② 評価に併せ、次期中期目標期間の業務実施に当たっての留意すべき点等につい
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ての意見を記述する。  
上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 
イ 全体評価  
（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 
（イ）全体評価の留意事項  
① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期
中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       
で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 
③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について 
改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

④ 中期計画に掲げられている事項以外で特記すべき法人の自主的な取組みがあれ 
ば、当該事項も含めて総合的に評価する。  
上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 
 
第３ 評価結果の活用等 
１ 評価結果の活用等に関する事項  
（１） 法人は、評価結果を中期計画の見直し、翌年度の年度計画の策定及び次期中期計画

の策定並びに法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分及び業

務手法の見直し等に活用するものとする。  
（２）都は、評価結果を中期目標の見直し、業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期

中期目標の策定のほか、都の政策等に反映させる。  
（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  
（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  
（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  
 
２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 
（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま
とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

- 58 -



 

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  
（（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、組織及び人事その他業務改善への反映等、事業年度内に実施した

措置状況を具体的に記載する。 
   都は、評価で指摘した事項が適切に記載されているかを確認する。 
（３）都は、法人が評価委員会における審議の内容を、その業務運営に活用できるよう、

適切な助言を行う。 
 
３ 評価結果等の公表に関する事項  
（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書並びに業務及び組織の全般にわた

る検討の結果（以下「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表す

るものとする。  
（２）評価書等は、都や法人のホームページなど、広く都民に周知できる方法で公表する

ものとする。 
（３）評価に活用したデータ等についても、検証可能性の確保に留意した上で、積極的な

公表に努める。  
 
４ 評価のスケジュールに関する事項  
評価結果を業務運営の改善等に適切に反映できるよう、予算要求時を目途に各評価を

完了させるよう努めるものとする。  
具体的には、以下のスケジュールが想定される。  
事項 時期 業務内容等 

評価準備 ４月～６月 ○業務実績等報告書、評価結果反映報告書作成（法人） 
実績報告 ６月 ○業務実績等報告書、評価結果反映報告書提出（法人） 

（年度終了後、３か月以内に提出） 
評価 ６月～８月 ○業務実績等の検証（法人からのヒアリング） 

○評価結果（案）作成 
○評価委員会から意見聴取 
○評価結果の決定（年度及び期間評価は８月上旬を、見

込み評価及び業務全般の見直し結果は８月下旬を目途

とする） 
報告・公表 ９月 ○評価結果を東京都議会第３回定例会に報告 
 

５ 本基準の見直しについて  
評価の実効性や評価指針、法人に関する都の計画、方針等を踏まえ、知事による目標

策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルの実効性をより高める観点や法人のマネジメント
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の実効性をより向上させる観点から、適時に本基準の見直しを行い、必要な変更を行う

ものとする。 
 

 
 附則 
 この基準は、平成３０年４月１日から施行する。 
 附則 
 この基準は、令和３年７月１日から施行する。 
 
別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・  実績・成果が卓越した水準にある 
・  都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・  上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 
年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 年度計画を概
おおむ

ね順調

に実施している 
年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 
実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し、

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・  上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 
  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
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別表２ 
評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 
～優れた業務の進捗状況にある 
～着実な業務の進捗状況にある 
～業務の進捗状況に遅れが見られる 
～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 
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別表３ 
評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に

掲げる条件に該当する項目 
・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 
・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 
中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 
中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 
実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で
評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
 
別表４ 

評 語 
～特筆すべき業務の達成状況にある 
～優れた業務の達成状況にある 
～概

おおむ

ね着実な業務の達成状況にある 
～やや不十分な業務の達成状況にある 
～不十分な業務の達成状況にある 
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2
0
2
1

年
度

 
地

方
独

立
行

政
法

人
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
 

業
務

実
績

等
報

告
書

 
                 

2
0
2
2

年
6

月
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i

  
１
 
現
況

 

（
１
）
 

設
立
目

的
 

産
業
技
術
（
食
品
工
業
技
術
を
含
む
。
）
に
関
す
る
試
験
、
研
究
、
普
及
及
び
技
術
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
都
内
中
小
企

業
の
振
興

を
図
り

、
も
っ

て
都

民
生
活
の

向
上
に

寄
与
す

る
。

 

 （
２
）
 

事
業
内

容
 

①
 
産
業

技
術
に

係
る
試

験
、

研
究
及
び

調
査
に

関
す
る

こ
と

。
 

②
 
産
業

技
術
に

係
る
普

及
、

相
談
及
び

支
援
に

関
す
る

こ
と

。
 

③
 
試
験

機
器
等

の
設
備

及
び

施
設
の
提

供
に
関

す
る
こ

と
。

 

④
 
こ
れ

ら
の
業

務
に
附

帯
す

る
業
務
を

行
う
こ

と
。

 

 （
３
）
 

事
業
所

等
の
所

在
地

 

本
 
 
 

 
 
部

：
東
京

都
江

東
区
青
海

2
-
4
-
1
0 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
：
東
京
都

昭
島
市

東
町

3
-
6
-
1 

城
東

支
所
：
東
京
都

葛
飾
区

青
戸

7
-
2
-
5 

墨
田

支
所
：
東
京
都

墨
田
区

横
網

1
-
6
-
1 

K
F
C
ビ
ル

1
2
階
 

城
南

支
所
：
東
京
都

大
田
区

南
蒲
田

1
-
2
0
-
2
0 

食
品

技
術

セ
ン

タ
ー
：
東
京
都

千
代
田

区
神
田

佐
久

間
町

1
-
9
 
東
京
都
産

業
労
働

局
秋
葉
原

庁
舎

6
階
か
ら

8
階

 

バ
ン

コ
ク

支
所

：
M
I
D
I
 B
u
il
d
in
g
,8
6
/6
,
So
i 
T
r
ee
m
it
,
Ra
m
a 
I
V 
R
oa
d
,K
lo
n
g
to
e
y,
B
an
g
ko
k
 1
0
11
0
. 

 

（
４
）
 

沿
革

 

東
京
都
立

産
業
技

術
研
究

所
は

、
2
0
0
6
年

4
月
、
城
東
地
域
中

小
企
業
振

興
セ
ン

タ
ー
、
城
南

地
域
中
小

企
業
振

興
セ
ン

タ

ー
、

多
摩

中
小

企
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
技

術
部

門
を

統
合

す
る

と
と

も
に

、
地

方
独

立
行

政
法

人
へ

移
行

し
、

地
方

独
立

行
政

法
人
東
京

都
立
産

業
技
術

研
究

セ
ン
タ
ー

と
な
る

。
 

2
0
1
1
年

1
0
月
、
本
部
を
北
区

西
が
丘
か

ら
江
東

区
青
海

に
変

更
し
た
。

 

2
0
1
5
年

4
月
、
タ
イ
王
国

に
バ

ン
コ
ク
支

所
を
開

設
し
た

。
 

2
0
2
1
年

4
月
、
東
京
都
立

食
品

技
術
セ
ン

タ
ー
を

統
合
し

た
。

 

 （
５
）
 

役
員
の

状
況

 

理
事
長
 

 
奥
 

村
 
次

 
德

 

理
 
事
 

 
角
 

口
 
勝

 
彦

 

理
 
事
 

 
近
 

藤
 
幹

 
也

 

監
 
事
 

 
泉
 

澤
 
俊

 
一

（
非
常
勤

）
 

監
 
事
 

 
大
 

串
 
淳

 
子

（
非
常
勤

）
 

 （
６
）
 

資
本
金

の
状
況

 

2
8
,
05
1
,8
3
1
千
円
（
2
0
22

年
3
月

3
1
日
現
在
）
 

 （
７
）
 

職
員
の

状
況

 

職
員
数
 
3
7
5
名
（
2
0
2
2
年

3
月

3
1
日
現
在
。
役
員

を
除
く

。
）
 

（
８
）
 
組
織

 

                    ２
 
基
本
理
念

 

中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
る
技
術
支
援
、
新
技
術
・
新
製
品
に
着
実
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
、
変
化
に
的

確
に
対
応
で
き
る

機
動
的

運
営

、
と
い
う

三
つ
の

経
営
方

針
を

掲
げ
、
中

小
企
業

に
と
っ

て
「

便
利
で
使

い
や
す

い
都
産

技
研

」

か
ら
「
頼
り
に
な

る
都
産

技
研

」
を
目
指

す
。

 

 ３
 
東
京
都
立
産

業
技
術

研
究

セ
ン
タ
ー

第
四
期

中
期
計

画
期

間
の
取
り

組
み
目

標
 

①
 
総
合
力
を
活

か
し
た

技
術

支
援
、
研

究
開
発

 

②
 
先
端
技
術
・

社
会
ニ

ー
ズ

に
対
応
し

た
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
型

事
業
の
拡

充
 

③
 
「
稼
ぐ
東
京

」
の
実

現
の

た
め
の
オ

ー
プ
ン

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
の
推

進
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援

 

④
 
地
域
や
支
所

の
特
色

を
活

か
し
た
支

援
の
展

開
 

⑤
 
産
業
人
材
の

育
成

 

⑥
 
情
報
発
信
の

推
進

 

⑦
 
業
務
運
営

 

 

４
 
法
人
運
営

 

地
方
独
立
行
政
法
人
と
し
て
、
組
織
、
人
事
、
財
務
な
ど
の
経
営
の
基
本
事
項
を
自
己
責
任
の
も
と
実
施
し
、
透
明
で
自
立

的
な
運
営
を
行
う

。
 

ま
た
、
効
率
的

、
効
果

的
な
試

験
・
研

究
・
普

及
事
業

を
行
う

と
と
も
に

、
人

事
制
度

や
財
務

会
計
制
度

の
弾
力

化
を
図

る
。

明
確
な
年
度
計
画

を
設
定

し
た

上
で
、
目

標
を
達

成
し
、

都
内

中
小
企
業

の
振
興

や
産
業

の
活

性
化
に
努

め
る
。

 
 

20
21

年
度
法
人
の
概
要

 

理
 
事
 

理
 
事
 

事
業
化
支
援
本
部
 

（
G
は
グ
ル
ー
プ
を
意
味
す
る
。）

地
域
技
術
支
援
部
 

技
術
開
発
支
援
部
 

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 

物
理
応
用
技
術
部
 

監
 
事
 

理
事
長
 

企
画
部
 

総
務
部
 

情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
部
 

マ
テ
リ
ア
ル
応
用
技
術
部
 

開
発
本
部
 

監
 
事
 

内
部
監
査
部
 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
部
 

技
術
経
営
支
援
部
 

城
東
支
所
、
墨
田
支
所
、
城
南
支
所
、
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
 

実
証
試
験
技
術

G
、
計
測
分
析
技
術

G
、
製
品
化
技
術

G 

総
合
支
援
課
、
電
子
技
術

G
、
複
合
素
材
技
術

G 

電
気
技
術

G
、
機
械
技
術

G
、
光
音
技
術

G 

経
営
企
画
室
、
開
発
企
画
室
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
室
 

総
務
課
、
財
務
会
計
課
、
環
境
安
全
管
理
室
 

I
oT

技
術

G
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

G
、
通
信
技
術

G 

材
料
技
術

G
、
プ
ロ
セ
ス
技
術

G
、
バ
イ
オ
技
術

G 

内
部
監
査
室
 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
 

技
術
評
価
支
援
室
、
技
術
振
興
推
進
室
、
バ
ン
コ
ク
支
所
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ii 

全
般

的
な
概

要
 

 

法
人
化

1
6
年
目
で
あ
り
第
四
期
中
期
計
画
の

1
年
目
に
あ
た
る

2
02
1
年
度
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
技
術
支
援
事
業
の
開
始
、
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
の
統

合
、
所
内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。
 

 

1
)
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
技
術
支
援
事
業
の
開
始
【
項
目

3
】
 

利
用
者
の
開
発
段
階
に
応
じ
て
、
き
め
細
か
く
柔
軟
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
製
品
の
試
作
、
品
質
評
価
、
技
術
ア
ド
バ
イ
ス
、
人
材
育
成
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
技
術
支
援
を
開
始
し
た
。

 
2
)
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
の
統
合
 
【
項
目

1
4
】
 

食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
事
業
内
容
の
調
整
お
よ
び
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
新
た
な
機
器
導
入
を
迅
速
に
実
施
し
、
円
滑
な
統
合
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
本
部
・
墨
田
支
所
と
の
事
業
連
携
を
推
進
す
る
等
、
研
究
お
よ
び
支
援
内
容
等
の
協
力
体
制
を
構
築
し
た
。
 

3
)
所
内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
 
【
項
目

1
7
】
 

所
内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
の
推
進
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
部
を
設
置
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
基
本
方
針
な
ど
の
都
産
技
研

の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
関
す
る
規
程
類
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
W
eb

会
議
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
拡
大

に
向
け
て
役
職
員
の
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
か
ら
ノ
ー
ト
型
に
変
更
す
る
計
画
や
、
シ
ス
テ
ム
管
理
の
効
率
化
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
向
け
て
業
務
で
使
用
す
る
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
を
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
計
画
を
立
案
し
た
。
 

 

１
 
中
小
企

業
の
技

術
的
課

題
の
解

決
や
事
業

化
を
見

据
え
た

総
合
的

支
援
 

○
技
術
相
談
 
【
項
目

1
】
 

・
来
所
、
電
話
、
ウ
ェ
ブ
等
に
よ
る
技
術
相
談
を
都
産
技
研
全
体
で

7
7
,8
25

件
実
施
し
た
。
 

・
技
術
相
談
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
使
用
し
た
技
術
相
談
を

3
5,
20
8
件
実
施
し
た
（
全
相
談
件
数
の

4
5
％
） 。

 

○
依
頼
試
験

、
機
器

利
用
 
【
項
目

2
】
 

・
依
頼
試
験
と
機
器
利
用
を
都
産
技
研
全
体
で

2
45
,0
31

件
実
施
し
た
。
 

・
都
産
技
研
の
特
徴
的
な

1
2
分
野
（
音
響
試
験
、
照
明
試
験
、
高
電
圧
試
験
、
非
破
壊
透
視
試
験
、
ガ
ラ
ス
技
術
、
環
境
防
か
び
試
験
、
放
射
線
試
験
、
高

速
通
信
試
験
、
め
っ
き
・
塗
装
複
合
試
験
、
光
学
特
性
計
測
技
術
、
繊
維
・
複
合
材
料
評
価
試
験
、
に
お
い
分
析
試
験
）
の
試
験
を
都
産
技
研
ブ
ラ
ン
ド
試

験
と
位
置
付
け
、
試
験
実
施
体
制
を
整
備
し
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。
 

○
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド

型
技
術

支
援
 
【
項
目

3
】
 

・
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
技
術
支
援
を
新
た
に
開
始
し
、
都
産
技
研
全
体
で

6
84

件
実
施
し
た
。
 

・
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
技
術
支
援
を
利
用
し
て
製
品
化
・
事
業
化
に
至
っ
た
件
数
は

3
0
件
で
あ
っ
た
。
 

○
基
盤
研
究
 
【
項
目

4
】
 

・
理
事
長
が
設
定
し
た
技
術
課
題
に
基
づ
い
て
、
都
産
技
研
内
の
組
織
の
垣
根
を
乗
り
越
え
、
複
数
の
組
織
を
横
断
し
た
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
統
合
的
に
課
題

を
解
決
す
る
協
創
的
研
究
開
発
を

2
テ
ー
マ
実
施
し
た
。
 

・
第
四
期
研
究
開
発
戦
略
に
基
づ
き
、
基
盤
研
究
を

6
2
テ
ー
マ
実
施
し
た
。
 

・
基
盤
研
究
の
成
果
を
基
に
、
支
援
事
業
、
共
同
研
究
、
外
部
資
金
導
入
研
究
へ

3
1
件
成
果
展
開
し
た
。
 

○
共
同
研
究
 
【
項
目

5
】
 

・
中
小
企
業
等
と
の
共
同
研
究
を
新
た
に

2
6
テ
ー
マ
実
施
し
た
。
 

・
共
同
研
究
の
実
施
に
よ
り
製
品
化
・
事
業
化
に
至
っ
た
件
数
は

1
4
件
で
あ
っ
た
。
 

○
外
部
資
金

導
入
研

究
・
調

査
 
【
項
目

6
】
 

・
外
部
資
金
導
入
研
究
を

9
1
件
実
施
し
た
。
提
案
公
募
型
事
業
へ
積
極
的
に
応
募
し
、
新
規
に
採
択
さ
れ
た
件
数
は

3
0
件
で
あ
っ
た
。
 

・
ウ
ェ
ブ
会
議
を
活
用
し
た
積
極
的
な
研
究
成
果
の
普
及
活
動
を
実
施
し
、
学
協
会
等
で
の
成
果
発
表

9
7
件
、
う
ち
海
外
発
表

48
件
を
実
施
し
た
。
 

○
知
的
財
産

の
取
得

と
活
用
 
【
項
目

7
】
 

・
知
的
財
産
出
願
件
数
は

3
7
件
、
知
的
財
産
登
録
件
数
は

4
4
件
で
あ
っ
た
。
 

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
知
的
財
産
権
の
シ
ー
ズ
の
発
表
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
、
新
た
に

1
7
件
の
実
施
許
諾
を
し
た
。
 

２
 
産
業
の

発
展
と

都
民
生

活
の
向

上
を
目
指

し
た
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
型

支
援
 

○
新
産
業
創

出
支
援
 
【
項
目

8】
 

・ 「
中
小
企
業
の

5
G
・
Io
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
促
進
事
業
」
に
お
い
て
公
募
型
共
同
研
究
を

1
1
テ
ー
マ
、
基
盤
研
究
を

8
テ
ー
マ
、
共
同
研
究
を

1
テ
ー
マ
、

実
証
研
究
を

1
テ
ー
マ
実
施
し
た
。
 

・「
航
空
機
産
業
へ
の
参
入
支
援
事

業
」
に
お
い
て
テ
ー
マ
設
定
型
共
同
研
究
を

1
2
テ
ー
マ
実
施
し
た
。
 

・「
も
の
づ
く
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成

事
業
」
に
お
い
て
「
T
o
ky
o 
St
ar
tu
p
 B
EA
M 
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
サ
イ
ト
」
を
試
作
支
援
拠
点
と
し
て
、
3
D
プ
リ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
技
術
支
援
を
実
施
し
た
。
 

○
社
会
的
課

題
解
決

支
援
 
【
項
目

9
】
 

・「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
素
材
を
活

用
し
た
開
発
・
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
素
材
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
デ
ザ
イ
ン
性
や

使
い
や
す
さ
等
の
付
加
価
値
を
考
慮
し
た
食
器
の
製
品
化
に
資
す
る
公
募
型
共
同
研
究
を

2
テ
ー
マ
実
施
し
た
。
 

・「
バ
イ
オ
基
盤
技
術
を
活
用
し
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
支
援
事
業
」
に
お
い
て
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
支
援
室
」
を
拠
点
と
し
て
健
康
関
連
分
野
に
お
け
る
中

小
企
業
の
技
術
革
新
お
よ
び
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
を
支
援
し
た
。
 

・「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
開
発
推

進
事
業
」
に
お
い
て
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
一
般
向
け
用
具
に
展
開
す
る
研
究
開
発
を

3
テ
ー
マ

実
施
し
た
。
 

３
 
中
小
企
業
等
の

新
事
業

展
開
支

援
 

○
多
様
な
連
携
に
よ

る
オ
ー

プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等

の
促
進
 
【
項
目

1
0
】
 

・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、「

東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発
信
交
流
会

2
0
22
」
WE
B
展
示
会
を
開
催
し
た
。
出
展
企
業
は

6
6
社
で
、
展
示
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は

6
,8
90

回
で
あ
っ
た
。
 

・
技
術
審
査
は
、
都
、
区
市
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
7
6
事
業
、
4
,
36
2
件
を
実
施
し
、
中
小
企
業
の
優
秀
製
品
、
優
秀
技
術
の
発
掘
に
寄
与
し
た
。
 

○
都
産
技
研
の
資
源

や
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
支

援
 
【
項
目

1
1
】
 

・
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
は
、
本
部

1
9
室
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

5
室
の
計

2
4
室
に
つ
い
て

10
0%
の
入
居
率
で
、
新
製
品
・
新
技
術
の
開

発
を
目
指
す
中
小

企
業
を
支
援
し
た
。
事
業
化
・
製
品
化
実
績
は

1
6
件
で
あ
っ
た
。
 

・
東
京
都
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
事
業
（
T
o
ky
o 
St
ar
tu
p 
BE
A
M)
と
の
連
携
継
続
に
加
え
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
多
く
集
ま
る
文
京
区
と
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
支
援
強
化
の
協
定
を
締
結
し
た
。
 

○
海
外
展
開
の
促
進

 
【
項
目

12
】
 

・
広
域
首
都
圏
輸
出
製
品
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
(
M
TE
P)
事
業
に
お
い
て
、
技
術
相
談
を

9
63

件
、
実
地
技
術
支
援
を

2
0
件
実
施
し
た
。
 

・
M
T
EP

事
業
に
お
い
て
、
解
説
テ
キ
ス
ト
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ッ
ク
化
、
支
援
成
果
事
例
情
報
の
ウ
ェ
ブ
化
、
M
T
EP

事
業
紹
介
動
画
の
作
成
等
を
実
施
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
公
開
・
情
報
提
供
の
拡
充
を
図
っ
た
。
 

・
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
寄
与
し
た
件
数
は

3
0
件
で
あ
っ
た
。
 

４
 
地
域
や
支
所
の

特
色
を

活
か
し

た
支
援
 

○
支
所
に
お
け
る
支

援
 
【
項
目

1
3
】
 

・
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
め
っ
き
繊
維
、
金
属
線
、
ア
ル
ミ
ナ
繊
維
を
用
い
た
編
織
物
製
造
技
術
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
融
合
し
た
ス
マ

ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
等
の
製
品
開
発
を
支
援
し
た
。
 

・
城
東
支
所
に
お
い
て
、
三
次
元
造
型
機
な
ど
を
活
用
し
て
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
支
援
し
た
。
 

・
墨
田
支
所
に
お
い
て
、
快
適
性
・
安
全
性
評
価
に
基
づ
い
た
支
援
を
実
施
し
た
。
 

・
城
南
支
所
に
お
い
て
、
リ
バ
ー
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
開
発
品
の
包
括
的
安
全
性
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
高
付
加
価
値
製
品
の
開

発
を
支
援
し
た
。 

○
食
品
産
業
へ
の
支

援
 
【
項
目

1
4
】
 

・
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
あ
た
り
、
本
部
・
墨
田
支
所
と
人
事
交
流
を
実
施
す
る
等
、
研
究
お
よ
び
支
援
内
容
等
の
協
力
体
制
を
構
築
し
た
。
 

・
果
実
酒
製
造
免
許
と
清
酒
製
造
免
許
に
加
え
、
新
た
に
酒
母
製
造
免
許
を
取
得
し
醸
造
業
界
へ
の
支
援
を
強
化
し
た
。
 

５
 
東
京
の
産
業
を

支
え
る

産
業
人

材
の
育
成
 
【
項
目

15
】
 

・
技
術
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講
習
会
を

6
2
件
開
催
し
た
。
規
程
や
収
録
環
境
、
教
材
等
を
整
備
す
る
こ
と
で

6
2
件
中

60
件
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
 

・
研
修
学
生
の
受
け
入
れ

6
機
関

1
1
名
、
職
員
の
講
師
派
遣

25
機
関

4
2
名
を
実
施
し
た
。
 

６
 
情
報
発
信
の
推

進
 
【
項
目

1
6
】
 

・「
T
I
RI

ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
開
催
や
都
産
技
研
技
術
情
報
誌
「
T
I
RI
 N
EW
S
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
開
始
し
た
。
 

・
都
産
技
研
設
立

1
00

周
年
記
念
事
業
と
し
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
 

・「
T
I
R
I 
NE
WS
」、

T
wi
tt
er
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
を
相
互
に
利
用
し
更
新
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
発
信
し
た
（
Y
o
u
Tu
be
：
チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
者
数

2
,5
30

名
、
Tw
it
t
er
：
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

3
,9
42

名
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ア
ク
セ
ス
数
：
月
平
均

6
,5
54

件
）。

 

７
 
都
産
技
研
の
組

織
運
営
 
【
項
目

1
7,
18
,1
9,
20
】
 

・
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
会
議
や
研
修
、
業
務
フ
ロ
ー
等
を
見
直
す

こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
実
現
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
事
業
収
入
の
減
少
や
電
力
価
格
の
上
昇
に
よ
る
経
費
の
増
加
、
半
導
体
不
足
や
物
流
混
乱
に
よ
る
整
備
予
定
機

器
の
契
約
不
調
な
ど
が
収
支
計
画
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
中
、
適
切
に
所
内
の
状
況
を
把
握
し
、
補
正
予
算
を
組
む
こ
と
で
収
支
均
衡
を
達
成
し
た
。 

・
適
時
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
職
員
の
安
全
衛
生
や
法
令
遵
守
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
、
管
理
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
日
常
の
業
務
に
お
け
る
危
機
管
理
を
徹
底
し
た
。
 

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
役
職
員
が
遵
守
す
べ
き
事
項
を
具
体
化
し
た
。
ま
た
、
装
置
・
設
備
に
係
る
官
公
庁
等
へ
の
許
可
・
届
出

に
つ
い
て
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
で
解
説
し
、
周
知
徹
底
す
る
こ
と
で
届
出
漏
れ
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
た
。
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

中
小

企
業

の
技

術
的

課
題

の
解
決

や
事

業
化

を
見

据
え

た
総
合

的
支

援
 

１
－

１
 
技
術

相
談
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
技

術
を

活

用
し

て
、
も

の
づ

く
り

基
盤
技

術
分

野
の

み
な

ら
ず
、
こ
れ

ら
に
関

連
す

る
社

会
的

課
題

や
サ

ー
ビ

ス
産

業

分
野

に
対

し
て

も
技

術
面

か
ら

幅

広
く

対
応

す
る

。
 

ま
た
、
支
援

状
況

の
カ

ル
テ
化

と
相

談
内

容
の

分
析
、
Ｏ
Ｊ

Ｔ
に
よ

る
職

員
の

質
の

向
上

な
ど

に
よ

り
、
相
談

業
務

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

行

う
。
 

電
子

メ
ー

ル
、

ウ
ェ

ブ
相

談
な

ど
、

デ
ジ

タ
ル

媒
体

を
活

用
し

た
相

談

実
施

率
を
、
第
四

期
中

期
計
画

の
最

終
年

度
ま

で
に

5 
0 

パ
ー
セ

ン
ト

以
上

と
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

①
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー

ビ
ス

産
業

な
ど

の
技

術
分

野
の

相

談
に

つ
い

て
積

極
的

に
対

応
す

る
。
 

1 

                                    

 
 
 
 B
 

                                    

(
1
)
技
術

相
談

の
実

績
 

1
)
都

産
技

研
全

体
の

技
術

相
談

実
績
  

・
職

員
の

専
門

的
な

知
識

を
活

用
し

、
来

所
、
電

話
、

ウ
ェ

ブ
（

電
子

メ
ー

ル
、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
）

等
に

よ
る
技

術
相

談
を

実
施

し
、

製
品

開
発

支
援
や

技
術

的
課

題
解

決
に

貢
献
 

・
技

術
相

談
実

績
:
 
7
7,
8
25

件
(
前
年

度
:1
1
6,
5
4
5
件

) 

・
昨

年
度

ま
で

の
件

数
の

み
の

記
録
か

ら
、

技
術

相
談

の
具

体
的
な

内
容

を
記

録
で

き
る

仕
組
み

に
変

更
 

・
記

録
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

こ
と
に

注
力

し
、

件
数

を
精

査
し
た

結
果

、
全

体
の

件
数

は
減
少
 

【
特

筆
す

べ
き

相
談

事
例

】
 

 
・

自
動

視
野

計
の

海
外

展
開

支
援
（

事
例

1）
 

・
非

鉄
金

属
の

破
断

に
関

す
る

相
談
 

・
衣

料
品

の
染

色
堅

ろ
う

度
に

関
す
る

相
談
 

・
電

子
機

器
の

EM
C
に
関

す
る

技
術
相

談
 

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

付
着

し
た

異
物
分

析
に

関
す

る
相

談
 

・
照

明
器

具
の

照
度

試
験

に
関

す
る
相

談
 

・
電

子
基

板
の

X
線

透
過

に
よ

る
観
察

に
関

す
る

相
談
 

 

2
)
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ
ス

産
業

等
へ

の
技

術
相

談
対
応

実
績
 

 
製

造
業

だ
け

で
な

く
、

も
の

づ
く

り
に

関
連
す

る
サ

ー
ビ

ス
産

業
な

ど
か

ら
の
技

術
相

談
に

つ
い

て
も

積
極
的

に

対
応

し
、

課
題

解
決

、
人

材
育

成
に
貢

献
 

a
)
相

談
実

績
:
9
,
07
2
件

(
全
相

談
件
数
の

1
2％

、
前

年
度

1
0
,
6
69

件
) 

b
)
サ

ー
ビ

ス
産

業
に

占
め

る
業

種
比
率
 

卸
売

業
・
小
売

業
67
％

、
デ
ザ

イ
ン
業

等
専

門
サ

ー
ビ

ス
業

8
.
3％

、
機
械

設
計

等
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

8.
0
％
、

情
報

サ
ー

ビ
ス
業

9
.
7％

、
他

7
.
0％

  

【
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ
ス

産
業

分
野

か
ら

の
相

談
事
例

】
 

・
千

鳥
ブ

ラ
シ

の
デ

ザ
イ

ン
支

援
（
デ

ザ
イ

ン
業

）
(
事
例

2
) 

・
製

品
の

最
終

加
工

に
関

す
る

相
談
（

デ
ザ

イ
ン

業
）
 

 
・

電
気

機
器

の
安

全
性

試
験

の
考
え

方
に

対
す

る
指

導
（

卸
売
業

）
 

 
・

品
質

管
理

に
関

す
る

相
談

（
卸
売

業
）
 

 
・

金
属

破
断

面
の

事
故

原
因

に
関
す

る
相

談
（

小
売

業
）

 

 
・

有
機

材
料

の
分

析
方

法
に

関
す
る

相
談

（
小

売
業

）
 

 
・

化
粧

品
材

料
の

品
質

管
理

に
関
す

る
技

術
的

考
え

方
の

指
導
（

小
売

業
）
 

 
・

製
品

の
強

度
試

験
に

関
す

る
相
談

（
機

械
設

計
業

）
 

 
・

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

の
評

価
方

法
に
関

す
る

相
談

（
情

報
サ

ー
ビ
ス

業
）
 

 

3
)
ア

ウ
ト

カ
ム

調
査

の
実

施
 

・
2
0
21

年
に

都
産

技
研

を
利
用

し
た
お

客
様

に
ア

ウ
ト

カ
ム

調
査
を

実
施
 

・
技

術
相

談
事

業
の

目
的

達
成

度
は

、
非

常
に
高

い
満

足
度

を
獲

得
(
「

十
分

達
成

で
き
た

」
4
8
.
3
％
、
「

あ
る
程

度
達

成
で

き
た

」
4
8
.
3％

、
計

9
6
.6
％

) 

〇
都

産
技

研
全

体
の

技
術

支
援

実
績
 

 
技

術
相

談
実

績
：

7
7,
8
25

件
 

〇
特

筆
す

べ
き

相
談

事
例
 

（
事
例

1
）
自

動
視

野
計

の
海

外
展
開

支
援
 

         自
動

視
野

計
を

海
外

で
販

売
す

る
た

め
の

法
規

制
に

つ
い

て
相

談
を

実
施

。
海

外
展

開
先
の

選
定

に
貢

献
。

 〇
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ

ス
産

業
分

野
か

ら
の

相
談

事
例
 

（
事
例

2
）
千

鳥
ブ

ラ
シ

の
デ

ザ
イ
ン

支
援
 

            商
品

の
サ

イ
ズ

の
検

討
方

法
と

し
て

人
差

し
指

と
親

指
の

位
置

関
係

に
よ

る
鳥

の
羽

の
位

置
調

整
に

つ
い

て
提

案
。
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 〇
技

術
相

談
事

業
に

関
す

る
目

的
達
成

度
の

調
査
 

 

②
利

用
者

の
利

便
性

向
上

の
た

め

に
技

術
相

談
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

推

進
す

る
。
ウ

ェ
ブ

相
談

や
メ
ー

ル
相

談
の

充
実

を
検

討
す

る
。
 

(
2
)
 
技
術

相
談

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
推
進
 

1
)
都

産
技

研
全

体
の

デ
ジ

タ
ル

媒
体
を

使
用

し
た

相
談

実
績

 

 
・

デ
ジ

タ
ル

媒
体

を
使

用
し

た
相
談

実
績

：
3
5
,
20
8
件
（

技
術
相

談
全

体
の

45
％
）
 

 
・

都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
通
じ

た
技

術
相

談
の

受
付

を
継
続
 

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

相
談

入
力

フ
ォ

ー
ム

で
は
、

利
用

者
へ

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

お
知
ら

せ
を

随
時

更
新
 

 
2
)
メ
ー

ル
相

談
の

充
実
 

・
１

案
件

へ
の

重
複

対
応

を
防

止
で

き
、

複
数
人

で
そ

の
進

捗
状

況
を

共
有

で
き
る

メ
ー

ル
共

有
ツ

ー
ル

を
使
用

す
る

こ
と

で
、

お
客

様
へ

の
ワ

ン
ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

実
施

に
向
け

た
仕

組
み

を
改

良
 

3
)
利

用
者

の
利

便
性

向
上

の
た

め
利
用

者
用

の
個

別
ブ

ー
ス

を
設
置

(3
台

) 

 
・

都
産

技
研

の
利

用
者

が
作

業
の

合
間

等
に
、

自
社

や
取

引
先

と
ウ

ェ
ブ

打
ち
合

わ
せ

を
す

る
例

が
増

加
し
た

こ

と
か

ら
、

デ
ジ

タ
ル

化
に

対
応

す
る
為

、
本

部
ロ

ビ
ー

に
利

用
者
用

の
ワ

ー
ク

ブ
ー

ス
を

整
備
（

写
真

1）
 

 
・

本
部

２
階

の
利

用
者

向
け

テ
レ
ワ

ー
ク

用
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ
ィ

ス
の

設
置

を
継

続
 

    

〇
デ

ジ
タ

ル
媒

体
を

活
用

し
た

相
談
実

施
率
 

 
4
5
％
 
（
中

期
計

画
目

標
値
：

5
0
％
）
 

 （
写

真
１

）
来

所
し

た
利

用
者

が
使
用

で
き

る
ワ

ー
ク

ブ
ー

ス
を

整
備
 

③
企

業
の

利
用

情
報

を
継

続
的

に

管
理

し
、

支
援

業
務

に
活

用
す

る
。
 

(
3
)
 
企
業

の
利

用
情

報
を

継
続

的
に
管

理
し

、
支

援
業

務
に

活
用
 

1
)
技

術
支

援
事

業
管

理
シ

ス
テ

ム
の
構

築
・

運
用

開
始
 

 
・
利
用

企
業

情
報

の
適

正
な

管
理
な

ど
、
技
術
支
援

管
理

機
能
向

上
の

た
め

、
新

た
な

シ
ス
テ

ム
を

構
築

し
、
1
月

か
ら

運
用

を
開

始
 

 
2
)
新
シ

ス
テ

ム
の

特
徴
 

・
利

用
企

業
の

管
理

方
法

の
見

直
し
（

法
人

番
号

単
位

で
企

業
を
把

握
す

る
仕

組
み

を
導

入
）
 

 
・

利
用

企
業

ご
と

の
都

産
技

研
の
利

用
実

績
を

見
え

る
化

（
企
業

カ
ル

テ
）

す
る

仕
組

み
の
構

築
 

・
技

術
相

談
に

係
る

工
数

把
握

の
仕
組

み
を

導
入
 

3
)
職

員
へ

の
案

内
 

 
・

新
シ

ス
テ

ム
の

操
作

研
修

 
オ
ン

ラ
イ

ン
で
全

2
回
開

催
（
延
べ

1
6
2
名

参
加

）
 

 
・

受
付

職
員

向
け

研
修

 
各

支
所
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

で
実
施

 
全

5
回

開
催

（
延

べ
29

名
参

加
）
 

 
・

所
内

掲
示

板
で

の
周

知
 

2
5
件
 

 

 

④
総

合
支

援
窓

口
に

お
い

て
、
複
数

技
術

分
野

に
ま

た
が

る
相

談
へ

の

一
括

対
応
、
料
金

収
納

及
び
報

告
書

の
発

行
な

ど
、
サ

ー
ビ

ス
機
能

の
総

合
化

を
継

続
す

る
。
 

(
4
)
総
合

支
援

窓
口

で
の

総
合
的

な
サ
ー

ビ
ス

の
継

続
 

 
お

客
様

の
課

題
を
解

決
す
る

ま
で

、
複

数
技
術
分

野
に
ま

た
が

る
技

術
相

談
へ

の
一
括

対
応

を
継

続
し

、
お

客
様
の

伴
走

者
と

し
て

、
総

合
支

援
窓

口
業
務

を
運

営
 

本
部

で
の

料
金

収
納

及
び

報
告

書
発
行

な
ど

サ
ー

ビ
ス

機
能

の
総
合

化
を

継
続
 

・
総

合
支

援
窓

口
に

お
け

る
実

績
：
1
3
,
96
4
件
 

・
電

話
に

よ
る

受
付

は
、

本
部

大
代
表

、
窓

口
直

通
の

7
回

線
の
一

次
受

付
及

び
、

支
所

を
含
む

各
グ

ル
ー

プ
へ

の
直

通
電

話
で

可
否

が
判

断
で

き
な
い

内
容

の
二

次
受

付
を

担
当
 

・
予

約
の

な
い

利
用

者
か

ら
の

来
所
相

談
を

担
当
 

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

通
じ

た
技

術
相
談

の
す

べ
て

を
担

当
 

1
)
即

時
対

応
表

の
毎

日
の

更
新

を
継
続
 

・
複

数
技

術
分

野
に

ま
た

が
る

相
談

に
対

応
す
る

た
め

、
研

究
員

の
不

在
状

況
等
を

す
ぐ

に
確

認
で

き
る

仕
組
み

を
継

続
し

、
お

客
様

へ
の

サ
ー

ビ
ス
向

上
に

寄
与
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
濃

厚
接

触
者
や

感
染

者
の

情
報

を
各

グ
ル

ー
プ
か

ら
総

合
支

援
窓

口
へ

直
接
連

絡
す

る
よ

う
依

頼
し

、
対

応
不

能
な
技

術
分

野
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム
に

把
握
 

2
)
技

術
相

談
検

索
シ

ス
テ

ム
の

全
所
利

用
を

継
続
 

 
・

各
グ

ル
ー

プ
で

対
応

可
能

な
技
術

内
容

を
把

握
す

る
た

め
の
検

索
シ

ス
テ

ム
の

運
用

保
守
を

継
続
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・
機

器
稼

働
状

況
を

収
集

し
、

常
に
最

新
の

情
報

を
反

映
さ

せ
た
デ

ー
タ

で
、

情
報

の
質

を
向
上
 

・
検

索
シ

ス
テ

ム
を

全
所

使
用

で
き
る

よ
う

情
報

共
有

を
継

続
 

登
録

項
目

数
 

1
,8
6
8
件

(前
年

度
:
 1
,
8
94

件
) 

3
)
窓

口
支

援
業

務
の

質
向

上
へ

の
取
り

組
み
 

・
開

発
本

部
の

所
属

長
な

ど
に

よ
る
相

談
窓

口
で
の

O
J
T
研

修
 

 
 
計

1
2
名

 
計

1
8
回

実
施

 
（
1
0
月

～
3
月

）
 

   (
5
)
緊
急

技
術

支
援

に
係

る
料
金

減
免
措

置
の

実
施

（
利

用
額

の
1/
2
を
減

免
）
 

 
1
)
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症
へ

の
対

応
（

3
月

31
日

で
終
了

）
 

・
利

用
登

録
企

業
：

 
50

社
（

6
7
拠

点
）
 

・
利

用
実

績
：

依
頼

試
験
 

1
,
3
7
1
件

 
2
,
7
85

千
円
 

 

 
 

 
 
 

 
機

器
利

用
 

1
,
9
9
9
件

 
1
,
2
23

千
円
 

 

 
 

 
O
M
型

技
術

支
援
 
2
7
件
 

 
 6
6
3
千

円
 

 

 
2
)
東
日

本
大

震
災

及
び

熊
本

地
震
へ

の
対

応
（

7
月

31
日

で
終
了

）
 

 
 

a
) 
東
日

本
大

震
災
 

・
利

用
実

績
：

依
頼

試
験

 
 

1
,
1
5
2
件

 
3
,
1
49

千
円
 

 
 

 
機

器
利

用
 

1
,
3
7
4
件
 
1
,
6
78

千
円
 

 
b
)
 熊

本
地

震
 

 
・

利
用

実
績

：
依

頼
試

験
 

2
3
3
件
 
 
6
9
2
千

円
 

 
 

 
機

器
利

用
 

1
5
件
 

 
 1
1
千
円
 

   〇
試

験
料

減
額

の
利

用
実

績
 

・
利

用
実

績
：
計

6
,
17
1
件
 

・
減

免
金

額
：

計
約

5,
1
2
0
千

円
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

中
小

企
業

の
技

術
的

課
題

の
解
決

や
事

業
化

を
見

据
え

た
総
合

的
支

援
 

１
－

２
 
依
頼

試
験
 

製
品

な
ど

の
品

質
・

性
能

証
明

や

事
故

原
因

究
明

、
中

小
企

業
の

高

品
質
、
高
性

能
、
高
安

全
性

等
、
付

加
価

値
の

高
い

も
の

づ
く

り
を

支

援
で

き
る

よ
う

、
試

験
結

果
に

基

づ
い

た
効

果
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

を

実
施

す
る

。
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
技

術
を

ベ

ー
ス

と
し

た
特

徴
的

な
試

験
の

充

実
を

図
る

と
と

も
に

、「
支
え
る

」

研
究

の
成

果
を

活
用

す
る

な
ど

研

究
開

発
事

業
と

有
機

的
な

連
携

に

よ
り

試
験

品
質

の
維

持
向

上
を

図

り
、

一
層

高
品

質
な

サ
ー

ビ
ス

の

提
供

に
努

め
る

。
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
に

必
要

と

な
る

多
様

な
試

験
ニ

ー
ズ

に
対

応

す
る

た
め
、
機
器

の
保

守
・
更

新
、

校
正

管
理

を
適

切
に

行
う

と
と

も

に
、

試
験

項
目

を
見

直
す

。
 

ま
た

、
依

頼
試

験
手

続
き

の
デ

ジ

タ
ル

化
を

進
め

、
利

便
性

を
向

上

さ
せ

る
。
 

①
製

品
な

ど
の

品
質

・
性

能
の

評

価
や

事
故

原
因

究
明

等
、

中
小

企

業
の

生
産

活
動

に
伴

う
技

術
課

題

の
解

決
を

目
的

と
し

て
、

依
頼

試

験
を

実
施

す
る

。
 

2 

                                    

A 
(
1
)
依
頼

試
験

の
実

績
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
対
策

を
継

続
し

、
デ

ジ
タ

ル
媒

体
等

を
活

用
し

た
事

前
打

ち
合

わ
せ

を
積

極
的

に
実

施
、

郵
送

や
宅

配
便

に
よ

る
依
頼

試
験

の
受

付
等

を
継

続
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影
響

に
よ

り
対

応
休

止
し

て
い
た

も
の

を
ほ

ぼ
再

開
し

、
着
実

に
依

頼
試

験
を

継
続

 

1
)
都

産
技

研
全

体
の

依
頼

試
験

実
績
 

・
依

頼
試

験
実

績
:
1
1
3,
4
08

件
 

(前
年
度

:
 1
0
9
,
88
4
件
)
 

【
製

品
化

事
例

】
 

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
封

印
具

の
耐

久
性
試

験
や

寸
法

測
定

に
よ

る
機
能

証
明

(事
例

1
) 

2
)
ア

ウ
ト

カ
ム

調
査

の
実

施
 

・
2
0
21

年
に

都
産

技
研

を
利
用

し
た
お

客
さ

ま
に

ア
ウ

ト
カ

ム
調
査

を
実

施
 

・
依

頼
試

験
事

業
の

目
的

達
成

度
は
、
非

常
に
高
い

満
足
度

を
獲
得

(「
十
分

達
成

で
き
た

」
59
.
2％

、「
あ
る

程
度

達
成

で
き

た
」

3
8.
8
％
、
計

9
8％

)
 

3
)
問

い
合

わ
せ

の
多

い
依

頼
試

験
に
関

す
る

Yo
u
T
ub
e
動
画

の
公
開
 

 
・

新
規
に

1
4
件

の
公

開
を
開

始
（
依

頼
試

験
に

関
係

す
る

動
画
 
全

2
8
件

）
 

 
【

事
例

】
 

・
促

進
耐

候
性

試
験

 
視

聴
回

数
8,
4
9
8
回

（
写

真
１

）
 

・
音

響
試

験
 

視
聴

回
数

1,
1
2
6
回
 

・
E
M
C
試

験
 

視
聴

回
数

 
  
2
8
1
回
 

 

(
2
)
依
頼

試
験

料
金

表
の

改
定
 

 
お

客
さ

ま
に

わ
か

り
や

す
く

案
内

で
き

る
料
金

表
と

す
る

た
め

、
技

術
分

野
ご

と
に

な
る

よ
う

依
頼

試
験

料
金

表
の

構
成

の
見

直
し

お
よ

び
適

正
な

事
業

者
負
担

と
な

る
よ

う
に

料
金

の
見
直

し
を

実
施
 

 
・

2
02
0
年

度
に

実
施

し
た
原

価
計
算

の
見

直
し

か
ら

、
各

試
験
の

料
金

手
数

料
を

適
正

に
算
出
 

 
 

・
試

験
の

種
類
を

9
3
2
項

目
か
ら

81
1
項
目

に
変

更
 

 
 

 
（

試
験

の
内

容
が

同
一

で
対
応

す
る

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
分
か

れ
て

い
た

名
称

等
を

統
一
）
 

 
 

・
依

頼
試

験
の

見
出

し
数

を
15

項
目

か
ら

2
7
項

目
に

変
更
（

わ
か

り
や

す
さ

を
考

慮
し
た

も
の

に
変

更
）
 

 
 

 
 

（
例

）
「
化

学
試

験
」

に
ま
と

め
ら

れ
て

い
た

も
の

を
「
化

学
分

析
」、
「

ガ
ラ
ス

試
験
」
、
「
工

業
製

品
の
微
生

物
試

験
」
、
「
に

お
い

分
析

」
に

分
割

 

                     

 〇
製

品
化

事
例
 

（
事
例

1）
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

封
印

具
の
耐

久
性

試
験

や
寸

法
測

定
に

よ
る

機
能

証
明

 

 

引
張

荷
重

試
験

 
 

 
 

衝
撃

試
験
 

引
張

荷
重

試
験

や
衝

撃
試

験
、
耐

熱
試
験

等
の

試
験

を
実

施
し
、
依
頼

品
が

入
札

仕
様

を
満
た

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
 

         （
写

真
１
）
促
進

耐
候

性
試

験
の

特
徴
な

ど
を

紹
介

す
る

Yo
u
T
ub
e
動
画

の
キ

ャ
プ

チ
ャ
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②
都

産
技

研
の

特
徴

的
な

技
術

分

野
に

お
い

て
、

一
層

高
品

質
な

サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
試

験

所
認

定
を

伴
う

業
務

を
継

続
実

施

す
る

。
 

                         

                             

(
3
)
都
産

技
研

の
特

徴
的

な
技
術

分
野
の

試
験

精
度

向
上

や
試

験
範
囲

拡
充

へ
の

取
り

組
み

 

都
産

技
研

ブ
ラ

ン
ド

試
験

(東
京

都
な
ら

で
は

の
試

験
)
の
拡
充

 

都
産

技
研

の
特

徴
的

な
試

験
と

し
て
、
新

た
に
、「

に
お
い
分

析
試
験
」
を
追

加
し
、
計

12
分

野
を

ブ
ラ

ン
ド

試
験

と
位

置

付
け

試
験

実
施

体
制

を
整

備
し

、
高
品

質
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
 

利
用

実
績
計

2
6
,0
6
8
件

(
全
依

頼
試
験
中

2
3％

) 

a
)
音

響
試

験
(
音
の

技
術

分
野
を

総
合
的

に
試

験
)
（
写

真
２
）

 

試
験

実
績

:
 1
,
8
44

件
 

b
)
照

明
試

験
(
L
ED

照
明

等
の
照

明
機
器

の
新

需
要

や
新

規
格

に
対
応

し
た

製
品

評
価

試
験

) 

試
験

実
績

:
 9
4
1
件
 

c
)
高

電
圧

試
験

(高
精
度

な
交
流

電
圧
発

生
装

置
や

雷
イ

ン
パ

ル
ス
電

圧
発

生
装

置
に

よ
る

試
験
)
（
写

真
３

）
 

試
験

実
績

:
 3
,
5
85

件
 

d
)
非

破
壊

透
視

試
験

(繊
維
強
化

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
等

の
工

業
製

品
の
非

破
壊

透
視

試
験

) 

試
験

実
績

:
 6
,
5
27

件
 

e
)
ガ

ラ
ス

技
術

(ガ
ラ
ス

の
破
損

事
故
解

析
等

の
特

徴
的

な
試

験
) 

試
験

実
績

:
 6
0
6
件
 

f
)
環

境
防

か
び

試
験

(各
種
工
業

製
品
の

防
か

び
試

験
や

か
び

抵
抗
性

試
験

) 

試
験

実
績

:
 1
,
7
93

件
 

g
)
放

射
線

試
験

(放
射
線

計
測
や

放
射
性

物
質

の
測

定
、

食
品

照
射
検

知
試

験
) 

試
験

実
績

:
 1
,
8
11

件
 

h
)
高

速
通

信
試

験
(
高
速

通
信
規

格
に
準

拠
し

た
機

器
や

デ
バ

イ
ス
に

対
す

る
電

気
的

適
合

試
験
) 

試
験

実
績

:
 1
,
9
42

件
 

i
)
め

っ
き

・
塗

装
複

合
試

験
(め

っ
き
と

塗
装

複
合

被
膜

の
不

具
合
解

析
か

ら
性

能
評

価
試

験
) 

試
験

実
績

:
 2
7
7
件
 

j
)
光

学
特

性
計

測
技

術
(
可
視
光

か
ら
赤

外
線

ま
で

材
料

の
光

学
特
性

を
幅

広
く

測
定

) 

試
験

実
績

:
 1
,
8
97

件
 

k
)
繊

維
・

複
合

材
料

評
価

試
験

(
繊
維

製
品

・
複
合
材

料
に
対

す
る
高

度
か

つ
総

合
的

な
評

価
試
験

) 

試
験

実
績

:
 4
,
2
69

件
 

 
 
 
 
l
)（

新
規

）
に

お
い

分
析

試
験
（

に
お

い
の

質
や

強
度

を
数
値

化
す

る
試

験
）
（
写
真

４
）
 

 
 

 
試

験
実

績
:
 
5
76

件
 

 (
4
)
計
量

法
認

定
事

業
者

(
J
CS
S
)
と

し
て

依
頼

試
験

業
務

を
継

続
 
 

2
0
2
1
年

度
に

登
録

維
持

審
査
を

受
検
し

事
業

継
続

が
認

め
ら

れ
、
引

き
続

き
事

業
を

実
施

。
 

1
)
品

質
保

証
推

進
セ

ン
タ

ー
の

利
用
実

績
(
J
C
SS
)
 
1
,
7
52

件
(前

年
度

:
 
1,
2
4
4
件

) 

・
電

気
に

関
連

す
る

試
験

 
 

 
6
件

(
前
年

度
:
 

12
件

) 

・
温

度
に

関
連

す
る

試
験

  
4
4
0
件
(
前
年

度
: 
3
5
0
件

) 

・
長

さ
に

関
連

す
る

試
験

 
1,
3
0
6
件
(
前
年

度
: 
8
8
2
件

) 

 
2
)
品
質

保
証

推
進

セ
ン

タ
ー

の
利
用

拡
大

に
向

け
た

取
り

組
み
 

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
に

お
い
て

関
連

す
る

研
究
を

2
テ

ー
マ

発
表

し
J
C
S
S
認

定
機

関
で
あ

る
こ

と
を

ア
ピ

ー
ル

 
 

・
電

気
・

温
度

分
野

に
お

け
る

J
C
SS

に
関
す
る

取
組
み

「
審
査

に
向

け
た

課
題

解
決

方
法
」
 

 
 

・
長

さ
分

野
に

お
け
る

J
C
S
S
に

関
す

る
取
組
み

「
認
定

取
得
の

ノ
ウ

ハ
ウ

と
活

用
事

例
」
 

  （
写

真
２

）
無

響
室

で
の

測
定

の
様
子
 

無
響

室
 

    （
写

真
３

）
高

電
圧

試
験
 

          

交
流

高
電

圧
発

生
装

置
 

 （
写

真
４
）
に
お

い
分

析
装

置
に

よ
る
分

析
の

様
子

に
お

い
分

析
装

置
 

 

③
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

に
基

づ
き

公

的
試

験
研

究
機

関
と

し
て

の
信

頼

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
機

器

の
保

守
・
更
新

、
校

正
管

理
を
適

切

に
行

う
。
 

(
5
)
機
器

整
備

の
内

容
 

中
小

企
業

の
要

望
を

考
慮

し
、

需
要
の

多
い

機
器

を
更

新
 

・
誘

電
体

マ
イ

ク
ロ

波
帯

域
特

性
測
定

シ
ス

テ
ム

（
電

気
技

術
グ
ル

ー
プ

）
 

・
マ

ル
チ

チ
ャ

ン
ネ

ル
分

光
器

（
光
音

技
術

グ
ル

ー
プ

）
 

・
ガ

ス
吸

着
量

測
定

装
置

(材
料

技
術
グ

ル
ー

プ
) 

・
複

合
サ

イ
ク

ル
試

験
機

（
プ

ロ
セ
ス

技
術

グ
ル

ー
プ

）
 

・
電

気
標

準
校

正
装

置
(
実
証
試

験
技
術

グ
ル

ー
プ

）
 

・
キ

セ
ノ

ン
ウ

ェ
ザ

ー
メ

ー
タ

ー
（
墨

田
支

所
）
 

 (
6
)
機
器

の
保

守
・

更
新

、
校
正

管
理
の

適
切

な
実

施
 

・
機

器
の

保
守

・
校

正
実

施
件

数
:
36
5
件
 

・
保

守
・

校
正

費
用

:
3.
5
億
円

(
前
年

度
3
.
5
億

円
) 
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④
依

頼
試

験
手

続
き

に
係

る
文

書

等
の

電
子

化
を

進
め

る
。
 

                                          

                                          

(
7
)
 
技
術

支
援

事
業

管
理

シ
ス

テ
ム
の

刷
新

に
よ

る
依

頼
試

験
手
続

き
の

電
子

化
に

向
け

た
取
り

組
み

を
開

始
 

・
成

果
物

の
電

子
発

行
を

見
据

え
、「

成
績

証
明
書
」

と
「
報

告
書
」
の

2
種
類

を
「

試
験

報
告
書

」
に

統
一
 

 
・

依
頼

試
験

に
係

る
見

積
書

、
請
求

書
、

領
収

書
を

電
子

デ
ー
タ

で
発

行
で

き
る

仕
組

み
を
導

入
 

 
・

シ
ス

テ
ム

内
の

文
書

管
理

機
能
を

活
用

す
る

こ
と

で
各

種
帳
票

類
の

原
本

控
え

の
電

子
化
を

実
現

（
1
月
～

）
 

（
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

 
4
月
～

1
2
月

の
期

間
と
比
較

し
1
月

以
降
の

コ
ピ

ー
機

の
平

均
使

用
枚
数

を
約

35
％
減

）
 

 
・

成
果

物
発

行
に

伴
う

承
認

操
作
の

電
子

化
を

実
現
 

         

○
帳

票
類

の
印

刷
枚

数
の

削
減

状
況
 

2
0
2
0
年
度

1
-3

月
の

平
均
使
用

枚
数
 

2
,3
3
4
枚

 
2
0
2
1
年

度
1
-
3
月

の
平
均
使

用
枚
数

 
1
,
5
17

枚

⑤
東

京
都

と
の

「
放

射
性

物
質

等

に
よ

る
災

害
時

等
対

応
に

関
す

る

協
定

」
に

基
づ

き
、
放
射

能
測
定

試

験
を

継
続

実
施

す
る

。
 

(
8
)
東
京

都
と

の
協

定
に

基
づ
く

放
射
線

量
測

定
試

験
を

実
施

 

東
京

都
と

締
結

し
た

「
放

射
性

物
質
等

に
よ

る
災

害
時

等
対

応
に
関

す
る

協
定

」
(
2
0
07

年
3
月

締
結

)に
基
づ

き
、
大

気
浮

遊
塵

等
の

放
射

線
量

測
定

を
継

続
 

1
)
大

気
浮

遊
塵

の
放

射
能

測
定

(
2
0
11

年
3
月

1
3
日

開
始
)
 

測
定

公
表

実
績

 
計

36
5
件
 

(
測
定

結
果

は
産
業
労

働
局
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

で
毎

日
公

表
) 

 

2
)
空

間
線

量
率

測
定

(
20
1
1
年

3
月

1
5
日

開
始
) 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
に

よ
り

、
1
年

を
通

じ
2
4
時

間
連
続

し
て
測

定
。

測
定

結
果

を
本

部
か
ら

東
京

都
健

康
安

全
研
究

セ
ン

タ
ー

へ
自

動
転

送
し

、
デ

ー
タ
を

公
開
 

 

⑥
原

子
力

発
電

所
の

事
故

に
伴

い
、

工
業

製
品

の
放

射
線

量
測

定

試
験

を
実

施
す

る
。
 

(
9
)
工
業

製
品

等
の

放
射

線
量
測

定
試
験

（
都

内
中

小
企

業
は

無
料
実

施
）
 

都
内

中
小

企
業

製
品

の
風

評
被

害
対
策

の
た

め
放

射
線

量
試

験
を
計

15
件
実

施
（

前
年
度

：
16

件
）
 

1
)
持

ち
込

み
に

よ
る

放
射

線
量

測
定
試

験
 

・
持

ち
込

み
試

験
件

数
：

4
件

（
う
ち

都
内

中
小

企
業

試
験

件
数
：

4
件

）
 

・
成

績
証

明
書

発
行

数
：

4
件

（
う
ち

都
内

中
小

企
業

試
験

件
数
：

4
件

、
う

ち
英

語
：

4
件
）
 

・
依

頼
品

目
：

ガ
ラ

ス
製

品
 

2
)
出

張
に

よ
る

放
射

線
量

測
定

試
験
 

大
型

の
試

験
品

へ
の

測
定

依
頼

に
対

し
て

は
、
測

定
試

験
機

器
を

工
場

等
へ

持
ち

込
み

、
職

員
が

現
場

で
測

定
を

実
施

（
延
べ

2
人
/
件
）
 

・
出

張
試

験
件

数
：

11
件
（
う

ち
都
内

中
小

企
業

試
験

件
数

：
11

件
）
 

・
成

績
証

明
書

発
行

数
：

11
件

（
う
ち

都
内

中
小

企
業

試
験

件
数
：

11
件
、

う
ち

英
語
：

1
1
件

）
 

 

１
－

３
 
機
器

利
用
 

 

中
小

企
業

で
は

導
入

が
困

難
な

測

定
機

器
や

分
析

機
器

を
計

画
的

に

整
備

し
、

中
小

企
業

に
お

け
る

製

品
化

・
事

業
化

の
た

め
に

機
器

の

直
接

利
用

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す

る
。
利

用
に

際
し

て
は
、
職
員
が

豊

富
な

知
識

を
活

か
し

て
、

的
確

な

指
導
・
助
言

を
行

う
。
ま
た
、
第

三

期
中

期
計

画
期

間
に

引
き

続
き

、

利
用

者
ニ

ー
ズ

や
機

器
の

利
用

頻

度
な

ど
を

踏
ま

え
て

、
項

目
を

見

直
し

、
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

。
 

操
作

に
高

度
な

知
識

や
技

術
を

要

す
る

機
器

に
つ

い
て

は
、

利
用

方

法
習

得
の

た
め

の
講

習
会

を
開

催

①
中

小
企

業
で

は
導

入
が

困
難

な

測
定

機
器

や
分

析
機

器
を

整
備

し
、

機
器

の
操

作
方

法
の

ア
ド

バ

イ
ス

や
測

定
デ

ー
タ

の
説

明
な

ど

に
つ

い
て

的
確

な
指

導
・

助
言

を

行
う

。
 

(
1
)
機
器

利
用

の
実

績
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大
防

止
対

策
と

し
て

、
密

閉
さ
れ

た
環

境
に

あ
る

機
器
・
設
備

の
利

用
制

限
や

利
用
後
の

接
触

部
消

毒
な

ど
を

継
続
 

お
客

様
か

ら
の

要
望

に
応
じ
、

2
0
20

年
度

中
は
休

止
し

て
い

た
機
器

利
用

サ
ー

ビ
ス
を
ほ

ぼ
再
開

し
、

着
実

に
機
器
利

用

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
 

1
)
都

産
技

研
全

体
の

機
器

利
用

実
績
 

・
機

器
利

用
実

績
:
 
1
31
,
6
23

件
 
(前

年
度

:
 1
0
3
,4
1
1
件
)
 

【
製

品
化

事
例

】
 

・
 
高

速
通
信

基
板

の
通

信
品

質
評

価
支
援

 
(
事
例

1
) 

・
 
蓄

光
臓
器

提
供

シ
ー

ル
の

試
作

支
援
 

(事
例

2
) 

 

2
)
ア

ウ
ト

カ
ム

調
査

の
実

施
 

・
2
0
21

年
に

都
産

技
研

を
利
用

し
た
お

客
さ

ま
に

ア
ウ

ト
カ

ム
調
査

を
実

施
 

・
機

器
利

用
事

業
の

目
的

達
成

度
は
、
非

常
に
高
い

満
足
度

を
獲
得

(「
十
分

達
成

で
き
た

」
67
.
2％

、「
あ
る

程
度

達
成

で
き

た
」

3
0.
9
％
、
計

9
8
.1
％

) 

 

3
)
機

器
利

用
に

関
す

る
指

導
・

助
言
の

実
施
 

機
器

の
操

作
方

法
や

評
価

方
法

に
関
す

る
指

導
を

実
施
 

・
機

器
利

用
指

導
実

績
:
 
7
,7
9
5
件

(前
年
度

: 
7
,
1
52

件
) 

〇
製

品
化

事
例
 

（
事
例

1）
高
速

通
信

基
板

の
通

信
品
質

評
価

支
援

高
性

能
オ

シ
ロ

ス
コ

ー
プ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
ア

ナ
ラ

イ
ザ

な
ど

の
機

器
利

用
を

実
施

。
測

定
器

の
使

用
法

や
校

正
に

つ
い

て
指

導
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し
、

利
用

者
に

ラ
イ

セ
ン

ス
を

付

与
す

る
こ

と
で

、
高

度
な

機
器

の

利
用

促
進

や
中

小
企

業
の

技
術

力

向
上

を
図

る
。
 

 依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用

の
合

計

利
用

件
数

に
つ

い
て

は
、

第
四

期

中
期

計
画

期
間

中
に

1 
3 

0 
万

件

を
目

標
と

す
る

。
 

                                        

                                        

4
)
 
機
器

に
関

す
る

紹
介

Y
ou
T
u
b
e
動

画
の

公
開
 

 
 

・
問

い
合

わ
せ

の
多

い
機

器
に
関

す
る

紹
介

動
画

を
作

成
し
公

開
 

 
 

・
新

規
に

6
件

の
公

開
を

開
始
（

機
器

利
用

に
関

係
す

る
動
画

 
全

35
件
）
 

【
事

例
】
 

・
環

境
試

験
室

 
視

聴
回
数

3
0
3
回
（

写
真

１
）
 

 
 

 
・

三
次

元
画

像
測

定
装

置
 
視

聴
回
数

6
4
8
回
 

 
 

 
・

ノ
イ

ズ
試

験
機

 
視

聴
回
数

45
5
回
 

・
引

張
試

験
機

 
視

聴
回
数

5
8
3
回
 

 

(
2
)
機
器

利
用

料
金

表
の

改
定
 

お
客

さ
ま

に
わ

か
り

や
す

く
案

内
で

き
る

料
金
表

と
す

べ
く

、
技

術
分

野
ご

と
と

な
る

よ
う

機
器

利
用

料
金

表
の

構
成

の

見
直

し
を

実
施
 

 
・

2
02
0
年

度
に

実
施

し
た
原

価
計
算

か
ら

、
各

機
器

の
料

金
使
用

料
を

適
正

に
算

出
 

 
 

・
機

器
名

称
の

種
類
を

6
1
8
項
目

か
ら

55
0
項
目

に
変

更
 

 
 

（
機

能
が

同
じ

機
器

は
、

同
一
料

金
で

提
供

で
き

る
よ

う
に
名

称
等

を
統

一
）
 

 
 

・
機

器
利

用
の

見
出

し
数

を
26

項
目

か
ら

2
1
項

目
に

変
更
 

 
 

 
（

例
）「

指
示

計
器

」
、「

電
圧
・

周
波

数
測

定
器

」
、「

信
号
発

生
器

お
よ

び
発

振
器

」
、
「
試

験
機

器
」

な
ど
電
気

機
器

が
細

か
く

分
か

れ
て

い
た

も
の

を
「
電

気
測

定
機

」
と

統
一

 

 

（
事
例

2
）
蓄

光
臓

器
提

供
シ

ー
ル
の

試
作

支
援
 

     

  臓
器

部
分

の
デ

ザ
イ

ン
の

見
直

し
を
行

い
、
カ

ッ
テ

ィ
ン

グ
プ

ロ
ッ

タ
で

の
試

作
を

支
援
 

シ
ー

ル
サ

イ
ズ

 
横

28
㎜

 縦
2
3
mm
 

          （
写

真
１
）
環
境

試
験

室
の

Yo
u
T
u
be

動
画

の
キ

ャ

プ
チ

ャ
（
画

像
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
試
験

条
件

な
ど

を
説

明
）
 

 

 
②

高
度

な
先

端
機

器
の

機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
を

継
続

す
る

。
 

(
3
)
機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
制
度

の
活
用

継
続
 

高
度

な
先

端
機

器
の

利
用
を
継

続
す
る

た
め

、
「
事

前
講

習
会

」
や
「

利
用

方
法

習
得
セ
ミ

ナ
ー
」

を
開

催
し

習
熟
度
に

基

づ
く

機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
の

発
行
を

継
続
 

1
)
対

象
機

種
数

：
1
3
機

種
(前

年
度
:
2
0
機

種
) 

 
・

ラ
イ

セ
ン

ス
取

得
希

望
の

少
な
い

機
器

を
対

象
か

ら
外

し
た
た

め
対

象
機

種
数

減
（

依
頼
試

験
な

ど
別

事
業

に
移
行
）

2
)
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス

カ
ー

ド
発
行

枚
数

：
1
0
2
枚

(前
年

度
:
78

枚
)
、
通

算
発

行
数
：

1
,
2
01

枚
 

3
)
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

利
用
実

績
：

3
,0
5
6
件

(前
年

度
:
 2
,
8
32

件
) 

4
)
ラ

イ
セ

ン
ス

発
行

枚
数

が
多

い
機
器
 

①
分

析
機

能
付

き
走

査
電

子
顕

微
鏡
（

本
部

）
(
新
規

3
7
枚

) 

②
Ｘ

線
回

折
装

置
 

 
(
新

規
2
0
枚
) 

③
小

型
モ

ー
タ

ー
試

験
装

置
 

(
新

規
1
3
枚
) 

④
音

響
管

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
(
新
規

1
3
枚

) 

 

 

 
③

都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
活

用
し

、
機

器
利

用
可

能
情

報
の

提

供
を

継
続

す
る

。
 

(
4
)
都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
を

活
用
し

た
機

器
利

用
可

能
情

報
の
提

供
の

一
時

休
止
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影
響

に
よ

り
、
実
験

室
の

換
気
の

状
況

や
、
三
密

を
避

け
る
な

ど
、
利
用

可
能

な
装
置
を

間
引

い
て

対
応

す
る

た
め

、
機

器
利
用

可
能

情
報

の
提

供
は

対
応
休

止
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依

頼
試

験
及

び
機

器
利

用
の

合
計

利
用

件
数

に
つ

い
て

は
、

2 
0 
2
 1
 

年
度

中
2
 
4
 
万

件
を

目
標

と
す

る
。
 

  

(
5
)
依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用
の

合
計
利

用
件

数
 

 
2
4
5
,0
3
1
件

 
 

 〇
利

用
実

績
 

2
45
,
0
31

件
 

（
年

度
計

画
目

標
達

成
率

：
10
2
%
）
 

（
中

期
計

画
目

標
達

成
率

：
19
%
）
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

中
小

企
業

の
技

術
的

課
題

の
解
決

や
事

業
化

を
見

据
え

た
総
合

的
支

援
 

１
－

４
 
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型
技

術
支
援
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
段

階
に

応

じ
た

き
め

細
か

い
支

援
を

行
う

た

め
に

、
製

品
の

企
画
・
設

計
か
ら

品

質
評

価
に

係
る

技
術

課
題

ま
で

柔

軟
に

対
応

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド

型
技

術
支

援
を

実
施

す
る

。
日
本

産

業
規

格
（

Ｊ
Ｉ

Ｓ
）
な
ど

に
定
め

の

な
い

分
析
・
評

価
や

試
作

、
人
材

育

成
な

ど
を

適
宜

組
み

合
わ

せ
る

と

と
も

に
、
各
技

術
分

野
の

連
携
を

強

化
し

て
、

包
括

的
に

支
援

を
行

う
。
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型

技
術

支
援

を

利
用

し
て

製
品

化
又

は
事

業
化

に

至
っ

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
第
四

期

中
期

計
画

期
間

中
に

1 
2 

0 
件

を

目
標

と
す

る
。
 

試
作

や
評

価
、
人

材
育

成
な

ど
適

宜

組
み

合
わ

せ
て

提
案

す
る

オ
ー

ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支

援
に

よ
り

、
中

小
企

業
の

製
品

開
発

の
段

階
に

応

じ
た

き
め

細
か

い
支

援
を

立
ち

上

げ
、
広

く
周

知
を

図
り

利
用

を
促

進

す
る

。
 

3 
A 

(
1
)
 
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型

技
術

支
援
の

立
ち

上
げ

お
よ

び
利

用
促
進

に
向

け
た

取
り

組
み

 

 
1
)
 オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技
術

支
援
の

開
始

（
新

規
）

 
4
月

 （
図
１

）
 

 
 

 
利

用
者

の
開

発
段

階
（

企
画

か
ら

販
売
促
進

ま
で
）
に
応

じ
て

、
き

め
細

か
く
柔

軟
に
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
に

製
品
の

試

作
、
品

質
評

価
、
技
術

ア
ド
バ

イ
ス
、
人

材
育
成
ま

で
さ
ま

ざ
ま
な

メ
ニ

ュ
ー

を
組

み
合

わ
せ
て

利
用

で
き

る
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支

援
を

開
始
 

 
2
)
 利

用
促

進
に

向
け

た
取
り

組
み
 

 
 

・
所

内
職

員
へ

の
事

業
説

明
会
を

実
施

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
 

 
 

・
T
I
R
I 
N
E
WS

に
て

事
業

紹
介
 

 (
2
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型

技
術
支

援
の
実

績
 

 
1
)
都
産

技
研

全
体

の
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
型

技
術

支
援

実
績

 

 
 

・
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支
援

実
績

：
6
8
4
件
 

 

2
)
 
外
部

専
門

家
を

利
用

し
た
支

援
（
都

内
中

小
企

業
の

み
）

 

都
産

技
研

職
員

だ
け

で
は

対
応

が
難
し

い
生

産
工

程
等

に
技

術
ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
外

部
専
門

家
へ

の
委

嘱
を

行
い

、
都

内
中

小
企

業
へ

の
支

援
を

強
化

 

都
産

技
研

職
員

の
新

規
知

識
の

獲
得
お

よ
び

外
部

と
の

コ
ネ

ク
シ
ョ

ン
の

形
成

に
貢

献
 

・
利

用
実

績
 

14
社

15
件
利

用
 

 
 

・
外

部
専

門
家

の
支

援
日

数
 
4
5
日
 

 
 
 

 
【

支
援

事
例

】
 

 
 

・
光

量
調

整
用

ワ
イ

ヤ
グ

リ
ッ
ド

偏
光

子
の

透
過

特
性

の
評
価

支
援

（
事
例

1
）
 

 
 

・
テ

キ
ス

タ
イ

ル
ヒ

ー
タ

ー
の
加

工
条

件
の

検
討
 

 
 

・
清

酒
酵

母
の

培
養

条
件

の
検
討
 

 
 

・
自

立
走

行
ロ

ボ
ッ

ト
の

制
御
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
試

作
 

・
介

護
衣

料
開

発
に

お
け

る
人

間
工
学

的
側

面
か

ら
の

技
術

ア
ド
バ

イ
ス
 

 

3
)
目

的
達

成
度

に
関

す
る

ア
ウ

ト
カ
ム

調
査

結
果
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型

技
術

支
援

に
よ
る

目
的

達
成

度
を

ア
ウ

ト
カ
ム

調
査

に
よ

っ
て

確
認

 

「
十

分
達

成
で

き
た

」
4
4
.
8％

、
「
あ

る
程

度
達
成
で

き
た
」

4
4
.
8％

と
高

い
評

価
を

維
持

（
前
年

度
:
「
十

分
達

成
で
き

た
」

「
あ

る
程

度
達

成
で

き
た

」
計

8
9
.6
％
）
 

お
客

さ
ま

の
声

: 

・
他

製
品

と
の

組
み

合
わ

せ
性

能
の
測

定
が

で
き

、
製

品
カ

タ
ロ
グ

へ
の

性
能

掲
載

が
可

能
と
な

っ
た

。
 

・
悩

ん
で

い
た

評
価

方
法

が
解

決
で
き

、
次

の
開

発
ス

テ
ッ

プ
に
進

む
こ

と
が

で
き

た
。

 

   

  （
図

1
）
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支
援

の
流

れ

   〇
支

援
事

例
 

（
事
例

1
）
光
量

調
整

用
ワ

イ
ヤ

グ
リ
ッ

ド
偏

光

子
の

透
過

特
性

の
評

価
支

援
 

ワ
イ

ヤ
グ

リ
ッ

ド
偏

光
子

の
特

性
評

価
に

お
い

て
、
い

く
つ

か
の

測
定

装
置

を
組

み
合
わ

せ
て

評

価
を

行
っ

た
。
そ
の

結
果

を
用

い
て
、
製
造

条
件

に
関

す
る

技
術

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
を
実

施
し

、
事

業
化

を
実

現
。
 

 〇
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支

援
に

関
す

る
目

的
達

成
度

の
調

査
 

 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型

技
術

支
援

を

利
用

し
て

製
品

化
又

は
事

業
化

に

至
っ

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
2 

0
 
2
 

1
 
年

度
中

2
 0
 件

を
目

標
と
す

る
。 

 (
3
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型

技
術
支

援
を
利

用
し

て
製

品
化

又
は

事
業
化

に
至

っ
た

件
数
 

 
 

 
3
0
件
 

        

 〇
製

品
化

又
は

事
業

化
に

至
っ

た
件
数
 

 
3
0
件
 

（
年

度
計

画
目

標
値

達
成

率
：

 
1
5
0%
）
 

（
中

期
計

画
目

標
値

達
成

率
：

 
2
5
%）
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【
製

品
化

事
例

】
 

・
銀

焼
結

製
品

の
粘

度
測

定
お

よ
び
管

理
方

法
の

提
案

（
事

例
2）

 

銀
焼

結
製

品
の

レ
オ

メ
ー

タ
ー

を
用
い

た
測

定
方

法
に

関
す

る
技
術

支
援
、
お
よ

び
生
産

管
理
体

制
の

構
築

に
向

け
た
人

材
育

成
に

協
力
 

 

 
 

・
簡

易
防

音
室

の
遮

音
性

能
評
価

（
事
例

3
）
 

 
 
 
 
吸

音
材

の
設

置
位

置
の

提
案
、

遮
音

性
能

の
定

量
的

な
評
価

お
よ

び
音

漏
れ

箇
所

の
特
定

を
実

施
し

、
製

品
化

に
貢
献
 

 〇
製

品
化

事
例
 

（
事
例

2
）
銀

焼
結

製
品

の
粘

度
測
定
 

        

  銀
焼

結
製

品
の

レ
オ

メ
ー

タ
ー

に
よ

る
粘

度
測

定
を

実
施

し
、
デ
ー

タ
を

提
出

。
同
様

の
測

定
結

果
を

お
客

様
ご

自
身

で
測

定
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

と
の

依
頼

を
受

け
、
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
型

技

術
支

援
で

計
測
・
解
析

方
法

に
関

す
る
講

習
を

行

っ
た

。
そ

の
結

果
、
自

社
内

で
製

品
の
管

理
体

制

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
、

製
品

化
に
至

っ
た

。
 

 （
事
例

3
）
簡

易
防

音
室

の
遮

音
性
能

評
価
          

性
能

向
上

の
為

の
吸

音
材

設
置

位
置

な
ど

を
提

案
。
評
価

方
法

を
検

討
し

、
遮
音

効
果
を

定
量

的

に
評

価
。
音

漏
れ

箇
所

等
の

特
定

や
改
善

提
案

を

経
て

、
1
0
月

2
0
日

に
販

売
開

始
。
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

中
小

企
業

の
技

術
的

課
題

の
解
決

や
事

業
化

を
見

据
え

た
総
合

的
支

援
 

１
－

５
 
基
盤

研
究
 

多
く

の
中

小
企

業
が

抱
え

る
課

題

へ
の

対
応

に
必

要
な

研
究

、
市
場

の

拡
大

が
見

込
ま

れ
る

分
野

、
及
び

社

会
的

課
題

解
決

に
資

す
る

分
野

の

研
究

を
基

盤
研

究
と

し
て

取
り

組

む
。
 

ま
た

、
研

究
開

発
戦

略
に

基
づ

き
、

重
点

的
に

取
り

組
む

研
究

テ
ー

マ

を
設

定
し

、
機

械
、

電
気

・
電

子
、

情
報

、
Ｉ

ｏ
Ｔ

、
化

学
、

バ
イ

オ
、

食
品

等
の

基
盤

技
術

分
野

に
対

す

る
基

盤
研

究
を

着
実

に
実

施
し

て

い
く

。
 

さ
ら

に
、
社
会

の
多

様
化
・
急
激

な

変
化

な
ど

を
背

景
と

し
た

複
層

的

な
技

術
課

題
の

解
決

を
図

る
た

め
、

研
究

部
門

を
超

え
て

、
都

産
技
研

の

技
術

分
野

を
横

断
・
融
合

し
た
テ

ー

マ
設

定
型

の
研

究
開

発
事

業
を

継

続
実

施
す

る
。
 

基
盤

研
究

の
成

果
を

基
に

、
支
援

事

業
に

発
展

し
た

件
数

、
共

同
研
究

に

発
展

し
た

件
数

、
外

部
資

金
導
入

研

究
に

採
択

さ
れ

た
件

数
を

合
わ

せ

て
、
第

四
期

中
期

計
画

期
間
中

に
1 

3
 
5
 
件
を

目
標

と
す

る
。
 

①
第

四
期

研
究

開
発

戦
略

に
基

づ

き
、
重
点

的
に

取
り

組
む

研
究
テ

ー

マ
を

設
定

し
、
機
械

、
電
気
・
電

子
、

情
報

、
Ｉ

ｏ
Ｔ

、
化

学
、

バ
イ

オ
、

食
品

等
の

基
盤

技
術

分
野

に
対

す

る
基

盤
研

究
を

着
実

に
実

施
す

る
。
 

4 

                                  

S 

                                    

(
1
)
基
盤

研
究

の
実

施
 

1
)
 
総
テ

ー
マ

数
 

 
6
2
テ

ー
マ

（
前

年
度

：
69

テ
ー

マ
）

の
基

盤
研

究
を

実
施

 

 
2
)
 
第

四
期
中

期
計

画
で
は

第
四
期

研
究
開
発
戦

略
に
基

づ
き
、

各
研
究

テ
ー

マ
の
方

向
性
に

応
じ
て

、
東

京
の
産

業
を
牽
引

す
る

研
究

（
1
8
テ

ー
マ

）
、
創

出
す
る

研
究

（
1
8
テ

ー
マ
）
、

支
え

る
研

究
（

2
6
テ

ー
マ

）
に
分

類
し

て
実

施
 

 
 

【
研

究
テ

ー
マ

例
】
 

 
 

 
牽

引
す

る
研

究
：

産
業

応
用
や

製
品

開
発

を
目

的
と

し
、
中

小
企

業
の

製
品

化
・

事
業
化

を
目

指
す
 

・
湿

式
熱

分
解

法
に

よ
る

ナ
ノ

粒
子
分

散
系

の
開

発
（

化
学

）
 

・
マ

イ
ク

ロ
波

帯
電

磁
波

抑
制

シ
ー
ト

の
評

価
手

法
の

開
発

（
電
気

・
電

子
）
 

・
潤

滑
油

に
お

け
る

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ
ー

ト
ラ

ル
を

実
現

す
る

た
め
の

加
工

油
の

性
能

評
価

方
法
の

開
発

（
機

械
）
 

創
出

す
る

研
究

：
時

代
に

即
し

た
新
た

な
知

見
を

獲
得

し
、

シ
ー
ズ

の
創

出
を

目
指

す
 

・
誘

電
泳

動
法

を
用

い
た

マ
イ

ク
ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

濃
縮

技
術
の

開
発

（
事
例

1
）（

電
気

・
電

子
）
 

・
プ

ロ
セ

ス
適

応
性

の
高

い
低

電
圧
駆

動
電

子
輸

送
材

料
の

開
発
（

化
学

）
 

・
未

利
用

資
源

を
用

い
た

バ
ク

テ
リ
ア

セ
ル

ロ
ー

ス
の

生
産

（
バ
イ

オ
）
 

支
え

る
研

究
：

新
た

な
試

験
方

法
の
確

立
な

ど
に

取
組

み
、

支
援
事

業
へ

の
展

開
を

目
指

す
 

・
音

声
放

射
特

性
を

考
慮

し
た

小
空
間

内
の

音
環

境
評

価
に

関
す
る

研
究

（
事
例

2
）（

音
響

）
 

・
放

射
ノ

イ
ズ

に
対

す
る

効
率

的
な
ノ

イ
ズ

源
推

定
手

法
の

開
発
（

I
oT
）
 

・
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
原

料
・

製
品

の
品
質

評
価

方
法

の
確

立
（

食
品
）
 

・
村

山
大

島
紬

用
絣

板
の

デ
ジ

タ
ル
デ

ー
タ

に
よ

る
保

全
技

術
の
検

討
（

情
報

）
 

〇
基

盤
研

究
 

（
事
例

1
）
誘

電
泳

動
法

を
用

い
た
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

濃
縮

技
術

の
開

発
 

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技

術
の

一
部

を
担

う
濃

縮
デ

バ
イ

ス
開
発
 

 （
事
例

2
）
音

声
放

射
特

性
を

考
慮
し

た
小

空
間

内
の

音
環

境
評

価
に

関
す

る
研

究
 

        働
き

方
改

革
の

推
進

に
よ

る
テ

レ
ワ

ー
ク

の
増

加
、
お
よ

び
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
対

策
と

し
て

の
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

設
置

に
対

応
し
た

、
オ

フ
ィ

ス
内

の
音

声
（
人

の
声

）
に
対

す
る
音

環
境

の
改

善
 

②
多

く
の

中
小

企
業

が
抱

え
る

課

題
へ

の
対

応
に

必
要

な
研

究
、
市

場

の
拡

大
が

見
込

ま
れ

る
分

野
、
及

び

社
会

的
課

題
解

決
に

資
す

る
分

野

の
研

究
を

基
盤

研
究

と
し

て
取

り

組
む

。
 

③
分

野
を

横
断
・
融

合
す

る
よ
う

な

技
術

課
題

に
対

し
て

、
各

研
究
部

門

で
協

力
し

、
重

点
的

に
取

り
組

む
。
 

(
2
)
分
野

を
横

断
・

融
合

す
る
技

術
課
題

へ
の

取
り

組
み
 

1
)
協

創
的

研
究

開
発

の
推

進
 

理
事

長
が

設
定

し
た

技
術

課
題

に
基
づ

い
て

、
都
産

技
研
内

の
組
織

の
垣

根
を

乗
り

越
え

、
複
数

の
組

織
を
横

断
し
た

チ
ー

ム
を

構
成

し
、

統
合

的
に

課
題

を
解
決

す
る

協
創

的
研

究
開

発
を
実

施
 

2
0
2
1
年

度
は

、「
D
X
化
の

推
進

と
東
京
版

S
o
ci
e
t
y 
5
.
0
の

実
現
」
、「

超
高

齢
社
会

に
お

け
る

Q
O
L
の

向
上

」
、「

産
業
を
支

え
る

基
盤

技
術

と
稼

ぐ
力

の
強

化
」
、
「

資
源

循
環

が
も

た
ら

す
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
社

会
」

を
技

術
課

題
と

し
て

所
内

公
募

し
、

2

テ
ー

マ
実

施
 

【
研

究
テ

ー
マ

】
 

 
 

・
製

品
化

を
見

据
え

た
メ

カ
ノ
ク

ロ
ミ

ッ
ク

材
料

の
応

用
展
開

と
基

盤
構

築
（

2
年

計
画

1
年
目

）（
事
例

3）
 

 
 

 
 

協
力

研
究

機
関
（
名

古
屋
大

学
）
お
よ
び
、
マ
テ

リ
ア
ル

応
用

技
術

部
、
物
理

応
用
技

術
部
、
技
術

開
発
支

援
部
が

連

携
 

 
 

 
 

（
成

果
展

開
 

特
許

出
願

1
件
、

学
会

発
表

4
件

）
 

・
脱

炭
素

社
会

に
む

け
た

水
素

発
電

に
よ

る
ロ

ー
カ

ル
給

電
（

充
電

）
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
た

超
小

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
開

発
（

1
年

計
画

）
（

事
例

4
）

 

情
報

シ
ス

テ
ム

技
術

部
、

企
画

部
、

物
理

応
用

技
術

部
、

地
域

技
術

支
援

部
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

が
連

携
 

（
成

果
展

開
 

展
示

会
出

展
1
回

）
 

 
2
)
研
究

分
野

横
断

勉
強

会
の
開

催
 

 
 

情
報

や
知

見
の

共
有

を
目

的
と
し

て
、

分
野

を
横

断
し

た
勉
強

会
を

開
催
 

 
 

他
の

研
究

員
や

他
部

署
の

外
部
資

金
導

入
研

究
の

内
容

に
つ
い

て
、
概

要
や

工
夫
点

を
説
明

し
、
自

身
の

研
究
に

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
 

 
 

研
究

お
よ

び
技

術
支

援
に

お
い
て

分
野

を
超

え
て

、
連

携
力
が

向
上
 

 
 
計

6
回
の

勉
強

会
を

開
催

し
、
延
べ

2
8
7
名

（
5
4
名
が

分
野
横

断
参

加
）

が
参

加
 

 
 

【
講

演
内

容
例

】
 

○
協

創
的

研
究

開
発

 
（

事
例

3
）
製

品
化

を
見

据
え

た
メ
カ

ノ
ク

ロ

ミ
ッ

ク
材

料
の

応
用

展
開

と
基

盤
構
築

 

使
用

（
圧

力
）

に
よ

り
色

が
変

化
し
、

エ
タ

ノ

ー
ル

に
よ

り
元

に
戻

る
た

め
、

使
用
頻

度
、

エ

タ
ノ

ー
ル

除
菌

の
可

視
化

が
可

能
 

 （
事
例

4
）
脱

炭
素

社
会

に
む

け
た
水

素
発

電

に
よ

る
ロ

ー
カ

ル
給

電
（

充
電

）
シ
ス

テ
ム

を

搭
載

し
た

超
小

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
開
発

 
      燃
料

電
池

と
水

素
を

利
用

し
た

給
電
シ

ス
テ

ム

付
き

ゼ
ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

モ
ビ

リ
テ
ィ

を
開

発
 

1
1
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・

ガ
ラ

ス
の

基
礎

と
支

援
事
例
 

・
金

属
酸

化
物

ナ
ノ

構
造

に
よ

る
光
・

熱
環

境
の

能
動

的
制

御
 

 
 

 
・

ハ
イ

ド
ロ

ゲ
ル

を
母

材
と
し

た
胆

道
ド

レ
ナ

ー
ジ

用
ス
テ

ン
ト

の
開

発
 

等
 

 

④
基

盤
研

究
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た

研
究

成
果

を
、
製
品

化
・
事
業
化

及

び
支

援
事

業
へ

展
開

す
る

。
共
同

研

究
、
外
部

資
金

導
入

研
究

へ
発
展

さ

せ
る

。
 

(
3
)
基
盤

研
究

か
ら

の
成

果
展
開

 

1
)
基

盤
研

究
の

実
施

に
よ
り

2
0
2
1
年

度
に

成
果
展
開

し
た
実

績
31

件
（

前
年

度
：

2
6
件

）
 

 
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率
：
（

2
0
21

年
度

 3
1
件
）

/
（
中

期
計
画

期
間

累
計

目
標
値

1
3
5
件
）

＝
2
3
％
 

・
支

援
事

業
に

発
展

 
3
件
 

・
共

同
研

究
へ

展
開

 
1
5
件
（

前
年
度

：
1
1
件
）
 

・
外

部
資

金
導

入
研

究
へ

展
開

 
13

件
（

前
年
度
：

1
5
件
）

 

2
)
過

去
の

研
究

か
ら

発
展

し
た

共
同
研

究
へ

の
展

開
例
 

・
め

っ
き

工
場

の
環

境
負

荷
低

減
 

・
口

腔
衛

生
管

理
の

た
め

の
揮

発
性
硫

黄
化

合
物

セ
ン

サ
の

開
発
 

等
 

3
)
外

部
資

金
導

入
研

究
へ

の
展

開
 

2
0
2
1
年

度
新

規
実

施
提

案
公
募

型
研
究

20
件
中

8
件

が
基
盤

研
究
か

ら
展

開
 

2
0
2
1
年

度
に

実
施

し
た

受
託
研

究
10

件
中

5
件

が
基

盤
研
究

か
ら
展

開
 

【
研

究
テ

ー
マ

例
】
 

・
「

金
属

有
機

構
造

体
を

用
い
た

バ
イ
オ

マ
ー

カ
ー

検
出

シ
ス

テ
ム
の

基
盤

構
築

」（
科
研
費

）
 

・「
高

速
変

形
域

に
お

け
る

バ
ウ

シ
ン
ガ

効
果

の
特

性
取

得
と

塑
性
加

工
の

成
形

性
に

及
ぼ

す
影
響

」（
天

田
財

団
奨
励
研

究
助

成
（

若
手

研
究

者
枠

））
 

等
 

 (
4
)
研
究

成
果

の
普

及
活

動
 

基
盤

研
究

を
中

心
に

、
各

研
究

か
ら
得

ら
れ

た
成

果
の

学
会

発
表
等

を
推

進
 
計

3
1
5
件

（
前
年

度
：

2
94

件
）
 

1
)
学

協
会

等
で

の
成

果
発
表

2
9
2
件
（

前
年

度
：

2
70

件
）
 

学
協

会
で

の
論

文
発
表

6
6
件
（

前
年
度

：
6
7
件

）
、
口

頭
発

表
12
8
件
（

前
年

度
：

1
00

件
）、

 

ポ
ス

タ
ー

発
表

42
件
（

前
年
度

：
40

件
）、

そ
の

他
依

頼
講

演
等

5
6
件

（
前

年
度

：
63

件
）
 

2
)
学

協
会

等
で

の
技

術
解

説
、

事
業
紹

介
等

 
2
3
件
 

 (
5
)
技
術

シ
ー

ズ
の

普
及

、
活
用

に
向
け

た
取

り
組

み
 

 
中

小
企

業
等

と
都

産
技

研
の

技
術
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
目
的

と
し

、
T
I
R
I
ク
ロ
ス

ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
2
02
1
に

お
い

て
成
果

発
信

を
実

施
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信
期

間
：

9
月

15
日
～
1
0
月

15
日
）
 

1
)
発

表
数

：
7
0
件
 

都
産

技
研

研
究

員
に

よ
る

発
表

5
2
件

、
連

携
機
関
等

に
よ
る

発
表

1
4
件

 
基

調
講

演
4
件

 
 

2
)
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

者
数

：
 7
2
7
名
 

 【
発

表
テ

ー
マ

例
】
 

・
「

都
産

技
研

で
の

搬
送

ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

評
価

」
 

・
「

め
っ

き
プ

ロ
セ

ス
の

総
合
的

な
改
善

に
よ

る
環

境
負

荷
低

減
」
 

・
「

東
京

湾
海

水
を

用
い

た
微
生

物
ポ
リ

エ
ス

テ
ル

の
生

分
解

性
評
価

と
試

験
条

件
の

検
討

」
 

・
「

生
活

環
境

下
に

お
け

る
不
快

臭
に
寄

与
す

る
臭

気
成

分
の

探
索
」
 

・
「

酪
農

用
乳

酸
菌

を
用

い
た
キ

ャ
ベ
ツ

発
酵

漬
物

の
開

発
」

 
等
 

 (
6
)
研
究

成
果

に
よ

る
受

賞
実
績

 

国
内

外
の

学
協

会
等

か
ら

ポ
ス

タ
ー
賞

な
ど

を
受

賞
 

受
賞

数
：
9
件
（

前
年

度
：

1
1
件

）
 

【
受

賞
例

】
 

 
・
第

2
2
回

 
計

測
自

動
制
御

学
会
 

シ
ス

テ
ム

イ
ン

テ
グ

レ
ー
シ

ョ
ン

部
門

講
演

会
（

S
I
2
02
1
）
  

 
 

優
秀

講
演

賞
「
モ

バ
イ
ル

マ
ニ
ピ

ュ
レ

ー
タ

に
お

け
る

D
e
ep
L
a
bv
3
+を

使
用

し
た
細

長
物
体

へ
の

追
従

制
御

」（
事

例
5）

 
 

優
秀

講
演

賞
「

S
LA
M
の
繰

り
返
し

実
行

に
よ

る
ロ

バ
ス

ト
な
地

図
生

成
」
 

 
・

材
料

技
術

研
究

協
会

討
論

会
2
0
2
1 

ゴ
ー
ル
ド

ポ
ス
タ

ー
賞
「

微
細

藻
類

由
来

β
‐

1
,
3‐

グ
ル

カ
ン

の
ナ

ノ
フ
ァ

イ
バ

ー
化

と
水

系
塗

料
添

加
剤

に
期

待
さ
れ

る
レ

オ
ロ

ジ
ー

特
性

」
 

・
日

本
分

析
化

学
会

関
東

支
部

 
新
世

紀
新

人
賞
「

大
気
中

光
電
子

収
量

分
光

分
析

に
よ

る
有
機

薄
膜

半
導

体
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
準

位
測

定
」
 

 

○
基

盤
研

究
の

成
果

展
開

 
基

盤
研
究

成
果

を
基

に
支

援
事

業
、
共

同
研

究
、

外
部

資
金

導
入

研
究

に
採

択
さ

れ
た
件

数
：
3
1
件

 
 

中
期
計

画
目

標
値

達
成

率
：

2
3
％

 

○
受

賞
実

績
 

（
事
例

5
）「
モ

バ
イ

ル
マ

ニ
ピ

ュ
レ
ー

タ
に

お
け

る
D
e
ep
L
a
bv
3
+
を

使
用

し
た

細
長

物
体

へ
の

追

従
制

御
」

 
モ

バ
イ

ル
ロ

ボ
ッ

ト
が

直
進

し
マ

ニ

ピ
ュ

レ
ー

タ
ー

が

パ
イ

プ
に

追
従

 
  RG

B
カ
メ

ラ
で

取

得
し

た
画

像
か

ら

AI
に

よ
っ

て
パ

イ

プ
を

認
識

 
  

1
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

中
小

企
業

の
技

術
的

課
題

の
解
決

や
事

業
化

を
見

据
え

た
総
合

的
支

援
 

１
－

６
 
共
同

研
究
 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究
成

果

や
中

小
企

業
や

大
学

な
ど

の
ア

イ

デ
ア

や
技

術
シ

ー
ズ

を
効

率
的

か

つ
効

果
的

に
製

品
化
・
事

業
化
へ

つ

な
げ

て
い

く
た

め
、
独
自

の
技
術

や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
有

し
意

欲
の

あ
る

中

小
企

業
や

業
界

団
体

、
大

学
、
研

究

機
関

等
と

課
題

を
共

有
し

、
協
力

し

て
共

同
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組

む
。
ま
た

、
共

同
研

究
終

了
後
も

製

品
化
・
事

業
化

な
ど

の
状

況
を
把

握

し
、
既
存

の
支

援
事

業
で

サ
ポ
ー

ト

す
る

。
 

共
同

研
究

の
実

施
に

よ
り

製
品

化

又
は

事
業

化
に

至
っ

た
件

数
に

つ

い
て

は
、
第
四

期
中

期
計

画
期
間

中

に
7
 
0 
件
を

目
標

と
す

る
。
 

①
基

盤
研

究
で

得
ら

れ
た

研
究

成

果
や

中
小

企
業

や
大

学
な

ど
の

ア

イ
デ

ア
や

技
術

シ
ー

ズ
を

効
率

的

か
つ

効
果

的
に

製
品

化
・
事

業
化

へ

つ
な

げ
て

い
く

た
め
、
積
極

的
に

共

同
研

究
を

実
施

す
る

。
 

5 

                                    

S 

                                    

(
1
)
共
同

研
究

の
実

施
 

製
品

化
・

事
業

化
を

主
目

的
と

し
て
中

小
企

業
等

と
共

同
研

究
を
実

施
 

（
5
2
テ

ー
マ

、
20
2
0
年

度
10

月
開
始

テ
ー

マ
2
5
テ

ー
マ
、

2
0
19

年
度

開
始

テ
ー

マ
1
テ

ー
マ
を

含
む

）
 

都
外

中
小

企
業

や
大

企
業
（
み

な
し
大

企
業

含
む

）
と

共
同

研
究
を

実
施

す
る

際
、「

都
産

技
研
の

シ
ー

ズ
を

製
品

化
・
事

業
化

す
る

研
究

課
題

」
を

対
象

と
す

る
な
ど

要
件

を
整

理
 

 1
)
中

小
企

業
等

と
の

共
同

研
究

の
継
続

的
推

進
  

a
)
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

で
共

同
研

究
を
公

募
し

た
結

果
、

2
6
テ

ー
マ
の

共
同

研
究

を
2
0
2
1
年

度
に
新

規
実

施
（

前
年

度
：

25

テ
ー

マ
）
 

b
)
研

究
課

題
審

査
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
は
、
W
e
b
会

議
シ

ス
テ

ム
を

導
入
し

共
同

研
究

機
関

の
参

加
を
推

進
、
目
的

や
役

割
分

担
、

実
現

性
、

波
及

効
果

、
研

究
成

果
等
を

総
合

的
に

評
価

し
て

課
題
を

選
定
 

2
)
連

携
協

定
機

関
と

の
共

同
研

究
の
継

続
的

推
進
 

9
テ

ー
マ

（
前

年
度

：
8
テ
ー
マ

）
 

【
研

究
テ

ー
マ

例
】
 

 
・

平
時

及
び

緊
急

時
に

利
用

可
能
な

小
型

レ
ー

ダ
ー

デ
バ

イ
ス
の

開
発

（
東

京
理

科
大

学
）
 

 
・

採
卵

後
の

ヤ
マ

メ
の

有
効

利
用
技

術
の

開
発

（
東

京
都

農
林
水

産
振

興
財

団
）
 

・
ひ

ず
み

速
度

を
考

慮
し

た
材

料
特
性

の
系

統
的

な
調

査
お

よ
び
塑

性
加

工
の

成
形

性
に

及
ぼ
す

影
響

（
電

気
通

信
大

学
）

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

給
電

シ
ス

テ
ム

の
高
性

能
化

と
安

全
性

評
価

※
（
東

京
都

立
大

学
）
（
3
年

計
画
）
 

※
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
、

東
京

都
立
大

学
の

学
長

裁
量

枠
を

活
用
し

た
連

携
研

究
 

 

〇
共

同
研

究
の

実
施
 

中
小

企
業

、
大

学
等

と
の

共
同

研
究
の

推
進
 

1
)
実

施
数

 
計

52
テ
ー

マ
 

（
前

年
度
計

4
1
テ

ー
マ

）
 

内
訳
 

2
0
2
1
年

度
採

択
 

計
26

テ
ー

マ
 

 
 

2
02
0
年

度
採

択
 

計
25

テ
ー
マ
 

 
 

2
01
9
年

度
採

択
 

1
テ
ー

マ
 

 2
)
連

携
協

定
機

関
と

の
共

同
研

究
 

 
 

9
テ

ー
マ

（
前

年
度

8
テ

ー
マ
）
 

      

②
共

同
研

究
終

了
後

も
、
製
品

化
・

事
業

化
な

ど
の

状
況

を
把

握
し

、
支

援
事

業
で

サ
ポ

ー
ト

す
る

な
ど

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
充

実
さ

せ
る

。
 

(
2
)
共
同

研
究

に
よ

る
製

品
化
・

事
業
化

実
績
 

共
同

研
究

の
実

施
に

よ
り

20
2
1
年
度

製
品

化
・
事
業

化
へ
展

開
し
た

実
績

：
1
4
件

（
前
年

度
：
1
1
件

）
 

 
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率

：
（

20
2
1
年

度
 
1
4
件

）
/（

中
期
計

画
期

間
累

計
目

標
値

7
0
件

）
＝

2
0％

 

【
製

品
化

・
事

業
化

事
例

】
 

・
「

肉
醤

油
ブ

ル
ス

ト
」（

4
月

販
売
開

始
）
（
事
例

1
）
 

・
「

竪
型

渦
巻

ポ
ン

プ
」（

11
月

プ
レ
ス

発
表

、
受

注
開

始
）（

事
例

2
）
 

・
「

汎
用

型
全

自
動

精
密

傾
斜
校

正
装
置

」（
3
月

 
機

械
要
素

技
術
展

に
当

該
製

品
を

出
展

）
 

・
「

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

コ
ア

用
基
材

」
（
量

産
体

制
の

確
立

、
サ
ン

プ
ル
出

荷
中

）
 

 

(
3
)
終
了

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ
プ

 

1
)
 
事
業

化
状

況
調

査
の

実
施
 

 
共

同
研

究
終

了
後

1
年

以
上

経
過
し

た
共

同
研

究
先

企
業

に
対
し

、
製

品
化
・
事

業
化

に
つ
い

て
効

果
検

証
の

ア
ン

ケ
ー
ト

調
査
を

3
年
間

実
施

し
、

研
究

終
了
後

の
確

実
な

フ
ォ

ロ
ー

を
行
う

 
5
2
社

中
37

社
回

答
 
 

 
・

製
品

化
：

11
件
、

試
作
改

良
中
：

14
件
 

 
【

製
品

化
・

事
業

化
事

例
】

 

 
・
「
伝

導
性

E
MI

簡
易

測
定
用

ア
ン
テ

ナ
の

開
発

」（
2
0
19

年
度
共

同
研

究
、

2
0
20

年
度

以
降
継

続
し

て
販

売
実

績
あ

り
）

（
事
例

3
）
 

 
・
「
円

形
織

組
製

造
機

」
（
12

月
販
売

開
始

、
売

上
高

1
,5
5
0
千
円

）
 

2
)
 
支
援

事
業

の
継

続
実

施
 

 
共

同
研

究
終

了
後

も
依

頼
試

験
や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支
援

等
の

技
術

支
援

に
よ

る
フ
ォ

ロ
ー

を
継

続
し

て
実

施
 

 (
4
)
共
同

研
究

か
ら

外
部

資
金
獲

得
等
へ

展
開
 

民
間

企
業

等
と

の
共

同
研

究
が

外
部
資

金
導

入
研

究
に

展
開

2
テ
ー

マ
（

前
年

度
：

6
テ

ー
マ
）
 

・
自

動
車

向
け

高
速

通
信

用
ワ

イ
ヤ
ハ

ー
ネ

ス
の

検
査

装
置

の
開
発

（
サ

ポ
イ

ン
事

業
）

 

・
液

槽
光

重
合
用
高
機
能

レ
ジ

ン
開
発

に
よ

る
最
終
製

品
の

ダ
イ
レ

ク
ト

製
造

シ
ス

テ
ム

の
構
築

（
サ

ポ
イ

ン
事

業
）

 

 

〇
共

同
研

究
の

実
施

に
よ

り
製

品
化

又
は

事
業

化
に

至
っ

た
件

数
：

14
件
（
前

年
度
：

11
件
）

 

中
期

計
画

目
標

値
達

成
率

：
 2
0
% 

〇
共

同
研

究
に

よ
る

製
品

化
・

事
業
化

事
例
 

（
事
例

1
）
肉

醤
油

ブ
ル

ス
ト

 

       豚
肉

原
料

の
肉

醤
油

を
共

同
研

究
開
発

。
ソ
ー

セ

ー
ジ

に
豚

肉
醤

油
を

混
ぜ

込
ん

だ
肉

醤
油

ブ
ル

ス
ト

と
し

て
販

売
を

開
始

。
 

売
上

高
：

1
,0
0
0
千

円
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 （
事
例

2
）
竪

型
渦

巻
ポ

ン
プ

 

        特
殊

水
溶

液
用

ポ
ン

プ
の

水
力

損
失

が
低

減
さ

れ
る

羽
根

車
を

検
討

。く
み
あ
げ

能
力
が

約
10
%
、

効
率

も
3
%
向

上
す

る
セ

ミ
オ

ー
プ

ン
羽

根
車

の

設
計

法
を

構
築

。
 

 〇
終

了
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 

（
事
例

3
）
伝
導
性

E
M
I
簡

易
測

定
用
ア

ン
テ

ナ

                  伝
導

性
妨

害
ノ

イ
ズ

の
測

定
を

よ
り

手
軽

に
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
装

置
を

共
同
開

発
。
 

2
0
2
0
年

度
以

降
継

続
し

て
販

売
実

績
あ

り
、

製

品
カ

タ
ロ

グ
に

都
産

技
研

の
名

義
を
使

用
。
 

 

③
製

品
化
・
事
業

化
に

向
け

た
取

り

組
み

を
強

化
す

る
た

め
、
共

同
研

究

の
フ

レ
キ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

向
上

さ

せ
る

。
 

(
5
)
共
同

研
究

の
フ

レ
キ

シ
ビ
リ

テ
ィ
を

向
上

さ
せ

る
取

り
組

み
 

1
）

共
同

研
究

募
集

を
年

3
回
実

施
（
前

年
度
年

2
回
）
 

・
応

募
機

会
の

フ
レ

キ
シ

ビ
リ

テ
ィ
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

4
月
と

9
月

の
募

集
に

加
え

1
2
月

に
も

募
集

を
追

加
 

・
1
2
月

募
集

時
 

6
件
応
募

6
件

採
択
 

2
）

ヒ
ア

リ
ン

グ
開

催
時

の
We
b
会
議

シ
ス

テ
ム
活
用
 

・
研
究

課
題

選
定

ヒ
ア

リ
ン
グ

や
、
進
捗

管
理
時
の

中
間
ヒ

ア
リ
ン

グ
、
最

終
報

告
時
の

終
了
ヒ

ア
リ

ン
グ

開
催

を
す

べ
て

W
e
b
会
議

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
オ

ン
ラ
イ

ン
開

催
 

・
共
同

研
究

機
関

が
遠

方
か
ら

も
参
加

可
能

と
な

り
、
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
下
で

の
審

査
フ

レ
キ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

向
上
 

3
)
連

携
協

定
機

関
と

の
共

同
研

究
の
審

査
方

法
を

見
直

し
機

動
性
の

高
い

運
用

を
推

進
 

 
・
柔

軟
か

つ
ス

ピ
ー

デ
ィ
な

技
術
開

発
を

推
進

し
、
企
業

の
製
品

化
・
事

業
化

に
繋
げ

る
た
め
、
連
携

協
定

機
関
と

の
共
同

研
究

に
つ

い
て

、
随

時
受

付
け

を
行
い

、
部

長
が

開
催

す
る

審
査
会

に
て

審
査

が
で

き
る

よ
う
制

度
を

見
直

し
 

・
2
0
22

年
度

か
ら

実
施

に
向
け

、
規
程

類
の

改
正

準
備
 

 ○
2
0
21

年
度

採
択

件
数
 

第
1
回
：

6
件
 

第
2
回
：

14
件
 

第
3
回
：

6
件
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

中
小

企
業

の
技

術
的

課
題

の
解
決

や
事

業
化

を
見

据
え

た
総
合

的
支

援
 

１
－

７
 
外
部

資
金

導
入

研
究
・

調
査
 

第
三

期
中

期
計

画
期

間
か

ら
開

始

し
た

、
申

請
書

作
成

に
関

す
る
査

読

や
職

員
研

修
の

仕
組

み
を

利
用

し

て
、
産
業

振
興

を
目

的
と

す
る
外

部

資
金

や
科

学
研

究
費

助
成

事
業

な

ど
へ

積
極

的
に

応
募

し
、
採
択
を

目

指
す

。
ま

た
、
研
究

成
果

を
企
業

の

製
品

化
・
事
業

化
、
共
同

研
究
や

支

援
事

業
に

活
用

し
て

、
中

小
企
業

の

ニ
ー

ズ
や

社
会

的
ニ

ー
ズ

に
応

え

る
。
 

外
部

資
金

導
入

研
究

の
採

択
件

数

に
つ

い
て

は
、
第
四

期
中

期
計
画

期

間
中
に

1
 4
 0
 
件
を

目
標

と
す

る
。 

①
技

術
開

発
の

要
素

が
大

き
い

経

済
産

業
省

の
提

案
公

募
型

事
業

や

科
学

研
究

費
助

成
事

業
な

ど
へ

積

極
的

に
応

募
し

、
採

択
を

目
指

す
。
 

6                                     

A                                     

(
1
)
外
部

資
金

導
入

研
究

（
提
案

公
募
型

研
究

お
よ

び
受

託
研

究
）
の

件
数
と

2
0
21

年
度
歳

入
総
額

の
実

績
 

1
)
実

施
数

 
9
1
件

 
総

額
25
7
,
5
3
3
千

円
 

（
前

年
度

：
87

件
 
2
6
2
,4
4
8
千

円
）

  

・
提

案
公

募
型

研
究

 
8
1
件
 

総
額

2
4
3,
3
2
7
千

円
、
（
前
年

度
：
7
6
件

 
25
3
,
24
4
千
円

）
 

・
受

託
研

究
 

 
 

 
1
0
件
 

総
額

1
4
,2
0
6
千

円
、（

前
年

度
：
1
1
件

 
9,
2
0
4
千

円
）

 

2
)
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率

：
 

（
2
0
21

年
度

採
択

件
数

3
0
件

）
/（

中
期

計
画
期
間

累
計
目

標
値

1
4
0
件

）
＝

2
1％

 

 (
2
)
提
案

公
募

型
研

究
の

実
績
 

1
)
応

募
実

績
 

提
案

公
募

型
研

究
費

獲
得

活
動

を
強
化

し
、

提
案

公
募

型
研

究
へ

9
7
件

応
募
 

 
 

提
案

公
募

型
研

究
テ

ー
マ

応
募

件
数
内

訳
 

 
2
01
7
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度

文
部

科
学

省
事

業
（

科
研

費
）（

件
）
 

5
3
 

9
4
 

8
0
 

7
8
 

7
1
 

科
学

技
術

振
興

機
構

事
業

 
 （

件
）
 

3
 

3
 

1
 

9
 

1
 

経
済

産
業

省
事

業
 

 
 

 
 （

件
）
 

1
 

7
 

6
 

5
 

4
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
 （

件
）
 

1
5
 

2
6
 

2
2
 

2
1
 

2
1
 

合
計

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 （

件
）
 

7
2
 

1
3
0 

1
0
9 

1
1
3 

9
7
 

2
)
採

択
実

績
 

新
規

採
択

20
件
（

前
年

度
：
3
3
件

）、
新
規

採
択

2
39
,
3
22

千
円
（

前
年

度
：

2
48
,
6
00

千
円

）
 

【
実

施
テ

ー
マ

事
例

】
 

・
「

低
融

点
合

金
と

樹
脂

に
よ
る

異
種
材

料
の

積
層

造
形

技
術

の
開
発

」（
科
研

費
（

基
盤
研

究
C）
、
新

規
）
 

・「
金

属
有

機
構

造
体

を
用

い
た

バ
イ
オ

マ
ー

カ
ー

検
出

シ
ス

テ
ム
の

基
盤

構
築

」（
科
研
費
（
若

手
研

究
）、

新
規
）
 
等

3
)
実

施
状

況
 

a
)
文

部
科

学
省

お
よ

び
独

立
行

政
法
人

日
本

学
術

振
興

会
（

科
学
研

究
費

助
成

事
業

）
 

6
0
件
実

施
（

新
規

1
2
件

、
継

続
48

件
）（

前
年

度
：

56
件

）
、
総

額
5
6
,
12
0
千
円

（
前

年
度
：

6
7,
3
58

千
円

）
 

b
)
科

学
技

術
振

興
機

構
事

業
  

1
件

実
施

（
継

続
1
件
）
（
前
年

度
：
1
件
）
、
総
額

40
0
千
円

（
前
年

度
：

2
,6
0
0
千

円
）

 

c
)
経

済
産

業
省

事
業
 

1
0
件
実

施
（

新
規

3
件

、
継
続

7
件
）
（
前

年
度

：
9
件

）、
総
額

1
5
7,
7
9
1
千

円
（

前
年

度
：
1
4
9
,5
7
6
千

円
）
 

事
業

管
理

機
関

と
し

て
戦

略
的

基
盤
技

術
高

度
化

支
援

事
業

（
サ
ポ

イ
ン

事
業

）
5
件
を

運
営
・

推
進
 

・
自

動
車

向
け

高
速

通
信

用
ワ

イ
ヤ
ハ

ー
ネ

ス
の

検
査

装
置

の
開
発

、
2
8
,
52
1
千

円
（
新

規
）
 

・
液

槽
光

重
合

用
高

機
能

レ
ジ

ン
開

発
に

よ
る

最
終

製
品

の
ダ

イ
レ

ク
ト

製
造

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

32
,
1
62

千
円

（
新

規
）
 

d
)
そ

の
他

の
国

・
民

間
機

関
の

提
案
公

募
型

に
採

択
さ

れ
た

事
業
 

1
0
件
実

施
（

新
規

5
件

、
継
続

5
件
）
（
前

年
度

：
10

件
）、

総
額

2
9
,0
1
5
千

円
（

前
年
度

：
3
3,
7
10

千
円

）
 

 (
3
)
受
託

研
究

（
中

小
企

業
の
技

術
課
題

、
行

政
課

題
解

決
の

迅
速
な

支
援

）
の

実
施
 

受
託

研
究

の
実

施
状

況
：

10
件

実
施
、

1
4,
2
06

千
円

（
前
年

度
：
1
1
件

、
9,
2
0
4
千

円
）

 

【
実

施
テ

ー
マ

事
例

】
 

・
劣

化
木

材
の

再
塗

装
に

お
い

て
塗
布

量
に

代
わ

る
管

理
指

標
の
設

定
（

総
合

工
事

業
）

 

 
 

・
硬

質
ク

ロ
ム

め
っ

き
が

疲
労
強

度
低

下
に

及
ぼ

す
影

響
の
調

査
（

金
属

製
品

製
造

業
）
 

等
 

        

〇
外

部
資

金
導

入
研

究
実

施
数

 
91

件
 

（
前

年
度

：
8
7
件

）
  

 
提

案
公

募
型

研
究

81
件
、
受

託
研
究

10
件
 

  
中

期
計

画
目

標
値

達
成

率
：

2
1
％
 

 
 

〇
外

部
資

金
導

入
研

究
歳

入
額

 

2
5
7
,
5
33

千
円
（
前

年
度
：
2
62
,
4
4
8
千

円
）
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(
4
)
外
部

資
金

導
入

研
究

に
よ
る

成
果
事

例
 

1
)
製

品
化

・
事

業
化

に
向

け
た

取
り
組

み
 

【
成

果
事

例
】
 

戦
略

的
基

盤
技

術
高

度
化

支
援

事
業
（

サ
ポ

イ
ン

事
業

）
 

・「
金
属

積
層

造
形

に
お

け
る
薄

肉
形
状

製
品

の
品

質
・
生
産

性
向
上

の
た

め
の

生
産

支
援

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
」（

2
02
1

年
3
月
事

業
終

了
）
に

基
づ
き

、
金

属
積

層
造
形
支

援
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
を

開
発
（

事
例

1）
、
超

耐
熱

合
金

製
の

薄
肉

造

形
品

の
販

売
開

始
（

事
例

2）
 

 
 
2
)
外
部

機
関

表
彰

事
業

に
よ

る
受
賞
 

 
【

受
賞

事
例

】
 

・
日

本
文

化
財

科
学

会
 
第

1
5
回
ポ

ス
タ

ー
賞
受
賞
 

「
陶

磁
器

製
作

に
使

わ
れ

る
糊

の
効
果

―
焼

成
過

程
に

お
け

る
上
絵

具
の

成
分

変
化

―
」（

2
0
2
0～

2
02
2
年
度

科
研

費
で

実
施

）
 

・
公
益

社
団

法
人

計
測

自
動
制

御
学
会

 
シ

ス
テ

ム
イ

ン
テ

グ
レ
ー

シ
ョ

ン
部

門
講

演
会
（

SI
2
0
21
）
優

秀
講

演
賞
受

賞

「
S
L
AM

の
繰

り
返

し
実

行
に
よ

る
ロ
バ

ス
ト

な
地

図
生

成
」（

2
0
21

年
度

日
本

科
学

協
会
笹

川
科
学

研
究

助
成

で
実

施
）

 (
5
)
外
部

資
金

導
入

研
究

成
果
の

普
及
活

動
 

学
協

会
等

97
件

、
う

ち
海

外
発

表
48

件
（
海
外
発

表
比
率

4
9
%）
（

前
年

度
：
60

件
、
う

ち
海
外

発
表

25
件
（
海

外
発

表

比
率

42
%
））

 

ウ
ェ

ブ
会

議
を

活
用

し
積

極
的

な
研
究

成
果

の
普

及
活

動
を

実
施
、
ウ

ェ
ブ

会
議

で
参
加

す
る
国

際
会

議
も

増
加

し
海

外
発

表
比

率
が

増
加
 

 
【

発
表

事
例

】
 

 
 

・
R
e
m
ov
a
l 

o
f 

he
x
a
va
l
e
n
t 

c
hr
o
m
iu
m 

f
r
om
 
w
at
e
r
 
b
y 

Z
-
sc
h
e
me
 
p
h
o
to
ca
t
a
l
y
si
s 

u
s
in
g 

T
i
O2
 
(
ru
t
i
l
e
) 

n
a
n
o
r
od
s
 
lo
a
d
ed
 
w
it
h
 
Au
 
c
o
r
e
-C
u
2
O
 
s
h
e
ll
 
p
ar
t
i
cl
e
s
（

Jo
u
r
na
l
 
of
 
E
nv
i
r
on
m
e
n
t
a
l 

S
c
ie
n
c
es
）
（
2
0
1
9

～
2
0
21

年
度

科
研

費
で

実
施
）

 

 
 

・
N
ov
e
l
 
p
r
o
ce
s
s
 
fo
r
 
s
u
p
pr
e
s
si
ng
 
o
r
a
ng
e
 
p
e
e
l
 
fo
r
m
at
i
o
n 

i
n
 
p
o
ly
m
e
r
 
la
s
e
r 

s
i
nt
e
r
in
g
 
t
h
r
o
u
gh
 

p
r
e
t
r
ea
t
m
en
t
 
wi
t
h
 
l
o
w
-p
o
w
e
r
 
la
s
e
r 

i
rr
a
d
i
at
i
o
n（

R
a
p
id
 
P
ro
t
o
ty
p
i
ng
 
J
ou
r
n
a
l
）（

2
0
19
～

20
2
1
年

度
科

研
費

で
実

施
）
 

○
外

部
資

金
導

入
研

究
に

よ
る

成
果
事

例
 

（
事
例

1
）
金
属

積
層

造
形

支
援

ソ
フ
ト

ウ
ェ

ア
 

 金
属

積
層

造
形

に
お

け
る

形
状

安
定

化
の

た
め

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

研
究

開
発

。
金

属
積

層
造

形

に
お

け
る

、
形
状

安
定

性
に

よ
る

品
質
向

上
や

歩

留
ま

り
改

善
に

よ
る

生
産

性
向

上
を
実

現
。
事

業

終
了

後
に

製
品

化
を

達
成

 
  （

事
例

2
）
超

耐
熱

合
金

製
の

薄
肉
造

形
品

 

 金
属

積
層

造
形

に
お

い
て

、
切
削

や
塑
性

加
工

等
の

従
来

工
法

で
は

不
可

能
で

あ
っ

た
超

耐
熱

合
金

の
薄
肉

造
形

品
の

製
造

技
術

を
研
究

開
発

。
事

業
終

了
後

に
販

売
開

始
を

達
成

。
 

 〇
外

部
資

金
導

入
研

究
成

果
の

普
及
活

動
 

 
②

新
領
域

や
萌

芽
的

研
究
、
あ
る

い

は
未

利
用

外
部

資
金

の
調

査
を

行

い
、

申
請

可
能

な
も

の
を

抽
出

し

て
、

積
極

的
に

応
募

す
る

。
 

(
6
)
提
案

公
募

型
研

究
費

獲
得
活

動
の
強

化
 

1
)
こ

れ
ま

で
応

募
し

て
い

な
か

っ
た
外

部
資

金
へ

の
応

募
 

外
部

資
金

の
積

極
的

な
活

用
を

図
る
た

め
、

募
集

案
内

を
全

職
員
に

随
時

通
知

し
応

募
を

促
進
し

、
新

た
に

10
件
応
募

 

・
資

生
堂

女
性

研
究

者
サ

イ
エ

ン
ス
グ

ラ
ン

ト
 

・
村

田
学

術
振

興
財

団
研

究
助

成
 
等
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

中
小

企
業

の
技

術
的

課
題

の
解
決

や
事

業
化

を
見

据
え

た
総
合

的
支

援
 

１
－

８
 
知
的

財
産

の
取

得
と
活

用
 

都
産

技
研

の
成

果
と

し
て

蓄
積

し

た
優

れ
た

新
技

術
や

技
術

的
知

見

を
、
中
小

企
業

の
技

術
開

発
や
製

品

開
発

に
活

か
す

た
め

、
知

的
財
産

権

の
出

願
を

行
う

。
ま

た
保

有
す
る

知

的
財

産
を

積
極

的
に

情
報

発
信

し
、

実
施

許
諾

の
推

進
を

図
る

。
 

都
産

技
研

の
知

的
財

産
権

を
中

小

企
業

な
ど

へ
実

施
許

諾
す

る
件

数

に
つ

い
て

は
、
第
四

期
中

期
計
画

期

間
中
に

3
 
5 
件
を

目
標

と
す
る

。
 

①
基

盤
研

究
や

共
同

研
究

等
の

成

果
を

精
査

し
、
知

的
財

産
権

と
し

て

出
願

す
る

。
 

 

7 
A 

(
1
)
優
れ

た
知

的
財

産
出

願
へ
の

取
り
組

み
 

1
)
職

務
発

明
審

査
会

の
開

催
（

計
12

回
開

催
）
 

定
期

的
に

職
務

発
明

審
査

会
を

開
催
し

、
創

出
さ

れ
た

発
明

な
ど
を

特
許

性
お

よ
び

産
業

性
も
視

野
に

審
議

を
行

い
、
迅
速

か
つ

適
切

な
権

利
化

を
推

進
 

2
)
将

来
の

製
品

化
支

援
・

共
同

研
究
・

外
部

資
金

研
究

等
へ

の
展
開

を
見

据
え

た
知

財
化

の
実
施

（
継

続
）
 

a
)
研

究
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
知

財
相

談
等
に

お
い

て
、

有
用

な
発

明
等
を

抽
出

・
精

査
し

、
研

究
成
果

等
の

知
財

化
を

促
進

 

b
)
職

務
発

明
審

査
会

に
お

け
る

評
価
基

準
の

明
確

化
と

、
所

属
部
長

に
よ

る
事

前
評

価
お

よ
び
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

c
)
海

外
出

願
に

は
、

現
地

の
市

場
動
向

や
実

施
許

諾
の

可
能

性
に
重

点
に

お
い

た
評

価
基

準
を
適

用
 

3
)
知

的
財

産
管

理
業

務
の

効
率

化
 

a
)
知

的
財

産
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

活
用
し

た
管

理
 

・
知

的
財

産
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
シ

ス
テ
ム

を
活

用
し

、
膨

大
な

知
財
案

件
の

権
利

化
進

行
状

況
な
ど

を
円

滑
に

管
理
 

・
現

シ
ス

テ
ム

の
サ

ポ
ー

ト
期

間
終
了

予
定

に
伴

う
新

シ
ス

テ
ム
導

入
の

準
備

（
2
0
22

年
度

切
替

予
定

）
 

b
)
特

許
年

金
支

払
い

業
務

の
ア

ウ
ト
ソ

ー
シ

ン
グ

（
新

規
）

 

都
産

技
研

が
単

独
で

保
有

す
る

特
許
に

加
え
、
件
数

の
増
加

に
伴
い

実
用

新
案

と
意

匠
の

支
払
業

務
も

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ
ン

グ
化

し
、

効
率

化
を

実
現
 

4
)
柔

軟
な

知
財

経
営
 

a
)
保

有
知

的
財

産
権

の
見

直
し

（
継
続

）
 

2
0
2
1
年

度
 

放
棄

判
定

3
2
件

（
出
願

審
査

請
求

時
：

29
件

中
2
件

、
登

録
後

：
4
1
件
中

2
7
件

、
審

査
段

階
3
件
）
 

 
 

b
)出

願
審

査
請

求
時

に
、

実
施
許

諾
の

状
況

や
代

替
技

術
出
現

な
ど

、
権

利
化

の
要

否
を
再

確
認

（
継

続
）
 

c)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
 

・
職
務
発
明
審
査
会
の
リ
モ
ー
ト
開
催
の
拡
大
（
全

12
回
の
う
ち
、
We
b
形
式
：
11

回
）
 

（
前
年
度
：
全

12
回
の
う
ち
、
メ
ー
ル
形
式
：
2
回
、
We
b
形
式
：
3
回
）
 

・
勤
務
発
明
届
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
化
に
よ
る
ペ
ー
パ
レ
ス
・
ハ
ン
コ
レ
ス
決
裁
の
実
施
（
10

月
か
ら
実
施
）（

新
規
）
 

 (
2
)
知
的

財
産

出
願

登
録

実
績
 

1
)
知

的
財

産
出

願
件

数
 
全

3
7
件
（

前
年

度
：
5
7
件

）
 

a
)
特

許
出

願
：
36

件
（

P
CT

出
願
、
各
国

移
行
外
国

出
願
な

ど
を
含

む
）、

意
匠
登

録
出
願
：
0
件
、
商
標

登
録

出
願
：
1
件

 
b
)
上
記

出
願

の
事

業
別

内
訳

は
、
外

部
資

金
導

入
研

究
：

5
件
、

共
同

研
究

：
7
件
、
基

盤
研
究

･特
定
事

業
ほ

か
：
2
5
件
 

2
)
知

的
財

産
登

録
件

数
 
全

4
4
件
（

前
年

度
：
5
0
件

）
 

特
許

登
録

：
3
3
件

（
外

国
特
許

登
録
な

ど
を

含
む

）、
意
匠
登

録
：
1
0
件

、
商

標
登

録
：
1
件
 

3
)
保

有
知

的
財

産
権

 
4
9
7
件

（
出
願

中
を

含
む

存
続

中
の

権
利
）
 

特
許

：
4
3
8
件

、
実

用
新

案
：

5
件
、

意
匠

：
36

件
、

商
標

：
18

件
 

 

 ○
優

れ
た

知
的

財
産

出
願

へ
の

取
り
組

み
 

・
職

務
発

明
審

査
会

（
計

12
回

）
 

・
将

来
を

見
据

え
た

知
財

化
の

実
施
 

      ○
知

的
財

産
管

理
業

務
の

効
率

化
 

特
許

庁
へ

の
特

許
年

金
支

払
い

業
務

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
化

を
拡

大
し

、
知
的

財
産
管

理
業

務

を
効

率
化

（
実

用
新

案
、

意
匠

）
 

   ○
柔

軟
な

知
財

経
営
 

代
替

技
術

の
出

現
な

ど
技

術
動

向
の

変
化

に
対

応
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

権
利

を
適
宜

見
直

し
、

有
用

な
権

利
に

経
営

資
源

を
集

中
 

 保
有

知
的

財
産

権
の

見
直

し
実

績
：
 

・
出
願

審
査

請
求

時
：
2
9
件
（

う
ち

2
件

放
棄

）

・
登

録
後

：
4
1
件

（
う

ち
27

件
放
棄

）
 

 ○
知

的
財

産
出

願
登

録
実

績
 

・
知

的
財

産
出

願
件

数
 

全
3
7
件

（
前

年
度

：
57

件
）

 

・
知

的
財

産
登

録
件

数
 

全
4
4
件

（
前

年
度

：
50

件
）

 

 

②
外

部
へ

の
積

極
的

P
R

等
に

よ

り
、
知

的
財

産
権

の
実

施
許

諾
を

推

進
す

る
。
 

(
3
)
知
的

財
産

権
実

施
許

諾
の
促

進
 

1
)
保

有
知

的
財

産
権

の
積

極
的

P
R 

a
)
2
0
21

年
度

「
技

術
シ

ー
ズ
」

W
e
b
公

開
（

9
月

1
5
日

開
始

、
兼

T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ
資

料
）
 

技
術

シ
ー

ズ
紹
介

4
9
件

（
連
携

機
関
を

除
く

）、
う
ち

知
財
化

2
1
件

掲
載
 

b
)
知

財
マ

ッ
チ

ン
グ

活
動

・
シ

ー
ズ
紹

介
活

動
（

継
続

）
 

中
小

企
業

振
興

公
社

知
的

財
産

マ
ッ
チ

ン
グ

会
（

9
月

10
日

W
eb

開
催

）
、
技

術
シ

ー
ズ
紹

介
4
件
、

結
果

と
し

て
個
別

面
談

2
件
 

 
 

c）
学
協

会
発

表
や

技
術
相

談
業
務

等
を

通
じ

た
知

財
の

P
R
活

動
 

2
)
企

業
へ

の
実

施
許

諾
促

進
の

取
り
組

み
 

実
施

許
諾

前
の

検
証

な
ど

仮
実

施
期
間

を
設

け
る

た
め

の
秘

密
保
持

契
約

の
設

定
（

2
件

）
 

3
)
2
0
21

年
度

新
た

に
実

施
許
諾

し
た
実

績
 

実
施

許
諾

：
1
7
件

（
前

年
度
：

1
4
件

）
 

中
期

計
画

期
間

目
標

達
成

率
：
（

2
0
21

年
度

17
件
）

/
（
中

期
計
画

期
間

累
計

目
標
値

3
5
件
）

＝
49
％
 

【
実

施
許

諾
事

例
】
 

・
特
願

2
0
20
-
2
14
5
4
5：

ダ
ク

ト
清
掃

器
具

及
び

ダ
ク

ト
清

掃
装
置

 
 

（
事

例
１

）
 

許
諾

先
：

店
舗

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
 

○
知

的
財

産
権

使
用

許
諾

の
促

進
 

・
新

た
な

実
施

許
諾

実
績

：
17

件
 

（
前

年
度

：
1
4
件

）
 

          ○
中

期
計

画
期

間
目

標
達

成
率

：
 

（
2
0
21

年
度

1
7
件

）
/（

中
期
計

画
期
間

累
計

目

標
値

35
件
）

＝
49
％
 

8

17
13

14
17

01020

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

新
規

実
施

許
諾

件
数

(件
)
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・
特
願

2
0
20
-
0
91
9
4
6：

集
電

材
用
糸

、
集

電
材

用
糸

か
ら

な
る
集

電
材

、
及

び
、

集
電

材
を
用

い
た

燃
料

電
池

シ
ス

 

テ
ム
 

許
諾

先
：

燃
料

電
池

製
造

販
売

業
 

・
特
許
第

5
4
3
8
28
7
号
：
難

溶
性

ア
ミ
ノ

酸
類

含
有
混
合

組
成

物
及
び

そ
の

製
造

方
法

、
並

び
に
皮

膚
外

用
剤
 

許
諾

先
：

化
学

製
品

製
造

販
売

業
 

・
特
願

2
0
20
-
2
18
4
8
1：

木
材

片
用
接

着
剤
 

許
諾

先
：

木
製

品
製

造
販

売
業

 

・
特
願

2
0
21
-
1
45
0
2
3：

ネ
ッ

ク
ス
ト

ラ
ッ

プ
と

そ
の

保
持

具
 

許
諾

先
：

事
務

用
品

製
造

販
売

業
 
 

 
等
 

4
)
累

計
実

施
許

諾
実

績
 

保
有

知
的

財
産
権

4
9
7
件
（
出

願
中
を

含
む

特
許
、
実
用
新

案
、
意
匠
、
商
標

、
外

国
出

願
な
ど
）
の
う

ち
、
20
2
1
年

度
の

時
点

で
新

規
実

施
許
諾

17
件
を

含
め
、
全

89
件
の

特
許

な
ど

を
延
べ

9
8
件

実
施

許
諾

中
（

前
年
度

：
保

有
知

的
財

産
権

4
7
8
件
の

う
ち

、
全

72
件
の
特

許
な
ど

を
延
べ

8
0
件

実
施
許

諾
中
）
 

 

○
2
0
21

年
度

新
た

に
実

施
許
諾

し
た
事

例
 

（
事

例
１

）
特

願
2
0
2
0-
2
1
45
4
5：

ダ
ク
ト

清
掃

器
具

及
び

ダ
ク

ト
清

掃
装

置
 

排
管

内
清

掃
用

の
回

転
ブ

ラ
シ

。
回

転
の

遠
心

力

に
よ

り
、
ピ

ン
が

管
内

壁
へ

接
触

す
る
こ

と
で

清

掃
。

 
  ○

累
計
実

施
許

諾
実

績
 

全
8
9
件

の
知

的
財

産
権

な
ど

を
延
べ

98
件
実

施
許

諾
中
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

２
 

産
業

の
発

展
と

都
民

生
活

の
向
上

を
目

指
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

型
支

援
 

２
－

１
 
新
産

業
創

出
支

援
 

都
産

技
研

が
、
こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
Ｉ

ｏ
Ｔ

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
に

５
Ｇ

を
含

め
た

次
世

代
通

信
技

術
な

ど

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
成

長
分

野
に

お
け

る
中

小
企

業
の

新
技

術
・
新

製

品
開

発
を

支
援

す
る

。
こ

れ
に

よ

り
、
中
小

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
を

後
押

し

し
、
付
加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
や

サ
ー

ビ
ス

創
出

を
支

援
す

る
。

 

ま
た

、
東

京
の

中
小

企
業

が
持

つ
優

れ
た

技
術

を
向

上
・
育
成

し
、
国

際

競
争

力
の

あ
る

高
度

な
も

の
づ

く

り
中

小
・
ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
を

支
援

す
る

。
 

①
「

Ｄ
Ｘ
推

進
セ

ン
タ

ー
」
に
お

い

て
、

５
Ｇ

技
術

の
普

及
啓

発
や

中

小
企

業
や

大
学

な
ど

と
の

共
同

研

究
を

通
じ

、
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
ロ

ボ
ッ
ト

技

術
な

ど
の

社
会

実
装

を
促

進
す

る
。
 

8 
A 

2
0
2
0
年

度
よ

り
DX

推
進

セ
ン

タ
ー
を

社
会

実
装

拠
点

と
し

て
「

中
小

企
業

の
5
G・

I
o
T・

ロ
ボ

ッ
ト

普
及

促
進

事
業
」
を
実

施

（
2
年
目

）
 

(
1
)
新
技

術
・

新
製

品
開

発
支
援

 

1
)
公

募
型

共
同

研
究

の
実

施
 

中
小

企
業
の

5
G
を

活
用

し
た
ロ

ボ
ッ
ト
や

I
oT

関
連
の

製
品

開
発
を

支
援

す
る

た
め

、
公

募
型
共

同
研

究
を

募
集
 

2
0
2
1
年

2
月

お
よ

び
、

2
0
21

年
8
月
に

公
募

し
、

7
月

お
よ

び
3
月

か
ら

開
始
 

 
計

11
テ
ー

マ
実

施
 

a
)
ロ

ー
カ
ル

5
G
を

活
か

し
た
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

研
究
 

7
月

開
始

：
2
テ
ー

マ
、

研
究
期

間
：
1
年
、

委
託

費
上

限
額

：
1
テ

ー
マ

に
つ

き
5
,
0
00

万
円
 

b
)
ロ

ー
カ
ル

5
G
を

活
か

し
た
ソ

リ
ュ
ー

シ
ョ

ン
研

究
 

7
月

開
始
：
1
テ
ー

マ
、
3
月
開

始
：
6
テ

ー
マ
、
研

究
期
間
：
2
種
類
（
1
年
は

委
託

上
限

額
：
2
,
00
0
万

円
/テ

ー
マ
、

1
年

9
カ

月
は

委
託

上
限

額
：

5
,
0
00

万
円

）
 

c
)
次

世
代

通
信

技
術

を
活

用
し

た
ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
研

究
 

7
月

開
始

：
2
テ
ー

マ
、

研
究
期

間
：
1
年
、

委
託

上
限

額
：

2
,
0
00

万
円

/テ
ー
マ
 

【
テ

ー
マ

例
】
 

・
O
S
S
に

よ
る

ロ
ー

カ
ル

5G
基

地
局
実

験
キ

ッ
ト

の
開

発
 

 
・

ロ
ボ

テ
ィ

ク
ス

を
見

据
え

た
ロ
ー

カ
ル

5G
基
地

局
の
パ

フ
ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上
 

 
2
)
基
盤

研
究

・
共

同
研

究
 

 
 

a
)5
G
分

野
 

 
 

 
5
G
分

野
の

基
盤

開
発
と

な
る
基

盤
研
究

2
テ
ー

マ
を

実
施
（

新
規

）
 

 
 

 
・

基
盤

研
究

 
2
テ
ー

マ
「
5
G
 
Su
b
-6

用
低

雑
音
増

幅
器
の

設
計

手
法

の
確

立
」

 

「
近

傍
界
/遠

方
界

推
定

手
法
の

高
周
波

化
お

よ
び

高
精

度
化

」
 

 
 

b
)I
o
T
分

野
 

 
 

 
I
o
T
分

野
の

基
盤

開
発

と
な
る

基
盤

技
術

お
よ

び
共

同
研
究
を

4
テ
ー

マ
実

施
 

・
基

盤
研

究
 

3
テ

ー
マ

「
物

理
ベ
ー

ス
レ

ン
ダ

リ
ン

グ
画

像
を
教

師
画

像
と

し
た

AI
に

よ
る
物

体
検

出
の

検
討

」
 

「
I
o
T
機
器
の

電
気

特
性

評
価

の
た
め

の
テ

ス
ト

環
境

の
構

築
」
 

「
コ

グ
ニ
テ
ィ

ブ
無
線

シ
ス
テ

ム
と

運
転
者

セ
ン
シ

ン
グ
に

よ
る

道
路
交

通
危
険

箇
所
集

積

プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ

ー
ム

」
 

・
共

同
研
究

 
1

テ
ー
マ

「
現

場
主

導
の

改
善
を

支
援
す
る

マ
ニ

ュ
フ

ァ
ク
チ

ャ
リ
ン
グ

・
イ

ン
フ

ォ
マ
テ

ィ
ク
ス
に

関
す

る
研
究
」
 

 
 

 
・

I
oT

実
証

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
活

用
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

1
件
「

固
定

資
産

実
査

の
Io
T
化
」
 

 
 

c
)ロ

ボ
ッ

ト
分

野
 

ロ
ボ

ッ
ト

開
発

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー
ム

と
な

る
技

術
開
発

4
テ

ー
マ

を
実

施
（

前
年

度
：

4
テ
ー

マ
）
 

・
基

盤
研
究

3
テ
ー

マ
「

時
系

列
情
報

を
活

用
し

た
環

境
ノ

イ
ズ
に

頑
健

な
床

上
小

物
体

検
出
手

法
の

開
発

」
 

「
画

像
特

徴
量

を
用

い
た

3D
環

境
地
図

の
自

動
更

新
」
 

「
広

域
空

間
に

お
け

る
モ

バ
イ

ル
マ
ニ

ピ
ュ

レ
ー

タ
を

利
用

し
た
局

所
的
な

3
次
元

計
測

」
 

・
実

証
研
究

1
テ
ー

マ
「

搬
送

ロ
ボ
ッ

ト
の

遠
隔

か
ら

の
状

態
監
視

、
制

御
技

術
の

開
発

と
本
部

で
の

評
価

」
 

3
)
ロ

ー
カ
ル

5
G
基

地
局

（
su
b
6
）

の
追

加
整

備
 

a
)
s
u
b6

帯
ロ

ー
カ

ル
5G

ア
ン

テ
ナ
を

設
置
 

既
設

の
ミ

リ
波

帯
ロ

ー
カ

ル
5
G
ア

ン
テ

ナ
と
同
様

の
傾

斜
路

走
行
試

験
エ

リ
ア

、
疑

似
実

証
試
験

エ
リ

ア
、

5
G
評

価
室

 3
ヶ
所
 

 
 
 
 
b
)関

連
す

る
試

験
環

境
の

整
備
 

・
各

種
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
に

対
応

し
た
ロ

ー
カ
ル

5
G
の

接
続
試

験
環
境

を
整

備
 

・
ミ

リ
波

帯
ロ

ー
カ
ル

5
G
と
の

比
較
が

行
え

る
接

続
試

験
環

境
を
整

備
 

c
)
5
G
関

連
設

備
を

活
用

し
た
支

援
 

・
ロ

ー
カ
ル

5
G
基

地
局

お
よ
び

測
定
器

を
用

い
た

オ
ー

ダ
ー

メ
ー
ド

型
技

術
支

援
を

開
始

：
5
件

実
施
 

・
ロ

ー
カ
ル

5
G
研

究
会

会
員
に

対
し
て

5G
関
連

設
備

を
体
験

で
き
る

制
度

を
新

た
に

策
定

：
延
べ

10
社
利

用
 

 (
2
)
製
品

化
・

事
業

化
、

実
施
許

諾
、
受

賞
実

績
 

〇
ロ

ー
カ
ル

5
G
基

地
局
（

s
ub
6
）
の
追

加
整

備
：

D
X
推

進
セ

ン
タ

ー
2
F
疑
似

実
証

試
験
エ

リ
ア

に

設
置

し
た

ロ
ー

カ
ル

5G
基
地
局

 

          A
：

ミ
リ

波
帯

ロ
ー

カ
ル

5
G（

既
設
）
 

B
：

s
u
b6

帯
ロ

ー
カ

ル
5
G
（
新

設
）
 

 〇
製

品
化

・
事

業
化

の
支

援
 

（
事

例
1
）

Io
T
に
よ

る
屋

外
広

告
物
安

全
管

理

サ
ー

ビ
ス

：
電

池
寿

命
1
0
年
以

上
の
セ

ン
サ

ー

ボ
ッ

ク
ス

か
ら

送
ら

れ
て

く
る

振
動

デ
ー

タ
等

を
基

に
屋

外
サ

イ
ン

の
劣

化
・

破
損
を

判
断
 

        (
事

例
2)
 
ト
ン

ネ
ル

・
橋

梁
な

ど
の
点

検
業

務

の
D
X
化
：
手
書

き
の

ス
ケ

ッ
チ

を
AI

に
よ

っ
て

デ
ー

タ
化
・
蓄
積

。
作

業
時
間

短
縮
、
人

件
費

削

減
、

正
確

な
健

全
性

判
定

に
貢

献
。
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a
)公

募
型

共
同

研
究

開
発

の
成
果

に
よ

る
製

品
化

・
事

業
化
 

6
件

（
前

年
度

：
4
件

）
 

 
 

【
製

品
化

・
事

業
化

例
】

 

・
「

I
oT

に
よ

る
屋

外
広

告
物
安

全
管
理

サ
ー

ビ
ス

」（
事
例

1
）
 

・
「

ト
ン

ネ
ル

・
橋

梁
な

ど
の
点

検
業
務
の

D
X
化

」
（
事
例

2
）
 

・
「

I
oT

活
用

に
よ

る
漁

場
選
択

支
援
シ

ス
テ

ム
「

パ
ヤ

オ
ナ

ビ
」
の

サ
ー

ビ
ス

」
 

b
)
実

施
許

諾
・

機
密

保
持

契
約

 

・
基

盤
研
究

な
ど
か

ら
創
出
さ

れ
た

成
果

を
ロ
ボ

ッ
ト
の
事

業
化

に
活

用
す
る

た
め
、
6

輪
の
移

動
ベ
ー

ス
に
関

す
る

特
許

の
実

施
許

諾
を

締
結

 
実

施
許
諾

1
社

1
件

（
前

年
度

：
2
社

2
件

）
 

・
今

後
の

実
施

許
諾

に
向

け
た

機
密
保

持
契

約
を

締
結

 
機

密
保
持

契
約

1
社

1
件

（
前

年
度
：

な
し

）
 

c
)
受

賞
 

I
o
T
公
募

型
共

同
研

究
企

業
及

び
東
京
都

I
o
T
研

究
会

会
員

が
MC
P
C
 a
w
a
rd
 
2
02
1
を
受

賞
 

・
公

募
型

共
同

研
究

「
I
o
T
活

用
に
よ

る
漁

場
選

択
支

援
シ

ス
テ
ム

」
の

成
果

 
 

ユ
ー

ザ
ー

部
門

 審
査
委

員
長
特

別
賞
と
モ
バ

イ
ル

中
小

企
業

賞
 

・
東

京
都

Io
T
研
究

会
 
製
造
ワ

ー
キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 
の
活
動

成
果
 

サ
ー

ビ
ス

＆
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

部
門
 
S
D
Gs

特
別

賞
 

 (
3
)
成
果

普
及
 

1
)
展

示
会

へ
の

出
展
 

東
京

の
産

業
等

の
魅

力
発

信
イ

ベ
ン
ト

（
8
月

3
-
8
日

）
 

 
 
 

 ロ
ボ
ッ

ト
（

東
京
都

か
ら
の

出
展

要
請

）
 

K
e
y
s
i
gh
t
 
Wo
r
l
d 
2
0
21
 
東
京

（
10

月
18

日
、

オ
ン

ラ
イ

ン
）
 

 
5G
 

C
E
A
T
E
C 
O
n
li
n
e
 2
0
2
1（

10
月

1
7
-2
0
日
、

オ
ン

ラ
イ

ン
）

 
 
 

5
G・

I
oT
・
ロ

ボ
ッ
ト

 

羽
田

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
シ

テ
ィ

E
X
PO
 
2
02
1
（
1
1
月

5
-
7
日

）
 
 

 ロ
ボ
ッ

ト
（

大
田
区

か
ら
の

出
展

要
請

）
 

E
T
 
&
 
Io
T
 展

（
11

月
1
7
-
19

日
ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

）
 

 
 

 
 
 

 
5G
・

Io
T 

マ
イ

ク
ロ

ウ
ェ

ー
ブ

展
（

11
月

2
4
-2
6
日
）

 
 

 
 

 
 

 
 
 

5
G 

産
業

交
流
展

2
0
21
（

11
月

25
-
2
6
日

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド

）
 
 

 
 
 

ロ
ボ

ッ
ト
 

も
の

づ
く

り
・

匠
の

技
の

祭
典

（
12

月
18
-
19

日
）

 
 
 

 
 
 

ロ
ボ

ッ
ト

（
東

京
都

か
ら
の

出
展

要
請

）
 

ラ
イ

フ
・

ワ
ー

ク
・

バ
ラ

ン
ス

E
X
PO
 
東
京

2
02
2
（
2
月

8-
2
8
日
、

オ
ン

ラ
イ

ン
）

ロ
ボ

ッ
ト
 

2
0
2
2
国

際
ロ

ボ
ッ

ト
展

（
3
月

9
-
12

日
）

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

ロ
ボ

ッ
ト
 

2
)
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催
 

・
「

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
社
会

実
装
と

安
全

性
に

つ
い

て
－

現
状
と

今
後

－
」
（
3
月

2
日

、
オ
ン

ラ
イ
ン

8
0
名

）
 

・
ロ

ー
カ
ル

5
G
事

例
紹

介
セ
ミ

ナ
ー
：

ロ
ー

カ
ル

5G
普
及
推

進
官
民

連
絡

会
（

3
月

3
日

、
オ
ン

ラ
イ

ン
約

15
0
名
）

・
「

T
o
ky
o
 
5G
 
B
oo
s
t
er
s
 
Pr
o
j
e
c
t
 D
E
M
OD
A
Y 
2
0
2
2」

産
業

労
働
局

と
共

催
セ

ミ
ナ

ー
開

催
 

 
（

3
月

7
日

、
オ

ン
ラ

イ
ン

約
13
0
名
参

加
）
（
配

信
拠
点

：
都
産

技
研

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

ハ
ブ

）
 

 
3
)
見
学

対
応
 

計
3
5
機

関
 

約
1
3
0
名

が
来
所

 

4
)
東

京
都
、

東
京
大

学
及
び
東

日
本

電
信

電
話
株

式
会
社
と

の
連

携
に

係
る
協

定
書
に
基

づ
く

ロ
ー

カ
ル

5G
の

普
及

啓
発

活
動
 

東
京

大
学

と
共

同
で

、
公

設
試

験
研
究

機
関

向
け

に
講

演
を

実
施
（

12
月

2
日
、

1
7
名

9
機
関

参
加

）
 

・
「

ロ
ー

カ
ル

5
G
に

よ
る

DX
の

推
進
」

R3
産
技

連
情

報
通
信

研
究
会

 
 

講
演

者
：

東
京

大
学

大
学

院
 

教
授
 

中
尾

彰
宏

 
氏
 

5
)
終

了
報

告
書

の
作

成
（

I
oT

分
野
）
 

2
0
2
1
年

度
ま

で
に

終
了

し
た

2
1
テ
ー

マ
を

含
め

た
活

動
を
ま

と
め
た

Io
T
分
野

の
終

了
報

告
書
を

作
成

。
都

産
技

研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
（

h
tt
p
s
:
/
/
ww
w
.
ir
i
-t
o
k
y
o.
j
p
/s
i
t
e
/
p
ro
j
e
ct
/
i
ot
-
s
ei
k
a
.h
t
m
l
）
 

6
)
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
事

業
化

交
流
会

の
運

営
 

ユ
ー

ザ
ー

企
業

と
ロ

ボ
ッ

ト
開

発
・
製

造
企

業
、
サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト

S
I
er
（

Sy
s
t
em
 I
n
t
e
g
ra
t
o
r）

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援
 

全
体

会
議

を
開

催
し

会
員

企
業

の
交
流

を
図

り
、

会
員

企
業

の
専
用

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

を
運

営
 

会
員

企
業

20
2
社
（

前
年

度
：

2
0
0
社

）
 

7
)
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
相

談
ウ

ェ
ブ

ペ
ー
ジ

の
運

営
 

共
同

研
究

開
発

ロ
ボ

ッ
ト

の
利

用
事
例

を
紹

介
し

、
ユ

ー
ザ

ー
企
業

開
拓

の
た

め
の

ロ
ボ

ッ
ト
導

入
相

談
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
を

運
営

。
事

業
化

・
製

品
化

が
進
む

企
業

の
ロ

ボ
ッ

ト
紹

介
ペ
ー

ジ
を

更
新

す
る

と
と

も
に
、

展
示

会
出

展
の

様
子

を

公
開

。
ア

ク
セ

ス
件
数

8
,
54
3
件

（
前

年
度

：
9
,
4
74

件
）、

相
談
件
数

7
件
（

前
年

度
：

1
4
件

）
 

8
)
プ

レ
ス

発
表
 

9
件
 

 〇
M
C
P
C 
A
w
ar
d
 
20
2
1
で

2
件

受
賞
 

公
募

型
共

同
研

究
企

業
が

ユ
ー

ザ
ー

部
門

審

査
委

員
長

特
別

賞
と

モ
バ

イ
ル

中
小

企
業

賞

を
受

賞
 

         〇
展

示
会

へ
の

出
展
 

E
T
 
&
 
Io
T
 
20
2
1
へ

の
出

展
 

         〇
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催
 

「
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
の

社
会

実
装

と
安

全
性

に
つ

い
て

－
現

状
と

今
後

－
」
オ

ン
ラ
イ

ン
実

施
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②
中

小
企

業
の

航
空

機
産

業
へ

の

参
入

を
技

術
的

に
支

援
す

る
た

め
、「

航
空

機
産

業
支

援
室

」
に

お

い
て

、
試

作
部

品
の

技
術

検
証

の

支
援

や
、

航
空

機
に

使
用

さ
れ

る

国
際

規
格

に
準

拠
し

た
試

験
を

実

施
す

る
。
 

2
0
2
0
年

度
よ

り
航

空
機

産
業
へ

の
参
入

支
援

事
業

を
実

施
（

2
年
目

）
 

(
4
)
新
技

術
・

新
製

品
開

発
支
援

 

1
)
テ

ー
マ

設
定

型
共

同
研

究
の

実
施
 

東
京

都
が

支
援

す
る

TM
A
N
へ
の

参
加
企

業
か

ら
、

航
空

機
部

品
製
造

、
開

発
、

評
価

に
関

す
る
研

究
課

題
を

募
集

し
、

研
究

開
発

を
実

施
 

1
2
テ
ー

マ
実

施
（

う
ち

1
1
テ

ー
マ
は

前
年

度
か

ら
継

続
）

 

 
2
)
成
果

報
告

会
の

開
催
 

T
M
A
N
企

業
向

け
の

成
果

報
告
会

を
オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
と

し
て
開

催
（

3
月

23
日
）
 

参
加

者
数

：
T
M
AN

企
業

1
5
社

、
T
MA
N
事

務
局
、
専

門
ア
ド

バ
イ
ザ

ー
等

が
参

加
 

 
3
)
航
空

機
部

品
試

作
支

援
 

A
S
T
M
(米

国
試

験
材

料
協

会
)規

格
に
基

づ
い
た

2
種
類

の
硬

さ
試
験

に
つ

い
て
、
2
01
8
年

度
か
ら
「

J
IS
 Q
 9
1
0
0
:2
0
16
」

に
基

づ
く

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス
テ

ム
の

運
用

を
行

い
、
2
0
19

年
8
月

2
日
付

で
認
証

を
公
設

試
と

し
て

初
め

て
取

得
、

登
録

証
を

受
領
 

 
 

a
)国

際
規

格
に

準
拠

し
た

試
験
の

実
施
 

 
 
 
 
 
 ・

ロ
ッ

ク
ウ

ェ
ル

硬
さ

試
験
(
A
S
TM
 
E
18
) 

・
マ

イ
ク

ロ
ビ

ッ
カ

ー
ス

硬
さ

試
験
(
A
S
TM
 
E
38
4
) 

 
 

b
)試

験
実

績
 

 
・

A
ST
M
規

格
対

応
：

3
0
件
 

・
F
A
R
規

格
対

応
：

2
5
件
 

c
)
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

の
開

始
 

英
文

で
の

試
験

報
告

書
発

行
を

開
始
（

10
月

1
日
よ

り
）
 

d
)
事

業
所

認
証

の
更

新
 

J
Q
A
に
よ

る
認

証
の

更
新

審
査

を
受
審

（
3
月
）
 

4
)
T
M
AN

会
員

企
業

向
け

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
「

会
員

企
業

の
協

働
に
よ
る

R
F
Q
対

応
の

実
践

」
開
催
 

主
に

米
国

の
航

空
機

部
品

メ
ー

カ
ー
か

ら
の

RF
Q
(
Re
q
u
es
t
 
F
o
r
 
Q
uo
t
a
ti
o
n
:見

積
依
頼

)
を
想

定
し

、
参

加
者

同
士
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
含

む
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
数

：
8
回
 

参
加

者
数

：
T
M
AN

企
業

か
ら
計

1
3
7
名
 

〇
共

同
研

究
成

果
報

告
会

の
開

催
（
3
月
）
 

      

共
同

研
究

成
果

報
告

会
 

  

〇
英

文
試

験
報

告
書

の
発

行
開

始
 

           

発
行

開
始

：
2
0
21

年
10

月
1
日
 

③
も

の
づ

く
り

ベ
ン

チ
ャ

ー
を

育

成
す

る
た

め
、

導
入

し
た

機
器

を

活
用

し
、
技

術
面

か
ら

支
援
す

る
。 

2
0
1
9
年

度
に

東
京

都
と

の
連
携

事
業
で

整
備

し
た

「
T
o
k
yo
 
S
t
ar
t
u
p 

BE
A
M 

デ
ジ

タ
ル
も

の
づ
く

り
サ

イ
ト

」
を

試
作

支
援

拠
点

と
し

て
、

も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ
ャ

ー
育

成
事

業
を

実
施

（
3
年

目
）
 

(
5
)
技
術

支
援
 

3
D
プ
リ

ン
タ

ー
に

よ
る

試
作
支

援
 

公
募

で
採

択
さ

れ
た

12
社
に
実

施
 

本
部

造
形

機
利

用
で

換
算

し
て

4
,
44
9
件
（

2
02
0
年

度
1,
8
7
6
件
）

4
,1
5
4
千

円
(2
0
20

年
度

1,
6
8
0
千

円
）
 

 (
6
)
支
援

後
の

成
果
 

1
)
 
量
産

試
作

お
よ

び
機

能
試
作

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

a
)
「

ブ
レ

イ
ン

・
マ

シ
ン

・
イ

ン
タ
ー

フ
ェ

ー
ス

（
B
M
I
）」
：

脳
卒
中

後
の

重
度

麻
痺

の
機

能
回
復

訓
練

機
器
 

量
産

試
作

を
支

援
し

、
量

産
試

作
機
が

完
成

し
た

こ
と

に
よ

り
、
製

品
化

の
た

め
の

実
証

へ
と
進

む
な

ど
、

試
作
 

支
援

と
い

う
事

業
目

的
を

達
成

で
き
た

。
 

b
)
「

非
接

触
型

ソ
フ

ト
ク

リ
ー

ム
ロ
ボ

ッ
ト

」：
無
人

ソ
フ
ト

ク
リ
ー

ム
給

仕
ロ

ボ
ッ

ト
 

量
産

試
作

を
支

援
し

、
実

店
舗

で
の
運

用
な

ど
、

製
品

化
の

た
め
の

実
証

を
行

う
こ

と
が

で
き
た

。
 

c
)
「

閉
鎖

型
循

環
式

陸
上

養
殖

シ
ス
テ

ム
」
：
コ
ン
テ

ナ
型
の

エ
ビ
や

魚
の

可
搬

性
養

殖
シ

ス
テ
ム
 

本
事

業
へ

の
採

択
お

よ
び

試
作

品
に
よ

っ
て

、
フ

ァ
ン

ド
か

ら
の
出

資
に

つ
な

が
る

。
こ

の
ほ
か

の
残
り

9
社
も
 

全
社

本
事

業
で

計
画

し
た

製
品

の
試
作

品
作

製
に

至
っ

て
い

る
。
 

 

2
)
報

告
会

の
開

催
 

a
)
も

の
づ

く
り

ベ
ン

チ
ャ

ー
育

成
事
業

最
終

報
告

会
の

開
催

（
1
月

19
日

）（
非
公

開
：

本
事
業

関
係

者
向

け
）
 

関
係

者
の

み
を

対
象

に
オ

ン
ラ

イ
ン
開

催
：

12
社
の

成
果
を

発
表
 

b
)
も

の
づ

く
り

ベ
ン

チ
ャ

ー
育

成
事
業

成
果

報
告

会
の

開
催

（
2
月

2
日

）
 

一
般

向
け

に
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

：
累
積

視
聴

82
3
回
、

会
場

関
係
参

加
者

：
2
9
名
 

〇
支

援
後

の
成

果
 

      

                

フ
ァ

ン
ド

か
ら

の
出

資
に

繋
が

る
 

B
M
I
：
脳

波
に

合
わ

せ
て

腕
を
強

制
的
に

動
か

す
こ

と
で

、
脳

卒
中

の
リ

ハ
ビ
リ

を

行
う

シ
ス

テ
ム
 

非
接

触
型

ソ
フ

ト
ク

リ
ー

ム
ロ

ボ
ッ
ト
 

閉
鎖

型
循

環
式

陸
上

養
殖

シ
ス

テ
ム
 

2
1
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

２
 

産
業

の
発

展
と

都
民

生
活

の
向
上

を
目

指
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

型
支

援
 

２
－

２
 
社
会

的
課

題
解

決
支
援

 

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

は
じ

め
と

す

る
環

境
分

野
や

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

な

ど
の

社
会

的
課

題
の

解
決

に
資

す

る
分

野
（

環
境

分
野

、
ヘ

ル
ス
ケ

ア

分
野

、
食

品
分

野
等

）
に

お
け
る

技

術
開

発
や

製
品

化
・
事
業

化
を
促

進

す
る

た
め

の
支

援
を

行
う

。
バ
イ

オ

基
盤

技
術

を
活

用
し

て
、
化
粧
品

や

食
品

な
ど

の
製

品
開

発
を

支
援

す

る
。
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の

感
染

拡
大

に
よ

り
、
そ
の

必
要
性

が

顕
在

化
し

た
新

し
い

生
活

様
式

に

対
応

し
た

新
技

術
・
新
製

品
の
開

発

を
支

援
す

る
。
 

①
汎

用
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

代
わ

る

素
材

を
用

い
た

容
器

等
の

製
品

開

発
を

支
援

す
る

。
 

9 
S 

(
1
)
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

素
材
を

活
用
し

た
開

発
・

普
及

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
を

実
施
 

2
0
1
9
年

度
よ

り
実

施
、

3
年
目

最
終
年

度
。
 

1
)
公

募
型

共
同

研
究

（
2
0
19

年
1
0
月

～
20
2
1
年

9
月

）
 

地
球

に
や

さ
し

い
素

材
を

用
い

て
、
デ

ザ
イ

ン
性

や
使

い
や

す
さ
等

の
付

加
価

値
を

考
慮

し
た
食

器
の

製
品

化
を

目
的

に
、

公
募

型
共

同
研

究
を

実
施

 
2
テ

ー
マ
 

【
研

究
テ

ー
マ

と
そ

の
成

果
】

 

a
)
「

紙
パ

ウ
ダ

ー
と

生
分

解
性

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
に

よ
る

食
品

容
器
の

開
発

」
 

・
意

匠
出
願

7
件
（

登
録

7
件

）
：
実

施
期

間
の
総
計
 

 
 

 
・

2
02
2
年

5
月

開
催
予

定
 
「

春
の

食
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
22
 
「
T
o
k
yo
 T
ok
yo
 D
e
li
c
i
ou
s
 M
u
s
e
um
」
オ
ー

プ
ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

の
食

器
と

し
て

採
用
」
（
事

例
1
）
 

b
)
「

天
然

素
材

の
活

用
に

よ
る

地
球
に

や
さ

し
い

食
品

容
器

の
商
品

化
」
 

・
特

許
出
願

1
件
、

意
匠

出
願

6
件
（

登
録

6
件

、
実

施
契

約
3
件

）：
実
施

期
間

の
総
計

 

2
)
基

盤
研

究
（

2
01
9
年

1
0
月

～
2
02
2
年

3
月
）
 

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ス
ト

ロ
ー
の

代
替

製
品

の
開

発
を

目
的
に

、
基

盤
研

究
を

実
施

 
1
テ

ー
マ
 

【
研

究
テ

ー
マ

と
そ

の
成

果
】

 

a
)
「

海
に

や
さ

し
い

ス
ト

ロ
ー

と
子
ど

も
用

My
ス
ト

ロ
ー
の

開
発
」
（
事

例
2
）
 

・
特

許
出
願

4
件
（

登
録

1
件

）
：
実

施
期

間
の
総
計
 

3
)
成

果
の

普
及

活
動
 

・
第

1
回

国
際

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

グ
ッ
ズ

EX
P
O
夏
出
展

（
6
月

3
0
日

～
7
月

2
日
）
 

・
エ

コ
プ
ロ

2
0
21

出
展

（
12

月
8
日

～
1
0
日
）
 

・
エ

コ
プ

ロ
 
O
n
li
n
e
 2
0
21

出
展

（
1
1
月

2
5
日

～
1
2
月

1
7
日
）
 

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

商
品

開
発

WE
E
K
出
展

（
2
月

15
日
～

1
8
日

）
 

 
 

    

〇
製

品
化

・
事

業
化
 

・（
事

例
1
）
紙
パ

ウ
ダ

ー
を

活
用

し
た
食

品
容

器

           「
春

の
食

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
0
2
2
」

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
の

食
器

と
し

て
採
用
 

 ・
（

事
例

2）
子
ど

も
用

M
y
ス

ト
ロ
ー
 

        障
害

に
よ

り
、
ス

ト
ロ

ー
ま

た
は

ス
ト
ロ

ー
補

助

具
が

必
要

な
子

供
を

対
象

と
し

て
、
ニ
ー

ズ
調

査

を
行

い
、

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
補

助
具
を

開
発
 

②
バ

イ
オ

基
盤

技
術

を
活

用
し

、

「
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援

室
」
を

拠

点
と

し
た

中
小

企
業

の
化

粧
品
・
食

品
な

ど
の

製
品

開
発

を
支

援
す

る
。
 

(
2
)
「
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援
室

」
を
拠

点
と

し
た

バ
イ

オ
基

盤
技
術

を
活

用
し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア
産

業
支

援
事

業
を

実
施

 

2
0
1
9
年

度
よ

り
バ

イ
オ

技
術

を
活

用
し

た
動

物
実

験
代

替
法

の
開

発
お

よ
び

培
養

肉
基

盤
技

術
の

開
発

な
ど

を
通

じ
て

、
健

康
関

連
分

野
に

お
け

る
中

小
企

業
の
技

術
革

新
お

よ
び

高
付

加
価
値

製
品

の
開

発
を

支
援

(
3
年

目
) 

1
)
製

品
開

発
支

援
 

a
)
技

術
支

援
体

制
の

整
備
 

・
3
種
の

依
頼

試
験

お
よ

び
4
種

の
機

器
利

用
事

業
を

新
規

立
ち
上

げ
 

 
 

・
ク

ラ
イ
オ

S
E
M
シ

ス
テ

ム
お
よ

び
食

品
支

援
向

け
の

4
機
種

を
新

た
に

導
入

し
、

計
35

機
種

の
整

備
を

完
了
 

 
 

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援

室
の
愛

称
“

S
US
C
A
RE
”
（
サ

ス
ケ
ア

）
お

よ
び

そ
の

ロ
ゴ

が
商
標

登
録

（
4
月
登

録
）

 

 
 

・
化

粧
品

・
食

品
関

連
企

業
を
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援

室
会
員

と
し

て
登

録
（

新
規

登
録
者

数
：

3
52

名
、

前
年

度
 

新
規

登
録

者
数

：
2
6
5
名

）
 

 
 
 
b
)技

術
支

援
実

績
 

・
依

頼
試

験
 

6
80

件
（

前
年

度
22
0
件
）
 

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

質
量

顕
微

鏡
の

依
頼
試

験
を

公
設

試
験

機
関

と
し
て

初
め

て
開

始
（

3
件

）
等
（

事
例

3）
 

・
機

器
利

用
 

1
,9
3
5
件

（
前

年
度

1
,
61
3
件
）
 

・
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支

援
 
4
6
件

(
前
年

度
4
3
件
)
 

・
技

術
相

談
 

技
術

相
談

79
9
件

に
対

応
 

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

契
約

し
た

外
部

専
門
家

に
よ

る
専

門
技

術
相

談
8
件

に
対

応
（

前
年
度

1
2
件
）
 

2
)
研

究
開

発
 

a
)
動

物
実

験
代

替
に

貢
献

す
る

生
体
モ

デ
ル

お
よ

び
評

価
系

の
研
究

開
発

 
5
テ
ー

マ
 

（
化

粧
品

業
界

で
は

動
物

実
験

に
よ
る

製
品

開
発

が
原

則
禁

止
さ
れ

て
い

る
た

め
）
 

・
「

ケ
ラ

チ
ン

‐
脂

質
繰

り
返
し

積
層
構

造
を

有
す

る
毛

髪
モ

デ
ル
の

開
発

」（
事
例

4）
 

 〇
機

器
整

備
に

よ
る

依
頼

試
験

の
開
始
 

         イ
メ

ー
ジ

ン
グ

質
量

顕
微

鏡
。
(
A
)
装
置

の
外

観
。

(
B
)
化

粧
品

の
組

織
浸

透
性

の
評

価
事

例
。

毛
髪

へ
の

ビ
タ

ミ
ン

E
の

浸
透

を
検

出
。
 

       

2
2
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・
「

生
体

組
織

内
の

環
境

を
模
倣

し
た
生

体
材

料
を

用
い

た
ハ

リ
・
保

湿
に

注
目

し
た

化
粧

品
有
効

性
試

験
法

の
開

発
」

 

・
「

製
剤

を
均

一
に

塗
り

広
げ
ら

れ
る
機

械
的

強
度

を
高

め
た

3
D
皮

膚
全

層
モ

デ
ル

の
開
発

」
 
等
 

b
)
培

養
肉

お
よ

び
介

護
食

に
関

す
る
基

盤
研

究
を

推
進

 
4
テ

ー
マ
 

・
「

ウ
ナ

ギ
細

胞
を

用
い

た
食
肉

開
発
技

術
の

創
出

～
フ

ー
ド

テ
ッ
ク

を
活

用
し

た
培

養
魚

肉
開
発

に
む

け
て

～
」
 

・「
培
養

肉
エ

キ
ス

開
発

に
向
け

た
基
盤

技
術

開
発
：
実
肉
お

よ
び
培

養
細

胞
に

含
ま

れ
る

風
味
・
栄

養
成

分
の

網
羅
解

析
」

・
「

細
胞

塊
を

構
成

物
に

用
い
た

多
汁
性

の
あ

る
培

養
肉
の

3
D
造
形

」
 

・
「

食
品

の
消

化
・

吸
収

を
妨
げ

な
い
嚥

下
困

難
者

用
増

粘
剤

の
開
発

」
 

c
)
共

同
研

究
に

向
け

た
特

許
出

願
 

出
願

1
件

 
特
願

2
0
21
-
2
11
0
9
3
「
脂

質
量

の
測

定
方

法
及
び

ア
ッ
セ

イ
キ

ッ
ト

」
 

3
)
人

材
育

成
 

a
)
S
U
S
CA
R
E
セ

ミ
ナ

ー
 

6
回
開

催
 
（

オ
ン

ラ
イ

ン
 

3
57

名
受
講

）
 

S
U
S
C
A
RE

会
員

向
け

に
参

加
費

無
料
、

外
部

専
門

家
を

招
聘

し
実
施
 

・
「

化
粧

品
規

制
の

グ
ロ

ー
バ
ル

な
動
向

と
日

本
企

業
が

海
外

へ
輸
出

す
る

際
の

留
意

点
」

9
月

2
8
日

、
82

名
 

・
「

化
粧

品
開

発
に

お
け

る
肌
計

測
技
術

」
1
0
月

2
8
日

、
79

名
 
等
 

発
表

資
料

は
会

員
限

定
で

SU
S
C
A
R
E
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

て
公

開
 

b
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支

援
 

・
E
L
I
SA

法
*1
を
用

い
た

細
胞
培

養
培
地

中
の

タ
ン

パ
ク

質
ア

ッ
セ
イ

法
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
実
施
 

「
E
L
I
SA

法
の

実
習

」
1
2
月

1
5
日
、

1
名
 

・
化

粧
料

の
試

作
に

関
す

る
セ

ミ
ナ
ー

実
施
 

「
日

焼
け

止
め

化
粧

料
の

試
作

」
1
月

18
日
、
2
名
 

4
)
成

果
普

及
 

a
)
事
業

P
R
に

よ
る

認
知

度
向
上

へ
の
取

組
み

  

・
第

10
回
化

粧
品

産
業

技
術
展

（
2
02
1
年

5
月

1
9～

2
1
日

；
パ
シ

フ
ィ

コ
横

浜
）

に
出

展
 

・
S
U
S
CA
R
E
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

h
t
t
ps
:
/
/s
u
s
ca
r
e
.i
r
i
-t
o
k
y
o
.
jp
/
）
を

刷
新

し
、

S
US
C
A
R
E
の

サ
ー

ビ
ス

、
試

験
事
例

、

お
よ

び
保

有
設

備
を

紹
介
 

・
T
I
R
I 
N
E
WS

紹
介

記
事

掲
載

（
イ
メ

ー
ジ

ン
グ

質
量

顕
微

鏡
）（

W
eb

版
20
2
2
年

2
月

1
5
日

号
）
 

・
見

学
実

績
 
計

6
6
名

 
（
民

間
企
業

14
社
、

公
的

機
関
・

財
団

6
団
体

）
 

  

（
事
例

3
）
化
粧

品
成

分
の

毛
髪

へ
の
浸

透
性

評

価
（

基
盤

研
究

）
 

        左
の

従
来

の
染

色
法

に
比

べ
て

二
重

染
色

す
る

こ
と

で
、
目

的
の

物
質

量
の

精
密

な
測
定

を
実

現

（
特

許
出

願
済

）
 

 ・（
事
例

4
）
ケ

ラ
チ

ン
 -
 
脂
質

繰
り
返

し
積

層

構
造

を
有

す
る

毛
髪

モ
デ

ル
の

開
発
 

           

開
発

し
た

毛
髪

モ
デ

ル
 

 *
1
 
E
LI
S
A
法
：

試
料

液
中

に
含

ま
れ
る

目
的

の

抗
原
・
抗
体

を
反

応
す

る
酵

素
標

識
を
行

っ
た

抗

原
・
抗

体
と

反
応

さ
せ

、
そ
の

後
、
酵
素

反
応

に

よ
る

発
色

に
よ

り
測

定
す

る
方

法
 

③
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

製

品
開

発
を

継
続

す
る

。
 

(
3
)
ア
ス

リ
ー

ト
向

け
障

害
者
ス

ポ
ー
ツ

用
具

を
一

般
向

け
に

展
開
す

る
た

め
、

障
害

者
ス

ポ
ー
ツ

研
究

開
発

推
進

事
業

を
実
施

 
2
0
20

年
度

開
始

、
2
年

目
。

 

1
)
研

究
開

発
 

a
)
公

募
型

共
同

研
究

 
3
テ
ー

マ
 
 

ア
ス

リ
ー

ト
向

け
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ
用

具
を

一
般

向
け

用
具

に
展
開

す
る

研
究

開
発
 

2
0
2
0
年

度
開

始
3
テ
ー

マ
を
中

間
審
査

し
、

継
続

し
て

実
施

 

【
研

究
テ

ー
マ

】
 

・
「

一
般

向
け

軽
量

Ｍ
ｇ

バ
ド
ミ

ン
ト
ン

用
車

い
す

開
発

」
 

・
「

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

弓
具

コ
ン
パ

ウ
ン
ド

ボ
ウ

の
開

発
」
 

・
「

ス
ポ

ー
ツ

義
足

用
高

機
能
ア

ダ
プ
タ

ー
の

開
発

」
 

b
)
基

盤
研

究
 

3
テ

ー
マ
 

公
募

型
共

同
研

究
の

一
部

を
都

産
技
研

の
技

術
に

よ
っ

て
解

決
す
る

研
究

開
発
 

2
0
2
0
年

度
開

始
3
テ
ー

マ
を
中

間
審
査

し
、

継
続

し
て

実
施

 

【
研

究
テ

ー
マ

】
 

・
「

パ
ラ

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

用
車
い

す
着
座

時
の

座
位

姿
勢

定
量

化
技
術

の
基

礎
的

検
討

」
 

・
「

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

製
ス

ポ
ー
ツ

器
具
の

開
発

」
 

・
「

ス
ポ

ー
ツ

義
足

用
ア

ダ
プ
タ

ー
の
軽

量
最

適
化

と
品

質
保

証
方
法

の
構

築
」
 

 

2
)
事

業
化

実
績
 

a
)
「

新
素

材
を

活
用

し
た

バ
ド

ミ
ン
ト

ン
用

車
い

す
開

発
」（

事
例

5
）
 

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

用
車

い
す

「
BD
Z
」
：
販

売
台

数
2
台
（

昨
年
ま

で
11

台
）、

 

  ○
東

京
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
ニ

ュ
ー

ス
（
N
o
.
28
）
 

              都
知

事
が

都
産

技
研

の
名

称
を

読
ん
で

い
ま

す
。

   

「
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
が

車
い

す
の

開
発

を
サ

ポ
ー

ト
し

ま
し

た
。

」 

2
3

- 88 -



売
上

総
額
 
約

71
万
円

（
昨
年

ま
で
約

36
1
万
円

）
 

b
)
「

世
界

最
速

を
目

指
し

た
ス

ポ
ー
ツ

用
義

足
お

よ
び

関
連

技
術
の

開
発

」
 

競
技

用
義

足
「

X
ib
o
r
g 
N
u
2+
」
：

販
売

台
数

8
台

（
昨

年
ま
で

2
台
）
、
 

売
上

総
額
 
約

40
0
万
円

（
昨

年
ま
で
約

2
2
0
万

円
）
 

 
3
)
東
京

20
2
0
パ

ラ
リ

ン
ピ
ッ

ク
競
技

大
会

で
の

成
績
 

a
)
「

新
素

材
を

活
用

し
た

バ
ド

ミ
ン
ト

ン
用

車
い

す
開

発
」

 

競
技

：
車

い
す

バ
ト

ミ
ン

ト
ン

 
 
成

績
：

シ
ン

グ
ル

 
金

メ
ダ
ル

1、
銅
メ

ダ
ル

1 

ダ
ブ

ル
ス

 
金

メ
ダ
ル

1 

b
)
「

世
界

最
速

を
目

指
し

た
ス

ポ
ー
ツ

用
義

足
お

よ
び

関
連

技
術
の

開
発

」
 

競
技

：
陸

上
 

2
00
m
ス

プ
リ
ン

ト
 
成

績
：

銅
メ

ダ
ル

2 

4
)
広

報
活

動
 

 
a
)
プ
レ

ス
発

表
 

 
 

 
東

京
都
、
大
田

区
、
公

社
お
よ

び
都

産
技

研
の

連
名

で
「

東
京

都
関

係
機

関
及
び

大
田
区

が
開

発
を

支
援

し
た

障
害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
具

が
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
に
使

用
さ

れ
て

い
ま

す
」

と
い
う

題
目

で
実

施
（

10
月

1
5
日

）
 

 
b
)
都
知

事
に

よ
る

会
見

等
 

・
都

知
事

が
会

見
で

実
績

を
紹

介
（
1
0
月

1
5
日

）
 

・
東

京
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
ニ

ュ
ー

ス
（
N
o
.
28
）
で
紹
介

 
3
月

5
日
配

信
 

c
)
マ

ス
コ

ミ
報

道
 

 
・

新
聞

掲
載

 
2
件
 

、
 

W
E
B
ニ

ュ
ー

ス
 
1
件
 

5
)
普

及
活

動
 

a
)
展

示
会

に
出

展
し

、
活

動
成

果
を
紹

介
 

・
産

業
交

流
展

特
設

ブ
ー

ス
（

1
0
月

2
4
日

～
2
6
日
：

東
京

ビ
ッ
グ

サ
イ

ト
）
 

・
チ

ャ
レ

ス
ポ

！
T
O
K
YO
 
 
（

1
2
月

1
9
日

：
東

京
国

際
フ

ォ
ー
ラ

ム
）
（
写

真
1
）
 

 

 （
写
真

1）
チ
ャ

レ
ス

ポ
で
展

示
さ
れ
た

Mg
製

バ
ト

ミ
ン

ト
ン

用
車

い
す

（
白

丸
内
）
 

④
都

政
課

題
解

決
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

と
し

て
、

教
育

庁
と

連
携

し
つ

つ
、

事
業

を
進

め
る

。
 

(
4
)
 
教
育

庁
と

連
携

し
都

政
課

題
解
決

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
 

 
2
01
9
年

度
よ

り
都

産
技

研
と

都
教

育
庁

の
連
携

に
よ

り
「

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
用

い
な

い
ス

ト
ロ

ー
レ

ス
給

食
用

牛
乳

パ
ッ

ク

の
試

作
提

案
」

を
実

施
（

3
年

目
最
終

年
度

）
 

 
・

都
立

学
校

生
徒

か
ら

飲
料

牛
乳
パ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

案
を

募
集
、

審
査

（
4
月
～

6
月
）

 

 
・

応
募

デ
ザ

イ
ン

案
の

知
的

財
産
の

調
査

（
7
月
～

1
0
月

）
 

 
・

審
査

通
過

デ
ザ

イ
ン

案
を

基
に
試

作
品

を
作

製
、

生
徒

を
対
象

と
し

た
モ

ニ
タ

ー
調

査
（
1
0
～
1
2
月

）
 

 
・

調
査

結
果

を
基

に
最

終
試

作
、
発

明
者

に
生

徒
名

を
入

れ
た
デ

ザ
イ

ン
案

を
特

許
出

願
（
1
月
～

3
月

）
 

 
・

最
終

デ
ザ

イ
ン

試
作

案
に

つ
い
て

、
東

京
学

乳
協

議
会

等
へ
提

案
（

3
月

）
 

 ○
提

案
用

最
終

試
作

パ
ッ
ク

3
種
 

        

⑤
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
非

対
面
・
非
接

触

に
関

す
る

技
術

開
発

を
支

援
す

る
。
 

（
5
）
非

対
面

・
非

接
触

に
関
す

る
技
術

開
発

を
支

援
 

1
）

 X
R
を
活

用
し

た
次

世
代

キ
ャ
リ

ア
支
援

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
を

支
援
 

ロ
ー

カ
ル

5G
基
地

局
の

ト
ラ
イ

ア
ル
体

験
制

度
を

利
用

し
、
8
K
の

V
R
動

画
配

信
に

つ
い
て

性
能
評

価
を

実
施
（

事
例

5）

2
）

 選
挙

期
日

前
投

票
所

の
混

雑
状

況
を
監

視
す

る
シ

ス
テ

ム
（

混
雑
ア

ラ
ー

ト
）
 

混
雑

状
況

を
監

視
、

自
動

解
析

し
て

W
EB

サ
イ
ト
で

公
表
す

る
こ
と

で
混

雑
緩

和
に

貢
献

す
る
シ

ス
テ

ム
が

八
王

子
市
に

お
け

る
選

挙
の

期
日

前
投

票
所

で
採
用

（
公

募
型

共
同

研
究

の
継
続

フ
ォ

ロ
ー

）
 

・
都

議
会

議
員

選
挙

：
8
か
所

設
置
（

6
月

）
 

・
衆

議
院

議
員

選
挙

：
9
か
所

設
置
（

11
月
）
 

 
3
)
 現

実
拡

張
学

習
支

援
シ
ス

テ
ム
 

共
同

研
究

に
て

開
発

し
た

V
R 

を
用

い
た

学
習

支
援

シ
ス

テ
ム

の
研

究
成

果
を

展
示

会
「

T
o
k
y
o
 
To
k
y
o
 
A
L
L
 
JA
PA
N 

C
O
L
L
E
CT
I
O
N」

に
出

展
（

7
月

）
 

  

 ・
（

事
例

5
）
X
R
を
活

用
し

た
次

世
代
キ

ャ
リ

ア

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
を

支
援

 

※
X
R（

E
x
te
n
d
ed
 R
ea
l
i
ty
）
:
V
R
/
IR

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
仮

想
空

間
技

術
の

総
称

 

          5
G
環
境

に
お

い
て

8
K
VR

動
画

や
3
D
デ

ー
タ

の

配
信

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

か
性

能
評
価

を
実

施
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 ・
（

事
例

6）
混
雑

状
況

を
監
視

す
る
シ

ス
テ

ム
 

        混
雑

状
況

を
WE
B

サ
イ

ト
に

公
表

し
混

雑
緩

和

に
貢

献
す

る
シ

ス
テ

ム
（
混

雑
状

況
手
動

入
力

可

能
、

AI
搭

載
カ

メ
ラ

の
画

像
解

析
に

よ
る

行
列

人
数

自
動

検
知

・
表

示
、

C
O2

濃
度
表

示
）
 

 ・
（

事
例

7）
現
実

拡
張

学
習
シ

ス
テ
ム
 

            A
R

グ
ラ

ス
を

着
用

し
た

受
講

者
の

操
作

画
面

、

参
考

資
料

が
目

前
の

空
間

に
投

影
さ

れ
る

と
と

も
に

、
リ
モ

ー
ト

ア
ク

セ
ス

先
の

講
師
側

に
操

作

画
面

が
共

有
さ

れ
、
助

言
を

受
け

る
こ
と

が
で

き

る
。
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

３
 

中
小

企
業

等
の

新
事

業
展

開
支
援
 

３
－

１
 
多
様

な
連

携
に

よ
る
オ

ー
プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
等

の
促
進
 

企
業

の
保

有
技

術
を

分
か

り
や

す

く
発

信
す

る
機

会
を

都
産

技
研

が

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
ビ

ジ
ネ

ス

マ
ッ

チ
ン

グ
を

活
性

化
し

、
金
融

機

関
な

ど
他

の
支

援
機

関
や

、
豊
富

な

技
術

シ
ー

ズ
を

有
す

る
大

学
や

研

究
機

関
と

協
力

し
て

、
中

小
企
業

の

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

促

進
す

る
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
こ

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
通

じ
、
単

独

企
業

で
は

困
難

な
技

術
的

課
題

の

解
決

や
新

製
品
・
新

技
術

開
発
を

促

進
す

る
。
 

東
京

都
を

は
じ

め
と

す
る

自
治

体
、

中
小

企
業

支
援

機
関

な
ど

が
実

施

す
る

中
小

企
業

な
ど

へ
の

助
成

や

表
彰

な
ど

の
た

め
の

技
術

審
査

に

積
極

的
に

協
力

す
る

。
 

都
産

技
研

が
保

有
し

て
い

な
い

技

術
分

野
に

関
す

る
相

談
な

ど
に

対

し
、
首
都

圏
公

設
試

験
研

究
機
関

連

携
体

に
参

加
し

て
い

る
近

隣
の

公

設
試

験
研

究
機

関
や

大
学

な
ど

と

連
携

を
図

り
、
中
小

企
業

へ
の
技

術

支
援

の
充

実
を

図
る

。
 

①
金

融
機

関
な

ど
他

の
支

援
機

関

や
、
豊

富
な

技
術

シ
ー

ズ
を

有
す

る

大
学

や
研

究
機

関
と

協
力

し
て

、
中

小
企

業
の

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン

に
つ

な
が

る
交

流
の

場
や

機

会
を

提
供

す
る

。
 

1
0 

B 
(
1
)
「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
発

信
交
流
会

2
02
2
」

WE
B
展
示

会
の
開

催
 

製
品

開
発
、
販
路

拡
大

、
企
業

間
交
流

の
促

進
を

目
的

に
、
特
設

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
、
中

小
企
業

の
製

品
や

技
術
、
都

産
技

研
支

援
メ

ニ
ュ

ー
・

技
術

シ
ー

ズ
、
連

携
機

関
を

紹
介
 

参
加

企
業

ご
と

に
都

産
技

研
職

員
1
名

を
ア

テ
ン

ド
と

し
て

配
置
し

、
企

業
訪

問
や

W
EB

面
談
に

よ
る

技
術

相
談

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
参

加
企

業
の

製
品

・
保
有

技
術

の
優

位
性

の
「

見
え
る

化
」

を
支

援
し

、
展

示
会
出

展
を

サ
ポ

ー
ト
 

1
)
概

要
 

a
)
期

間
：

1
月

2
0 
日
～

2
月

1
8
日

  

b
)
主

催
：

都
産

技
研

  
後
援
：

東
京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

 

c
)
協

力
機

関
：
出

展
企

業
を
推

薦
し
た

27
の
協
定
締

結
機
関
（
大

学
・
研
究

機
関

3、
支
援

機
関

4、
行
政

機
関

1
4、

金

融
機
関

6
）（

前
年

度
：

2
5
機
関

）
 

d
)
出

展
企

業
数

：
6
6
社

（
都
産

技
研
の

利
用

企
業

や
ラ

ボ
入

居
企
業

、
協

定
締

結
機

関
推

薦
企
業

）（
前
年

度
：

6
1
社
）

e
)
参

加
登

録
者

数
：

6
01

名
（

前
年
度

参
加

者
数

：
8
2
5
名

）
 

2
)
W
E
B
展

示
会

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
 
等
 

a
)
特

設
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
ト

ッ
プ

ペ
ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
 

6
,
8
90

回
（

前
年

度
：

5
,9
9
9
回
）
 

b
)
出

展
企

業
(
6
6
社

)ペ
ー
ジ
へ

の
ア
ク

セ
ス

総
数

5,
6
9
5
回

 
平
均

86
回
（

前
年

度
：
総

数
5,
9
5
6
回

 
平
均

9
7
回
）

c
)
W
E
B
展

示
会

の
メ

リ
ッ

ト
を

生
か
し

、
参

加
者

に
占

め
る

都
外
企

業
の

割
合

が
半

数
程

度
：
5
3
%（

昨
年

度
4
5
%）

 

3
)
発

信
交

流
会

20
2
2
を

起
点
と

し
た
ビ

ジ
ネ

ス
展

開
事

例
 

a
)
中

小
企

業
振

興
公

社
多

摩
支

社
支
援

企
業

（
レ

ー
ザ

ー
加

工
機
メ

ー
カ

ー
）

と
参

加
登

録
者
が

マ
ッ

チ
ン

グ
 

b
)
都

産
技

研
の

技
術

支
援

に
よ

り
製
品

化
し

た
補

聴
器

に
つ

い
て
、

大
手

生
活

用
品

卸
売

業
と
の

間
で

成
約

見
込

み
 

4
)
出

展
企

業
の

商
談

状
況
 

成
約

件
数

、
金

額
（

見
込

み
を

含
む
）
：
計

2
社
 
計

2
件
、

1
0
,
00
0
千

円
 

（
前

年
度
：
計

4
社

 
計

5
件

、
7
,0
3
0
千

円
）
 

5
)
「

見
え

る
化

」
支

援
の

事
例

 

出
展

企
業
（

製
品

化
支

援
ラ
ボ

入
居
企

業
）
が
開
発

し
た
コ

ー
テ
ィ

ン
グ

剤
に

つ
い

て
、
そ
の

膜
構

造
に

つ
い

て
多
角

的

に
解

析
 

 
 

6
)過

年
度

出
展

企
業

に
対

す
る
継

続
的

サ
ポ

ー
ト
 

 
 

 
a
)
東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
発
信

交
流
会

2
0
19

出
展
企

業
（
蓄

光
標

識
メ

ー
カ

ー
、

品
川
区

推
薦

）
 

ア
テ

ン
ド

職
員

が
依

頼
試

験
等

で
継
続

支
援

、
製

品
改

良
。
令

和
3
年
度

東
京

都
ト

ラ
イ

ア
ル
発

注
認

定
制

度
対

象
製

品
に

選
定

（
事
例

1
）。

 

b
)
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流
会

20
2
1
出
展
企

業
（
水

準
器
メ

ー
カ

ー
、

府
中

市
推

薦
）
 

ア
テ

ン
ド

職
員

が
共

同
研

究
で

継
続
支

援
、

製
品

化
。

機
械

系
展
示

会
等
で

P
R。

 

 

○
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
発

信
交
流
会

2
0
22
」

W
E
B
展
示

会
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
 

           ・
出

展
企

業
数

：
6
6
社

（
前
年

度
：
6
1
社

）
 

・
参

加
登

録
者

数
：
6
01

名
（
前

年
度
：
8
25

名
）

・
ア

ク
セ

ス
数

 
6
,
8
9
0
回
（
前

年
度
：
5
,
99
9
回
）

・
成

約
件

数
・

金
額

（
見

込
み

を
含
む

）：
 

計
2
社
 
計

2
件
、

1
0,
0
00

千
円
 

（
前

年
度
：
計

4
社

 
計

5
件

、
7
,
03
0
千

円
）

 ○
（

事
例

1
）
過

去
の

出
展

企
業

を
継
続

支
援

す

る
こ

と
で

、
製

品
化

、
東
京

都
ト

ラ
イ
ア

ル
発

注

認
定

制
度

対
象

製
品

に
選

定
。

 

   
 

      
 

 
 

 
耐

候
性

蓄
光

標
識

板
 

②
中

小
企

業
間

連
携

に
よ

る
交

流

活
動

を
通

じ
て
、
技
術

的
課

題
の

解

決
や

新
製

品
・
新

技
術

開
発

を
促

進

す
る

。
 

(
2
)
異
業

種
交

流
活

動
の

支
援
 

異
業

種
交

流
活

動
の

活
性

化
と

新
グ

ル
ー

プ
の
結

成
支

援
を

目
的

と
し

た
取

り
組

み
を

実
施

、
1
グ

ル
ー

プ
の

結
成

を
支

援

し
、

現
在

、
課

題
解

決
型

と
製

品
開
発

型
を

合
わ
せ

3
2
グ
ル

ー
プ
、
約

4
0
0
社

が
活

動
。

 

1
)
課

題
解

決
型

新
グ

ル
ー

プ
の

結
成
支

援
 

a
)
新

規
発

足
：

参
加

企
業

24
社

、
交
流

会
開
催

6
回
、

延
べ

参
加
者
数

7
4
名
 

b
)
主

な
活

動
：

会
員

自
社

紹
介

、
S
DG
ｓ
勉

強
会
、
グ

ル
ー
プ

ワ
ー
ク

、
講

演
会

、
都

産
技

研
見
学

 
 

2
)
課

題
解

決
型

既
存

グ
ル

ー
プ

の
活
動

実
績
 

交
流

会
開

催
数

：
8
7
回

、
参
加

者
数
：

6
58

名
（

内
オ

ン
ラ

イ
ン
開

催
は

42
回
、

参
加
者

数
29
2
名
）
 

3
)
東

京
都

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
・
グ

ル
ー

プ
協

議
会
 

開
催

日
：

9
月

17
日
、

オ
ン
ラ

イ
ン
開

催
、

出
席

：
1
8
グ
ル

ー
プ
 

内
容

：
2
0
20

年
度

活
動

報
告
、

2
0
21

年
度

活
動
計
画

、
第

3
6
回
東

京
都

異
業

種
交

流
合
同

交
流
会

開
催

の
決

定
 

4
)
第

36
回
東

京
都

異
業

種
交
流

グ
ル
ー

プ
合

同
交

流
会

（
3
月

2
日

、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

、
71

名
）
 

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
間

交
流

の
促
進

を
目

的
と

し
て
、
「

コ
ロ

ナ
禍

、
元

気
の

発
信
は

こ
こ
か

ら
」
を

テ
ー

マ
に
、
基
調

講
演

、
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

を
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

。
ま
た

、
新

グ
ル

ー
プ

会
員

紹
介
を

動
画

配
信

（
3
月

2
日
～

3
月

8
日

、
Y
o
u
Tu
b
e
配

信
、
1
8
社
紹

介
、

視
聴

回
数

：
計

6
7
9
回
）

。
 

 
 

・
参

加
者

か
ら

の
声
 

 
 

 
「

コ
ロ

ナ
禍

の
な

か
工

夫
を
頂

き
貴

重
な

機
会

を
い

た
だ
く

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
」
 
 

○
「

第
3
6
回
東

京
都

異
業

種
交

流
グ
ル

ー
プ

合

同
交

流
会

」
開

催
案

内
ト

ッ
プ

ペ
ー
ジ
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「

積
極

的
に

各
メ

ン
バ

ー
と
交

流
で

き
る

機
会

や
場

所
が
欲

し
い

。
」

等
 

 
5
)
異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
会

員
企
業

間
に

お
け

る
協

力
支

援
事
例
 

a
)
機

械
器

具
の

設
計

・
製

作
（

社
会
イ

ン
フ

ラ
調

査
業

か
ら

、
機
械

部
品

設
計

・
製

造
業

へ
依
頼

）
（

事
例

2）
 

b
)
検

査
装

置
の

開
発

及
び

試
作

（
電
子

機
器

設
計

・
製

造
業

か
ら
、

機
械

部
品

製
造

業
へ

依
頼
）
 

c
)
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
制

作
（

コ
ン

サ
ル
タ

ン
ト

業
か

ら
、

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・

ア
プ

リ
制

作
業

へ
依
頼

）
 

d
)
情

報
シ

ス
テ

ム
制

作
（

機
械

部
品
製

造
業

か
ら

、
ソ

フ
ト

ウ
エ
ア

開
発

・
W
e
bデ

ザ
イ
ン

業
へ
依

頼
）
 

e
)
工

場
の

台
風

対
策

及
び

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
対

策
工

事
（

機
械

製
造
業

か
ら

、
建

設
業

へ
依

頼
）
 

 

(
3
)
 
医
療

機
器

産
業

参
入

支
援

事
業
（

都
委

託
事

業
）
 

東
京

都
医

工
連

携
 
H
U
B 
機
構
お

よ
び
中

小
企

業
振

興
公

社
と

連
携
し

、
中

小
企

業
向

け
に

医
療
関

連
の

技
術

動
向

の
情

報

提
供
。
ま
た

医
療

機
関

や
医
療

機
器
製

販
企

業
の

ニ
ー

ズ
と

中
小
企

業
の

シ
ー

ズ
を

つ
な

げ
製
品

開
発

に
向

け
た

技
術

課
題

の
解

決
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

体
制

を
構
築

し
、

中
小

企
業

の
医

療
機
器

参
入

を
支

援
。
 

1
)
医

工
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に
よ

る
マ

ッ
チ

ン
グ

活
動

 
26

件
（

前
年

度
：

1
1
件
）

 

医
療

機
関

が
抱

え
る

臨
床

現
場

の
ニ
ー

ズ
（

車
い

す
に

装
着

可
能
な

採
尿

バ
ッ

ク
フ

ォ
ル

ダ
ー
）
を
掘

り
起

こ
し

都
内

中
小

企
業

と
マ

ッ
チ

ン
グ

、
対

策
品
を

試
作

、
開

発
継

続
中

。
 

2
)
医

療
分

野
参

入
促

進
に

向
け

た
セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
（
第

1
回

 
29

名
、

第
2
回

 5
8
名
）
（

前
年

度
：

開
催

な
し

）
 

医
療

技
術

の
最

新
動

向
や

医
工

連
携
に

よ
る

開
発

事
例

を
テ

ー
マ
に

取
り

上
げ
、
中
小
企

業
の
医

療
機

器
分

野
参

入
へ
の

ヒ
ン

ト
を

提
供

。
 

 
 

3
)製

品
化

支
援

活
動

 
13

件
（
前

年
度

：
1
3
件
）
 

 
 

 
医

療
機

器
の

認
証

・
規

格
適
合

等
に

つ
い

て
、

医
工

連
携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る
支

援
。
 

 (
4
)
業
種

別
交

流
会

の
開

催
 

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
と
今

後
の

技
術

的
支

援
事

業
に
つ

い
て

意
見

交
換
 

 
開

催
数

：
1
回
、

参
加

者
数

：
業
界

21
名
、
都
産

技
研

7
名
（

東
部

金
属

熱
処

理
工

業
組
合

、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）（
前

年

度
：

開
催

無
し

）
 

内
容
：
金
属

熱
処

理
業

界
の
近

況
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム

青
銅
の

ミ
ク
ロ

組
織

の
定

量
化

に
よ

る
強
度

予
測

の
検

討
、
E
V
化

に
向

け
た

素
材

・
熱

処
理

の
動

向
、

意
見
交

換
 

 

(
5
)
 
技
術

研
究

会
事

業
 

都
内

中
小

企
業

の
経

営
者

、
技

術
者
で

構
成

さ
れ

る
研

究
会

。
都
産

技
研

の
職

員
に

よ
る

技
術
情

報
の

提
供

、
意

見
交

換
、

ア
ド

バ
イ

ス
に

よ
る

、
企

業
の

技
術
力

の
向

上
や

品
質

強
化

に
貢
献

。
 

1
)
技

術
研

究
会

の
活

動
支

援
 

計
25

団
体

が
登
録
（

う
ち

1
0
団

体
が

2
02
1
年
度

に
活

動
）
 

2
)
活

動
実

績
 

開
催

数
：
計

37
回

開
催

(う
ち
オ

ン
ラ

イ
ン
開

催
33

回
)、

参
加
者

数
：
46
2
名
（

前
年

度
：
27

回
、
3
28

名
）

3
)
技

術
研

究
会

活
動

の
支

援
事

例
 

感
性

工
学

研
究

会
に

お
い

て
、
フ
ラ

イ
ヤ

ー
を
、
企

業
間
と

の
情
報

交
換
、
技
術

協
力
、
部
品

発
注

等
の

開
発

協
力
、
日
本

発
明

振
興

協
会
第

4
6
回

発
明
大

賞
発
明

奨
励

賞
を

受
賞

、
20
2
1
年

6
月
に

製
品

化
。
 

 

◯
（

事
例

2
）
異

業
種

交
流

グ
ル

ー
プ
会

員
企

業

間
の

共
同

に
よ

る
製

品
化

事
例

 

                  3
次

元
空

洞
形

状
計

測
装

置
（
社

会
イ
ン

フ
ラ

調

査
業

か
ら

機
械

部
品

設
計
・
製

造
業
へ

依
頼

）
ト

ン
ネ

ル
壁

面
中

の
空

洞
を

検
出

す
る

安
全

点
検

装
置
 

③
東

京
都

を
は

じ
め

と
す

る
自

治

体
、
中

小
企

業
支

援
機

関
な

ど
が

実

施
す

る
中

小
企

業
な

ど
へ

の
助

成

や
表

彰
な

ど
の

た
め

の
技

術
審

査

に
積

極
的

に
協

力
す

る
。
 

(
6
)
技
術

審
査

実
施

実
績
 

公
平

、
公

正
、
中
立

な
技

術
審

査
が
可

能
な

公
的

機
関

と
し

て
、
都

、
区

市
、
商

工
団

体
等

か
ら
多

く
の

技
術

審
査

を
受

託
し
、

中
小

企
業

の
優

秀
製

品
、

優
秀

技
術
の

発
掘

に
寄

与
 

1
)
審

査
実

績
 

書
類

審
査

、
面

接
審

査
、

現
地

審
査
お

よ
び

審
査

会
出

席
に

よ
り
技

術
審

査
を

実
施
 

a
)
審

査
件

数
 

4
,
3
6
2
件

（
前

年
度

：
5
,
1
41

件
 

前
年

度
比

：
8
5
％
）
 

b
)
技

術
審

査
受

託
収

益
：

3
3,
8
6
0
千
円

（
前

年
度

：
4
0
,
02
7
千

円
 

前
年

度
比

：
8
5
％
）

 

う
ち

、
書

類
審

査
：

1
,0
0
2
件

 
 
金
額

：
1
9
,
58
5
千

円
（
前

年
度
：

1
,4
9
1
件

 
 金

額
：

2
6
,
91
6
千

円
）
 

c
)
実

施
団

体
数

：
2
9
団

体
（
前

年
度
：

27
団
体
）
 

d
)
事

業
数

：
7
6
事

業
（

前
年
度

：
69

事
業

 
前
年
度

比
：
1
1
0
％
）
 

2
)
実

施
し

た
主

な
技

術
審

査
 

a
)
東

京
都

：
2
2
事

業
、

1
,
40
1
件

（
全

技
術

審
査

の
3
2
％
）（

前
年
度

：
1
,
7
93

件
 
3
5％

）
 

①
世

界
発

信
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
（
製

品
・

技
術

（
ベ

ン
チ

ャ
ー
技

術
）

部
門

）
 

 
 

4
9
4
件
 

②
経

営
革

新
計

画
承

認
審

査
会

（
全

1
2
回

）
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 4
4
2
件
 
等
 

b
)
中

小
企

業
振

興
公

社
：

10
事

業
、
1
,
4
96

件
（

全
技

術
審

査
の

3
4％

）
（
前

年
度

：
1,
8
0
3
件

 
3
5％

）
 

①
新

製
品

・
新

技
術

開
発

助
成

事
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
1
6
件
 

 ○
技

術
審

査
実

績
 

・
審
査

件
数
：
4,
3
6
2
件
（

前
年

度
比
：
84
.
8％

）

・
技

術
審

査
受

託
収

益
：

3
3,
8
6
0
千
円
 

（
前

年
度
：
4
0,
0
27

千
円

 
前

年
度
比

84
.
6％

）

・
実

施
団

体
数
：
29

団
体
（
前

年
度
：
2
7
団

体
）

・
事

業
数

：
7
6
事

業
（

前
年
度

：
69

事
業

）
 

          

 

2
7

- 92 -



②
躍

進
的

な
事

業
推

進
の

た
め

の
設
備

投
資

支
援

事
業

（
全

2
回
）

 
 

 
 

 
 

 
 

3
6
7
件

 等
 

c
)
区

市
：

28
事
業

、
64
0
件
（

全
技
術

審
査
の

1
5％

）
（
前

年
度
：

6
63

件
 
1
3％

）
 

①
大

田
区

新
製

品
新

技
術

開
発

支
援
事

業
、

中
小

企
業

新
製

品
・
新

技
術

コ
ン

ク
ー

ル
 

1
3
6
件
 

②
品

川
区

新
製

品
・

新
技

術
開

発
促
進

事
業

、
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
開
発

助
成

事
業

 
 

 
 

 
5
7
件

 等
 

d
)
商

工
団

体
な

ど
：

9
事

業
、

8
2
5
件

（
全

技
術
審
査

の
19
％

）
（
前

年
度

：
8
8
2
件

 
17
％

）
 

①
第

47
回
発

明
大

賞
（

日
本
発

明
振
興

協
会

）
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 3
1
4
件
 

②
明

日
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
中

小
企

業
基
盤

強
化

事
業

（
東

京
都

中
小
企

業
団

体
中

央
会

）
 

1
9
0
件

 等
 

 
3
)
審
査

の
品

質
向

上
へ

の
取

り
組
み

（
継

続
）
 

・
『

技
術

審
査

の
手

引
き

』
を
更

新
し
、

O
JT

教
育

用
資

料
と

し
て
研

究
員

に
配

布
 

・
都

、
中

小
企

業
振

興
公

社
の

事
業
に

お
け

る
書

類
審

査
の

大
部
分

に
つ

い
て

は
、

2
名

で
の
審

査
を

実
施

し
て

、
 

個
人

差
に

よ
る

評
定

の
ば

ら
つ

き
を
低

減
さ

せ
る

等
、

公
平

な
技
術

審
査

を
維

持
 

・
前

年
度

に
引

き
続

い
て

申
請

書
類

の
電

子
化
を

促
進

し
、
、

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
、

や
り

と
り

業
務

の
手

間
削

減
に

よ
る

余

裕
を

持
っ

た
審

査
期

間
の

確
保

お
よ
び

自
宅

勤
務

で
の

技
術

審
査
対

応
を

推
進
 

・
技

術
審

査
の

精
度

向
上

を
目

的
と
し

て
、

講
習

会
・

学
会

・
展
示

会
等

に
お

い
て

技
術

動
向
の

調
査

を
推

進
 

1
8
件
（

前
年

度
：

3
2
件

）
 

 
4
)
技
術

審
査

に
よ

る
産

業
へ

の
貢
献

度
把

握
の

取
り

組
み

 

・
中

小
企

業
振

興
公

社
等

と
情

報
交
換

し
、

助
成

に
よ

り
開

発
・
改

良
し

た
製

品
の

動
向

を
調
査
 

 
 

a
)「

モ
ー

タ
ー

」
 

 
 
 

R
1
年
か
ら

R
3
年

に
か

け
て

3
年
連

続
で

大
田
区
新

製
品
・

新
技

術
開

発
支

援
事

業
に
採

択
さ

れ
、

R2
年
に
は

東
京
都
 

も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ

ャ
ー

育
成

事
業
「

T
ok
y
o
 S
t
a
rt
u
p
 B
E
A
M
」
に

も
採

択
さ

れ
た

。
採
択

後
、
R
1
年

第
31

回
大

田
区

 

中
小

企
業

新
製

品
・

新
技

術
コ

ン
ク
ー

ル
受

賞
、

R2
年
第

9
期

青
山

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
ア

ク
セ
ラ

レ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
 

D
e
m
o
D
ay

受
賞

、
R
3
年
第

33
回

大
田
区

中
小

企
業

新
製

品
・

新
技
術

コ
ン

ク
ー

ル
受

賞
、

R
3
年

 
CE
S
2
02
1
 
JA
P
A
N 
T
e
c
h

に
出

展
 

b
)
「

レ
ー

ザ
ー

光
応

用
製

品
」

 

R
1
年
度

、
次

世
代

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
創

出
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
採

択
さ
れ

、
R
3
年

度
、

新
製
品

・
新
技

術
開

発
助

成
事

業
、

製
品

改
良

／
規

格
適

合
・

認
証

取
得
支

援
事

業
に

採
択

さ
れ

た
。
 

c
)
 「

イ
ン

フ
ラ

構
造

物
関

連
製

品
」
 

R
1
年
度

及
び

R
3
年

度
に

先
進

的
防
災

技
術

実
用

化
支

援
事

業
に
採

択
、
ま
た

R
3
年

度
に

は
新
製

品
・
新
技

術
開

発
助
成

事
業

に
も

採
択

さ
れ

た
。

採
択

後
、
R
3
年

度
に
世
界

発
信
コ

ン
ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

受
賞
 

 

 ○
技

術
審

査
件

数
の

年
度

別
推

移
 

               ○
受

託
先

別
審

査
件

数
割

合
 

④
他

の
公

設
試

験
研

究
機

関
や

大

学
な

ど
と

連
携

を
図

り
、
相

互
に

補

完
し

て
中

小
企

業
へ

の
技

術
支

援

の
充

実
を

図
る

。
 

(
7
)
首
都

圏
公

設
試

験
研

究
機
関

連
携
体

（
T
K
F）

の
活

動
に
よ

る
中
小

企
業

へ
の

技
術

支
援

 

1
)
連

携
会

議
の

開
催
 

会
員

機
関

同
士

の
情

報
交

換
・
議

論
の

場
と

し
て

の
「

首
都

圏
公
設

試
連

携
推

進
会

議
」（

都
産
技

研
、
オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
、

1
0
月

22
日
、

4
7
名

）
 

2
)
連

携
し

た
中

小
企

業
向

け
の

情
報
提

供
活

動
 

a
)
「

T
KF

オ
ー

プ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
の

開
催

（
会

場
：

埼
玉

県
産
業

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

、
オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

、
 

1
0
月

5
日
～

1
0
月

1
9
日

、
総

ア
ク
セ

ス
数

2,
1
3
6
件

）
 

b
)
J
S
T
新

技
術

説
明

会
へ

の
参

加
 

①
「

も
の

づ
く

り
技

術
～

首
都

圏
テ
ク

ノ
ナ

レ
ッ

ジ
フ

リ
ー

ウ
ェ
イ

～
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
、
J
S
T
が
主

催
す

る
新
技
術

説
明

会
に

TK
F
と
し
て

4
年
連

続
の
参

加
（

11
月

25
日
、

オ
ン
ラ

イ
ン

開
催

）
（

事
例

3
）
 

②
都

産
技

研
か
ら

2
件
、

他
機

関
か
ら

8
件

 
計

10
件
発
表

 

③
都

産
技

研
の

発
表

に
対
し

3
件

問
合

せ
、

そ
の

他
7
件
の

問
合
せ
 

3
)
連

携
し

た
試

験
実

施
体

制
の

継
続
 

 
a
)
連
携

技
術

相
談

の
継

続
 

毛
髪
の

強
度

試
験

な
ど
計

2
件
 

b
)
T
K
F
参

加
機

関
職

員
の

相
互

人
材
育

成
事

業
に

よ
る

試
験

品
質
向

上
の

取
組

み
 

T
K
F
参
加

機
関

相
互

の
職

員
研

修
事
業

（
T
K
F
ミ

ニ
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ

）
を

活
用

し
、

依
頼
試

験
等

の
試

験
項

目
の
新

設
、

試
験

精
度

や
品

質
の

向
上

に
寄
与

。
7
機
関

が
1
5
件
の

相
互
派

遣
を

実
施
 

都
産

技
研

か
ら

他
機

関
で

研
修

（
2
件

4
名

）、
他
機

関
か
ら

都
産
技

研
へ

研
修

の
受

入
れ

（
6
件

13
名
）
 

 
 

 
①

都
産

技
研

が
、
埼
玉

県
、
千

葉
県

、
神
奈

川
県
に

対
し
、
ス
ク

ラ
ッ

チ
試

験
、
ナ

ノ
イ

ン
デ

ー
シ

ョ
ン

試
験

、
紫
外

線

蛍
光

ラ
ン

プ
耐

候
性

試
験

、
ガ

ス
ク
ロ

マ
ト

質
量

分
析

、
損

失
係
数

測
定

に
関

す
る

知
識

の
習
得

を
支

援
 

 
 

 
②

ロ
ー

カ
ル

5G
設
備
に

つ
い
て

、
都

産
技

研
お

よ
び

神
奈
川

県
の

試
験

担
当

者
間

で
情
報

共
有

し
試

験
品

質
の

均
質
化

4
)
研

究
員

の
相

互
派

遣
お

よ
び

交
流
 

 
 

a
)T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ

2
0
21

に
、

T
KF

機
関
を

招
聘
し

3
件

発
表

  

b
)
T
K
F
参

加
機

関
の

研
究

発
表

会
へ
職

員
を

派
遣

、
2
機
関

 
計

3
名
（

埼
玉
県

9
月

1
6
日
、

千
葉

県
11

月
2
7
日
）

 

        ○
（

事
例

3）
J
ST

新
技

術
説
明

会
に

T
K
F
機

関

で
共

同
参

加
。
各

公
設

試
の

技
術

シ
ー
ズ

の
普

及

促
進

。
 

         

腐
食

過
程

可
視

化
装

置
 

都
産

技
研

と
試

験
機

メ
ー

カ
ー

と
が

共
同

開
発

し
た

技
術
を

P
R。
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5
)
T
KF

機
関

間
の

相
互

補
完

の
事
例
 

 
 

a
)都

産
技

研
→

他
県

公
設

試
へ
の

技
術

相
談

の
紹

介
 

 
 

 
①

神
奈

川
県

：
磁

気
測

定
、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
破

断
面

分
析
、

抗
菌

・
抗

ウ
イ

ル
ス

、
等
 

 
 

 
②

埼
玉

県
：

量
産

試
作

用
電
気

炉
、

鋳
物

、
オ

ゾ
ン

劣
化
試

験
、

ガ
ス

腐
食

試
験

、
C
AS
S
試

験
、

等
 

 
 

b
)他

県
公

設
試

→
都

産
技

研
へ
の

技
術

相
談

の
紹

介
 

 
 

 
X
線

C
T
、
ガ

ラ
ス

破
損

事
故
解

析
、

光
学

特
性

計
測

、
金
属

AM
、
め

っ
き

膜
厚
測

定
、
等
 

 (
8
)
 
大
学

・
研

究
機

関
と

の
連

携
に
よ

る
中

小
企

業
へ

の
技

術
支
援
 

1
)
セ

ミ
ナ

ー
・

講
習

会
 

a
)
産

業
技

術
総

合
研

究
所

人
間

拡
張
研

究
セ

ン
タ

ー
と

の
ス

マ
ー
ト

テ
キ

ス
タ

イ
ル

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
、
共

催
セ

ミ
ナ
ー

の
開

 
催

（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

、
3
月

10
日
、

2
5
名
）
 

b
)
都

産
技

研
主

催
「

中
小

企
業

の
5G
・

Io
T
・
ロ

ボ
ッ

ト
普

及
促
進

事
業

」
セ

ミ
ナ

ー
で

の
産
業

技
術

総
合

研
究

所
職

員
講

演
（

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
、

3
月

2
日
、

80
名
）
 

 
 

c
)医

療
機

器
産

業
参

入
支

援
事
業

 
第

1
回

医
工

連
携

セ
ミ
ナ

ー
「

高
齢

化
社

会
に

対
応
す

る
最

新
医

療
」
で
の

東
京
都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
研

究
員

の
講
演

（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

、
11

月
10

日
、

2
9
名

）
 

d
)
都

産
技

研
セ

ミ
ナ

ー
「

熱
拡

散
率
測

定
」

で
産

業
技

術
総

合
研
究

所
職

員
が

講
演

（
12

月
14

日
、

1
0
名

）
 

 
2
)
都
産

技
研

主
催

イ
ベ

ン
ト

へ
の
協

力
 

 
 

a
)T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ

2
0
21

で
の

研
究

発
表
 

 
 

 
産

業
技

術
大

学
院

大
学

、
東

京
都

立
大
学
、
東
洋
大

学
、
東
京

電
機

大
学

、
化
学

研
究
評

価
機

構
、
東

京
都
農

林
水
産

振

興
財

団
 

 
 

b
)東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信
交

流
会

20
2
2
 W
E
B
展
示

会
へ
の

出
展

企
業

の
推

薦
 

 
 

 
東

京
工

業
高

等
専

門
学

校
、
産

業
技

術
総

合
研

究
所

、
東
京

都
農

林
水

産
振

興
財

団
と
連

携
し

、
出

展
企

業
を

推
薦
 

 
3
)
連
携

支
援

事
例
 

 
 

a
)医

療
機

器
産

業
参

入
支

援
事
業

に
お

い
て

、
超

音
波

診
断
装

置
メ

ー
カ

ー
の

FD
A
認

証
に

関
す

る
相

談
に

対
し

て
、
都

産

 
 

 
技

研
医

工
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

と
産

業
技

術
総

合
研
究

所
研

究
員

と
が

連
携

し
、
相
談

企
業

の
試

験
方
法

確
定
を
支

援
。
 

b
)
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流
会

20
1
9
出
展
企

業
（
東

京
理
科

大
学

推
薦

）
に

対
し

、
都
産

技
研

・
東

京
理

科
大

学

 
と

が
共

同
研

究
で

継
続

支
援

。
 

 ○
T
K
F
機

関
間

の
相

互
補

完
 

・
各

公
設

試
の

得
意

分
野

を
活

か
し

た
相

補
的

な
技

術
支

援
を

実
施

。
他

県
公

設
試
か

ら
は

、
都

産
技

研
ブ

ラ
ン

ド
試

験
を

紹
介

。
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

 
特

記
事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

３
 

中
小

企
業

等
の

新
事

業
展

開
支
援
 

３
－

２
 
都
産

技
研

の
資

源
や
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
支

援
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
や

、
起

業
・

第
二

創
業

を
目

指
す

中
小

企
業

に

対
し

て
、
都
産

技
研

の
資

源
が

活
用

で
き

る
本

部
と

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

の
利

用

を
促

進
す

る
。
製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

は
、
中
小

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

運
営

し
、

機
器

利
用

、
依

頼
試

験
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
型

技
術

支
援

、
共

同
研

究
な

ど
の

支
援

メ
ニ

ュ
ー

も

併
せ

て
提

供
し

、
製

品
化
・
事

業
化

を
後

押
し

す
る

。
ま

た
、
都
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
支

援
事

業
や

起
業

支

援
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

の
製

品
化
・
事

業
化

を
支

援
す

る
。
 

①
新

製
品
・
新

技
術

開
発

や
、
起

業
・

第
二

創
業

を
目

指
す

中
小

企
業

に
対

し
て

、
都

産
技

研
の

資
源

が
活

用
で

き
る

本
部

と
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

の
利

用
を

促
進

す

る
。
 

1
1 

A 
(
1
)
2
4
時

間
利

用
可

能
な

製
品

開
発
支

援
ラ

ボ
の

運
営
 

本
部

19
室
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
5
室

を
活

用
し

て
新

製
品

・
新
技

術
の

開
発

を
目

指
す

中
小
企

業
等

を
支

援
 

1
)
入

居
率
 

 
 
a
)全

体
 

1
0
0％

 
(前

年
度

：
9
6.
0
％
) 

 
 
b
)本

部
 

1
0
0％

 
(前

年
度

：
9
8.
7
％
) 

 
 
c
)多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
 
1
0
0
％

 (
前
年

度
：

9
3
.3
％

) 

 
 
2
)ラ

ボ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の
配

置
 
本

部
に

2
名

を
配

置
 

3
)
入

居
者

の
選

定
 

入
居

者
選

定
委
員

会
を

5
回

開
催

し
、

再
契
約

利
用
者

9
社
を

決
定

 

 

(
2
)
入
居

者
の

都
産

技
研

事
業
の

利
用
実

績
 
 

1
)
各

事
業

の
利

用
実

績
 
 

 
依

頼
試
験
 

機
器

利
用
 

技
術

相
談
 

本
部
 

2
6
7
件
 

1
,
5
1
7
件
 

2
7
5
件
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
 

9
1
件
 

2
8
0
件
 

2
2
件
 

合
計
 

3
5
8
件
 

1
,
7
9
7
件
 

2
9
7
件
 

2
)
共

同
研

究
の

実
施

 1
件

 (
前

年
度
:
6
件

) 

 

(
3
)
都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
で

製
品
開

発
支

援
ラ

ボ
利

用
促

進
に
向

け
た

情
報

を
公

開
 (
新

規
) 

1
)
入

居
者

の
概

要
を

掲
載

(8
月

)
 
計

2
7
社

 [
入

居
者

：
19

社
、
過

去
の

入
居

者
(
卒
業
企

業
)：

8
社

] 

合
わ

せ
て

、
入

居
者

を
紹

介
し

た
都
産

技
研

広
報

誌
等

の
記

事
も
掲

載
 

計
2
3
件

 
(入

居
者

：
17

件
、

過
去
の

入
居

者
：

6
件

) 

2
)
化

学
実

験
室

、
試

作
加

工
室

の
紹
介

動
画

を
公

開
（

新
規

、
11

月
、

延
べ

7
社

の
入
居

者
の
利

用
解

説
コ

メ
ン

ト
付

き
) 

 

〇
都

産
技

研
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

情
報
充

実
(
新
規

)

(
1
) 
入

居
者
、
過

去
の

入
居

者
(
卒
業

企
業
)
の
概

要

を
掲

載
。
卒
業

企
業

公
開

に
よ

り
、
ラ

ボ
入

居

の
メ

リ
ッ

ト
を

PR
し
、
ブ

ラ
ン

ド
力
を

強
化

。

      

 (
2
)
都
産

技
研

広
報

誌
等

の
記
事

(
入
居

者
1
7
件
、

過
去

の
入

居
者

6
件

)を
一
括

掲
載
し

、
卒

業

企
業

の
入

居
時

活
動

内
容

の
確

認
を
容

易
化

。

 

   (
3
)
充
実

し
た

共
用

施
設

を
動
画

で
紹
介

。
 

②
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
の

入
居

企
業

と
都

産
技

研
が

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

す
る

場
を

積
極

的
に

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

製
品

化
・

事
業

化
を

支
援

す
る

。
 

(
4
)
入
居

者
に

対
す

る
製

品
化
・

事
業
化

支
援
 

1
)
都

産
技

研
主

催
イ

ベ
ン

ト
へ

の
入
居

者
の

出
展
 

・
T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

 
3
社

 
(前

年
度

：
3
社

) 

 
 
・
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
発

信
交
流
会

2
02
2
W
E
B
展

示
会

 
(
1
月

開
催

) 
2
社
 
(
前
年

度
:5

社
) 

 
 
・
ヴ

ァ
ー

チ
ャ

ル
産

業
交
流

展
20
2
1 

3
社
 
(
前
年

度
:2

社
) 

 
 
2
)
TI
R
I
 N
E
W
S・

都
産

技
研

活
用
事

例
集

へ
の

掲
載

 
4
社

 
(前

年
度

:
2
社

) 

 
 
3
)入

居
者

向
け

に
知

的
財
産

権
勉
強

会
と

公
社

助
成

金
説

明
会
を

2
月

28
日
に

オ
ン
ラ

イ
ン
開

催
 
(
参
加

者
：

6
社

9
名
) 

 (
5
)
製
品

化
・

事
業

化
実

績
 

 
 
製
品

化
・

事
業

化
件

数
 
1
6
件

 (
前
年

度
：

1
0
件

)
 
、

売
り
上

げ
 
約

2
0
.6

億
円
 
(
前

年
度

：
約

15
.
6
億

円
) 

 (
6
)
製
品

化
事

例
 

 
 
・

CO
2
を

吸
収

し
て

固
ま
る

石
灰
質

素
材

の
タ

イ
ル

～
コ

ー
ヒ
ー

豆
か

す
配
合

V
E
R.
～

 
 
(事

例
1
) 

都
産

技
研

の
万

能
試

験
機

等
を

活
用
し

、
C
O
2
を

吸
収

し
て
固

ま
る
石

灰
質

素
材

の
タ

イ
ル

を
開
発

。
コ

ー
ヒ

ー
豆

か
す

を
リ

サ
イ

ク
ル

し
て

配
合

し
た

3
0
cm

角
の

大
判
タ
イ

ル
が
コ

ー
ヒ
ー

チ
ェ

ー
ン

の
環

境
配

慮
型
店

舗
の

床
材

に
採

用
。

 
 
・
抗

ウ
イ

ル
ス

抗
菌

ガ
ラ
ス

コ
ー
テ

ィ
ン

グ
剤

 
(事

例
2
）
 

 
 

 
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

変
異

株
で

あ
る

デ
ル

タ
株

に
対

し
て

、
9
9
.
9
％

以
上

の
ウ

イ
ル

ス
が

不
活

性
化

さ
れ

る
ガ

ラ

ス
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
剤

を
開

発
。

都
産
技

研
で

促
進

耐
候

性
試

験
を
行

い
、

同
製

品
施

工
面

の
撥
水

性
維

持
を

確
認

。
 

・
リ

ユ
ー

ス
可

能
な

食
品

容
器

  

 
 

都
産

技
研

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
代
替

素
材

を
活

用
し

た
開

発
・
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ
、
天
然

素
材

と
生

分
解

性
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
用

い
て

開
発
。
20
2
1
年
度

気
候

変
動

ア
ク

シ
ョ

ン
環
境

大
臣

表
彰

を
受

賞
し

た
入
居

者
が

同
製

品
を

開
発

。

 
 
・
軽

量
化

ダ
ブ

ル
ア

ダ
プ
タ

ー
  

 
 

 
 
都
産

技
研

の
障

害
者
ス

ポ
ー
ツ

研
究

開
発

推
進

事
業

を
通
じ

て
開

発
。

東
京

2
02
0
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

出
場

選
手

2
名
の

ス
ポ

ー
ツ

用
義

足
の

接
続

部
品

と
し
て

採
用

さ
れ

、
ア

ジ
ア

新
記
録
の

4
位
お

よ
び

自
己

ベ
ス
ト
の

7
位
入

賞
に

貢
献
。

 
 
・
風

車
ブ

レ
ー

ド
補

修
ロ
ボ

ッ
ト
  

 
 

 
 

都
産

技
研

の
ロ

ボ
ッ

ト
普

及
促

進
事

業
を

活
用

し
た

成
果

で
あ

る
風

車
ブ

レ
ー

ド
点

検
ロ

ボ
ッ

ト
を

発
展

さ
せ

、
地

上

〇
製

品
化

・
事

業
化

件
数

お
よ

び
売
上

の
推

移
 

        3
年
連

続
で

10
件
以

上
の

製
品

化
・
事

業
化

並
び

に
、

4
年

連
続

で
売

上
1
5
億
円

以
上
を

実
現

。
 

 〇
ラ

ボ
入

居
者

の
製

品
化

事
例

 

(
事
例

1
) 

C
O
2
を
吸

収
し

て
固

ま
る
石

灰
質

素
材

の
タ

イ
ル
 

       都
産

技
研

の
大

型
プ

レ
ス

機
等

を
活
用

し
開

発
。

コ
ー

ヒ
ー

豆
か

す
を

配
合

し
た

も
の

が
コ

ー
ヒ

ー

チ
ェ

ー
ン

の
床

材
に

採
用

(
30

㎝
角
)
。
 

3
0

- 95 -



か
ら

操
作

可
能

な
風

車
ブ

レ
ー

ド
補
修

ロ
ボ

ッ
ト

を
開

発
。

 

 (
7
)
入
居

者
の

製
品

・
研

究
開
発

助
成
事

業
採

択
・

表
彰

事
例

 

 
 
入
居

者
が

ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
等
か

ら
の

情
報

提
供

を
活

用
し
、

製
品

・
研

究
開

発
助

成
事
業

の
採

択
や

表
彰

を
受

賞
 

1
）

製
品

・
研

究
開

発
助

成
事
業

採
択
事

例
 

・
令
和

3
年
度

 
TO
K
Y
O 
戦
略
的

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

事
業

 

・
市

村
清

新
技

術
財

団
 
第

1
0
8
回
新

技
術

開
発

助
成
 

・
先

端
医

療
機

器
ア

ク
セ

ラ
レ

ー
シ
ョ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(A
M
D
A
P
) 

 
 

 ・
次
世

代
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
創
出

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

20
2
0
助
成

事
業
 

・
超

小
型

衛
星

コ
ン

ス
テ

レ
ー

シ
ョ
ン

技
術

開
発

実
証

事
業

の
補
助

事
業

者
 

・
令
和

3
年
度

研
究

成
果

最
適

展
開
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

(
A-
S
T
E
P
) 

・
大

型
風

力
発

電
機

の
ブ

レ
ー

ド
を
遠

隔
操

作
で

補
修

す
る

ロ
ボ
ッ

ト
の

改
良

と
実

証
（

N
E
D
O）

 

 
 
2
）
表

彰
事

例
 

 
 

 ・
気
候

変
動

ア
ク

シ
ョ
ン

環
境
大

臣
表

彰
 

 
 

 ・
2
0
21

年
日

経
優

秀
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
賞
 

 (
8
)
入
居

者
の

広
報

活
動

実
績
 

新
聞

・
雑

誌
・

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

掲
載
 

1
31

件
 

(前
年
度
：

新
聞

2
5
件

、
他

新
規

)
 
 

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

動
画

配
信

 
16

件
 

(
新
規

) 

都
産

技
研

主
催

以
外

の
イ

ベ
ン

ト
へ
の

参
加

 
3
1
件

 
(新

規
) 

 

(
事

例
2)
抗

ウ
イ

ル
ス

抗
菌

ガ
ラ

ス
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
剤
 

    

 
 

4
0
時
間

照
射

後
 

 
  
1
2
0
時

間
照
射

後
 

都
産

技
研

で
促

進
耐

候
性

試
験

を
行

い
、

同
製

品

施
工

面
の

撥
水

性
維

持
を

確
認

。
 

都
産

技
研

活
用

事
例

集
で

開
発

状
況
を

紹
介

。
 

 ○
入

居
者

の
製

品
・
研

究
開

発
助

成
事
業

採
択
、
表

彰
事

例
 

（
1
）
製

品
・

研
究

開
発

事
業
採

択
事
例
 

・
令
和

3
年
度

T
OK
Y
O
戦

略
的

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

事
業
 

（
2
）
表

彰
事

例
 

 
 

・
気

候
変

動
ア

ク
シ

ョ
ン

環
境
大

臣
表

彰
 

 
 

・
2
0
21

年
日

経
優

秀
製
品

・
サ
ー

ビ
ス

賞
 

③
都

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

事
業

や
起

業
支

援
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

の
製

品
化

・
事

業
化

を
支

援
す

る
取

り
組

み
を

試
行

す

る
。
 

(
9
)
ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
の
製

品
化
・

事
業

化
を

支
援

す
る

取
り
組

み
 

 
 
1
)東

京
都

の
ス

タ
ー

ト
ア
ッ

プ
支
援

事
業

と
の

連
携
 

東
京

都
も

の
づ

く
り

ベ
ン

チ
ャ

ー
育
成

事
業

(
To
k
y
o 
S
t
ar
t
u
p
 
B
ea
m
)と

の
連

携
 

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

に
入

居
す

る
ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
が

当
該
事

業
に

採
択

さ
れ

、
試

作
支
援
を

2
回
利

用
 

 
 
 
2
)文

京
区

と
ス

タ
ー

ト
ア
ッ

プ
企
業

の
支

援
強

化
の

た
め

協
定
締

結
(
7
月

1
日

) 

 
 
 
文

京
区

は
大

学
等

の
教
育

研
究
機

関
が

多
く

立
地

す
る

こ
と
を

背
景

に
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ
プ

企
業

が
多

く
集

ま
っ

て
い
る
 

a
)
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流
会

20
2
2
 W
E
B
展

示
会
へ

出
展
企

業
と

し
て

ス
タ

ー
ト

ア
ッ
プ

企
業

2
社

を
推

薦
 

 
b
)
文
京

区
新

規
事

業
「

文
京

区
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
補

助
金
」

の
技

術
審

査
受

託
 

3
)
中

小
企

業
振

興
公

社
、
東
京
き

ら
ぼ
し

フ
ィ

ナ
ン

シ
ャ

ル
グ

ル
ー
プ

、
文

京
区

が
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流
会

2
0
2
2
 

W
E
B
展
示

会
に

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企
業

の
出

展
を

推
薦
 

 
以

下
、

括
弧

内
は

出
展

企
業

ペ
ー
ジ

を
閲

覧
し

た
参

加
登

録
者
数

。
発

信
交

流
会

全
参

加
登
録

者
数
は

6
0
1
名
 

 
a
)
ロ
ボ

ッ
ト

駆
動

用
モ

ー
タ

ー
メ
ー

カ
ー

 
(1
5
5
名

) 

 
b
)
生
分

解
性

ポ
リ

マ
ー

メ
ー

カ
ー
 
(
86

名
) 

c
)
遠

隔
診

療
サ

ー
ビ

ス
関

連
企

業
 
(7
6
名

) 

d
)
I
o
T
活

用
サ

ー
ビ

ス
業

 
(5
5
名

) 

 
e
)
機
能

性
食

品
メ

ー
カ

ー
 (
4
6
名
) 

 
 
 
 
f)
力
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
ソ
フ

ト
開

発
企

業
 
(
42

名
) 

 
 
4
)金

融
機

関
と

の
連

携
 

 
 

 
金

融
機

関
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ
プ

企
業

支
援

に
関

す
る

情
報
を

対
象

企
業

に
提

供
。

計
3
行

と
打

合
せ

を
実

施
 (
5
月

) 

 
 
5
)ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業
の

事
業
化

支
援

事
例
 

 
 
 

a)
製
品

開
発

支
援

ラ
ボ
に

入
居
す

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業
 

・
次

世
代

型
地

球
観

測
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム

 
(事

例
3
) 

 
 

次
世

代
型

超
小

型
地

球
観

測
衛
星

で
撮

影
し

た
地

表
の

写
真
及

び
解

析
デ

ー
タ

を
提

供
す
る

W
EB

サ
ー

ビ
ス

。
同
衛

星
を

打
ち

上
げ

る
前

に
、

都
産

技
研
の

中
型

振
動

試
験

機
用

い
て
振

動
試

験
を

実
施

。
 

・
牛

の
分

娩
兆

候
検

知
セ

ン
サ

ー
  

 
 

牛
の

分
娩

兆
候

検
知

セ
ン

サ
ー
の

製
品

開
発

に
お

い
て

課
題
で

あ
っ

た
尻

尾
へ

の
長

期
装
着

に
耐

え
る

ホ
ル

ダ
ー
開

発
の

た
め

、
都

産
技

研
の

デ
ザ

イ
ン
分

野
の

助
力

の
も

と
に

試
作
を

実
施

。
 

 
 
 

b)
依
頼

試
験

等
を

利
用
し

た
ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
 

 
 
 
 
 
  
経
済

産
業

省
ス

タ
ー
ト

ア
ッ
プ

企
業

育
成

支
援

事
業

(
J
-
St
a
r
tu
p
)採

択
企

業
の
都

産
技
研

利
用

実
績
 

 
 
 
 
 ・

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
開
発

企
業
 

 
依

頼
試

験
、

機
器

利
用
 
計

3
5
6
件
 

・
自

動
運

転
ロ

ボ
ッ

ト
開

発
企

業
 
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

 
計

2
1
3
件
 

・
電

動
車

椅
子

開
発

企
業

 
 

 
 
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

 
計

1
2
7
件
 

 
 
 
 
 
 ・

家
庭

用
ロ

ボ
ッ

ト
開

発
企
業

 
 

依
頼

試
験

、
機

器
利
用

 計
2
6
件
 

〇
文

京
区

と
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

支
援

強
化

を

目
的

と
し

た
協

定
締

結
 

         〇
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

の
製

品
化
事

例
 

(
事

例
3)
次

世
代

型
地

球
観

測
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 

       

 

次
世

代
型

超
小

型
地

球
観

測
衛

星
で

撮
影

し
た

地

表
の

写
真

及
び

解
析

デ
ー

タ
を

提
供
す

る
WE
B
サ

ー
ビ

ス
。

都
産

技
研

で
同

衛
星

の
振

動
試

験
を

実

施
。
都
産

技
研

活
用

事
例

集
で

開
発
状

況
を

紹
介

。
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

３
 

中
小

企
業

等
の

新
事

業
展

開
支
援
 

３
－

３
 
海
外

展
開

の
促

進
 

海
外

市
場

に
進

出
す

る
た

め
の

情

報
や

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

が
不

足
す

る

中
小

企
業

に
対

し
て

、
国

際
規
格

な

ど
に

関
す

る
相

談
や

動
向

に
関

す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

中
小

企
業

の
海

外
展

開
に

必
要

と

な
る

国
際

規
格

へ
の

適
合

性
な

ど

に
つ

い
て

、
企

業
の

ニ
ー

ズ
に
応

じ

た
き

め
細

か
い

支
援

を
実

施
す

る
。
 

ま
た

、
今

後
の

市
場

拡
大

が
期
待

さ

れ
る

海
外

に
展

開
す

る
中

小
企

業

に
対

し
、
海
外

支
援

拠
点

と
本
部

な

ど
が

一
体

と
な

り
、
ウ
ェ

ブ
会
議

シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、
海
外

現
地
中

小

企
業

へ
の

技
術

支
援

を
充

実
さ

せ

る
。
 

中
小

企
業

の
海

外
展

開
に

寄
与

し

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
第

四
期
中

期

計
画

期
間

中
に

1 
2 

0 
件
を
目

標

と
す

る
。
 

①
中

小
企

業
が

製
品

輸
出

や
海

外

進
出

を
行

う
際

に
必

要
な

海
外

の

法
規

制
や

国
際

規
格

へ
の

適
合

性

な
ど

の
相

談
や

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催

す
る

。
 

1
2 

B 
(
1
)
海
外

展
開

に
対

応
す

る
た
め

の
技
術

支
援
 

1
)
技

術
相

談
 

実
績

96
3
件
（

前
年

度
：

1
,1
6
1
件
 

前
年

度
比

8
2％

) 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

26
6
件
（

前
年

度
：
2
6
3
件

）、
来
所

1
13

件
（

前
年

度
：

1
67

件
）
 

・
主
な
技
術
分
野
別
：
CE

マ
ー
キ
ン
グ
関
連

25
％
、
Ro
HS

関
連

15
％
、
RE
AC
H
関
連

9％
、
他

51
％
 

2
)
実

地
技

術
支

援
 

20
件
（
前

年
度
：

16
件

) 
 

・
支

援
事

例
：

医
療

機
器
の

C
E
マ
ー

キ
ン

グ
、
家
庭

用
電
動

家
具
の

安
全

規
格

対
応

な
ど

 

・
連
携

機
関

と
の

共
同

支
援
：
静
岡

県
工

業
技
術
研

究
所
と

協
力
し
、
静
岡

県
内

中
小
企

業
へ
の

実
地

技
術

支
援

を
実

施

（
都

産
技

研
は

オ
ン

ラ
イ

ン
で

参
加
）
 

 

(
2
)
海
外

展
開

に
必

要
な

技
術
セ

ミ
ナ
ー

の
開

催
 

実
績

6
件

、
2
0
2
名

（
前

年
度

：
12

件
、

3
0
5
名

）
 

1
）

都
産

技
研

主
催

M
TE
P
セ
ミ

ナ
ー
 
計

5
件
、

1
72

名
 

a
)
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
セ

ミ
ナ

ー
（
新

規
）

 
計

2
件

、
11
3
名
 

 
 
・

MT
E
P
ミ

ニ
講

座
 

C
E
マ

ー
キ
ン

グ
超

入
門

 
 

62
名

 

・
M
T
EP

ミ
ニ

講
座

 
Ro
H
S
指
令

超
入
門

 
 

 
 

51
名
 

 
 
b
)オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

セ
ミ
ナ

ー
 
計

3
件

、
5
9
名
 

・
E
U
・
中

国
化

粧
品

規
制

入
門

（
10

月
22

日
、

3
4
名

）
 

・
C
E
マ

ー
キ

ン
グ

入
門

＋
Ro
H
S
指
令

入
門

（
12

月
1
6
日
、

1
8
名

）
 

・
日

米
欧

の
医

療
機

器
規

制
（

9
月

8
日
、

7
名
）
 

2
）
港
区

共
催

セ
ミ

ナ
ー
（

オ
ン

ラ
イ
ン

）
中

小
企

業
人

材
育

成
塾
グ

ロ
ー

バ
ル

研
修
「
CE

マ
ー
キ

ン
グ

入
門

＋
R
o
H
S
指

令
入

門
」
（
2
月

17
日
、

3
0
名

）
 

 (
3
)
1
都

1
0
県

1
市

の
公

設
試

に
よ
る

海
外

支
援

体
制

の
継

続
 

 
広

域
首

都
圏

輸
出

製
品

技
術

支
援
セ

ン
タ

ー
（
M
T
E
P）

は
2
0
12

年
1
0
月
に

１
都

4
県

で
開
始

し
、
2
0
15

年
4
月
に

現
在
の
１

都
1
0
県

1
市

の
体

制
を

整
備
。

2
0
21

年
度

も
連

携
支

援
を
継

続
 
 

1
)
M
T
EP

輸
出

製
品

相
談

体
制
の

継
続
 

・
M
T
EP

専
門

相
談

員
：

連
携
機

関
と
合

わ
せ
て

3
1
名

体
制
（

前
年
度

：
3
0
名

) 

・
都

産
技

研
の

相
談

員
を

1
名

増
員
（

CE
マ
ー
キ
ン

グ
、
低

電
圧
、

レ
ー

ザ
ー

担
当

）、
1
8
名
体

制
（

前
年

度
：

1
7
名
）

 

2
)
M
T
EP

連
携

会
議

の
開

催
、
1
0
月

22
日
、

4
6
名

（
運

営
委

員
会
の

会
長

は
都

産
技

研
理

事
長
）
 

 

○
利

用
実

績
 

・
相

談
実

績
 

 
 

9
63

件
（

前
年

度
：

1
,1
6
1
件
、
 

前
年

度
比

：
8
2
％
）
 

・
実

地
技

術
支

援
 

20
件
（
前

年
度
：

16
件
）

・
技

術
セ

ミ
ナ

ー
 

 
6
件
 

2
02

名
受

講
 

（
前

年
度

：
1
2
件

3
05

名
）
 

 ○
オ

ン
デ

マ
ン

ド
セ

ミ
ナ

ー
（

M
TE
P

ミ
ニ

講

座
 

）
の

開
始

。
 

い
ち

早
く

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

を
実
施

。
 

             〇
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

セ
ミ

ナ
ー

と
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
の

連
携
 

 
 

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
用

で
詳

細
に

解
説

し
、

幅
広

い
ニ

ー
ズ
に

対
応
 

 

②
中

小
企

業
の

海
外

展
開

等
に

必

要
と

な
る

国
際

規
格

適
合

性
の

技

術
支

援
な

ど
に

よ
り
、
中
小

企
業

の

海
外

展
開

支
援

を
実

施
す

る
。

 

(
4
)
中
小

企
業

が
製

品
輸

出
や
海

外
進
出

を
行

う
際

に
必

要
な

国
際
規

格
へ

の
適

合
性

な
ど

の
技
術

情
報

を
提

供
 

海
外

の
法

規
制

は
分

野
が

広
く

、
情

報
更

新
も
随
時

行
わ
れ

て
お
り
、
情
報

提
供

の
効
率

化
の
た

め
に
、
従
来

印
刷
物

で
配

布
し

て
い

た
解

説
テ

キ
ス

ト
や

チ
ラ
シ

等
を

ウ
ェ

ブ
化

し
公

開
 
 

1
)
M
T
EP

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の
情

報
公
開

  
ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー
（

P
V
）：

計
1
6
6
,5
6
9
件

（
前
年

度
 
計

13
8
,
01
2
件
）
 

2
)
T
I
R
I 
N
E
WS

で
、

最
新

の
海

外
法
規

制
に

関
す

る
情

報
お

よ
び
解

説
を

掲
載

 
P
V
：
計

1
1
,1
3
5
件

（
新

規
）
 

3
)
海

外
法

規
制

に
関

す
る

解
説

テ
キ
ス
ト

1
7
冊
 

PV
：
計

5
,
31
9
件
 
 

・
従

来
の

解
説

テ
キ

ス
ト
計

1
6
冊
を

ウ
ェ

ブ
ブ
ッ
ク

化
（
6
月

公
開

）
 

・
「

c
h
em
S
H
ER
P
A
※
を

使
っ

て
で

き
る
こ

と
」

の
公

開
（

1
月

公
開
）
（
新

規
）
 

※
c
h
e
m
S
HE
R
P
A（

ケ
ム

シ
ェ

ル
パ

）：
製

品
含

有
化
学
物

質
情
報

を
サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

全
体

で
適
正

に
運

用
す

る
た

め
に

経
済

産
業

省
主

導
で

作
成

さ
れ

た
デ
ー

タ
作

成
支

援
ツ

ー
ル

の
名
称
 

4
)
海

外
規

格
書

の
閲

覧
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
（

継
続

）
 

 
 
・
日

本
規

格
協

会
提

供
の

最
新

I
S
O、

I
E
C、

J
IS

規
格

の
デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
ウ

ェ
ブ

閲
覧
体

制
の

整
備
（
約

5
5,
0
0
0
規

格
）

 (
5
)
支
援

成
果

事
例

紹
介

の
デ
ジ

タ
ル
化

対
応
 

1
)
支

援
成

果
事

例
の

ウ
ェ

ブ
公

開
 
P
V
:計

2
,7
8
0
件
 

 
 
今

年
度

か
ら

紙
媒

体
か

ら
ウ

ェ
ブ
化

し
、

情
報

提
供

開
始

 

a
)
2
0
21

年
度

事
例

の
公

開
 
3
件
 

・
R
a
s
pb
e
r
ry
 
Pi

向
け

カ
メ
ラ

画
像
長

距
離

伝
送

キ
ッ

ト
の

海
外
法

規
制

対
応

（
事
例

1
）
 

○
海

外
法

規
制

に
関

す
る

解
説

テ
キ

ス
ト

を
ウ

ェ
ブ

ブ
ッ

ク
で

公
開

 
        ○

M
T
EP

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

に
支
援

事
例
を

掲
載
 

（
事
例

1
）
R
as
p
b
er
r
y
 P
i
向
け

カ
メ
ラ

画
像

長

距
離

伝
送

キ
ッ

ト
の

海
外

法
規

制
対
応
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C
E
マ
ー

キ
ン

グ
、

米
国

F
CC

認
証

へ
の

対
応

を
完

了
し

、
海

外
向
け

オ
ン

ラ
イ

ン
通

販
サ

イ
ト
で

の
販

売
を

開
始

。
 

月
刊

EM
C
 2
0
2
1
年

1
2
月

号
（

N
o
.4
0
4）

p
.1
7
-2
0
に

M
T
EP

で
の
技

術
相

談
と

都
産

技
研

E
M
C
サ

イ
ト

を
利

用
し

た
規

格
対

応
に

つ
い

て
掲

載
 

・
自

動
視

野
計

（
医

療
機

器
）

の
海
外

展
開
 

M
T
E
P
相

談
の

活
用

に
よ

り
、
米

国
FD
A
対
応

を
完

了
し

て
製

品
の
販

売
を

開
始
 

b
)
過

年
度

の
冊

子
版

MT
E
P
成
果

事
例
集

掲
載

事
例

の
ウ

ェ
ブ

化
 

2
6
事
例

を
ウ

ェ
ブ

化
し

、
MT
E
P
ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
に
掲

載
 

2
)
M
T
EP

事
業

紹
介

動
画

の
作
成

 
2
件

（
新

規
）
 

・
M
T
EP

事
業

紹
介

（
再

生
回
数

 
3
61

回
）
 

・
C
E
マ

ー
キ

ン
グ

適
合

宣
言
に

向
け
た

MT
E
P
支

援
サ

ー
ビ
ス

＆
支
援

事
例

（
再

生
回

数
 

9
0
回

）
 

 (
6
)
海
外

展
示

会
ア

ド
バ

イ
ザ
リ

ー
事
業

（
都

委
託

事
業

）
 

・
ド

イ
ツ

で
開

催
さ

れ
る

医
療

機
器
分

野
展

示
会

(
ME
D
I
CA
・

C
O
M
PA
M
E
D）

出
展

企
業

の
選

定
を
支

援
し

た
。
 

（
以

降
の

支
援

に
つ

い
て

は
、

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の
影

響
で

当
該

事
業

は
中

止
と
な

っ
た

。）
 

 

  

         ○
M

TE
P
動

画
2件

公
開
（
新

規
）

 
C
E
マ

ー
キ

ン
グ

適
合

宣
言

に
向

け
た

M
T
E
P
支

援

サ
ー

ビ
ス

＆
支

援
事

例
 

        

③
海

外
支

援
拠

点
で

あ
る

バ
ン

コ

ク
支

所
と

本
部

な
ど

で
オ

ン
ラ

イ

ン
を

活
用

し
、
海

外
進

出
し

た
企

業

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ
、
セ
ミ

ナ
ー

に

よ
る

情
報

提
供

や
相

談
対

応
な

ど

の
技

術
支

援
を

実
施

す
る

。
 

(
7
)
バ
ン

コ
ク

支
所

の
技

術
支
援

 

1
)
バ

ン
コ

ク
支

所
と

本
部

と
連

携
し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
の
開

催
 

 
a
)
都
産

技
研

職
員

が
講

師
と

な
る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

 
計

5
件
、
計

6
9
名

受
講
 

 
 

・
め

っ
き

技
術

の
基

礎
（

1
月

2
6
日

、
21

名
）
 

・
鉄

鋼
材

料
の

基
礎

（
1
2
月

2
2
日
、

1
9
名

）
 

 
 
b
)セ

ミ
ナ

ー
で

日
本

語
と
タ

イ
語
の

AI
翻
訳

の
導

入
（
新

規
）
 

 
 

 
日

系
企

業
勤

務
の

タ
イ

人
（
タ

イ
人

聴
講
者

6
名
）

が
セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
し

や
す

い
環
境

を
構

築
 

2
)
技

術
相

談
・

実
地

技
術

支
援

 
1
23

件
（

前
年

度
：

1
07

件
）
 

《
技

術
相

談
事

例
》
 

 
・

バ
イ

ク
用

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
バ
ッ

テ
リ

ー
の

分
解

に
関

す
る
相

談
 

 
・

バ
ナ

ナ
な

ど
フ

ル
ー

ツ
の

収
穫
後

廃
棄

物
の

有
効

利
用

法
に
関

す
る

相
談
 

3
)
タ

イ
の

日
系

企
業

支
援

機
関

と
実
施

し
た

連
携

事
業
 

 
a
)
中
小

企
業

振
興

公
社

と
の

共
同
主

催
事

業
“

T
-c
a
f
é 
O
n
l
i
n
e”

の
開

催
（

2
月

18
日

、
3
月

8
日

）
 

 
b
)
埼
玉

県
タ

イ
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク
共

催
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

を
ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

開
催

（
3
月

18
日
、

計
38

名
）
 

 
c
)
タ
イ

工
業

省
産

業
振

興
局

、
中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

の
主
催

事
業

へ
の

協
力

 
 

・
第

20
回
、

第
2
1
回
 
O
T
AG
A
I
 
F
O
RU
M
（
9
月

2
7
日

、
3
月

9
日
）

開
催
 

 
4
)
タ
イ

の
産

業
動

向
の

都
内
中

小
企
業

へ
情

報
提

供
 

 
 

「
コ

ロ
ナ

後
の

タ
イ

産
業

動
向
」

の
調

査
を

外
部

委
託

し
、
報

告
書

を
作

成
（

3
月

）
 

 

〇
バ

ン
コ

ク
支

所
・
本

部
連

携
オ

ン
ラ
イ

ン
セ

ミ

ナ
ー

。
We
b
会
議

シ
ス

テ
ム

で
日

系
企
業

は
自

社

か
ら

の
参

加
が

可
能

。
さ

ら
に

、
A
I
翻

訳
を

導
入

し
、
現

地
タ

イ
人

ス
タ

ッ
フ

の
人

材
育
成

に
も

寄

与
。
 

○
埼

玉
県

タ
イ

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
共

催
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会
「
こ

れ
か

ら
の

ビ
ジ
ネ

ス
ト
レ

ン
ド

i
n

タ
イ

」
 

         ○
「

コ
ロ

ナ
後

の
タ

イ
産

業
動
向

」
を
調

査
(
3
月

)

 
 

タ
イ

の
自

動
車

産
業
と

D
X
化
状

況
を

報
告

中
小

企
業

の
海

外
展

開
に

寄
与

し

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
2
 0
 2
 1

年

度
中

2 
4
 件

を
目

標
と

す
る
。

 

(
8
)
 
中
小

企
業

の
海

外
展

開
に

寄
与
し

た
件

数
 

a
)
海

外
展

開
達

成
件

数
 

30
件

 

内
訳

：
C
E
マ

ー
キ

ン
グ

適
合

1
2
件
、

製
品

輸
出

1
5
件

、
認

証
取
得

１
件

、
そ

の
他

2
件

 

b
)
達

成
事

例
（

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト
よ

り
抜

粋
）
 

 
・

半
導

体
素

材
加

工
装

置
の

規
格
認

証
可

否
が

判
断

で
き

、
中
国

へ
輸

出
で

き
た

。
 

・
ニ

ッ
ケ

ル
め

っ
き

真
鍮

加
工

品
等
の

RE
A
C
H
規

制
と

Ro
H
S
指
令

の
相

違
に

つ
い

て
明
確

に
す
る

こ
と

が
で

き
、
 

E
U
に
輸

出
す

る
こ

と
が

で
き
た

。
 

〇
海

外
展

開
に

寄
与

し
た

件
数

3
0
件

  

（
年

度
計

画
目

標
値

比
：

 
12
5
%
）
 

（
中

期
計

画
目

標
値

比
：

 
 2
5
%
）
 

・
利

用
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

送
付
数

2
1
8
件

、
回
答

1
3
8
件

、
 

「
達

成
し

た
」

30
件
 

「
取

り
組

み
継

続
中

」
7
2
件
 

 

3
3
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

４
 

地
域

や
支

所
の

特
色

を
活

か
し
た

支
援
 

４
－

１
 
支
所

に
お

け
る

支
援
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

や
城

東
、

墨

田
、
城
南

の
各

支
所

で
は

、
地
域

の

産
業

特
性

を
踏

ま
え

、
本

部
や
各

支

所
と

の
有

機
的

な
連

携
を

図
り

な

が
ら

技
術

支
援

を
実

施
す

る
。

ま

た
、
公
益

財
団

法
人

東
京

都
中
小

企

業
振

興
公

社
（

以
下
、
「
中

小
企

業

振
興

公
社

」
と

い
う
。
）
や

大
学

、

区
・
市
等

と
の

連
携

事
業

な
ど
を

通

じ
て

、
中

小
企

業
の

製
品

開
発
や

技

術
的

課
題

の
解

決
を

支
援

す
る

。
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

で
は

、
繊
維

技

術
の

蓄
積

を
活

か
し

た
複

合
素

材

開
発

、
及

び
、
Ｅ
Ｍ

Ｃ
サ

イ
ト
で

の

各
種

機
器

や
デ

バ
イ

ス
の

電
気

的

評
価

に
よ

る
製

品
開

発
を

支
援

す

る
。
城
東

支
所

で
は

、
デ

ジ
タ
ル

技

術
を

活
用

し
た

製
品

デ
ザ

イ
ン

や

加
工

技
術

な
ど

に
よ

り
地

域
企

業

の
製

品
開

発
を

支
援

す
る

。
墨
田

支

所
で

は
、
人
間

工
学

や
生

理
計
測

な

ど
に

基
づ

い
た

デ
ー

タ
の

取
得

、
人

間
の

特
性

、
生

活
空

間
・
環
境
を

活

か
し

た
生

活
技

術
に

よ
る

生
活

関

連
製

品
の

開
発

を
支

援
す

る
。
城

南

支
所

で
は

、
先

端
的

な
計

測
・
分

析

技
術

や
加

工
技

術
に

よ
り

地
域

企

業
の

高
品

質
高

付
加

価
値

製
品

の

開
発

を
支

援
す

る
。
 

①
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

お
い

て
、

複
合

素
材

開
発

サ
イ

ト
で

は
繊

維

強
化

複
合

材
料

な
ど

の
開

発
支

援

を
、
Ｅ

Ｍ
Ｃ

サ
イ

ト
で

は
車

載
電

子

機
器

な
ど

の
評

価
に

よ
る

開
発

支

援
の

充
実

を
図

る
。
 

1
3 

B 
(
1
) 
多

摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

の
複

合
素

材
開
発

サ
イ

ト
お

よ
び

Ｅ
Ｍ

Ｃ
サ
イ

ト
に

よ
る

製
品

開
発

支
援
 

多
摩

地
域

に
は

、
電
気

・
輸
送

用
・

情
報
通

信
機
械

な
ど
の

加
工

組
立
型

産
業
に

加
え
、

織
物

業
な
ど

の
繊
維

産
業
に

係
わ

る
中

小
企

業
が

集
ま

っ
て

い
る

。
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

で
は

、
二
つ

の
サ

イ
ト

を
活

用
し

て
多
摩

地
域

の
産

業
支

援
を

実
施

 
 
1
)
利
用

実
績
 

 
 
依
頼

試
験

 
17
,
6
68

件
（

前
年
度

14
,
6
10

件
）（

う
ち

多
摩
地

域
企

業
の

利
用

実
績

6
,
57
9
件
、

3
7％

に
相

当
）

 

 
 
機
器

利
用

 
14
,
0
50

件
（

前
年
度

 
 7
,
6
13

件
）
（
う
ち

多
摩
地

域
企

業
の

利
用

実
績

7
,
02
5
件
、

5
0％

に
相

当
）

 

2
)
複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

に
よ

る
繊
維

強
化

複
合

材
料

や
繊

維
製
品

の
開

発
を

支
援

（
利

用
実
績

計
：

3
,6
8
3
件

）
 

繊
維

強
化

複
合

材
料

の
開

発
支

援
の
た

め
、

繊
維

製
品

や
複

合
材
料

の
試

作
加

工
と

品
質

評
価
の

実
施
 

a
)
繊

維
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

試
作
加

工
を

支
援
 

熱
硬

化
性

樹
脂

、
熱

可
塑

性
樹

脂
の
複

合
材

料
成

形
に

対
応

し
た
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

成
形

機
、
高

温
プ

レ
ス

成
形

機
等
を

用
い

た
試

作
加

工
支

援
を

実
施

（
利
用

実
績

：
3
0
7
件

）
 

・
高

温
プ

レ
ス

成
形

機
を

用
い

た
CF
R
P
製

航
空
機
内

装
用
備

品
の
試

作
加

工
を

支
援
 

b
)
ス

マ
ー

ト
テ

キ
ス

タ
イ

ル
の

製
品
開

発
支

援
 

め
っ

き
繊

維
、
金

属
線

、
ア
ル

ミ
ナ
繊

維
を

用
い

た
編

織
物

製
造
技

術
と

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス
技

術
を

融
合

し
、
ス
マ

ー

ト
テ

キ
ス

タ
イ

ル
や

燃
料

電
池

な
ど
の

製
品

開
発

を
支

援
（

利
用
実

績
：

26
件
）
 

・
金

属
線

を
編

み
込

ん
だ

ヒ
ー

タ
ー
機

能
付

き
ニ

ッ
ト

の
試

作
加
工

支
援

（
事
例

1
）
 

c
)
多

摩
地

域
の

繊
維

産
業

に
対

す
る
技

術
支

援
 

繊
維

製
品

の
ク

レ
ー

ム
解

析
試

験
を
は

じ
め
、
糸
か

ら
最
終

製
品
の

試
作

加
工

や
品

質
評

価
を
総

合
的

に
支

援
で

き
る
体

制
を

整
備

し
、
「
繊

維
・

複
合
材

料
試
験

」
と

し
て

の
ブ

ラ
ン

ド
試
験

を
実

施
（

利
用

実
績

：
3
,3
5
0
件

）
 

・
手

術
器

具
用

(腸
、
脳

外
科
手

術
用
)
使
い

捨
て

カ
バ

ー
の
製

品
化
を

支
援

（
事
例

2
）
 

3
)
Ｅ

Ｍ
Ｃ

サ
イ

ト
に

よ
る

民
生

お
よ
び

車
載

用
電

子
機

器
の

安
全
性

評
価

に
よ

る
開

発
支

援
（
利

用
実

績
計

：
6
2
3
件

）
 

a
)
民

生
機

器
向

け
の

Ｅ
Ｍ

Ｃ
評

価
の
実

施
 

民
生

機
器

向
け

の
Ｅ

Ｍ
Ｃ

試
験

と
し
て

、
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
測

定
、
イ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
試

験
を

実
施
（

利
用

実
績

：
4
1
9
件

）

・
雷

サ
ー

ジ
対

策
部

品
の

回
路

設
計
と

耐
性

評
価

に
よ

る
製

品
化
を

支
援

（
事
例

3
）
 

・
電

子
回

路
基

板
の

信
号

品
質

評
価
と

PR
動
画
作
成

協
力
に

よ
る
事

業
化

を
支

援
 

b
)
車

載
機

器
向

け
の

Ｅ
Ｍ

Ｃ
評

価
機
器

の
稼

働
 

車
載

機
器

向
け

放
射

イ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

技
術

支
援
メ

ニ
ュ

ー
を

拡
充

し
、
試

験
を

開
始
（
利

用
実

績
：
2
04

件
）
 

 
 

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

対
応

自
動
車

用
電

子
キ

ー
の

電
気

安
全
性

評
価

に
よ

り
製

品
化

を
支
援
 

c
)
多

摩
地

域
の

企
業

に
即

し
た

オ
ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支

援
の
開

始
 

多
摩

地
域

の
電

気
・
輸

送
用
・
情

報
通
信

機
械
等
製

造
業
に

即
し
た

支
援

と
し

て
、
新
規

に
放
射

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

測
定

に

関
す

る
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

型
技

術
支
援

の
メ

ニ
ュ

ー
を

構
築

し
、
1
0
月

か
ら

サ
ー

ビ
ス
を

開
始
（

利
用

実
績

：
4
2
件
）

 
4
）
地

域
連

携
に

よ
る

支
援
及

び
協
力
 

 
 

・
中

小
企

業
振

興
公

社
多

摩
支
社

：
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

多
摩
支

援
事

業
 

産
学

連
携

合
同

W
e
b
面

談
会

に
て

研
究

成
果
 

2
件

を
報

告
 

 
 

・
東

京
都

立
大

学
：

ワ
イ

ヤ
レ
ス

給
電

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る
共

同
研

究
を

実
施

 論
文

掲
載

1
報
 

 
 

・
東

京
都

商
工

会
連

合
会

：
ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

協
力

と
日
野

市
商

工
会

等
会

員
企

業
へ
の

都
産

技
研

事
業

の
紹

介
 

 

 〇
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

化
事
例
 

（
事
例

1
）
ベ
ス

ト
等

に
用

い
る

ヒ
ー
タ

ー
付

き

ニ
ッ

ト
 

       金
属

線
用

の
撚

糸
機

や
無

縫
製

横
編

機
を

用
い

た
試

作
加

工
支

援
 

 （
事
例

2
）
手

術
器

具
用

(腸
、

脳
外
科

手
術

用
 

)
使

い
捨

て
カ

バ
ー
 

       細
幅

編
地

の
編

物
設

計
と

編
成

技
術
を

支
援
 

 （
事
例

3
）
雷

サ
ー

ジ
対

策
部

品
 

          小
型

化
に

向
け

た
回

路
設

計
と

通
電

試
験

に
よ

る
機

能
性

評
価
 

②
城

東
支

所
で

は
、
デ

ザ
イ

ン
ス

タ

ジ
オ
、
も
の

づ
く

り
ス

タ
ジ

オ
に

よ

る
地

域
企

業
の

も
の

づ
く

り
支

援

を
強

化
す

る
。
 

(
2
)
城
東

支
所

の
地

域
企

業
の
も

の
づ
く

り
支

援
 

 
金

属
・
機

械
部

品
・
日
用
品

製
造
業

が
多

く
集

ま
り
、
伝

統
産
業

も
盛

ん
な

城
東
・
城

北
地
域

に
お

い
て
、
三
次
元

造
型
機

な

ど
を

活
用

し
て

デ
ザ

イ
ン

開
発

を
支
援

。
ま

た
、

各
種

の
加

工
機
を

活
用

し
た

試
作

品
作

製
支
援

を
実

施
 

1
)
利

用
実

績
 

 
 

 
 

依
頼

試
験

 
 
8
,
30
3
件
(
前

年
度

6
,9
4
4
件

)
(う

ち
城
東

・
城
北

地
域

企
業

の
利

用
実

績
2,
0
6
8
件

、
2
5
％
に

相
当

) 

 
 

機
器

利
用

 
1
0
,
19
7
件
(
前

年
度

6
,9
1
2
件

)
(う

ち
城
東

・
城
北

地
域

企
業

の
利

用
実

績
4,
3
1
5
件

、
4
2
％
に

相
当

) 

2
)
デ

ザ
イ

ン
ス

タ
ジ

オ
、

も
の

づ
く
り

ス
タ

ジ
オ

に
よ

る
支

援
 

a
)
製

品
化

支
援

事
例
 

・
ネ
ッ

ク
ス

ト
ラ

ッ
プ

の
印
字

面
を
正

面
に

向
か

せ
る

新
パ

ー
ツ
デ

ザ
イ

ン
を

提
案
、
知

財
を
実

施
許

諾
契

約
し

製
品

化
を
支

援
。

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

入
居

者
用
ネ

ッ
ク

ス
ト

ラ
ッ

プ
に

採
用
（

事
例

4）
 

・
共

同
研

究
に

よ
り

セ
ミ

オ
ー

プ
ン
形

羽
根

車
の

揚
水

性
能

向
上
を

実
現

し
、

特
殊

水
溶

液
用
ポ

ン
プ

の
製

品
化

を
支

援
 

 〇
城

東
支

所
の

製
品

化
支

援
事

例
 

（
事
例

4
）
ネ

ッ
ク

ス
ト

ラ
ッ

プ
 

      印
字

面
を

正
面

に
向

か
せ

る
新

パ
ー

ツ
デ

ザ
イ

ン
を

提
案
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・

小
型

モ
ビ

リ
テ

ィ
用

防
振

フ
ッ
ト

マ
ッ

ト
の

耐
候

性
評

価
で
社

内
規

格
ク

リ
ア

を
確

認
し
、

製
品

化
を

支
援

 
 

 
 

 
 

 
・

べ
っ

甲
粉

末
分

散
材

料
の

成
形
加

工
性

を
活

か
し

た
製

品
形
状

の
研

究
開

発
を

行
い

、
べ
っ

甲
端

材
の

有
効

活
用

を
支
援

 

 
・

精
緻

な
三

次
元

造
形

機
の

活
用
を

提
案

し
、

木
目

込
み

雛
人
形

の
原

型
モ

デ
ル

作
成

を
支
援
 

3
)
地

域
連

携
に

よ
る

支
援

及
び

協
力
 

・
江
戸

川
区

と
都

産
技

研
の
連

携
事
業

で
あ

る
公

設
試

験
研

究
機
関

等
利

用
促

進
事

業
助

成
金
を

活
用

し
て

区
内

異
業

種
企
業

3
社

が
共

同
開

発
し

た
「

飛
沫

防
止

L
E
D
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の
デ

ザ
イ

ン
・

試
作

を
支

援
 
(事

例
5
) 

・
東

京
都

立
大

学
、

東
京

理
科

大
学
、

地
域

内
企

業
と

小
型

レ
ー
ダ

ー
デ

バ
イ

ス
開

発
の

共
同
研

究
を

実
施
 

 
・
第

3
7
回

葛
飾

区
産

業
フ
ェ

ア
開
催

を
葛

飾
区

、
関

係
団

体
、
企

業
と

協
働

し
て

、
開

催
、
同

時
に

城
東

支
所

施
設

公
開
を

開

催
(
1
0
月

1
6,
1
7
日

) 

も
の

づ
く

り
ス

タ
ジ

オ
見

学
者

 
1
,4
9
6
名

、
城

東
振

興
セ

ン
タ
ー

入
場

者
 
約

2
,
20
0
名
 

 

（
事
例

5
）
区
内

三
社

共
同

開
発

に
よ
る

飛
沫

防

止
L
E
D
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン
 

       連
携

事
業

の
助

成
金

を
活

用
し

た
LE
D

パ
ー

テ

ー
シ

ョ
ン

の
デ

ザ
イ

ン
・

試
作

を
支
援
 

③
墨

田
支

所
で

は
、
生

活
技

術
開

発

サ
イ

ト
に

よ
る

快
適

性
・
安

全
性

評

価
に

基
づ

い
た

生
活

関
連

製
品

の

開
発

支
援

を
図

る
。
 

(
3
)
墨
田

支
所

(
生
活

技
術

開
発

サ
イ
ト

)の
生
活
関
連

製
品
の

開
発
支

援
 

生
活

関
連

製
品

や
産

業
用

資
材

な
ど
を

中
心

に
、「

人
間
に
と

っ
て
の

使
い

や
す

さ
」、
「
快

適
性
・
安
全
・
健

康
」
に

配
慮

し
た

製
品

開
発

、
高

付
加

価
値

な
も

の
づ
く

り
を

支
援
 

1
)
利

用
実

績
 

 
 

 
 

依
頼

試
験

 
 
2
,
99
9
件
 
(
前

年
度

2,
6
7
3
件

) 

 
機

器
利

用
 

 
8,
2
86

件
 (
前

年
度

5
,
25
3
件
) 

2
)
快

適
性

・
安

全
性

評
価

に
基

づ
い
た

支
援
 

 
a
)
製
品

化
支

援
事

例
 

・
新
た

に
開

発
し

た
ス

ポ
ー
ツ

用
マ
ス

ク
の

内
側

生
地

の
最

大
熱
流

束
を

測
定

し
、
高
い

冷
感
性

能
の

立
証

を
支

援
（

事
例

6）

・
特
定

の
臭

気
に

対
応

し
た
加

工
剤
『
ナ

ノ
フ
ァ
イ

ン
』
の

効
果
立

証
を

共
同

研
究

に
よ

り
支
援
、
東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発

信
交

流
会

20
2
2
に

出
展

（
事
例

7
）
 

・
膜

材
の

摩
耗

試
験

に
よ

り
エ

ア
ー
構

造
膜

材
遊

具
の

品
質

向
上
の

た
め

の
材

料
選

択
を

支
援
 

・
日

射
環

境
試

験
装

置
を

利
用

し
、
自

律
移

動
型

の
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

ロ
ボ

ッ
ト

の
温

度
上

昇
評
価

を
支

援
 

・
自

社
開

発
の

採
便

袋
の

に
お

い
漏
れ

試
験

を
実

施
し

、
高

い
硫
化

水
素

遮
蔽

性
能

の
立

証
を
支

援
 

 
・

体
臭

を
模

擬
し

た
臭

気
成

分
を
提

案
、

消
臭

ス
プ

レ
ー

の
性
能

の
デ

ー
タ

を
取

得
し

、
製
品

化
を

支
援
 

3
)
地

域
連

携
に

よ
る

支
援

及
び

協
力
 

・
第

10
回
す

み
だ

フ
ァ

ク
ト
リ

ー
め
ぐ

り
「

ス
ミ

フ
ァ

」
に

参
加
協

働
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て
施

設
公

開
を

開
催
 

・
東

京
都

立
皮

革
技

術
研

究
セ

ン
タ
ー

（
墨

田
区

）
推

進
協

議
会
委

員
 

・
公

益
財

団
法

人
台

東
区

産
業

振
興
事

業
団

審
査

委
員
 

 

 〇
墨

田
支

所
の

製
品

化
支

援
事

例
 

（
事
例

6
)高

い
冷

感
性

能
の
ス

ポ
ー
ツ

マ
ス

ク
 

      内
側

生
地

の
熱

流
束

測
定

に
よ

り
、
冷
感

性
能

の

立
証

を
支

援
 

 （
事

例
7
)
特

定
臭

気
の

消
臭

性
を

付
加

さ
せ

た

加
工

剤
 

      被
服

等
繊

維
加

工
に

使
用

す
る

加
工

材
に

つ
い

て
、

消
臭

性
能

の
効

果
立

証
を

支
援
 

④
城

南
支

所
で

は
、
先

端
計

測
加

工

ラ
ボ

に
よ

る
地

域
企

業
の

高
品

質

高
付

加
価

値
製

品
の

開
発

支
援

を

図
る

。
 

(
4
)
城
南

支
所

の
高

品
質

高
付
加

価
値
製

品
の

開
発

支
援
 

 
研

究
開

発
型

中
小

企
業

が
多

い
城
南

地
域

の
産

業
特

性
に

配
慮
し
、
リ
バ

ー
ス

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ

や
開

発
品

の
包

括
的
安
全

性
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

高
付
加

価
値

製
品

の
開

発
を

支
援
 

1
)
利

用
実

績
 

依
頼

試
験

 
 
8
,
03
8
件

(
前
年

度
10
,
1
66

件
) 
(
う
ち

城
南

地
域
企

業
の

利
用

実
績

3,
8
6
7
件
、

4
8％

に
相

当
) 

 
機

器
利

用
 

 
8,
0
89

件
(前

年
度
 
 
6
,7
8
1
件
)
 (
う
ち
城

南
地
域

企
業

の
利

用
実
績

4
,
1
5
1
件

、
5
1
％
に

相
当

) 

2
)
「

先
端

計
測

加
工

ラ
ボ

」
に

よ
る
開

発
支

援
 

 
a
)
製
品

化
支

援
事

例
 

・
純

銀
ア

ク
セ

サ
リ

ー
の

硬
さ

試
験
や

溶
出

試
験

な
ど

を
実

施
し
、

新
ブ

ラ
ン

ド
立

上
げ

を
支
援

（
事
例

8
）
 

・
高

強
度

樹
脂

を
出

力
す

る
溶

融
積
層

造
形

装
置

に
よ

り
家

畜
取
付
用

I
o
T
機

器
の

筐
体

試
作
を

実
施

し
、

製
品

化
を

支
援
 

・
手

作
り

イ
ン

ソ
ー

ル
試

作
品

の
Ｘ
線

Ｃ
Ｔ

像
か

ら
形

状
デ

ー
タ
を

作
成

し
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
成

形
金

型
の

設
計

を
支

援
 

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
成

形
品

の
成

形
条
件

と
内

部
空

隙
状

況
の

関
連
を

Ｘ
線

Ｃ
Ｔ

で
解

析
し

、
適
切

な
成

形
条

件
確

立
を

支
援
 

・
硬
質

ウ
レ

タ
ン

コ
ー

テ
ィ
ン

グ
を
施

し
た

外
装

材
の

耐
久

性
試
験

や
強

度
試

験
を

総
合

的
に
実

施
し
、
新
規

案
件
で

の
採
用

を
支

援
 

3
)
地

域
連

携
に

よ
る

支
援

及
び

協
力
 

 
・
東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

道
場

事
業

」
に
お

い
て

造
形

装
置

に
よ

る
試
作

品
作

製
に

協
力

、
ペ

ッ
ト
用
食

器
の

製
品

開
発

を
支

援
（

事
例

9
）
 

・
大
田

加
工

技
術

展
示

商
談
会
（

来
場

者
数
：
1,
5
2
7
名
（
前

年
度

1
,
94
4
名
））
、
お

お
た

研
究
開

発
フ

ェ
ア
（
オ

ン
ラ

イ
ン
、

ア
ク

セ
ス

者
数

：
1
,
4
18

名
（

前
年
度

1,
8
5
2
名

）
）、

お
お

た
工
業

フ
ェ

ア
（

オ
ン

ラ
イ

ン
、
ア

ク
セ

ス
者

数
：

1
,1
6
8
名

（
前

年
度

3,
3
7
8
名

））
に
出
展

し
、
地

元
企

業
へ

Ｐ
Ｒ
 

・
さ

わ
や

か
信

金
か

ら
の

顧
客

紹
介
に

よ
る

技
術

相
談

を
実

施
 

 〇
城

南
支

所
の

製
品

化
支

援
事

例
 

（
事

例
8
)
新

ブ
ラ

ン
ド

立
上

げ
を

支
援

し
た

純

銀
ア

ク
セ

サ
リ

ー
 

      ア
レ

ル
ギ

ー
の

抑
止

を
目

指
し

た
加

工
方

法
に

つ
い

て
、
硬

さ
試

験
、
溶
出
試

験
に
よ

り
、
新

ブ

ラ
ン

ド
立

上
げ

を
支

援
 

（
事
例

9
)ペ

ッ
ト

用
食

器
 

      造
形

装
置

に
よ

る
試

作
で

製
品

開
発
を

支
援
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

４
 

地
域

や
支

所
の

特
色

を
活

か
し
た

支
援
 

４
－

２
 
食
品

産
業

へ
の

支
援
 

食
品

技
術

セ
ン

タ
ー

の
有

す
る

食

品
技

術
と

都
産

技
研

の
有

す
る

工

業
技

術
の

相
乗

効
果

に
よ

り
、
食

品

産
業

に
関

わ
る

中
小

企
業

支
援

を

強
化

す
る

。
食

品
産

業
に

関
わ
る

依

頼
試

験
、
機
器

利
用

、
研

究
開
発

等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
新
技

術
・

新
製

品
開

発
、
デ
ザ

イ
ン

向
上

、
生

産
性

向
上

等
に

よ
る

売
れ

る
商

品

開
発

を
支

援
す

る
。
さ
ら

に
、
中

小

企
業

振
興

公
社

な
ど

と
の

連
携

の

強
化

に
よ

っ
て

商
品

の
販

路
開

拓

ま
で

を
含

め
た

一
体

的
な

支
援

を

図
る

。
 

ま
た

、
食

の
安

全
・
安
心

の
確
保

や

地
産

地
消

等
の

推
進

を
行

っ
て

い

る
、
都
の

農
林

水
産

業
振

興
部
門

と

の
連

携
も

図
っ

て
い

く
。
 

①
食

品
技

術
セ

ン
タ

ー
を

統
合

し
、

食
品

産
業

に
関

わ
る

研
究

開
発

や

支
援

業
務

の
円

滑
な

実
施

に
努

め

る
。
 

  

1
4 

A 
(
1
)
食
品

技
術

セ
ン

タ
ー

の
統
合

に
伴
う

円
滑

な
業

務
運

営
に

向
け
た

取
り

組
み
 

 
食

品
技

術
セ

ン
タ

ー
と

本
部

お
よ
び

墨
田

支
所

が
連

携
し

て
業
務

を
実

施
 

1
)
本

部
 

・
本
部

相
談

支
援

係
が

食
品
に

係
る
技

術
相

談
を

把
握

す
る

た
め
見

学
会

と
意

見
交

換
を

実
施
、
本

部
総

合
支

援
窓
口

か
ら
食

品
技

術
セ

ン
タ

ー
へ

97
件
の
技

術
相
談

を
紹

介
、

工
業

製
品

の
微
生

物
試

験
や

レ
ト

ル
ト

殺
菌
技

術
に

対
応
 

・
バ

イ
オ

技
術

グ
ル

ー
プ

と
人

事
交
流

（
9
名
）
を

実
施
す

る
な
ど

研
究

お
よ

び
支

援
内

容
の
協

力
体

制
を

構
築

、
特

定
運
営

費
交

付
金

事
業

「
フ

ー
ド

テ
ッ

ク
に
よ

る
製

品
開

発
支

援
事

業
」
を

提
案

し
、

採
択

さ
れ

た
。
2
0
22

年
度

か
ら

事
業
開

始
 

2
)
墨

田
支

所
 

・
墨
田

支
所

ブ
ラ

ン
ド

試
験
「

に
お

い
分

析
試
験
」
と
連
携

し
、
清
酒

や
チ

ョ
コ

レ
ー
ト

の
品
質

向
上

に
関

す
る

研
究

開
発
へ

技
術

展
開
 

(
2
)
 
食
品

加
工

、
食

品
の

成
分

分
析
・

品
質

評
価

、
微

生
物

利
用
に

関
す

る
研

究
開

発
と

支
援
業

務
 

1
)
研

究
開

発
の

取
り

組
み

内
容

 

・
果

実
酒

製
造

免
許

と
清

酒
製

造
免
許

に
加

え
、

本
年

度
新

た
に
酒

母
製

造
免

許
を

取
得

し
醸
造

業
界

へ
の

支
援

を
強

化
 

【
取

り
組

み
成

果
】
 

 
 

 
・
醸

造
業

界
と

20
1
8～

2
0
20

年
度

に
共
同
研

究
で
開

発
し
た

純
米

酒
が
、
フ
ラ
ン

ス
の
日

本
酒

品
評

会
「
K
u
ra
 M
a
s
te
r

の
純

米
酒

部
門
で

2
0
20

年
度
プ

ラ
チ
ナ

賞
に

続
き
、
2
0
21

年
度

金
賞

を
受

賞
（
事

例
1）
。
食
品

技
術

セ
ン

タ
ー

は
古

来
の

酵
母

に
つ

い
て

現
代

の
醸

造
プ
ロ

セ
ス

に
適

し
た

仕
込

み
条
件

の
検

討
お

よ
び

品
質

評
価
を

支
援
 

 
 

・
酪

農
用

乳
酸

菌
を

用
い

た
減
塩

発
酵

漬
物

を
開

発
し

、
日
本

食
品

科
学

工
学

会
等

で
公
表
 

2
)
支

援
業

務
の

取
り

組
み

内
容

 

・
乾

燥
機

や
粉

砕
器

、
微
酸
性

電
解

水
生

成
装
置

を
新
た
に

導
入

す
る

な
ど

試
作

支
援
を

強
化

。
ま

た
、

本
部

か
ら
液

体
ク

ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
を

移
設

し
、

食
品

中
有
用

成
分

測
定

を
開

始
 

 
 

【
支

援
業

務
の

利
用

実
績

】
 

依
頼

試
験

 
 

6
30

件
 

 
 

 
機

器
利

用
 

3
,0
7
7
件

 

 
 

【
支

援
事

例
】
 

・
ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
に

食
用
蚕

の
パ
ウ

ダ
ー

化
に

用
い

る
加

工
装
置

や
加

工
条

件
の

ア
ド

バ
イ
ス

を
行

い
、
食

用
蚕
パ

ウ

ダ
ー

を
用

い
た

製
品

開
発

を
支

援
（
技

術
相

談
・

機
器

利
用

）
（
事

例
2
）
 

 
 

 
・

手
作

り
食

品
企

業
に

発
酵
ソ

ー
セ

ー
ジ

の
水

分
活

性
や

p
H
測

定
を

実
施

し
、
新

製
品
の

熟
成

期
間

検
討

を
支

援
 

・
島

し
ょ

水
産

物
の

成
分

測
定

や
微
生

物
試

験
を

実
施

（
依

頼
試
験

）
 

〇
食

品
技

術
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

研
究

開
発

お
よ

び
支

援
業

務
の

成
果

事
例
 

（
事
例

1
）「
K
u
ra
 M
as
t
e
r」
の
純

米
酒
部
門

2
02
1

年
度

金
賞

を
受

賞
し

た
純

米
酒

 

          古
来

の
酵

母
に

つ
い

て
現

代
の

醸
造

プ
ロ

セ
ス

に
適

し
た

仕
込

み
条

件
の

検
討

お
よ

び
品

質
評

価
を

支
援
 

 （
事
例

2
）
加
工

方
法

検
討

等
を

支
援
し

た
食

用

蚕
パ

ウ
ダ

ー
使

用
チ

ッ
プ

ス
 

       加
工

装
置

や
加

工
条

件
の

ア
ド

バ
イ
ス

に
よ

り
、

製
品

開
発

を
支

援
 

 

②
食

の
地

産
地

消
等

の
推

進
に

お

い
て
、
都
の

農
林

水
産

業
振

興
部

門

と
連

携
を

図
り
、
地
域

の
特

色
を

活

か
し

た
商

品
開

発
を

支
援

す
る

。
 

(
3
)
食
の

地
産

地
消

等
の

推
進
に

向
け
た

都
の

農
林

水
産

業
振

興
部
門

と
連

携
 

1
)
農

業
振

興
事

務
所

と
の

連
携

 

農
業

改
良

普
及

セ
ン

タ
ー

に
寄

せ
ら
れ

る
地

域
資

源
を

活
か

し
た
農

産
物

加
工

に
係

る
要

望
に
対

応
 

・
農
産

加
工

事
業

者
に

農
産
物

の
加
工

利
用

と
機

能
性

に
関

す
る
技

術
、
農

産
加

工
の
現

場
で
役

立
つ

簡
易

検
査

の
講

義
と
実

習
を

実
施

 
（

依
頼

講
演

、
1
月

26
日
、

4
名
受

講
）
（
事
例

3
）
 

・
使
用

部
位

に
よ

る
風

味
・
外

観
の
差

、
加

工
法

検
討

を
実

施
し
、
奥
多

摩
産

わ
さ

び
を

使
用
し

た
「

わ
さ

び
パ

ウ
ダ

ー
」
の

製
品

化
を

支
援

、
奥

多
摩

エ
リ

ア
で
業

務
用

に
販

売
開

始
 

（
技
術

相
談

・
機

器
利

用
）（

事
例

4
）
 

 
2
)
（
公

財
）

東
京

都
農

林
水

産
振
興

財
団

と
の

技
術

連
携

 

東
京

都
農

林
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
等
と

連
携

し
て

地
域

資
源

を
活
用

し
た

食
品

開
発

を
実

施
 

 
・

コ
マ

ツ
ナ

含
有

成
分

の
加

工
に
よ

る
消

化
吸

収
特

性
変

化
の
解

明
（

基
盤

研
究

）
 

 
・

採
卵

後
の

ヤ
マ

メ
の

有
効

利
用
技

術
の

開
発

（
共

同
研

究
）
 

    

（
事
例

3
）
地
域

資
源

を
活

か
し

た
農
産

物
加

工

や
簡

易
検

査
に

関
す

る
講

習
会

 

       （
事
例

4
）
使
用

部
位

検
討

等
を

支
援
し

た
緑

鮮

や
か

な
わ

さ
び

パ
ウ

ダ
ー
 

 

 

3
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中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年
度
 

年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

５
 

東
京
の
産
業
を
支
え
る
産
業
人
材
の
育
成
 

５
－

１
 
中
小

企
業

の
中

核
人
材

の
育
成
 

最
新
の
技
術
動
向
、
製
品

の
品
質

管

理
や

信
頼

性
な

ど
に

関
す

る
セ

ミ

ナ
ー

や
実

習
を

取
り

入
れ

た
講

習

会
を

開
催

す
る
。
ま
た
、
企
業
現

場

で
の
技
術
支
援
な
ど
を
通
じ
、
研
究

成
果
や
技
術
シ
ー
ズ
、
ノ

ウ
ハ
ウ

の

普
及
に
よ
り
、
技
術

力
の

高
い
人

材

を
育

成
す

る
。
さ

ら
に
、
受
講
者

の

利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
オ
ン

ラ

イ
ン

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

開

催
す

る
。
 

①
様

々
な

技
術

分
野

の
最

新
動

向

な
ど

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

や
都

産

技
研
が
有
す
る
技
術
・
設
備
を
活
用

し
た

実
践

に
役

立
つ

講
習

会
を

開

催
し
、
中

小
企

業
の

中
核

を
担
う

人

材
の

育
成

を
行

う
。
 

1
5 

B 
(
1
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
講
習
会
 

1
)
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
 

 
 
「
緊
急
事
態
宣
言
の
再
延
長
を
踏
ま
え

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
」
を
受
け
、

今
年
度
の
開
催
テ
ー
マ

を

原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
方
針
へ
変
更
（
8
月

3
1
日
）
 

2
)
事
業
実
績
 

 
 
実
施
件
数
計

6
2
件
、
受
講
者
計

1
,
22
0
名
の
う
ち

60
件
、
1
,1
8
0
名
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
よ
る
実
績
 

（
前
年
度
：
計

66
件
、
計

1,
1
6
2
名
の
う
ち

13
件
、
4
00

名
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
よ
る
実
績
）
 

 
 

ラ
イ

ブ
配
信
 

オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
 

来
所
 

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

＊
 

計
 

件
 

名
 

件
 

名
 

件
 

名
件
 

名
 

件
 

名
 

a
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
 

2
6
 

36
6 

2
5
6

 
2
8
 

4
2
2 

b
)
講
習
会
 

2
 

6
 

1
2

 
3
 

8
 

c
)
特
別
セ
ミ
ナ
ー
 

5
 

11
5 

 
5
 

1
1
5 

d
)
海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 

4
 

8
9
 

2
1
1
3

 
6
 

2
0
2 

e
)
バ
ン
コ
ク
支
所
セ
ミ
ナ
ー
 

7
 

11
1 

1
3
8
 

8
 

1
4
9 

f
)
他
機
関
共
催
セ
ミ
ナ
ー
 

3
 

6
6
 

 
3
 

6
6
 

g
)
特
定
事
業
に
よ
る
 

セ
ミ

ナ
ー

・
講

習
会
 

8
 

2
2
2 

 
8
 

2
2
2 

h
)
そ
の
他
セ
ミ
ナ
ー
 

1
 

3
6
 

 
1
 

3
6
 

計
 

5
6
  

1
,
0
1
1 

4
1
6
9

1
2

1
3
8
 

6
2
 

1
,
2
2
0 

＊
ラ
イ
ブ
配
信
と
来
所
の
同
時
開
催
 

a
)
技
術
セ
ミ
ナ
ー
 

28
件
、
4
2
2
名
（
ラ
イ
ブ
配
信

2
6
件
、
3
6
6
名
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

2
件
、
5
6
名
）
 

 
 

 
 ラ

イ
ブ
配
信
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
 

 
 
 
・
「
鉄
鋼
材
料
の
熱
処
理
と
熱
処
理
品
の
評
価
技
術
」
7
月

9
日
、
3
9
名
 

・
「

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
基

礎
」
1
月

26
日
 

3
8
名

 
 等

 

 
 

 
・
ガ
ラ
ス
技
術
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
テ
ー
マ
設
定
 

 
 

 
 

「
ガ

ラ
ス

技
術

シ
リ

ー
ズ

1
 
ガ

ラ
ス

溶
解

プ
ロ

セ
ス
入

門
」

2
月

14
日
、
4
0
名
 

 
 

 
 

「
ガ
ラ
ス
技
術
シ
リ
ー
ズ

2
 
ガ
ラ
ス
製
品
の
基
礎
知
識
」
3
月

1
8
日
、
14

名
  

 
 

b
)講

習
会

 
3
件
、

8
名
（

ラ
イ
ブ

配
信

2
件

、
6
名
。

来
所

1
件
、

2
名

）
 

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
も
講
習
会
の
実
習
が
で
き
る
よ
う
に
、
内
容
を
工
夫
し
て
実
施
 

・
「
生
産
工
程
の
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
改
善
－
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
の
見
え
る
化
と
改
善
で
、
経
営
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
－
」

 
 

 
  
 

 1
1
月

1
2
日
、
5
名
 

 
 

 
・
「
X
線
非
破
壊
試
験
の
実
践
」
1
0
月

1
5
日
、
1
名
（
事
例

1）
 
等
 

 
 
c
)特

別
セ
ミ
ナ
ー
 

5
件
、
1
1
5
名
（
全
て
ラ
イ
ブ
配
信
）
 

技
術
革
新
が
進
み
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
技
術
分
野
で
あ
る
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、「

デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
、「

宇
宙

ビ
ジ
ネ
ス
分
野
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
設
立

10
0
周
年
記
念
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
 
 

・
「
2
0
50

年
に
向
け
た
航
空
宇
宙
業
界
ビ
ジ
ョ
ン
と
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
」
3
月

1
1
日
、
49

名
 

等
 

 
 
d
)海

外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 

6
件
、
2
0
2
名
（
ラ
イ
ブ
配
信

4
件
、
8
9
名
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

2
件
、
1
13

名
）
 

・
港
区
共
催
セ
ミ
ナ
ー
「
中
小
企
業
人
材
育
成
塾
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
－
C
E
マ
ー
キ
ン
グ
入
門
＋
R
o
HS

指
令
入
門
－
」
 

2
月

17
日
、
3
0
名
 
等
 
 

 
e
)
バ
ン
コ
ク
支
所
セ
ミ
ナ
ー
 

8
件
、
1
4
9
名
（
ラ
イ
ブ
配
信

7
件
、
1
1
1
名
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

1
件
、
3
8
名
）
 

 
 

・
埼
玉
県
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
共
催
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン
ド

i
n
 
タ
イ
」
3
月

18
日
、
3
8
名
 

等
 

 
 
f
)他

機
関
と
の
共
催
セ
ミ
ナ
ー
 
3
件
、
66

名
（
全
て
ラ
イ
ブ
配
信
）
 

共
催
機
関
：
一
般
社
団
法
人
組
込
み
シ
ス
テ
ム
技
術
協
会
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
 

 
 
 ・
「
中
小
企
業
の
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
入
門
」
計

2
回
、
計

41
名
 

〇
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
の
事
業
実
績

 
  
計

62
件
、
計

1
,
2
20

名
 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
 
 

 
 

6
0
件
、
1,
1
8
0
名

・
ラ
イ
ブ
配
信
 

 
 

 
5
6
件
、
1
,
01
1
名

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
 

 4
件
、
1
69

名
 

 
来
所
開
催
 

 
 

 
 

 
 

 
1
件
、
2
名
  

 
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
 

 
 

 
1
件
、
38

名
 

（
前
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
：
1
3
件
、
40
0
名
）

 ◯
(事

例
1)
オ
ン

ラ
イ

ン
講

習
会

の
開
催
 

            「
X
線
非
破
壊
試
験
の
実
践
」
は
内
容
を
工
夫

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
実
習
を
実
施
 

受
講
者
は
事
前
に
収
録
し
た
測
定
の
様
子
を
視

聴
し
な
が
ら
、
実
習
作
業
を
体
験
 

         ○
特
別
セ
ミ
ナ
ー
 

 

         都
産

技
研

設
立

10
0
周
年

事
業

と
し
て
計

5
回

開
催
し
、
計

1
1
5
名
が
受
講
 

3
7
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 ・
「

新
し

い
テ

キ
ス

タ
イ

ル
が
紡

ぐ
ウ

ィ
ズ

・
コ

ロ
ナ

時
代
の

新
事

業
（
第

1
回
：

産
業
資

材
分

野
）
」
 

 
 

 
 

3
月

10
日
、

2
5
名
 

等
 

 
 
g
)特

定
事

業
に

よ
る

セ
ミ
ナ

ー
・
講

習
会

 
8
件
、

2
22

名
（

全
て

ラ
イ

ブ
配

信
）
 

 
 

 ・
「

T
MA
N
戦

略
的

販
路
開

拓
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

 
計

7
回
、
計

1
4
2
名
 

・
「

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
社
会

実
装
と

安
全

性
に

つ
い

て
～

現
状
と

今
後

～
」

3
月

2
日

、
80

名
 
 

 
 
 
 
h
)そ

の
他

セ
ミ

ナ
ー

 
1
件

、
3
8
名
（

全
て

ラ
イ

ブ
配

信
）
 

 
 

 
・
「
モ

ビ
リ

テ
ィ

E
MC

セ
ミ

ナ
ー

-モ
ビ
リ

テ
ィ

E
MC
 
支

援
室

開
設

1
周

年
記

念
-」

1
0
月

1
5
日

、
3
6
名
 
 

3
)
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

継
続

 

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
後

、
W
e
b
ア

ン
ケ
ー

ト
に

よ
り

受
講

者
の

ニ
ー
ズ

や
満

足
度

を
把

握
す

る
た
め

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

、
高

い
満

足
度

を
維

持
 

 
 

◯
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

受
講

者
の
声

 
・

オ
ン
ラ

イ
ン

の
お

か
げ

で
移

動
時
間

も
な

く
参

加
で

き
た

の
で
助

か
っ

た
。
 

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
の

受
講

は
自
分

の
ペ

ー
ス

で
視

聴
で

き
、
短

い
期

間
で

集
中

す
る

こ
と
が

で
き

た
。
 

・
自

宅
で

参
加

で
き

、
大

変
あ

り
が
た

い
。

今
後

も
オ

ン
ラ

イ
ン
参

加
と

会
場

で
の

参
加

の
併
用

が
あ

り
が

た
い

。
 

  

    ◯
技

術
セ

ミ
ナ

ー
・

講
習

会
に

対
す
る

満
足

度
 

内
容

に
つ

い
て

「
良

か
っ

た
」「

や
や
良

か
っ

た
」

の
回

答
率
が

7
8％

と
高
い

評
価
を

獲
得

し

た
（

前
年

度
：

7
2％

）。
 

 
回

答
比
率

 
良

か
っ
た

 
5
1
％

や
や

良
か

っ
た

 
2
7
％

普
通

 
2
1
％

や
や

悪
か

っ
た

 
1
％

悪
か

っ
た

 
0
％

（
n
=
3
07
）
 

②
ラ

イ
ブ

配
信

又
は

オ
ン

デ
マ

ン

ド
配

信
な

ど
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

始
し

、
様

々
な
形

式

に
よ

る
研

修
の

機
会

を
提

供
す

る
。
 

(
2
)
デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

セ
ミ
ナ

ー
の
開

催
 

1
)
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
に

向
け

た
規
定

等
の

改
正
 

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
と

は
「

W
e
b
会
議

シ
ス
テ
ム

等
を
使

用
し
、

技
術

セ
ミ

ナ
ー

等
を

ラ
イ
ブ

配
信

又
は

オ
ン

デ
マ

ン
ド
配
信

で
行

う
も

の
」
と

定
義

。
運
用

の
た
め

下
記

2
種

類
の

規
定

を
改
正

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
視

聴
不

可
時

の
受

講
者
へ

の
対

応
等

に
つ

い
て

明
確

化
 

 
 
 

 ・
技
術

セ
ミ

ナ
ー

・
講

習
会
事

業
実

施
要

綱
（

9
月

、
3
月

改
正

）
 

 
 
 
 
 
・

技
術

セ
ミ

ナ
ー

・
講

習
会
及

び
オ

ー
ダ

ー
メ
ー
ド

型
技
術

支
援

の
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信
に

関
す

る
要

領
（

9
月

改
正
）
 

 
2
)
オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

の
開

始
 
4
件
、

1
69

名
 

 
 

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

用
の

外
部
講

師
謝

金
設

定
や

受
講

者
向
け

の
運

用
を

整
理

し
、

オ
ン
デ

マ
ン

ド
配

信
を

開
始

（
11

月
)

・
製

品
の

強
度

評
価

入
門

シ
リ

ー
ズ
 

2
件

、
5
6
名
 

・
M
T
EP

ミ
ニ

講
座

 
 

 
 
 

 
 
 
2
件

、
11
3
名
 

 (
3
)
デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

セ
ミ
ナ

ー
を
実

施
す

る
た

め
の

取
り

組
み
 

1
)
本

部
に

講
義

収
録

可
能

な
簡

易
ス
タ

ジ
オ

を
整

備
（

事
例

2
）
 

 
 
ビ
デ

オ
カ

メ
ラ

、
大

型
モ
ニ

タ
、
照

明
、

演
台

、
撮

影
用

ス
ク
リ

ー
ン

等
を

設
置

（
3
月

）
 

2
)
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

に
向

け
た

職
員
教

育
 

 
 

動
画

撮
影

方
法

や
著

作
権

等
の
資

料
作

成
時

の
注

意
事

項
を
ま

と
め

、
職

員
向

け
に

公
開
（

10
月

6
日
）
 

〇
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
の

開
始

 
事

前
収
録

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
オ

ン
デ
マ

ン
ド

で

配
信

開
始

 
4
件

、
1
6
9
名
 

 ◯
(事

例
2)
簡
易

ス
タ

ジ
オ

の
整

備
 

          撮
影

用
ス

ク
リ

ー
ン

等
を

設
置

し
、
講

義
収

録
可

能
な

簡
易

ス
タ

ジ
オ

を
整

備
 

５
－

２
 
次
世

代
を

担
う

人
材
の

育
成
 

 
 

大
学

、
高

等
専

門
学

校
等

か
ら
研

修

学
生

な
ど

を
受

け
入

れ
る

こ
と

に

よ
り

、
産

業
に

関
す

る
研

究
開
発

を

通
し

て
中

小
企

業
な

ど
に

お
け

る

も
の

づ
く

り
や

サ
ー

ビ
ス

の
高

度

化
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す

る
。
 

大
学

、
高

等
専

門
学

校
等

か
ら
研

修

学
生

な
ど

を
受

け
入

れ
、
都
産
技

研

が
有

す
る

技
術

や
高

度
な

設
備

な

ど
を

活
用

し
た

研
究

開
発

の
機

会

を
提

供
す

る
。
 

(
4
)
 
イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
よ

る
学
生

の
受

け
入

れ
、
お
よ

び
大
学

、
学

術
団

体
、
業
界

団
体
、
行
政

機
関

等
の

実
施

す
る
産
業

人
材

育
成

の
取

り
組

み
に

対
す

る
職
員

の
講

師
派

遣
 

 
1
)
研
修

学
生

（
1
ヶ
月

以
上

）
受
け

入
れ

実
績
 

技
術

習
得

や
研

究
を

目
的

と
し

た
学
生

を
研

修
学

生
と

し
て

受
け
入

れ
 

 
 

 計
6
機

関
 

計
1
1
名
（

芝
浦
工

業
大
学

3
名
、

金
沢

工
業
大
学

3
名
、

東
京

都
立

大
学

2
名
、
他

3
機
関

3
名

）
 

（
前

年
度

：
計

10
機
関

、
計

2
2
名

）
 

 
  
 

 
2
)
研
修

学
生

等
受

け
入

れ
後

に
関
す

る
貢

献
度

把
握

へ
の

取
り
組

み
 

 
 
 
 
研
修

学
生

受
入

に
よ

る
研

究
成
果

に
対

す
る

貢
献

度
調

査
を
実

施
 

a
)
学

会
発

表
、

連
携

機
関

発
表

 

材
料

技
術

研
究

協
会

討
論

会
2
0
2
1
（
ポ

ス
タ

ー
発

表
）
、
一
般

社
団
法

人
表

面
技

術
協

会
第

1
4
5
回

講
演

大
会

（
口

頭
発

表
）
、
公

益
社

団
法

人
日

本
金
属

学
会

2
0
21

年
秋

期
講

演
大
会

（
口
頭

発
表

）
他

1
件
 

 
 
 
b
)受

賞
 

 
 
 
 
 
 材

料
技

術
研

究
協

会
討

論
会

2
0
21

ゴ
ー
ル
ド

ポ
ス
タ

ー
賞
（

事
例

3）
 

3
)
職

員
の

講
師

派
遣
 

 
 
 
 
a
)高

度
な

専
門

知
識

を
持

つ
職
員

を
大

学
、
学

術
団
体

、
業

界
団

体
、
行
政

機
関
等

へ
非
常

勤
講

師
や

指
導

員
と

し
て
派

遣

計
2
5
機

関
、

計
4
2
名
 
（
前
年

度
：
計

22
 
機
関

、
計

26
名

）
 

 
 

b
)派

遣
事

例
 

 
 

＜
大

学
等

＞
 

 
 
 
 
講

師
：

法
政

大
学

、
東
京

家
政
大

学
、

多
摩

美
術

大
学

、
東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門
学

校
 

等
 

○
研

修
学

生
の

受
け

入
れ

実
績

 

 
6
機
関

 
1
1
名
 

（
前

年
度

：
1
0
機

関
、

2
2
名
）

 

 受
け

入
れ

機
関

数
と

受
け

入
れ

学
生
数

の
推

移

        ○
研

修
学

生
等

受
け

入
れ

後
に

関
す

る
貢

献
度

把
握

へ
の

取
り

組
み
 

研
修

学
生

受
入

に
よ

る
研

究
成

果
に

対
す

る
貢

献
度

調
査

を
実

施
 

・
学

会
発

表
、

連
携

機
関

発
表

 

10
6

22

11

0102030

20
20

20
21

機
関

数
学

⽣
数

(
名
) 

3
8
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非
常

勤
講

師
：

芝
浦

工
業

大
学

、
沖
縄

県
立

芸
術

大
学

、
東

京
農
工

大
学

、
千

葉
工

業
大

学
 
等
 

 
 

＜
各

団
体

＞
 

 
 

 講
師
：

東
京

都
鍍

金
工
業

組
合
、

日
本

防
錆

技
術

協
会

、
日
本

し
ろ

あ
り

対
策

協
会

 
等
 

 

・
受

賞
（

事
例

3）
 

 

材
料

技
術

研
究

協
会

討
論
会

2
0
2
1 

ゴ
ー

ル
ド

ポ
ス

タ
ー

賞
 

 

〇
職

員
の

講
師

派
遣

実
績
 

 
計

25
機
関

、
計

4
2
名
 

 
（

前
年

度
：

計
2
2
 機

関
、
計

2
6
名

）
 

 

講
師

派
遣

機
関

数
と

派
遣

者
数

の
推
移
 

        

 

22
25

26
42

01020304050

20
20

20
21

機
関
数

派
遣
者
数

(名
)

3
9

- 104 -



中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

６
 

情
報

発
信

の
推

進
 

都
産

技
研

が
主

催
す

る
研

究
発

表

会
や

施
設

公
開

、
オ

ン
ラ

イ
ン
に

よ

る
イ

ベ
ン

ト
参

加
な

ど
多

様
な

機

会
を

通
じ

て
、
都
産

技
研

の
研
究

成

果
の

普
及

や
事

業
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
。
 

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

や
刊

行
物

な
ど

の

広
報

媒
体

を
活

用
し

て
、
研
究
開

発

の
成

果
を

分
か

り
や

す
く

伝
え

る

情
報

の
充

実
を

図
り

、
中

小
企
業

に

役
立

つ
技

術
情

報
を

広
く
・
迅
速

に

提
供

す
る

。
 

ア
ン

ケ
ー

ト
や

認
知

度
調

査
な

ど

に
よ

る
客

観
的

な
指

標
に

よ
り

情

報
発

信
の

効
果

を
把

握
す

る
。

ま

た
、
広
報

の
専

門
知

識
や

技
能
を

有

す
る

外
部

人
材

の
効

果
的

な
活

用

な
ど

に
よ

り
、
戦
略

的
な

広
報
活

動

を
推

進
す

る
。
 

情
報

発
信

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
つ

い

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
研
究

発

表
会

等
の

実
施

率
を

第
四

期
中

期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
ま

で
に

5
 0
 

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
、
広
報

誌
等
の

紙

媒
体

の
デ

ジ
タ

ル
化

率
を

最
終

年

度
ま

で
に

8 
0
 
パ

ー
セ

ン
ト
以

上

と
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

 

①
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
研

究
発

表

会
や

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

を
通

じ
、

都
産

技
研

の
研

究
成

果
や

事
業

の

普
及

を
行

う
。
 

1
6 

A 
(
1
)
研
究

発
表

会
の

開
催
 

T
I
R
I
ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
20
2
1
開
催

に
よ

り
技

術
シ

ー
ズ
・

研
究
成

果
を

発
信
 

研
究

成
果

や
技

術
動

向
発

信
に

よ
る
中

小
企

業
の

製
品

開
発

・
事
業

化
促

進
、

研
究

シ
ー

ズ
の
普

及
・

利
用

促
進
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の
た

め
、

1か
月
間

の
オ
ン

デ
マ
ン

ド
配

信
に

よ
る

開
催

【
新
規

】
 

1
)
9
月

15
～

10
月

15
日
 

オ
ン
ラ

イ
ン
開

催
 

ア
ク

セ
ス

実
績

 
 

登
録

者
数

 
7
27
名
（

前
年
度
：

6
0
9名

）
、
ア

ク
セ

ス
数

2
0,
6
1
6件

。
 

2
)
研

究
発

表
5
2
テ
ー

マ
（

前
年

度
：
7
0
テ
ー

マ
）
 

3
)
基

調
講

演
4
テ
ー

マ
（

前
年
度

：
2テ

ー
マ

）
4つ

の
基

調
講

演
を
1
週
間

ご
と

に
配

信
 

4
)
産

業
技

術
大

学
院

大
学

・
TK
F
ほ

か
連

携
機

関
等

に
よ

る
発

表
 
14
テ
ー

マ
（

前
年

度
：
1
3
テ

ー
マ

）
 

5
)
集

客
動

画
の

配
信

【
新

規
】

 

イ
ベ

ン
ト

開
始

前
に

、
発

表
テ

ー
マ
や

基
調

講
演

の
内

容
を

P
R
動
画

と
し

て
配

信
。

イ
ベ

ン
ト
登

録
者

の
増

加
を

促
進

 

6
)
効

果
 

 
問

い
合

わ
せ

：
1
4
件
（

前
年

度
：
1
0
件
）
 

再
生

回
数

：
事

前
集

客
動

画
72
5
回

、
基

調
講

演
5
6
3回

、
発
表

動
画
1
,
2
14
回
（

最
大

5
3回

/
件

）
 

 (
2
)
イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展
 

1
)
産

業
交

流
展

2
02
1 

実
行

委
員

会
の

一
員

と
し

て
企

画
・
運

営
に

参
加

す
る

と
と

も
に
出

展
（

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式
で

開
催

）
 

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
：

1
1月

1
7日

～
1
2月

1
0日

 総
ロ
グ

イ
ン
数

1
2
,
38
8 

リ
ア

ル
開

催
：

1
1月

2
4日

～
11
月

2
6日

（
東

京
ビ

ッ
グ

サ
イ
ト

南
展
示

棟
）

来
場

者
数

 
の

べ
2
8,
5
8
4名

 

a
)
首

都
圏

テ
ク

ノ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ゾ
ー

ン
：

事
業

・
成

果
紹

介
、
T
K
F連

携
機

関
展

示
、
製

品
開
発

支
援

ラ
ボ

企
業

展
示

 

・
都

産
技

研
出

展
内

容
：

パ
ネ

ル
展
示

、
研

究
成

果
・

支
援

事
業
紹

介
7
5
テ
ー

マ
。

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

業
紹

介
6
テ
ー
マ

・
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
入

居
企

業
3社

出
展
 

b
)
次

世
代

ロ
ボ

ッ
ト

ゾ
ー

ン
：

中
小
企

業
の

5
G・

I
oT
・
ロ
ボ

ッ
ト
普

及
促

進
事

業
や

中
小

企
業
や

共
同

研
究

等
で

開
発

し

た
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

紹
介

（
11
月

2
5日

、
26
日
の

2
日
間

実
施

）
 

2
)
都

・
区

市
主

催
の

展
示

会
等

参
加
に

よ
り

地
域

産
業

振
興

と
事
業

P
R 

・
出

展
展

示
会

数
：

8件
（
前
年

度
：
4
件
）

 
東

京
都

、
江
戸

川
区
、

板
橋

区
、

大
田

区
、

葛
飾
区
 

・
リ

ア
ル

出
展

4件
、
オ

ン
ラ
イ

ン
展
示

会
3
件
、

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
1件

、
中

止
ま

た
は

出
展
見

合
わ
せ

4件
 

3
)
民

間
団

体
・

そ
の

他
主

催
の

専
門
展

示
会

等
へ

の
出

展
 

a
)
出

展
展

示
会

数
：

1
7件

（
前

年
度
：

4件
）
 

・
リ

ア
ル

出
展

1
3件

（
キ

ッ
ズ

フ
ェ
ス

タ
 
 
子
ど

も
の

福
祉

用
具
展

、
精

密
加

工
測

定
展

2
0
2
1、

測
定

計
測

展
2
0
2
1、

食

品
開

発
展

2
02
1
、
B
i
o
Ja
p
a
n2
0
2
1
、
羽

田
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
シ

テ
ィ
E
X
P
O 
2
0
21
、

ET
 
&
 I
o
T
展

、
マ

イ
ク

ロ
ウ

ェ
ー

ブ
展

、
カ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
技
術

展
、

T
CT
 
J
ap
a
n
 2
0
2
2
、

N+
（
エ

ヌ
プ

ラ
ス

）
、
2
0
2
2
国
際

ロ
ボ

ッ
ト

展
、

応
用

物
理

学
会

（
春

季
大

会
）

）
 

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
出

展
1
件
（
S
U
R
T
E
CH
2
0
22
）
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
3
件
（
燃

料
電
池

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
Ke
y
s
i
g
ht
 
W
or
l
d
 2
0
2
1、

C
EA
T
E
C
 
O
nl
i
n
e 
2
0
21
 

b
)
出

展
効

果
（

対
象

：
民

間
団

体
主
催

の
専

門
展

示
会

）
 

展
示

会
終

了
直

後
と

開
催

2ヶ
月

後
の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
都

産
技
研

新
規

利
用

の
有

無
を

調
査
 

開
催

後
の

問
い

合
わ

せ
1
9
件
（

技
術
相

談
1
4
件
、

機
器

利
用

1
件
、

基
盤

研
究

活
用

へ
の
問

い
合
わ

せ
2
件
、

セ
ミ

ナ
ー
 

開
催

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
1件

、
講
演

依
頼

1件
）
 

 

 
 
  

②
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、
広
報

誌
、
ニ

ュ

ー
ス

配
信

等
に

よ
り

研
究

開
発

成

果
や

保
有

す
る

技
術

情
報

を
分

か

り
や

す
く

伝
え

る
よ

う
、
内

容
の

充

実
に

努
め

る
。
紙

媒
体

に
よ

る
広

報

誌
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

進
め
、
迅
速

か

つ
幅

広
い

技
術

情
報

の
提

供
を

実

(
3
)
都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
 

 
1
)
ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

へ
の

ア
ク

セ
ス
実

績
 

 
 

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー

数
 

2
,2
5
6
千
件
（
前

年
度
：
2
,
5
28

千
件
）
、
ア

ク
セ

ス
ユ

ー
ザ
ー

数
57
3
千
件
（

前
年

度
：
 6
2
8
千
件

）

 
2
)
ア
ク

セ
ス

解
析

の
実

施
 

 
 

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
ア

ク
セ

ス
解
析

を
実

施
し

、
結

果
を

所
内
に

周
知
 

 
 

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
ア

ク
セ

ス
解
析

（
半

期
ご

と
）
 

 
 

 
ユ

ー
ザ

ー
分

析
（

総
ペ

ー
ジ
ビ

ュ
ー

数
・

総
訪

問
者

数
の
月

別
推

移
、

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー
数

ト
ッ

プ
5）

、
集
客

分
析
（
検

索
ワ

ー
ド

ト
ッ
プ

5、
検
索

訪
問

ペ
ー
ジ

タ
イ

ト
ル

ト
ッ
プ

5
）
、
T
wi
t
t
er

分
析
（

フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
、
ア
ク

セ
ス

推
移
）
、

Y
o
u
T
u
be

分
析

（
チ

ャ
ン

ネ
ル

登
録
者

数
、

ア
ク

セ
ス

流
入

元
分
析

）
な

ど
 

  ○
T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

2
0
21
 

発
表

テ
ー

マ
の

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

ご
と
に

、
問

い
合

わ
せ

フ
ォ

ー
ム

や
質

疑
応

答
掲

示
板
を

用
意

し
、

発
表

に
対

し
参

加
者

と
の

積
極

的
な

意
見

交
換

を
行

う
仕

組
み

を
設

け
た
 

○
産

業
交

流
展

20
2
1 

首
都

圏
テ

ク
ノ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ゾ
ー
ン

に
ブ

ー
ス

を
設

置
。

都
産

技
研

の
、

脱
炭

素
へ
の

取
り

組
み

を
紹

介
（

微
生

物
を

利
用

し
た

水
素
エ

ネ
ル

ギ
ー

キ
ャ

リ
ア

製
造

方
法

ほ
か

）
 

○
技

術
相

談
（
例
）
J
C
SS

校
正
に

関
す
る

相
談
（

画
像

セ
ン
シ

ン
グ

展
）
、
野

菜
水
煮

の
pH

調
整

方
法

、
コ
マ

ツ
ナ

の
基

盤
研

究
に

関
す
る

と
い

わ
せ

等
7件

（
食

品
開

発
展

）
 

発
表

動
画

下
に

問
い

合
わ

せ
フ

ォ
ー
ム
 

ブ
ー

ス
の

様
子
 

4
0

- 105 -



施
す

る
。
 

(
4
)
機
関

誌
「

T
I
RI
 
N
EW
S
」
の

発
行
 

1
)
 
T
I
RI
 
N
EW
S
 の

ウ
ェ

ブ
配
信

開
始
【

新
規

】
 

紙
媒

体
で

の
配

布
だ

っ
た

都
産

技
研
技

術
情

報
誌

「
T
I
R
I 
N
E
W
S
」
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
掲

載
開
始
 

毎
月

1、
1
5
日

の
月

2
回

配
信

（
3、

1
0
月

を
除

く
）

に
よ

り
、
最

新
の

技
術

情
報

を
ウ

ェ
ブ
ニ

ュ
ー

ス
形

式
で

掲
載

 

メ
ー

ル
ニ

ュ
ー

ス
、

T
wi
t
t
er

と
の
連

動
に

よ
り

記
事

配
信

を
リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
利

用
者

に
告
知

。
 

a
)
公

開
数

:
47

記
事
 

b
)
ア

ク
セ

ス
実

績
 

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー

数
 

 
 

6
7,
3
3
8
件
、

ア
ク

セ
ス

ユ
ー

ザ
ー

数
 
5
1
,
05
1
件
 

ア
ク

セ
ス

数
の

多
い

記
事

：
 

・
E
U
 
Ro
H
S
指

令
に

お
け

る
銅

合
金
中

の
鉛

の
適

用
除

外
に

つ
い
て

（
8
,
0
92

件
）
 

・
E
U
に

お
け

る
製

品
安

全
性
と

市
場
監

視
の

強
化

に
つ

い
て

（
1
,7
5
6
件

）
 

・
目

に
見

え
な

い
「

ポ
ケ

ッ
ト

」
が
未

来
を

変
え

る
。

ナ
ノ

空
間
を

利
用

し
た

機
能

性
材

料
の
可

能
性

（
1
,
4
32

件
）

2
)
冊

子
版

TI
R
I
 N
E
W
S 
の
発
行

 

 
ウ

ェ
ブ

版
 
T
I
RI
 
N
EW
S
の
人

気
記
事

や
年

間
を

通
じ

た
都

産
技
研

の
事

業
紹

介
な

ど
冊

子
版
に

て
配

布
。
 

a
)
発

行
 

各
号
約

3
,
50
0
部
、

発
送
件

数
 
約

7
1
0
件
 

b
)
読

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
 

回
答
数

 
3
4
件
/
年
（

冊
子

発
行
月
の

1
0
月

、
3
月
の
翌

月
集
計

）
 

 
 

 
 

(
5
)
刊
行

物
 

1
)
 
都

産
技
研

年
報

（
9
月

4
0
0
部

）
な
ど

冊
子

体
の

刊
行

物
計

2
3
件

を
発

行
（

前
年

度
21

件
）
 

2
)
 
自

費
出
版

「
現

場
技

術
者

の
た

め
の
 
め
っ

き
排
水
の

処
理
技

術
」
2
0
21

年
9
月
発

行
 

め
っ

き
工

場
か

ら
の
排

水
処
理

に
焦

点
を
当

て
、
現

場
の
技

術
者

が
排
水

処
理
を

理
解
し

運
用

す
る
う

え
で
必

要
な
技

術

に
つ

い
て

解
説
 

 

(
6
)
メ
ー

ル
ニ

ュ
ー

ス
配

信
 

都
産

技
研

お
よ

び
連

携
機

関
等

の
支
援

事
業

の
情

報
を

中
小

企
業
に

提
供
 

配
信

53
回
、

発
信

数
 約

10
,
5
0
0
件

/
回
（

前
年

度
：

配
信

5
1
 回

、
発

信
数

 約
1
1
,0
0
0
件

/回
）
 

 
 

(
7
)
都
産

技
研

設
立

1
0
0周

年
記

念
事
業
 

1
)
1
0
0周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
の
実

施
【
新

規
】
 

 
2
0
2
1年

1
1月

2
4日

、
産

業
交
流

展
2
02
1
に
お

い
て

 都
産
技
研

設
立
1
0
0周

年
記

念
イ

ベ
ン
ト

を
開
催
 

リ
ア

ル
開

催
・

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る
ラ

イ
ブ

配
信

を
実

施
。

産
業
交

流
展

終
了

後
は

、
ウ

ェ
ブ
サ

イ
ト

に
て

イ
ベ

ン
ト

の
 

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

を
実

施
。

 

・
設

立
1
0
0周

年
記

念
式

典
（
来

賓
招
待

8
2人

、
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信
再

生
回

数
6
4
9回

（
3月

末
時
点

）
）
 

・
設

立
1
0
0周

年
記

念
イ

ベ
ン
ト

（
参
加

人
数

累
計

9
7人

（
記

念
講
演

会
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン

参
加

者
総

計
）

 

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
再

生
回

数
40
4
回

（
3
月
末

時
点

）
）
 

基
調

講
演

：
「

日
本

の
モ

ノ
づ

く
り
の

過
去

・
現

在
、

そ
の

先
へ
」

 
 

講
演

者
：

国
立

科
学

博
物

館
産

業
技
術

史
資

料
情

報
セ

ン
タ

ー
長
 

鈴
木

一
義

氏
 

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
：

「
産
業

の
発

展
と

都
産

技
研

の
役
割

」
 

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

：
N
H
K解

説
委

員
 
竹
田

忠
氏

、
パ

ネ
リ
ス

ト
 鈴

木
一

義
氏

、
 

2
)
都

産
技

研
表

彰
 
-
 
IN
N
O
VA
T
I
O
N
 
PA
R
T
NE
R
SH
I
P
 
AW
A
R
D 
【

新
規
】
 

都
産

技
研

設
立

1
00
周
年

を
機
に

、
都
産

技
研

の
技

術
支

援
・

研
究
開

発
を

通
し

て
、

社
会

的
貢
献

度
の

高
い

事
業

、
 

製
品

・
技

術
開

発
に

意
欲

的
に

取
り
組

み
、

都
内

産
業

を
牽

引
し
て

い
る

中
小

企
業

を
表

彰
 

表
彰

企
業

に
職

員
が

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
し

表
彰

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
企
業

紹
介

ビ
デ

オ
を

製
作

 

大
賞

1社
お
よ

び
優

秀
賞

2
社
を

表
彰
 

3
)
設

立
1
0
0周

年
記

念
事

業
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
実

行
委

員
会

に
よ

る
準
備

活
動
 

5
つ

の
ワ

ー
キ

ン
グ

を
作

り
、
立

ち
上
げ

時
（

20
1
9
年
5
月
）
か

ら
連
携

し
な

が
ら

事
業

を
推

進
 

・
記

念
誌

：
1
0
0年

の
歴

史
を
ま

と
め
た

記
念

誌
発

行
 

・
ビ

ジ
ョ

ン
・

ロ
ゴ

：
都

産
技

研
の
未

来
に

向
け

た
ビ

ジ
ョ

ン
を
策

定
、

1
00
ロ
ゴ

の
活
用

 

 
・

新
事

業
：

1
00
周
年

を
契
機

と
し
た

新
事

業
と

し
て

表
彰

事
業
「

I
NN
O
V
AT
I
O
N 
P
A
RT
N
E
R
S
H
IP
 
A
WA
R
D」

を
創

設
 

 
・

記
念

式
典

・
展

示
：

1
00
周

年
記
念

式
典

の
企

画
・

運
営

、
1
00
周
年

記
念

事
業

の
PR
 

・
W
e
b・

動
画

：
10
0
年
の

歩
み

を
紹
介

す
る

展
示

の
企

画
・

運
営
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
制

作
・
管

理
 

 (
8
)
図
書

室
の

運
営
 

1
)
本

部
図

書
室

：
食

品
技

術
セ

ン
タ
ー

と
の

統
合

に
伴

い
、

約
3,
0
0
0
冊

の
蔵

書
の

登
録

・
整
理

を
実

施
 

○
T
I
R
I 
N
E
WS
 
ウ
ェ

ブ
配

信
開

始
【
新

規
】
 

紙
冊

子
と

比
較

し
て

取
材

か
ら

記
事

掲
載

ま
で

の
期

間
が

3
か

月
か

ら
最
短

1
0
日
程

度
に

短
縮

。
よ

り
最
新

の
記

事
を

掲
載

が
可

能
 

○
排

水
処

理
技

術
の

な
か

で
も

特
に
対

応
が

難
し

い
、
め

っ
き

工
場

か
ら

の
排

水
処
理

に
携

わ
る

現
場
の

技
術

者
の

実
務

に
特

化
し
た

書
籍

の
発

行
。
め

っ
き

組
合

な
ど

が
組

合
員
へ

の
情

報
提

供
用
に

購
入

。「
令
和

3
年
度

電
気
め

っ
き

排
水

巡
回
指

導
報

告
会

」
に

て
依

頼
講
演

を
実

施
 

○
都

産
技

研
表

彰
を

実
施

（
新

規
）
 

大
賞

1
社

お
よ

び
優

秀
賞

2
社

を
表
彰

。
受

賞
企

業
へ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
お

よ
び

イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
冊

子
、
動

画
を

制
作
 「
現

場
技

術
者

の
た

め
の
 

 
め

っ
き

排
水

の
処

理
技

術
 

（
イ

ン
プ

レ
ス

R&
D
発
行

）
」

 

都
産

技
研

表
彰

の
様

子
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

冊
子

・
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

動
画
 

○
都

産
技

研
設
立

1
0
0
周

年
イ

ベ
ン
ト

の
実

施

T
I
R
I
 
NE
W
S
ト

ッ
プ

画
面
 

4
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2
)
本

部
公

開
図

書
室

の
利

用
者

数
 
外

部
利

用
者

数
：

1
99

名
（
前

年
度

：
2
0
1
名

）
 

3
)
蔵

書
 

和
洋

書
：

3
0,
1
00

冊
、

和
文

雑
誌

：
6
9
1
種

、
欧

文
雑
誌

：
6
5
種

  

4
)
企

画
展

示
の

開
催
 

研
究

開
発

成
果

や
保

有
す

る
技

術
情
報

を
分

か
り

や
す

く
伝

え
る
よ

う
計

5
回

開
催
 

・
『

食
品

産
業

：
開

発
へ

の
理
解

の
た
め

に
』（

6～
8
月

）
 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ
ー

【
関

連
 
施
設

等
刊
行

 
資
料

紹
介

 
】（

5
月

）
 

 

③
動

画
共

有
サ

イ
ト
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

を

活
用

し
、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行

う
。
ま

た
、
プ

レ
ス

発
表

を
強
化

し
、

メ
デ

ィ
ア

か
ら

の
個

別
取

材
に

も

対
応

す
る

な
ど
、
研
究

や
支

援
事

業

成
果

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

 

(
9
)
動
画

共
有

サ
イ

ト
、

S
NS

等
を

活
用

し
た

情
報

発
信
 

T
I
R
I
 
NE
W
S、

T
w
it
t
e
r、

メ
ー

ル
ニ
ュ

ー
ス

な
ど

、
情

報
発

信
ツ
ー

ル
を

相
互

に
利

用
し

更
新
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

発
信

1
)
Y
o
u
Tu
b
e
動

画
 

a
)
公

開
数

：
新
規

8
8
件

、
累
計

1
4
4
件

（
前

年
度

新
規

54
件

、
累
計

66
件
）
 

b
)
チ

ャ
ン

ネ
ル

登
録

者
数

2,
5
3
0
名
（

3
月

3
1
日

時
点

）
（

前
年
度
末

2
,
38
2
名
）
 

2
0
2
1
年

度
公

開
し

、
視

聴
数
が

多
か
っ

た
動

画
 

・
音

響
試

験
・

音
響

技
術

支
援

の
紹
介

（
5
月
公

開
）

視
聴

数
累
計

1,
0
5
4
回
 

 
 

 ・
T
I
RI

ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン
グ

20
2
1（

8
月
公

開
）

視
聴
数

累
計

90
9
回
 

c
)
T
I
R
I 
N
E
WS

の
掲

載
記

事
に

連
動
し

た
設

備
紹

介
動

画
の

製
作
 
8
本
 

2
)
T
w
i
tt
e
r
に

よ
る

情
報

発
信

 

 
 
 
2
02
0
年

度
ま

で
の

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

更
新

に
連

動
し

た
自

動
ツ
イ

ー
ト

に
加

え
、
T
I
RI
 N
E
WS

の
配

信
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
な
ど

都
産

技
研

の
最

新
情

報
を

手
動

に
て
ツ

イ
ー

ト
開

始
 
【
新
規

】
 

 
 
a
)フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
：

 
3
,9
4
2
件
（

3
月

3
1
日

時
点

）
（
前

年
度
末

3,
8
4
5
件

）
 

 
 
b
)プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
へ

の
ア
ク

セ
ス
数

※
：
平

均
6,
5
54

件
/
月

（
前

年
度

3
08

件
 8

月
～

3
月
の

月
平

均
）
 

 
※

都
産

技
研

Tw
i
t
te
r
の
ト

ッ
プ
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
 

3
)
広

告
掲

出
 

連
携

機
関

な
ど

の
機

関
紙

や
公

共
の
広

報
媒

体
を

活
用

し
、

利
用
者

拡
大

・
認

知
度

向
上

 

T
I
R
I
ク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

の
イ
ベ

ン
ト

開
催

時
、

新
聞

社
や
学

会
の

広
告

を
利

用
し

新
規
利

用
者

獲
得

向
け

に
告

知
 

 
 
a
)交

通
広

告
 

テ
レ

コ
ム
セ

ン
タ
ー

駅
サ

イ
ン

ボ
ー

ド
、

ゆ
り
か

も
め

車
内

放
送

な
ど

計
1
4件

 

b
)
新

聞
・

広
報

誌
な

ど
 

日
刊

工
業
新

聞
、

産
経

新
聞

、
応

用
物
理

学
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

【
新
規

】
な

ど
計

8
件
 

c
)
ウ

ェ
ブ

広
告

 
T
I
RI

ク
ロ
ス

ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
お

よ
び

東
京

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
告
知
計

2
件
 

 (
1
0
)
マ
ス

コ
ミ

報
道
 

1
)
プ

レ
ス

発
表

 
2
1
件

（
前
年

度
：
2
4
件

）
※
職
員

の
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染

に
関

す
る

プ
レ
ス

22
件
は

除
く
 

 
 

記
事

掲
載

率
 

新
聞

・
雑

誌
・
W
e
b
42
％
（
前
年

度
：
8
3
％

）
 

研
究

開
発

関
連

の
プ

レ
ス

発
表

1
0
件

（
前

年
度
：
7
件
）
 

2
)
報

道
実

績
 

テ
レ

ビ
報
道

2
件
（

前
年

度
：
3
件
）
、
新
聞
・
雑

誌
等

報
道

71
件
（
前
年

度
：
89

件
）
、
We
b
報
道

83
0
件

（
前

年
度

：
2
,
1
20

件
）

、
テ

レ
ビ
番

組
撮

影
協
力

2
件
（

前
年
度

：
1
2
件

）
 

 (
1
1
)
広
報

事
業

の
費

用
対

効
果

検
証
（

広
告

換
算

で
検

証
）

 

換
算

方
法

：
新

聞
雑

誌
掲

載
誌

の
種
類

、
記

事
サ

イ
ズ

、
段

数
等
の

掛
け

合
わ

せ
に

よ
り

換
算
額

を
算

出
 

費
用

対
効

果
＝

掲
載

記
事

の
広

告
換
算

額
－

広
告

掲
出

費
 

1
9
3
,
0
65
千
円

－
4,
6
8
5千

円
＝

1
8
8
,3
8
0千

円
/年

（
前

年
度

：
3
10
,
9
99
千
円

）
 

 (
1
2
)
広
報

戦
略

の
立

案
 

1
)
広

報
戦

略
の

発
行
 

 
 
第

四
期

中
期

計
画

達
成

を
目

的
に
、

職
員

向
け

に
都

産
技

研
事
業

の
成

果
を

効
果

的
に

P
R
す

る
た

め
の

指
針

と
す
る

広
報

戦
略

を
発

行
（

3
月

31
日
）
 

2
)
所

内
向

け
都

産
技

研
広

報
ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク

を
利

用
し

た
職

員
研
修

の
実

施
 

職
員

一
人

一
人

が
都

産
技

研
の

広
報
活

動
や

都
産

技
研

ブ
ラ

ン
ド
を

理
解

し
、
情
報

発
信

力
を
強

化
す

る
た

め
、
広
報

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

を
作

成
。

新
任

職
員

研
修
に

て
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

教
材
と

し
て

職
員

研
修

を
実

施
（
4
、

10
月
）
 

3
)「

わ
か
り

や
す

い
プ

レ
ス
発

表
」
を
目

指
し
、
専

門
用
語

を
用
い

ず
図

表
を

多
く

用
い

る
な
ど

プ
レ

ス
掲

載
方

法
の

見
直
し

を
実

施
。

見
直

し
後

（
2
0
22

年
1
月
）

の
掲

載
率

は
、

7
5％

（
4
件

中
3
件
掲

載
）
 

                           

 
(
1
3
)
情
報

発
信

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
つ
い

て
 

1
)
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
研

究
発

表
会
等

の
実

施
状

況
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

研
究

発
表

会
等
の

実
施

率
 
 
9
5%
（

35
日

/
37

日
）
 

2
)
広

報
誌

等
の

紙
媒

体
の

デ
ジ

タ
ル
化

実
施

状
況
 

〇
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
研

究
発

表
会

等
の

実
施

率
：

95
%
（

中
期

計
画

期
間

最
終

年
度

目
標

値
：

5
0
%
）
 

 ○
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

更
新

情
報

や
、
1
0
0
周

年
に

関
連
す

る
都

産
技

研
情

報
（

1
0
0
年

前
か

ら
利

用
さ
れ

て
い

る
設

備
機

器
の

紹
介
な

ど
）

を
T
w
i
t
t
er

手
動

更
新

に
て

配
信

 

設
備

機
器

紹
介

ツ
イ

ー
ト
 

○
T
I
R
I 
N
E
WS

と
連

動
し

、
TI
R
I
 
N
EW
S
記

事
内

で
気
軽

に
み

ら
れ

る
設

備
紹

介
動
画

を
作

成

○
記

念
誌
 

「
東

京
都

立
産

業
技

術
 

研
究

セ
ン

タ
ー

1
00

年
 

の
軌

跡
」
 

4
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広
報

誌
等

の
紙

媒
体

の
デ

ジ
タ

ル
化
率

 
8
0
%（

1
6
件

/
20

件
）

 
 

T
I
R
I
 N
E
W
S、

海
外

の
法

規
制
に

関
す
る

解
説

テ
キ

ス
ト
、
東

京
都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー
1
0
0
年

の
軌

跡
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

等
を

デ
ジ

タ
ル

化
 

 

 〇
広

報
誌

等
の

紙
媒

体
の

デ
ジ

タ
ル
化

率
：

8
0%

 
（

中
期

計
画

最
終

年
度

目
標

値
：
8
0
%）

 

 

 

4
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅱ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る
た

め
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

組
織

体
制

及
び

運
営
 

１
－

１
 
機
動

性
の

高
い

組
織
体

制
の
確

保
 

社
会

経
済

情
勢

や
中

小
企

業
の

ニ

ー
ズ

の
変

化
な

ど
に

的
確

に
対

応

で
き

る
機

動
性

の
高

い
執

行
体

制

を
確

保
す

る
た

め
、
地
方

独
立
行

政

法
人

の
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し
、
柔

軟

か
つ

迅
速

に
組

織
体

制
の

検
証

を

行
い

、
必

要
な

措
置

を
講

じ
て

い

く
。
 

①
事

業
動

向
等

を
踏

ま
え

組
織

体

制
の

検
証

を
不

断
に

実
施

し
、
各

事

業
の

効
率

的
な

執
行

体
制

を
確

保

す
る

。
 

1
7 

B 
(
1
)
組
織

の
効

率
的

な
執

行
体
制

確
保
と

新
た

な
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応
 

1
)
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

部
の

新
設

 

 
 

業
務

の
デ

ジ
タ

ル
化

や
オ

ン
ラ
イ

ン
会

議
等

の
推

進
の

た
め
、

デ
ジ

タ
ル

化
推

進
部

を
設
置
 

 
2
)
企
画

部
の

再
編
 

 
 

開
発

本
部

開
発

企
画

室
を

企
画
部

開
発

企
画

室
に

変
更

。
事

業
管

理
、
研
究

開
発
管

理
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業
の

運
営
管

理

を
集

約
し

、
連

携
し

て
運

営
す

る
体
制

に
変

更
 

 
3
)
物
理

応
用

技
術

部
、

マ
テ

リ
ア
ル

応
用

技
術

部
、

情
報

シ
ス
テ

ム
技

術
部

へ
の

名
称

変
更
 

 
 

開
発

第
一

部
、

第
二

部
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
推

進
部

を
利
用

者
目

線
で

担
当

技
術

分
野
が

判
別

し
や

す
い

よ
う

部
門
名
、

部
署

名
を

変
更
 

 
4
)
食
品

技
術

セ
ン

タ
ー

の
統

合
 

 
 

食
品

技
術

に
係

る
試

験
、

研
究
開

発
を

強
化

す
る

た
め

、
東
京

都
農

林
水

産
振

興
財

団
か
ら

都
産

技
研

へ
移

管
 

5
)
グ

ル
ー

プ
へ

の
名

称
統

一
 

 
 

ロ
ボ

ッ
ト

開
発

セ
ク

タ
ー

な
ど
、

セ
ク

タ
ー

名
の

組
織

を
グ
ル

ー
プ

名
に

統
一
 

 
6
)
中
小

企
業

振
興

公
社

と
の

人
事
交

流
（

継
続

）
 

 
 

2
01
9
年

度
に

開
始

し
た
人

事
交
流

を
、

双
方

の
組

織
の

活
性
化

と
人

材
の

育
成

を
目

的
に
継

続
 

 

○
組

織
の

効
率

的
な

執
行

体
制

確
保

と
新

た
な

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
 

第
四

期
中

期
計

画
期

間
の

開
始

に
合

わ
せ

て
組

織
体

制
を

一
新
 

・
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

部
の

新
設

 

・
企

画
部

の
再

編
 

・
物

理
応

用
技

術
部

、
マ

テ
リ

ア
ル

応
用

技
術

部
、

情
報

シ
ス

テ
ム

技
術

部
へ

の
名
称

変
更
 

・
食

品
技

術
セ

ン
タ

ー
の

統
合

 

・
グ

ル
ー

プ
へ

の
名

称
統

一
 

②
既

存
組

織
体

制
に

と
ら

わ
れ

ず
、

適
時

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

設

置
す

る
な

ど
、
ニ

ー
ズ

に
柔

軟
に

対

応
す

る
。
 

(
2
)
既
存

組
織

体
制

に
と

ら
わ
れ

な
い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
設
置
 

 
1
)
支
援

戦
略

作
成

の
た

め
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム
 

 
 

「
技

術
支

援
戦

略
」

お
よ

び
「
広

報
戦

略
」

を
作

成
す

る
た
め

、
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー
ム

を
設

置
 

 
2
)
設
立

10
0
周
年

記
念

事
業

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

行
委

員
会

に
よ
る

活
動
 

記
念

誌
や

ビ
ジ

ョ
ン

・
ロ

ゴ
に

関
す
る

5
つ

の
ワ

ー
キ

ン
グ

が
連
携

し
な

が
ら

事
業

を
推

進
 

 
3
)
部
署

間
連

携
に

よ
る

ニ
ー

ズ
へ
対

応
 

 
 

a
)協

創
的

研
究

開
発

の
継

続
 

 
 

 
都

産
技

研
内

の
組

織
の

垣
根
を

乗
り

越
え

、
複

数
の

組
織
を

横
断

し
た

チ
ー

ム
を

構
成
し

、
統

合
的

に
課

題
を

解
決
す
る

協
創

的
研

究
開

発
を

実
施
 

 
 

b
)コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
強

化
に
向

け
た

リ
ス

ク
・

危
機

管
理
へ

の
取

り
組

み
 

 
経

営
企

画
室

と
内

部
監

査
室

が
連
携

し
、
業
務
事
故

等
の
原

因
分
析

を
強

化
。
さ
ら

に
業
務

事
故
等

取
扱

要
綱

に
基

づ
き

、

「
事

業
へ

の
影

響
度

」
と

「
業

務
の
頻

度
」

の
観

点
か

ら
リ

ス
ク
レ

ベ
ル

を
評

価
 

4
)
情

報
資

産
管

理
委

員
会

（
継

続
）
 

 
 

個
人

情
報

保
護

お
よ

び
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
統

一
的
に

行
う

た
め

、
設

置
。
個

人
情

報
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
に
関

す
る

重
要

な
事

項
に

つ
い

て
、

審
議
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
て
実

施
 

 

○
支

援
戦

略
作

成
の

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム
 

「
技

術
支

援
戦

略
」
お

よ
び
「

広
報

戦
略

」
を

作

成
す

る
た

め
、
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー
ム

を
設

置

 ○
設

立
1
0
0
周

年
記

念
事

業
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

行
委

員
会

に
よ

る
活

動
 

5
つ

の
ワ
ー

キ
ン

グ
が

連
携

し
な

が
ら
事

業
を

推

進
 

・
記

念
誌

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

・
ビ

ジ
ョ

ン
・

ロ
ゴ

ワ
ー

キ
ン

グ
グ
ル

ー
プ
 

・
新

事
業

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

・
記

念
式

典
・

展
示

ワ
ー

キ
ン

グ
グ
ル

ー
プ
 

・
W
e
b・

動
画

ワ
ー

キ
ン

グ
グ
ル

ー
プ
 

１
－

２
 
適
正

な
組

織
運

営
 

 

事
業

セ
グ

メ
ン

ト
毎

に
投

入
し

た

経
営

資
源

と
事

業
効

果
の

検
証

を

行
う

と
と

も
に

、
各

事
業

に
お
い

て

も
業

務
時

間
分

析
な

ど
を

活
用

し

技
術

支
援

、
研

究
開

発
そ

の
他
の

業

務
を

効
率

的
か

つ
バ

ラ
ン

ス
を

取

り
な

が
ら

実
施

し
、
中
小

企
業
に

対

し
て

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

を
安

定

的
か

つ
継

続
的

に
提

供
で

き
る

よ

う
、
適
正

な
組

織
運

営
を

行
っ
て

い

く
。
 

①
事

業
別

の
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

、
業

務
時

間
分

析
等

を
活

用
し
、
各
事

業

に
お

い
て

投
入

し
た

経
営

資
源

と

事
業

効
果

を
検

証
す

る
。
 

(
3
)
事
業

別
セ

グ
メ

ン
ト

管
理
の

活
用
 

1
)
業

務
時

間
分

析
の

実
施
 

 
 
 
a
)研

究
部

門
全

所
属

の
研

究
員
を

対
象

に
、

業
務

時
間

分
析
調

査
を

通
年

（
年

4
回

）
で
実

施
 

 
 
 
b
)総

務
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
よ
り

、
入

力
作

業
の

簡
略

化
と
さ

ら
な

る
分

析
作

業
の

効
率
化

を
推

進
 

 
 
 
c
)セ

グ
メ

ン
ト

管
理

の
基

礎
デ
ー

タ
と

し
て

事
業

別
セ

グ
メ
ン

ト
に

活
用
 

 
 
 
d
)各

部
門

で
、

自
部

門
の

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
に

活
用
 

2
0
2
1
年

度
研

究
員

業
務

時
間
分

析
結
果

（
％

）
 

依
頼
 

試
験
 

技
術
 

相
談
 

機
器
 

利
用
 

O
M
※
1
 

技
術
 

支
援
 

研
究
 

開
発
 

セ
ミ
 

ナ
ー
 

産
業
 

交
流
 

展
示

会

等
 

技
術
 

審
査
 

特
定

及

び
委

託

事
業

※
2

そ
の

他

2
1
.
9 

1
1
.
2 

9
.
7 

3
.
4 

2
5.
5 

1
.
6 

1
.
4 

3
.
1 

0
.
8 

1
5
.
3 

6
.
2 

 2
0
2
0
年

度
研

究
員

業
務

時
間
分

析
結
果

（
％

）
 

2
1
.
4 

1
0
.
9 

8
.
9 

2
.
3 

2
8.
0 

1
.
9 

1
.
2 

2
.
1 

1
.
6 

1
4
.
9 

6
.
9 

○
業

務
時

間
分

析
の

継
続
 

・
決

算
の

セ
グ

メ
ン

ト
管

理
に

活
用
す

る
た

め
、

特
定

運
営

費
交

付
金

事
業

及
び

東
京

都
委

託
事

業
に

係
る

業
務

時
間

を
集

計
、
財

源
の
異

な
る

業

務
の

実
態

を
把

握
 

 2
0
2
1
年

度
 

         

研
究

開
発

, 
25

.5

依
頼

試
験

, 
21

.9
特

定
及

び
委

託
事

業
, 

15
.3

技
術

相
談

, 
11

.2

機
器

利
⽤

, 
9.7

4
4
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※
1
 
O
M：

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
の

略
 

※
2
 
特
定

及
び

委
託

事
業

：
特

定
運
営

費
交

付
金

事
業

及
び

東
京
都

委
託

事
業
 

※
少

数
点

以
下
第

2
位
四

捨
五

入
 

  

2
0
2
0
年

度
 

         

②
中

小
企

業
に

対
し

て
高

品
質

な

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
安

定
か

つ

継
続

的
に

提
供

で
き

る
組

織
運

営

を
継

続
す

る
。
 

(
4
)
高
品

質
な

技
術

サ
ー

ビ
ス
を

安
定
か

つ
継

続
的

に
提

供
す

る
組
織

運
営
 

1
)
総

合
支

援
窓

口
サ

ー
ビ

ス
機

能
の
充

実
 

a
)
「

技
術

相
談

検
索

シ
ス

テ
ム

」
に
よ

る
、

お
客

さ
ま

へ
の

情
報
提

供
の

最
適

化
を

継
続

 

 
 
 
b
)昼

休
み

時
に

お
け

る
技

術
相
談

窓
口

と
払

い
込

み
窓

口
の
継

続
的

開
設
 

 
2
)
お
客

さ
ま

の
ご

利
用

事
例

を
紹
介

す
る

た
め

「
2
0
21

年
度

都
産

技
研

活
用

事
例

集
」

を
発
行
 

 

 

③
法

令
等

を
遵

守
し

つ
つ

業
務

を

行
い
、
都
産

技
研

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を

的
確

に
果

た
す

た
め
、
内
部

統
制

を

推
進

し
、

適
正

な
組

織
運

営
を

行

う
。
 

(
5
)
内
部

統
制

お
よ

び
コ

ン
プ
ラ

イ
ア
ン

ス
の

推
進
 

 
業

務
方

法
書

お
よ

び
規

程
類

、
憲
章

、
経

営
方

針
な

ど
に

基
づ
い

て
、
年
度

計
画

及
び

目
標
値

を
設

定
。
こ
れ

を
も

と
に
各
所

属
は

業
務

を
実

施
。
年

2
回
の

業
務
巡

回
、
隔
月
に

行
わ
れ

る
部
長

会
な

ど
で

執
行

状
況

を
把
握

し
、
目

標
達

成
に
向

け
て
組

織
を

運
営

。
事

業
実

施
に

当
た

っ
て
は

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

を
意
識

し
、

適
正

な
組

織
運

営
を
実

施
 

1
)
年

度
計

画
の

周
知

と
目

標
管

理
 

 
a
)
第
四

期
中

期
計

画
に

基
づ

く
20
2
1
年

度
計
画
の

周
知
 

 
b
)
年
度

計
画

及
び

事
業

目
標

値
の
設

定
 

 
c
)
各
部

は
こ

れ
ら

に
基

づ
き

ポ
リ
シ

ー
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

を
作
成
 

 
d
)
年
度

計
画

の
達

成
に

向
け

ポ
リ
シ

ー
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

を
も
と

に
事

業
を

展
開
 

 
e
)
経
営

会
議

で
支

援
事

業
の

実
績
を

週
単

位
で

管
理
 

 
f
)
上
半

期
業

務
巡

回
で

目
標

に
対
す

る
進

捗
状

況
の

把
握

と
課
題

の
抽

出
 

 
g
)
部
長

会
に

よ
る

目
標

値
達

成
状
況

の
管

理
 

 
h
)
下
半

期
業

務
巡

回
で

上
半

期
に
抽

出
し

た
課

題
の

達
成

状
況
を

把
握

、
次

年
度

の
目

標
を
設

定
 

2
)
適

正
な

管
理

の
た

め
の

会
議

運
営
 

 
a
)
 重

要
な

意
思

決
定

を
行
う

会
議
の

運
営
 

 
 

理
事

会
（
年

6
回
）

 
経

営
会
議

（
年

29
回
）
 

 
b
)
 業

務
の

進
捗

を
管

理
監
督

す
る
会

議
 

 
 

業
務

巡
回

（
各

部
年

2
回

）
 
部

長
会

（
年

6
回

）
 

 
c
)
情
報

共
有

を
図

る
会

議
 

 
 

幹
部

会
（
年

6
回
）
 

3
)
中

長
期

計
画

の
策

定
と

周
知

 

 
a
)
ビ
ジ

ョ
ン

20
5
0（

都
産
技

研
10
0
周
年

を
記

念
し
て

2
0
5
0
年

の
あ

り
た

い
姿

を
作
成

し
て
公

表
 

11
月
）
 

 
b
)
事
業

ご
と

の
戦

略
を

策
定

 

 
 

技
術

支
援

戦
略

（
第

2
版

・
9
月

）、
広
報
戦
略

（
3
月

）
 

4
)
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

 

 
a
)
内
部

監
査

室
に

よ
る

コ
ン

プ
ラ
イ

ア
ン

ス
委

員
会

の
運

営
 

 
 

内
部

統
制

等
最

高
責

任
者

で
あ
る

理
事

長
直

轄
の

コ
ン

プ
ラ
イ

ア
ン

ス
委

員
会

を
設

置
。
所

内
に

お
け

る
内

部
統

制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

関
す

る
取

り
組
み

を
総

括
（
年

4
回
）

 

 
ｂ

)リ
ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

 
 

 
過

年
度

に
抽

出
し

た
間

接
部

門
の

リ
ス

ク
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

リ
ス

ク
対

応
計

画
を

策
定

し
た

。
部

門
ご

と
に

計
画

に
基

づ
く

対
策

を
実

施
 

 

(
6
)
監
事

に
よ

る
内

部
統

制
の
推

進
 

 
1
)
監
事

に
よ

る
内

部
統

制
を

支
援
す

る
た

め
の

内
部

監
査

室
に
よ

る
事

務
局

運
営
 

 
 

a
)上

期
監

事
業

務
監

査
（

9
月
、

内
部

監
査

室
の

所
管

す
る
内

部
統

制
）
、
下

期
監
事

業
務
監

査
（

3
月

）
 

 
 

b
)支

所
業

務
監

査
（

12
月

、
城
東

支
所

）
 

 
 

c
)会

計
監

査
（

6
月

）
 

 
 

d
)体

制
整

備
等

自
己

評
価

（
9
月

）、
研
究
費
特

別
監
査

（
9
月

）
 

○
内

部
統

制
お

よ
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推

進
 

業
務

方
法

書
お

よ
び

規
程

類
、
憲

章
、
経

営
方

針

な
ど

に
基

づ
い

て
、
年

度
計

画
及

び
目
標

値
を

設

定
。
こ
れ

を
も

と
に

各
所

属
は

業
務
を

実
施

。
年

2
回

の
業

務
巡

回
、
隔

月
に

行
わ

れ
る
部

長
会

な

ど
で

執
行

状
況

を
把

握
し

、
目
標

達
成
に

向
け

て

組
織

を
運

営
。
事

業
実

施
に

当
た

っ
て
は

コ
ン

プ

ラ
イ

ア
ン

ス
を

意
識

し
、
適

正
な

組
織
運

営
を

実

施
 

 

研
究

開
発

, 
28

.0 

依
頼

試
験

, 
21

.4 
特

定
及

び
委

託
事

業
, 

14
.9 

技
術

相
談

, 
10

.9 

機
器

利
⽤

, 
8.9

 

4
5
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e
)契

約
監

視
委

員
会

（
9
月

、
2
月
）
 

 
 

(
7
)
包
括

外
部

監
査

（
20
1
9
年

度
実
施

）
へ

の
対

応
 

 
1
)
内
部

監
査

室
が

事
務

局
と

な
っ
て

対
応

  

 
2
)
コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

委
員

会
で
改

善
計

画
の

進
捗

状
況

を
確
認

（
6
月
）
 

 
3
)
包
括

外
部

監
査

の
指

摘
事

項
の
改

善
状

況
報

告
（

10
月

）
及
び

包
括

外
部

監
査

人
に

よ
る
ヒ

ア
リ

ン
グ

（
1
1
月
）

 

 
4
)
指
摘

事
項

等
（

20
項
目
）

の
う
ち

15
項
目

は
措

置
済
み

（
2
月

）
 

 
5
)
措
置

済
み

と
な

ら
な

か
っ

た
5
項

目
は

引
き

続
き

改
善

を
実
施

中
 

 (
8
)
内
部

通
報

・
外

部
通

報
お
よ

び
懲
戒

処
分
 

 
 
法
人

に
お

け
る

不
正

行
為
等

の
発
生

抑
制

、
早

期
発

見
お

よ
び
是

正
を

図
る

た
め

の
通

報
制
度

を
運

用
 

 
1
)
通
報

数
 

内
部

通
報

受
付

0
件
（

受
理

な
し

）、
外
部
通

報
受
付

3
件

（
受

理
な

し
）

 

 
2
)
窓
口

及
び

通
報

者
保

護
の

取
り
組

み
 

 
 

所
内

の
窓

口
（

内
部

監
査

室
2
名

、
経

営
企

画
室

１
名

）
の
ほ

か
弁

護
士

（
1
名
）

に
よ
る

外
部

通
報

窓
口

を
 

 
 

引
き

続
き

設
置
 

 
3
)
通
報

委
員

会
・

懲
戒

審
査

委
員
会
 

 
 

開
催

無
し
 

 (
9
)
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

相
談

窓
口
の

所
内
周

知
 

 
 

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン
ト

、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン
ト

等
に

対
す

る
相

談
窓

口
 

 
 

複
数

の
部

署
か

ら
男
女

2
名

ず
つ

の
担

当
者

を
選

任
し

、
所
内

に
周

知
 

 

１
－

３
 
職
員

の
確

保
・

育
成
 

 

技
術

革
新

の
著

し
い

産
業

や
技

術

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
将

来
を
見

据

え
中

長
期

的
な

視
点

に
立

ち
、
大

学

訪
問

に
加

え
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会

へ
の

参
加

や
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン

ツ
の

効
果

的
な

活
用

な
ど

に
よ

り
、

研
究

職
員

を
計

画
的

に
採

用
す

る
。

機
動

的
で

柔
軟

な
組

織
運

営
に

向

け
重

要
な

役
割

を
担

う
事

務
職

員

に
つ

い
て

も
、
計
画

的
に

確
保
し

て

い
く

。
 

職
員

一
人

ひ
と

り
の

技
術

支
援

力

の
向

上
を

図
り

、
多

様
化

す
る
中

小

企
業

支
援

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る

幅
広

い
視

野
を

持
つ

職
員

を
育

成

す
る

た
め

、
人

材
育

成
に

関
す
る

計

画
を

策
定

し
、
こ
れ

に
基

づ
い
て

計

画
的
・
体

系
的

に
研

修
な

ど
を
実

施

し
て

い
く

。
 

ま
た

、
都

産
技

研
と

し
て

の
デ
ジ

タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン

推
進

の
観

点
か

ら
、
計
画

に
基
づ

く

研
修

に
つ

い
て

は
、
デ
ジ

タ
ル
メ

デ

ィ
ア

に
よ

る
実

施
率

を
第

四
期

中

①
将

来
必

要
と

な
る

技
術

開
発

や

中
小

企
業

が
抱

え
る

課
題

を
解

決

す
る

研
究

開
発

の
強

化
に

向
け

、
専

門
性

の
高

い
優

秀
な

研
究

職
員

を

計
画

的
に

採
用

す
る

。
 

(
1
0
)
2
02
1
年

度
技

術
職

員
の
採

用
実
績
 

1
)
一

般
型

研
究

員
（

2
02
2
年

4
月

採
用

）
の

採
用

実
績
 

採
用

8
名

（
応

募
者

52
名
、
2
0
2
1
年

1
0
月

内
定

）
 

（
採

用
者

の
技

術
分

野
内

訳
：

機
械

2
名
、

情
報

2
名

、
化

学
4
名

）
 

※
採

用
に

あ
た

っ
て

は
、

オ
ン

ラ
イ
ン

面
接

を
延
べ

2
7
回
実

施
 

 
 
 
2
)任

期
付

研
究

員
【

テ
ニ
ュ

ア
ト
ラ

ッ
ク

型
】
 

 
 

 採
用

2
名
（

応
募

者
6
名

）
 

 
 

（
採

用
者

の
技

術
分

野
内

訳
：
化
学

2
名
）
 

3
)
任

期
付

研
究

員
【

随
時

採
用

】
の
採

用
実

績
 

随
時

採
用

の
任

期
付

研
究

員
を

採
用

3
名
 
（
バ
イ
オ

基
盤
技

術
を
活

用
し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業
支

援
事
業

3
名
）
 

 

(
1
1
)
一
般

型
研

究
員

お
よ

び
任

期
付
研

究
員

【
テ

ニ
ュ

ア
型

】
の
採

用
活

動
の

強
化

及
び

デ
ジ
タ

ル
化
 

1
)
前

年
度

採
用

活
動

の
分

析
に

よ
る
活

動
見

直
し

を
継

続
 

項
目
 

2
0
2
2
年

4
月

1
日

採
用

活
動
 

（
2
0
20

年
9
月
～

2
0
21

年
3
月

実
施
）
 

2
0
2
3
年

4
月

1
日

採
用

活
動
 

（
2
0
21

年
9
月
～

2
0
22

年
3
月

実
施
）
 

合
同

企
業

説
明

会
等

へ
の

参
加
 

7
回

・
来

場
者

3
47

名
 

（
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

7
回

）
 

7
回

・
来

場
者

3
48

名
 

（
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

7
回

）
 

学
内

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加
 

1
2
大
学

・
来

場
者

2
67

名
 

（
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

12
大
学
）

 

1
7
大
学

・
来

場
22
3
名
 

（
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

17
大
学
）

 

採
用

説
明

動
画

配
信
 

新
卒

向
け

民
間

就
職

情
報

サ
イ

ト
に
て

オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
 

新
卒

向
け

民
間

就
職

情
報

サ
イ

ト
に
て

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信
 

都
産

技
研

管
理

職
に

よ
る

大
学

訪
問
 

訪
問

大
学

数
：

10
大
学
 

（
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

7
大

学
）

 

訪
問

大
学

数
：

13
大
学
 

（
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

7
大

学
）

 

D
M
等
に

よ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
 

1
7
大
学

、
30
,
7
00

人
 

2
9
大
学

、
4,
0
0
0
人
 

※
関

東
近

郊
な

ど
の

理
系

大
学

院
生

に
対

す

る
採

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
及

び
募

集
要

項
の

送

付
へ

変
更
 

都
産

技
研

本
部

で
の
 

就
職

説
明

会
等

の
開

催
 

7
回

実
施

、
1
6
4
名

参
加
 

（
7
回
全

て
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
実
施

）
 

9
回

実
施

、
2
5
3
名

参
加
 

（
9
回
全

て
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
実
施

）
 

○
計

画
的

な
技

術
職

員
の

採
用

の
継
続
 

依
頼

試
験

等
の

事
業

実
績

増
加

や
退

職
者

補
充

の
た

め
、

計
画

的
に

技
術

職
員

を
採
用
 

 ・
一
般

型
研

究
員

お
よ

び
任
期

付
研
究

員
【
一

般

型
、
テ
ニ

ュ
ア

型
】
の

採
用

実
績
（

切
替

除
く

）

2
01
8
年
度

2
01
9
年
度

2
02
0
年
度

2
02
1
年
度

4
名
 

8
名
 

7
名
 

1
0
名
 

（
4
年
間

で
採

用
2
9
名

）
 

 ○
オ

ン
ラ

イ
ン

面
接

の
実

施【
2
0
2
2
年

4
月

1
日

採
用

活
動

】
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防
止

の
た

め
、

2
0
2
2
年

4
月

1
日
採

用
に

係
る

面
接
試

験
を

オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
。
ま
た

、
オ
ン

ラ
イ
ン

で
も

適

切
に

採
用

選
考

が
行

え
る

よ
う

、
面

接
を

担
当

す

る
管

理
職

向
け

の
研

修
を

実
施

 

 ○
採

用
活

動
の

強
化

及
び

デ
ジ

タ
ル
化
【

20
2
3
年

4
月

1
日

採
用

活
動

】
 

・
合
同

企
業

説
明

会
・
学
内

セ
ミ

ナ
ー
へ

オ
ン

ラ

イ
ン

で
参

加
 

・
都

産
技

研
主

催
の

就
職

説
明

会
等

に
つ

い
て

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
 

・
専

門
分

野
別

の
リ

ア
ル

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
の

見
学

会
を

開
催
 

・
Y
o
u
Tu
b
e
に

よ
る

採
用

動
画

配
信
開

始
。
新
規

に
7
0
6
回

の
再

生
回

数
を

獲
得

。
 

・
T
w
i
tt
e
r
広

告
な

ど
も

活
用

し
、
S
N
S
に

よ
る

情
報

発
信

を
強

化
。
新

卒
向

け
民

間
就
職

情
報

サ

イ
ト

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
拡

大
（

前
年
同

月
対

比
3

4
6
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期
計

画
期

間
の

最
終

年
度

ま
で

に

6
 
0
 
パ

ー
セ
ン

ト
以

上
と

す
る

こ

と
を

目
標

と
す

る
。
 

見
学

会
の

開
催
 

 
専

門
分
野

別
の

見
学

会
を

開
催

 

（
リ

ア
ル

：
全

4
回

、
延
べ

1
8
名
参

加
 

 
オ

ン
ラ

イ
ン
全

1
回
：

1
00

名
）
 

 

2
）

S
NS

活
用

し
た

採
用

活
動
（

2
0
23

年
4
月

1
日
採

用
活
動

）
 

・
先

輩
職

員
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

動
画
を

新
た

に
作

成
し

、
Yo
u
T
u
be

で
の

公
開

開
始

。
新
規

に
70
6
回

（
20
2
2
年

5
月

1
6

日
現

在
）

の
再

生
回

数
を

獲
得

。
 

・
T
w
i
tt
e
r
及

び
T
i
k
To
k
の
採

用
ア
カ

ウ
ン

ト
を

新
規

に
取

得
し
、

採
用

関
連

情
報

の
定

期
的
な

発
信

を
開

始
。
 

・
T
wi
t
t
er

広
告

を
新

規
に

掲
出

し
た
こ

と
で

、
新

卒
向

け
民

間
就
職

情
報

サ
イ

ト
へ

の
ア

ク
セ
ス

数
拡

大
（

前
年

同
月
対

比
3
倍
（

2
02
0
年

1
1
月

3
79

回
⇒
2
0
2
1
年

11
月

1
1
1
3
回

）
）
 

3
)
 
一
般

型
研

究
員

（
20
2
3
年

4
月

1
日
採

用
）

の
応

募
実

績
（
2
0
22

年
4
月
応

募
〆
）

 
 

 
応

募
者

89
名
（

前
年

度
比

3
7
名

増
加

。
応
募
者

の
技
術

分
野
内

訳
：

機
械

12
名
、
情

報
16

名
、

化
学

6
1
名

）
 

【
参

考
】

研
究

員
の

4
月

採
用

応
募
実

積
（

直
近

3
カ

年
）

 

2
0
2
1
年

4
月

採
用

 
47

名
（
一

般
型

4
1
名

・
テ

ニ
ュ

ア
型

6
名
）
 

2
0
2
2
年

4
月

採
用

 
52

名
（
一

般
型

5
2
名

・
テ

ニ
ュ

ア
型

0
名
）
 

2
0
2
3
年

4
月

採
用

 
89

名
（
一

般
型

8
9
名

・
テ

ニ
ュ

ア
型

0
名
）
 

 

倍
）
 

 ・
一

般
型

研
究

員
（

2
0
23

年
4
月

採
用

）
の

応
募

実
績

（
2
0
22

年
4
月
応

募
〆
）
：

応
募
者

89
名

（
前

年
度
比

3
7
名

増
加

）
 

 4
月

採
用

研
究

員
応

募
実

績
（

直
近

3
カ
年

）
 

          

②
機

動
的

で
柔

軟
な

組
織

運
営

に

向
け
、
重
要

な
役

割
を

担
う

事
務

職

員
を

計
画

的
に

確
保

す
る

。
 

(
1
2
)
事
務

職
員

の
計

画
的

な
確

保
 

1
)
人

材
紹

介
会

社
を

活
用

し
た

都
産
技

研
固

有
事

務
職

員
の

採
用
 

民
間

企
業

等
で

の
実

務
経

験
を

有
す
る

者
を

募
集

（
事

務
職

）
応
募
者

8
7
名

、
採

用
2
名

 

2
)
2
0
22

年
4
月

1
日
付

大
卒
程

度
事
務

職
員

の
採

用
活

動
：

応
募
者

59
名
、

採
用

1
名
 

 
 
 
（
前

年
度

：
応

募
者

53
名

 
採
用

1
名

）
 

 
 

 「
新
卒

向
け

企
業

紹
介
・

就
職
支

援
サ

ー
ビ

ス
」

活
用

に
よ
り

、
公

的
事

業
へ

の
意

識
の
高

い
学

生
の

採
用

を
目

指
す
 

 
 

 
※

採
用

に
当

た
っ

て
は

、
オ
ン

ラ
イ

ン
面

接
を

延
べ

1
3
回

実
施
 

 
 
3
)
20
2
3
年

4
月

1
日

付
大

卒
程
度

事
務

職
員

の
採

用
活

動
 

 
 
 
 事

務
職

向
け

就
職

説
明
会

を
オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

 
2
回

実
施

、
1
1
0
名

参
加
 

 
 
4
)事

務
職

員
（

2
0
23

年
4
月

採
用

）
の

応
募

実
績

（
20
2
2
年

4
月
応

募
〆

）
 

応
募
者

4
7
名

（
前

年
度

比
12

名
減
）
 

【
参

考
】

事
務

職
員
の

4
月
採

用
応
募

実
積

（
直
近

3
カ
年

）
 

2
0
2
1
年

4
月

採
用

 
53

名
 

2
0
2
2
年

4
月

採
用

 
59

名
 

2
0
2
3
年

4
月

採
用

 
47

名
 

 

 

○
2
0
2
1
年

度
末

固
有

事
務

職
員

数
：
3
7
名
（

出

向
受

入
除

く
）
、
事

務
職
全

体
の

約
71
％
（
2
0
2
0

年
度
末

3
5
名

）
 

③
技

術
支

援
力

の
向

上
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー

シ
ョ

ン
の

推
進

を
は

じ
め
、
多
様

化

す
る

中
小

企
業

支
援

ニ
ー

ズ
に

対

応
で

き
る

職
員

の
育

成
に

向
け

、
効

果
的

な
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も

に
、
職
員

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
、
ジ

ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
も

交

え
、
人

材
育

成
に

関
す

る
計

画
を

策

定
す

る
。
 

(
1
3
)
職
員

の
育

成
 

 
1
)
「
都

産
技

研
人

材
育

成
計

画
」
の

策
定
 

職
員

に
求

め
ら

れ
る

能
力

や
職

員
の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
、
ジ
ョ

ブ
ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

視
点
を

含
め

た
人

材
育

成
計

画
を

策
定

（
3
月
）
 

2
)
多

様
化

す
る

中
小

企
業

支
援

ニ
ー
ズ

に
対

応
で

き
る

職
員

の
育
成

に
向

け
た

取
り

組
み

 

a
)
外

部
機

関
へ

の
研

修
出

向
 

(
3
名

) 

 
東

京
都

1
名

、
公
社

1
名
、

N
E
DO

新
エ

ネ
ル
ギ
ー

・
産
業

技
術
総

合
開

発
機
構

1
名
 

b
)
社

会
人

博
士

課
程

へ
の

派
遣

（
新
規

0
名

）（
2
0
18

年
度

か
ら
継
続

6
名
）
 

 
 
 
c
)自

主
研

修
制

度
の

取
り

組
み
（

4
名

）
 

職
員

の
自

己
啓

発
と

し
て

の
資

格
試
験

受
験

料
を

試
験

合
格

の
場
合

に
補

助
 

（
乙

種
第

4
類

危
険

物
取

扱
者

、
日
本

化
粧

品
検
定

1
級
等

）
 

d
)
職

員
の

意
欲

、
業

務
遂

行
能

力
の
向

上
を

図
る

た
め

、
自

己
申
告

制
度

を
実

施
 

 
 
 
e
)自

己
申

告
制

度
と

業
績

評
価
を

勘
案

し
た

人
員

配
置

を
実
施
 

f
)
学

協
会

参
加

や
図

書
購

入
等

の
自
己

啓
発

に
係

る
費

用
を

補
助
し

技
術

支
援

お
よ

び
研

究
開
発

の
水

準
の

向
上

に
寄

与
 

3
)
業

務
と

密
接

に
関

わ
る

ス
キ

ル
を
習

得
す

る
た

め
の

職
員

研
修
の

実
施
 

全
体

の
半

数
近

く
の

研
修

を
、

オ
ン
ラ

イ
ン

、
e
-
ラ
ー

ニ
ン

グ
、
動

画
視

聴
等

を
活

用
し

て
新
た

に
実

施
 

・
職

層
別

研
修

（
2
1
名

、
2
日

 
※
オ
ン

ラ
イ
ン
で

実
施

）
 

 
 
 
 ・

新
規

採
用

職
員

研
修
（

6
6
名

、
23

日
 

※
う

ち
、
1
4
名
は

食
品

技
術

セ
ン

タ
ー
統

合
に
伴

う
転

入
）
 

 
 
 
 ・

専
門

研
修

（
計

1
5
件

 
※
う
ち

1
3
件

は
、

e
-ラ

ー
ニ

ン
グ

、
動

画
視

聴
、

ラ
イ

ブ
配
信

で
実

施
）
 

・
一

般
派

遣
研

修
（

国
内

の
学

協
会
、

大
学

、
企

業
、

そ
の

他
の
機

関
が

主
催

す
る

研
修

等
）
（

延
べ

20
7
名
) 

〇
「

都
産

技
研

人
材

育
成

計
画

」
の
策

定
 

各
年

度
の

研
修

計
画

に
通

底
す

べ
き

基
本

的
な

考
え

方
等

を
明

確
に

し
、
そ
れ

に
則
っ

て
、
各
年

度
に

お
け

る
研

修
を

体
系

的
・
効

果
的
に

実
施

す

る
こ

と
を

目
的

に
策

定
 

・
都

産
技

研
の

求
め

る
人

物
像

 

・
必

要
と

さ
れ

る
職

務
要

件
、

職
務
遂

行
能

力

・
研

修
体

系
図
 

・
職
層

別
研

修
、
一
般

派
遣
研

修
、
専

門
研

修
、

派
遣

研
修

の
研

修
計

画
 
 
等
を

記
載
 

47
52

89

05010
0
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年
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年
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(
1
4
)
デ
ジ

タ
ル

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
職
員

研
修

の
実

施
 

職
員

研
修

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
実
施

率
：

7
8％

（
前

年
度

：
4
7%
）
 

 
 

研
修

23
件
の

う
ち

18
件

を
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
な

ど
デ
ジ

タ
ル

で
実

施
。

第
四

期
中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
目
標
値

6
0
%
を
上

回
る

水
準
 

 
 

 
 

〇
職

員
研

修
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化
実

施
率
 

：
 
7
8
%（

18
件

/2
3
件
、

前
年

度
：
4
7
%）

 

第
四

期
中

期
計

画
期

間
の

最
終

年
度

目
標

値
：

6
0
%
以
上
 

 

１
－

４
 
ラ
イ

フ
・

ワ
ー

ク
・
バ

ラ
ン
ス

の
推

進
 

 

ラ
イ

フ
・
ワ
ー

ク
・
バ
ラ

ン
ス
を

一

層
推

進
す

る
た

め
、
多
様
・
柔
軟

な

勤
務

形
態

の
設

定
や

休
暇

等
の

取

得
促

進
、
テ
レ

ワ
ー

ク
の

活
用
や

フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

人
員

配
置

な
ど

に

よ
る

効
率

的
な

業
務

遂
行

な
ど

を

通
し

、
組

織
全

体
と

し
て

超
過
勤

務

の
縮

減
に

努
め

る
と

と
も

に
、
職

員

の
心

身
の

健
康

維
持

と
業

務
の

効

率
性

向
上

の
両

立
を

図
る

。
 

①
多

様
・
柔

軟
な

勤
務

形
態

の
設

定

や
休

暇
等

の
取

得
促

進
、
テ

レ
ワ

ー

ク
の

活
用

や
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

人

員
配

置
な

ど
に

よ
り
、
効
率

的
な

業

務
遂

行
を

推
進

す
る

。
 

(
1
5
)
多
様

・
柔

軟
な

勤
務

形
態

の
設
定

や
休

暇
等

の
取

得
促

進
、
人

員
配

置
 

 
1
)
自
宅

勤
務

の
常

態
化

に
向

け
た
対

応
 

 
 

自
宅

勤
務

実
施

要
綱

を
1
0
月

に
改

正
、
デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
や

多
様
な

働
き

方
の

推
進

を
目

的
と
し

て
、

恒
久

的
な

制
度

と
す

る
と

と
も
に

、
所

属
長

の
判

断
に

よ
り
日

数
に

つ
い

て
も

柔
軟

に
設
定
 

2
)
自

宅
勤

務
推

進
月

間
の

推
進

 

所
属

ご
と

に
、
職
員

が
月

4
回
（

週
1
回

）
程
度

、
自

宅
勤

務
を
行

う
推

進
月

間
（

8
月

～
12

月
）
を

今
年

度
よ

り
新

た
に

設
定

。
実

績
率

向
上

に
向

け
、

オ
ン
ラ

イ
ン

で
の

研
修

受
講

な
ど
自

宅
勤

務
が

可
能

な
業

務
を
例

示
 

3
)
年

休
取

得
奨

励
月

間
の

設
定

 

職
員

の
心

身
の

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

を
図
る

こ
と

を
目

的
に

年
休

を
取
得

し
や

す
い

環
境

を
整

え
る
た

め
、
奨

励
月

間
を
新

た
に

設
定

（
8
月
、

1
月

の
2
回
）
 

4
)
各

所
属

か
ら

の
要

望
等

を
踏

ま
え
適

切
な

人
員

配
置

を
実

施
 

 

○
自

宅
勤

務
実

施
要

項
の

改
正

内
容
（

10
月
）
 

・
目

的
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
対

策
か

ら
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
や

多
様

な
働

き
方

の
推

進
へ
 

・
制

度
の

恒
久

化
 

一
時

的
な

制
度

か
ら

恒
久

的
な

制
度
へ
 

・
実

施
上

限
回

数
 

目
安

を
設

定
す

る
と

と
も

に
所

属
長

の
判

断
に

よ
り

柔
軟

に
変

更
可

能
に
 

 

②
組

織
全

体
と

し
て

超
過

勤
務

の

縮
減

に
努

め
る

と
と

も
に
、
職
員

の

心
身

の
健

康
維

持
と

業
務

の
効

率

性
向

上
の

両
立

を
図

る
。
 

(
1
6
)
超
過

勤
務

縮
減

の
取

組
 

 
1
)
毎
週

水
曜

日
・

給
与

・
賞

与
支
払

日
に

、
一

斉
定

時
退

所
日
を

設
定
 

 
2
)
超
勤

の
事

前
申

告
制

を
各

所
属
に

周
知

徹
底

、
所

属
長

の
業
務

内
容

の
確

認
を

得
た

う
え
で

、
職

員
は

超
勤

を
実

施
 

 
3
)月

3
0
時

間
を

超
過

し
た
職

員
が
い

た
場

合
、

毎
月

、
所

属
長
に

そ
の

理
由

を
聴

取
し

、
削
減

を
依

頼
 

 
4
)
職
員

の
健

康
等

確
保

の
た

め
、
産

業
医

に
よ

る
助

言
・

保
険
指

導
の

実
施

お
よ

び
年

次
有
給

休
暇

取
得

を
働

き
か

け
 

 

 

１
－

５
 
デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス
フ

ォ
ー
メ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
 

 

業
務

の
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
す

る
組

織

を
新

た
に

設
置

し
、
業
務

改
革
の

推

進
や

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向

上
に

重
点

的
に

取
り

組
む

。
 

ま
た

、
支

援
業

務
の

管
理

や
総

務
・

財
務

に
関

す
る

事
務

手
続

き
の

簡

素
化
・
迅

速
化

を
図

る
た

め
、
情

報

シ
ス

テ
ム

を
再

構
築

し
、
試
験
申

込

な
ど

受
付

窓
口

の
効

率
化

や
成

績

証
明

書
な

ど
の

書
類

の
電

子
化

な

ど
利

用
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努

め
る

と
と

も
に

、
事

務
処

理
の
効

率

化
を

図
る

。
 

①
業

務
の

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

す
る

組

織
を

設
置

し
、
都

産
技

研
の

デ
ジ

タ

ル
化

推
進

に
向

け
た

企
画
・
調
整

を

行
う

。
 

(
1
7
)
業
務

の
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

 

1
)
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

部
デ

ジ
タ

ル
化
推

進
室

を
新

規
設

置
 

・
4
月
に

9
名

体
制

【
部

長
1
名

（
理

事
兼

務
）
、
室

長
1
名

（
主
席

研
究

員
兼

務
）
、
上
席

研
究
員

1
名

（
係

長
兼

務
）、

デ
ジ

タ
ル

化
企

画
係

3
名

（
環

境
安
全

管
理

室
兼
務

1
名
）、

情
報
基

盤
係

3
名

】
で

設
置

。
10

月
に

は
総

務
課

、
財
務

会
計

課
か

ら
各

1
名

兼
務

職
員

を
追
加

、
新

シ
ス

テ
ム

移
行

に
関
す

る
連

携
を

強
化
 

2
)
規

程
類

の
整

備
 

・
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

基
本

方
針

な
ど
、

都
産

技
研

の
デ

ジ
タ

ル
化
推

進
に

関
す

る
規

程
類

を
整
備

し
、

次
年

度
か

ら
の

デ

ジ
タ

ル
化

推
進

計
画

（
案

）
を

作
成
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

本
方

針
な
ど

、
都

産
技

研
の

情
報

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
規

程
類
を

整
備
 

3
)
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

拡
大

に
向

け
た
計

画
策

定
 

・
W
e
b
会

議
、

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

会
議
の

拡
大

に
向

け
て

、
役

職
員
の

業
務

用
パ

ソ
コ

ン
を

デ
ス
ク

ト
ッ

プ
か

ら
ノ

ー
ト

型
に

変
更

す
る

計
画

案
を

策
定

。
次

年
度
以

降
の

配
布

に
向

け
て

準
備
を

実
施
 

4
)
次

期
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

を
目

的
と
し

た
新

シ
ス

テ
ム

等
試

行
 

・
シ

ス
テ

ム
管

理
の

効
率

化
、

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
に

向
け

て
、
業

務
で

使
用

す
る

オ
フ

ィ
ス
ソ

フ
ト

を
グ

レ
ー

ド
ア

ッ

プ
す

る
計

画
を

立
案

。
2
0
22

年
度

導
入

に
向

け
た

準
備

と
し

て
デ
ジ

タ
ル

化
推

進
室

に
て

試
験
導

入
し

課
題

、
メ

リ
ッ

ト
等

の
検

証
を

実
施
 

・
電

話
機

能
拡

充
に

向
け

て
、

オ
フ
ィ

ス
ソ

フ
ト

と
ス

マ
ー

ト
フ
ォ

ン
・

パ
ソ

コ
ン

を
連

携
さ
せ

た
電

話
シ

ス
テ

ム
の

導

入
を

検
討

・
試

行
(
1
2
月

-
3
月

) 

・
業

務
デ

ジ
タ

ル
化

後
の

執
務

室
の
あ

り
方

を
検

討
す

る
た

め
、
A
B
W（

＝
Ac
t
i
vi
t
y
 B
a
s
e
d
 
Wo
r
k
in
g
）
の

考
え

方
に

基

づ
く

執
務

室
を

検
討

し
、

3
階

創
作
実

験
ギ

ャ
ラ

リ
―

室
に

お
い
て

什
器

類
を

設
置

し
試

行
（
3
月
）
 

5
)
令
和

4
年
度

特
定

運
営

費
交

付
金
の

提
案

、
採

択
 

・
入

館
受

付
シ

ス
テ

ム
お

よ
び

機
器
利

用
予

約
シ

ス
テ

ム
の

導
入
を

提
案

、
採

択
 

入
館

処
理

の
デ

ジ
タ

ル
化

、
機

器
利
用

予
約

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
に
よ

り
、

利
用

者
の

QO
S
を

向
上
 

 

○
次

期
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

を
目

的
と

し
た

新
シ

ス
テ

ム
等

試
行
 

オ
フ

ィ
ス

ソ
フ

ト
の

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
を

試
験

的
に

実
施

し
て

確
認

で
き

た
メ

リ
ッ
ト
 

・
チ
ャ

ッ
ト

で
の

打
合

せ
や
会

議
を
実

現
、
時

間

効
率

向
上
（
複

数
案

件
同

時
に

議
論
、
検
討

が
可

能
）
 

・
フ

ァ
イ

ル
共

同
編

集
に

よ
る

時
間
短

縮
 

・
自
宅

勤
務

で
の

障
壁

撤
廃
（
職

場
と
同

等
の

稼

働
環

境
の

実
現
、
画
面

描
画
速

度
、
操
作

性
、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

な
ど

）
 

・
一

元
的

か
つ

効
率

的
な

ラ
イ

セ
ン
ス

管
理
 

・
意

見
集

約
作

業
効

率
化
 

・
作

業
の

自
動

化
 

等
 

        

3
階

創
作

ギ
ャ

ラ
リ

ー
（

A
BW
）

 

②
支

援
事

業
の

管
理

や
総

務
・
財

務

に
関

す
る

事
務

手
続

き
の

簡
素

化
・

迅
速

化
を

図
る

た
め
、
都
産

技
研

の

(
1
8
)
情
報

シ
ス

テ
ム

の
再

構
築

 

1
)
各

基
盤

シ
ス

テ
ム

の
再

構
築

 

・
技

術
支

援
事

業
管

理
シ

ス
テ

ム
の
構

築
 

2
01
9
年

度
か
ら

準
備
し

、
2
0
22

年
1
月
運
用

開
始
 

 
 

利
用

企
業

情
報

の
適

正
な

管
理
な

ど
、

技
術

支
援

管
理

機
能
を

向
上
 

 

4
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情
報

シ
ス

テ
ム

の
再

構
築

を
行

う
。
 

 
 

a
)新

た
な

技
術

支
援

事
業

管
理
シ

ス
テ

ム
の

特
徴
 

法
人

番
号

単
位

で
の

企
業

の
管

理
（
企

業
ご

と
の

利
用

実
績

把
握
の

た
め

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
に
相

当
）
 

 
 

 
企

業
カ

ル
テ

の
充

実
（

企
業
ご

と
の

利
用

実
績

を
見

え
る
化

す
る

仕
組

み
）
 

見
積

書
・

請
求

書
・

領
収

書
の

デ
ジ
タ

ル
化

（
今

後
、

運
用

ル
ー
ル

を
整

備
し

デ
ジ

タ
ル

媒
体
で

の
発

行
を

予
定

）
 

技
術

相
談

に
係

る
工

数
把

握
の

仕
組
み

を
導

入
 

 
 

b
)職

員
へ

の
案

内
 

 
 

 
教

育
訓

練
（

w
eb
）

12
月

21
日
、

1
2
月

2
3
日

（
延

べ
16
2
名
参

加
）
 

 
 

 
全

支
所

受
付

研
修

 
12

月
24

日
、

1
2
月

2
7
日

、
12

月
28

日
、

1
月

1
1
日

、
1
月

1
3
日

（
延

べ
2
9
名
参

加
）

 

 
 

 
所

内
掲

示
板

で
の

周
知

 
25

件
 

・
新

総
務

シ
ス

テ
ム

（
2
0
22

年
度

稼
働

開
始

予
定

）
の

再
構

築
 
2
0
20

年
度

か
ら

準
備
開

始
し
、

構
築

中
 

・
新

財
務

シ
ス

テ
ム

（
2
0
23

年
度

稼
働

開
始

予
定

）
の

再
構

築
 
2
0
20

年
度

か
ら

準
備
開

始
し
、

構
築

中
 

2
)
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
の

導
入

 

・
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
を

導
入

し
、
大

規
模

災
害

時
に

お
け

る
職
員

の
安

否
確

認
を

オ
ン

ラ
イ
ン

化
 

・
毎

日
実

施
し

て
い

る
健

康
状

況
管
理

に
も

同
シ

ス
テ

ム
を

活
用
 

 

２
 

業
務

運
営

の
効

率
化

と
経

費
節
減
 

 

２
－

１
 
業
務

改
革

の
推

進
 

 

お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
業

務
の

効
率

化
、
経
費

の
削

減
等
を

目

的
と

し
て

、
業

務
内

容
や

処
理
手

続

き
を

見
直

す
な

ど
業

務
改

革
を

推

進
し

、
利

用
者

満
足

度
の

向
上
を

目

指
す

。
 

具
体

的
に

は
、
料
金

後
納

制
度
の

導

入
、
コ
ン

ビ
ニ

払
い

の
推

進
な
ど

に

よ
る

事
務

の
効

率
化

を
図

る
。

ま

た
、
テ
レ

ワ
ー

ク
や

オ
ン

ラ
イ
ン

会

議
の

実
施

、
会

議
の

ペ
ー

パ
ー
レ

ス

化
の

徹
底

、
各

種
業

務
シ

ス
テ
ム

の

活
用

な
ど

に
よ

り
業

務
の

デ
ジ

タ

ル
化

を
促

進
す

る
。
さ
ら

に
、
外

部

機
関

や
専

門
家

の
活

用
も

含
め

業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

を
進

め

る
。
 

都
産

技
研

内
部

の
会

議
及

び
委

員

会
の

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

で
の

開
催

率

に
つ

い
て

は
、
第
四

期
中

期
計
画

期

間
の

最
終

年
度

ま
で
に

8
 
0 

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
と

す
る

こ
と

を
目

標

と
す

る
。
 

①
お

客
様

へ
の

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
、

業
務

の
効

率
化
、
経
費

の
削

減
等

を

目
的

と
し

て
業

務
改

革
を

推
進

し
、

高
い

経
営

品
質

の
実

現
や

利
用

者

満
足

度
の

向
上

を
目

指
す

。
 

(
1
9
)
業
務

改
革

の
推

進
 

お
客

さ
ま

へ
の

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
、
業

務
の

効
率

化
、
経
費

の
削
減

、
業

務
事

故
の

低
減

等
を
目

的
と

し
、
全
部

門
が

業
務

改
革

を
実

施
 

1
)
業

務
改

革
の

実
施
 

前
年

度
か

ら
継

続
し
、
各
部
門

で
リ
ー

ダ
ー

を
中

心
と

し
た

少
人
数

チ
ー

ム
を

構
成
、
管

理
部
門

へ
の

要
望

も
含

め
、
合
計

4
0
テ
ー

マ
の

業
務

改
革

を
実
施

 

a
)
取

り
組

み
実

績
 

実
施

数
：

4
0
テ

ー
マ

（
前
年
度

：
43

テ
ー

マ
）

 
 

b
)
業

務
改

革
の

取
り

組
み

事
例

 

 
 

 ＜
経
営

品
質

向
上

（
15

テ
ー
マ

）
＞
 

 
 

 ・
内
部

統
制

制
度

等
の
一

層
の
周

知
（

内
部

監
査

室
）

 

都
産

技
研

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
等

に
係

る
案
内

の
作

成
や

、
掲

示
板

の
活

用
等

に
よ

り
、

内
部

統
制

に
関

連
す

る
内

容
に

つ
い

て
よ

り
一

層
の

周
知

 
等
 

 
 

 ＜
業
務

運
営

の
効

率
化
（

1
3
テ

ー
マ

）
＞
 

・
ペ

ー
パ

レ
ス

化
・

ハ
ン

コ
レ

ス
化
の

推
進

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整
備

（
開

発
企

画
室

）
 

 
紙

面
で

行
わ

れ
て

い
る

届
け

出
や
申

請
内

容
を

見
直

し
、

電
子
化

を
推

進
 

等
 

＜
お

客
さ

ま
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
（

12
テ
ー
マ
）

＞
 

 
 

 ・
技
術

セ
ミ

ナ
ー

等
の
オ

ン
デ
マ

ン
ド

配
信

開
始

（
技

術
振
興

推
進

室
）
 

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

を
推

進
す

る
た
め

録
画

環
境

の
構

築
、

事
務
処

理
の

整
理

等
を

実
施

 
等
 

 

 

②
コ

ン
ビ

ニ
払

い
な

ど
に

よ
る

キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

化
の

推
進
、
電
子

入

札
、
テ

レ
ワ

ー
ク

や
オ

ン
ラ

イ
ン

会

議
の

実
施
、
会
議

の
ペ

ー
パ

ー
レ

ス

化
の

徹
底
、
各
種

業
務

シ
ス

テ
ム

の

活
用

な
ど

に
よ

り
業

務
の

デ
ジ

タ

ル
化

を
促

進
す

る
。
さ
ら

に
、
外

部

機
関

や
専

門
家

の
活

用
も

含
め

業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

を
進

め

る
。
 

  

(
2
0
)
業
務

の
デ

ジ
タ

ル
化

促
進

へ
の
取

り
組

み
 

1
)
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

化
の

推
進

 

 
現

金
取

扱
を

原
則

希
望

者
の

み
と
し

、
コ

ン
ビ

ニ
払

い
・

ク
レ
ジ

ッ
ト

払
い

等
の

キ
ャ

ッ
シ
ュ

レ
ス

化
を

推
進
 

 
 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

率
（

件
数
ベ

ー
ス

）：
6
1
% 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

率
（

金
額

ベ
ー
ス

）：
8
5
% 

2
)
電

子
入

札
の

推
進
 

中
小

企
業

振
興

公
社

が
運

営
す

る
電
子

入
札

シ
ス

テ
ム
「
ビ

ジ
ネ
ス

チ
ャ

ン
ス
・
ナ
ビ

2
0
2
0」

を
活

用
し
、
電
子

入
札
・
電

子
見

積
供

競
争

を
積

極
的

に
実

施
 

3
)
テ

レ
ワ

ー
ク

や
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議
の

実
施
 

・
都

産
技

研
内

無
線

ア
ク

セ
ス

ポ
イ
ン

ト
を

増
設

し
、

相
談

室
等
で

の
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

実
施
を

実
現

（
3
月
）
 

・
自

宅
勤

務
に

お
け

る
業

務
環

境
整
備

の
一

環
と

し
て

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

を
配

布
（

4
月

）
、
リ

モ
ー

ト
デ

ス
ク

ト
ッ
プ

サ

ー
ビ

ス
の

利
用

を
継

続
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

シ
ス

テ
ム

を
継
続

し
、

開
催

増
加

に
対

応
す
る

た
め

、
4
階
執

務
室

内
に
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

用
個

室
を

設
置

（
1
人
用

4
台

、
2
人
用

2
台
）
（
3
月
）
 

 
4
)
各
種

業
務

シ
ス

テ
ム

の
活

用
 

 
 
 
・
技

術
支

援
事

業
管

理
シ

ス
テ
ム

の
刷

新
に

よ
る

依
頼

試
験
手

続
き

の
電

子
化

の
開

始
（
関

連
項

目
：

項
目

2）
 

5
)
外

部
機

関
や

専
門

家
の

活
用

も
含
め

た
業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ
ン

グ
 

・
特

許
年

金
支

払
い

業
務

の
ア

ウ
ト
ソ

ー
シ

ン
グ
 

○
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

化
の

推
進

 

 
現

金
取

扱
を

原
則

希
望

者
の

み
と
し

、
コ
ン

ビ

ニ
払

い
・
ク

レ
ジ

ッ
ト

払
い

等
の

キ
ャ
ッ

シ
ュ

レ

ス
化

を
推

進
 

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

率
（

件
数

ベ
ー
ス

）：
6
1
%

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

率
（

金
額

ベ
ー
ス

）：
8
5
%

 ○
電

子
入

札
の

推
進
 

中
小

企
業

振
興

公
社

が
運

営
す

る
電

子
入

札
シ

ス
テ

ム
「
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン
ス
・
ナ
ビ

2
0
20
」
を

活
用

し
、
電
子

入
札
・
電
子

見
積

供
競
争

を
積

極

的
に

実
施
 

 〇
テ

レ
ワ

ー
ク

や
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

の
実

施
に

向
け

た
取

り
組

み
 

・
無

線
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
を

増
設
 

・
自

宅
勤

務
用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
配
布
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

用
個

室
の

設
置
(
計

6
台
）

4
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都
産

技
研

が
単

独
で

保
有

す
る

特
許
に

加
え
、
件
数

の
増
加

に
伴
い

実
用

新
案

と
意

匠
の

支
払
い

業
務

も
ア

ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ

化
し

、
効

率
化

と
コ

ス
ト

削
減
を

実
現
 

        

 
都

産
技

研
内

部
の

会
議

及
び

委
員

会
の

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

で
の

開
催

率

に
つ

い
て

は
、

2 
0 
2
 1
 
年
度

5
 5
 

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
と

す
る

こ
と

を

目
標

と
す

る
。
 

(
2
1
)
都
産

技
研

内
部

の
会

議
及

び
委
員

会
の

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

で
の
開

催
 

都
産

技
研

内
部

の
会

議
及

び
委

員
会
の

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

で
の

開
催
率

78
％
 

（
前

年
度
：

4
7
％
）
 

5
4
の
会

議
及

び
委
員

会
の

う
ち

、
42

を
ペ

ー
パ
ー

レ
ス

で
開

催
。
2
0
21

年
度
計

画
目

標
値

5
5
%以

上
、

第
四

期
中

期
計
画

期
間

の
最

終
年

度
目

標
値

60
%
以

上
の

い
ず

れ
も

上
回

る
水
準

 

〇
会

議
及

び
委

員
会

の
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
で

の
開

催
率

78
%
（
4
2
/
54
、
前

年
度
：

4
7
%）

 

2
0
2
1
年

度
計

画
目

標
値

：
55
%
以

上
 

第
四

期
中

期
計

画
期

間
の

最
終

年
度
目

標
値
 

：
6
0
%以

上
 

２
－

２
 
財
政

運
営

の
効

率
化
 

 

標
準

運
営

費
交

付
金
（
効

率
化
が

困

難
な

経
費

を
除

く
。
）

を
充

当
し

て

行
う

業
務

に
つ

い
て

は
、
中
小
企

業

ニ
ー

ズ
の

低
下

し
た

業
務

の
見

直

し
、

事
務

処
理

の
効

率
性

の
向

上
、

自
己

収
入

の
増

加
等

に
よ

り
、
毎

年

度
前

年
度

比
１

パ
ー

セ
ン

ト
の

財

政
運

営
の

効
率

化
を

図
る

。
 

標
準

運
営

費
交

付
金
（

効
率

化
が

困

難
な

経
費

を
除

く
。
）

を
充

当
し

て

行
う

業
務

に
つ

い
て

は
、
中

小
企

業

ニ
ー

ズ
の

低
下

し
た

業
務

の
見

直

し
、
自
己

収
入

の
増

加
、
事

務
処

理

の
効

率
性

の
向

上
を

図
る

。
 

(
2
1
)
複
数

年
契

約
の

促
進
 

 
 

複
数

年
契

約
に

よ
り

、
事

務
負
担

を
軽

減
 

 
複

数
年

契
約

実
績

：
3
6
件
（

前
年
度

：
2
4
件
）
 

 
 

＜
新

規
の

複
数

年
契

約
＞

 

 
 
・「

事
務

用
端

末
の

賃
貸
借

契
約
」「

ガ
ス
ク

ロ
マ

ト
グ
ラ

フ
質
量

分
析

計
の

賃
借

」「
高

速
液
体

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
の

賃
借
」
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中
期
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

年
度
計
画
【
項
目
別
評
価
単
位
】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年
度
 

年
度
計
画
に
係
る
実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅱ
 

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

３
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事
項
 

３
－

１
 
資
産

の
適

正
な

管
理
運

用
 

安
全

か
つ

効
率

的
な

資
金

運
用

管

理
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
債
権

管

理
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
。
 

建
物
、
施

設
に

つ
い

て
計

画
的
な

維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
設
備

機

器
に
つ
い
て
は
校
正
・
保
守
・
点
検

を
的
確
に
行
い
、
国

内
規

格
や
国

際

規
格

に
適

合
す

る
測

定
な

ど
が

確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
管

理
運

用

す
る
。
ま

た
こ

れ
ら

の
利

用
率
が

低

い
場
合
は
、
適

切
な

有
効

活
用
を

図

っ
て
い
く
。
 

①
安

全
か

つ
効

率
的

な
資

金
運

用

管
理
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
債
権

管
理
を
適
切
に
行
う
。
 

1
8 

B 
(
1
)
安
全
か
つ
効
率
的
な
資
金
運
用
管
理
 

 
1
)
資
金

運
用

方
法
 

昨
年
度
ま
で
の
定
期
預
金
運
用
を
変
更
し
、
普
通
預
金
口
座
等
で
流
動
性
を
確
保
し
な
が
ら
安
全
に
資
金
運
用
 

2
)
資
金
運
用
収
入
 

4
0
千
円
 

3
)
資
金
運
用
管
理
 

a
)
資
金
管
理
規
則
に
よ
り
、
資
金
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
を
継
続
 

b
)
過
不
足
金
取
扱
要
領
を
制
定
し
て
収
納
手
順
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
の
手
続
き
等
を
明
確
化

す
る
こ
と
で
窓
口
収
納
現
金
の
取
り
扱
い
の
適
正
化
を
継
続
 

 
 

c
)イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
活
用
継
続
 

本
部
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
城
南
、
墨
田
、
バ
ン
コ
ク
支
所
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
活
用
し
、
本

部
・
各
支
所
の
料
金
収
納
口
の
残
高
照
会
を
随
時
照
会
可
能
と
す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
と
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
継
続
実
施
 

 

(
2
)
適
切
な
債
権
管
理
 

 
1
)
未
収

金
の

整
理
 

2
0
2
1
年
度
の
未
収
金
の
発
生
な
し
 

 

○
安
全
か
つ
効
率
的
な
資
金
運
用
管
理
 

・
資
金
運
用
方
法
 

昨
年
度
ま
で
の
定
期
預
金
運
用
を
変
更
し
、
普
通

預
金

口
座

等
で

流
動

性
を

確
保

し
な

が
ら

安
全

に
資
金
運
用
 

 

②
建
物
、
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
な
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

設
備

機
器

に
つ

い
て

は
校

正
・

保

守
・
点
検
を
的
確
に
行
う
こ
と
に
よ

り
国

内
規

格
や

国
際

規
格

に
適

合

す
る

測
定

な
ど

が
確

実
に

実
施

で

き
る

よ
う

管
理

運
用

す
る
。
こ
れ

ら

の
利

用
率

が
低

い
場

合
は
、
適
切

な

有
効

活
用

を
図

る
。
 

(
3
)
 
設
備
機
器
の
適
切
な
管
理
運
用
 

1
)
保
有
す
る
機
器
等
の
校
正
、
保
守
を
実
施
 

校
正
・
保
守
契
約
 

合
計
 
36
5
件
 

3
4
6,
8
75

千
円
（
前
年
度
：
3
9
0
件
 
3
5
0
,5
0
5
千
円
）
 

 
 
内
訳

 
 

 
 

 
 

本
部
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
2
09

件
 

 
 
 

21
6
,
28
1
千
円
 

 
 

 
 

城
東
支
所
 
 

 
 

 
 
3
4
件
 
 
 

  
2
1
,4
5
0
千
円
 

 
 

 
 

墨
田
支
所
 
 

 
 

 
 
2
7
件
 
 
 
 
  
2
1
,4
2
2
千
円
 

 
 

 
 

城
南
支
所
 
 

 
 

 
 
4
0
件
 
 
  
 
 
  
4
3
,1
2
8
千
円
 

食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
 
 

 4
件
 

 
 

 
 
2
,1
0
9
千
円
 

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
 
 

51
件
 

 
 

 
 4
2
,4
8
5
千
円
 

 
2
)
設
備
機
器
の
利
用
度
の
把
握
 

2
0
2
0
年
度
に
整
備
し
た
機
器
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
（
3
月
）
 

2
0
2
1
年
度
に
整
備
し
た
機
器
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
20
2
2
年
度
末
に
実
施
予
定
 

 

 

Ⅲ
 

予
算
（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
）、

収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
 

別
紙
 

別
紙
 

 
 

(
4
)
予
算
、
収
支
計
画
お
よ
び
資
金
計
画
 

 
1
)
予
算
 

              

   ○
的
確
な
予
算
管
理
の
推
進
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
に

よ
る

事
業

収
入
の
落
ち
込
み
や
、
電
力
価
格
の
上
昇
、
半
導

体
不

足
や

コ
ロ

ナ
禍

で
の

物
流

混
乱

等
に

よ
る

契
約

不
調

等
に

よ
る

収
支

計
画

へ
の

影
響

を
鑑

み
て
、
各
種

取
り

組
み

を
実
施

、
収

入
・
支
出

の

均
衡
を
達
成
 

＜
予
算
管
理
の
具
体
的
な
取
組
＞
 

・
収

入
お

よ
び

支
出

予
算

の
執

行
状

況
を

把
握

し
、
（
7
月
、

1
0
月

、
11

月
、

2
月
）
 

・
執
行

状
況

報
告

の
都

度
、
必
要

な
対
応

を
協

議

・
予

算
の

執
行

見
込

み
に

つ
い

て
所

内
各

部
へ

調
査
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・
補

正
予

算
を

編
成

（
1
1
月

1
0
日
）
 

・
電

力
価

格
の

上
昇

や
契

約
不

調
等

の
影

響
を

鑑
み

、
再

度
所

内
各

部
へ

執
行
見

込
み
を

調
査
（

2

月
）
 

・
効

率
的

に
執

行
す

る
た

め
に

計
画

し
て

い
た

機
器

・
設

備
の

購
入

等
を

実
施

（
2
月

）
 

（
単

位
：

百
万

円
）

予
算

決
算

差
額

（
決

算
－

予
算

）
備

考
予

算
決

算
差

額
（

決
算

－
予

算
）

備
考

収
入

運
営

費
交

付
金

2
,
3
3
4

2
,
1
4
0

△
 
1
9
3

2
,
4
8
1

2
,
4
3
3

△
 
4
7

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

内
)

2
,
1
1
2

1
,
9
0
2

△
 
2
0
9

1
9
9

1
4
9

△
 
4
9

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

外
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
以

外
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
0

2
0

2
,
2
5
3

2
,
2
5
5

2

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
)

2
2
2

2
1
7

△
 
4

2
9

2
8

0

施
設

整
備

費
補

助
金

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
己

収
入

7
0
5

6
2
5

△
 
7
9

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
2

2
2

事
業

収
入

6
0
5

4
8
1

△
 
1
2
3

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
2

2
2

補
助

金
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
6

6
6

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
部

資
金

研
究

費
等

1
0
0

6
0

△
 
3
9

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の

他
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
7

1
7

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

積
立

金
取

崩
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
入

　
計

3
,
0
3
9

2
,
7
6
5

△
 
2
7
3

2
,
4
8
1

2
,
4
5
5

△
 
2
5

支
出

業
務

費
3
,
0
3
9

2
,
6
0
0

△
 
4
3
8

2
,
4
8
1

1
,
6
4
1

△
 
8
3
9

試
験

研
究

経
費

1
,
1
9
2

9
9
8

△
 
1
9
3

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
,
2
5
3

1
,
2
4
9

△
 
1
,
0
0
3

外
部

資
金

研
究

経
費

等
1
0
0

6
0

△
 
3
9

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
職

員
人

件
費

1
,
5
2
5

1
,
3
5
3

△
 
1
7
1

1
9
9

3
6
7

1
6
8

共
済

組
合

負
担

金
2
2
2

1
8
8

△
 
3
3

2
9

2
4

△
 
4

一
般

管
理

費
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
出

　
計

3
,
0
3
9

2
,
6
0
0

△
 
4
3
8

2
,
4
8
1

1
,
6
4
1

△
 
8
3
9

収
入

　
－

　
支

出
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
6
5

1
6
5

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
1
4

8
1
4

総
合

的
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

支
援

区
分

（
単

位
：

百
万

円
）

予
算

決
算

差
額

（
決

算
－

予
算

）
備

考
予

算
決

算
差

額
（

決
算

－
予

算
）

備
考

収
入

運
営

費
交

付
金

1
6
6

1
6
8

2
9
9

1
0
8

9

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

内
)

1
4
3

1
4
4

1
8
6

9
5

9

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

外
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
以

外
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
2

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
1

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
)

2
3

2
2

0
1
3

1
2

0

施
設

整
備

費
補

助
金

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
己

収
入

9
8

9
1

△
 
6

1
0

0
△

 
9

事
業

収
入

9
8

7
2

△
 
2
5

1
0

0
△

 
9

補
助

金
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
部

資
金

研
究

費
等

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の

他
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
8

1
8

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

積
立

金
取

崩
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
入

　
計

2
6
4

2
5
9

△
 
4

1
0
9

1
0
9

0

支
出

業
務

費
2
6
4

2
4
9

△
 
1
4

1
0
9

1
0
6

△
 
2

試
験

研
究

経
費

8
6

8
3

△
 
2

9
6

△
 
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
部

資
金

研
究

経
費

等
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
職

員
人

件
費

1
5
5

1
4
7

△
 
7

8
7

8
8

1

共
済

組
合

負
担

金
2
3

1
9

△
 
3

1
3

1
0

△
 
2

一
般

管
理

費
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
出

　
計

2
6
4

2
4
9

△
 
1
4

1
0
9

1
0
6

△
 
2

収
入

　
－

　
支

出
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9
9

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
3

新
事

業
展

開
支

援
産

業
人

材
育

成
区

分

5
2
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（
単

位
：

百
万

円
）

予
算

決
算

差
額

（
決

算
－

予
算

）
備

考
予

算
決

算
差

額
（

決
算

－
予

算
）

備
考

収
入

運
営

費
交

付
金

1
9
9

2
0
4

5
2
,
4
5
6

2
,
8
2
8

3
7
2

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

内
)

1
8
4

1
8
8

4
2
,
1
4
5

2
,
3
8
9

2
4
4

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

外
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
9
4

1
9
4

0

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
以

外
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
1

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
2
1

1
2
1

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
)

1
5

1
5

0
1
1
7

1
2
2

5

施
設

整
備

費
補

助
金

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
己

収
入

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0

3
0
7

3
6
6

5
9

事
業

収
入

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0

補
助

金
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
部

資
金

研
究

費
等

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の

他
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0

3
0
7

3
6
6

5
9

積
立

金
取

崩
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
入

　
計

1
9
9

2
0
4

5
2
,
7
6
3

3
,
1
9
4

4
3
1

支
出

業
務

費
1
9
9

1
8
2

△
 
1
6

8
8
4

1
,
1
7
0

2
8
6

試
験

研
究

経
費

7
9

8
7

8
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
部

資
金

研
究

経
費

等
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
職

員
人

件
費

1
0
5

8
1

△
 
2
3

7
6
7

1
,
0
6
4

2
9
7

共
済

組
合

負
担

金
1
5

1
3

△
 
1

1
1
7

1
0
6

△
 
1
0

一
般

管
理

費
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
,
8
7
9

1
,
9
8
6

1
0
7

支
出

　
計

1
9
9

1
8
2

△
 
1
6

2
,
7
6
3

3
,
1
5
7

3
9
4

収
入

　
－

　
支

出
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
2

2
2

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
7

3
7

区
分

情
報

発
信

法
人

共
通

（
単

位
：

百
万

円
）

予
算

決
算

差
額

（
決

算
－

予
算

）
備

考
予

算
決

算
差

額
（

決
算

－
予

算
）

備
考

収
入

運
営

費
交

付
金

6
2
6

6
2
5

0
8
,
3
6
1

8
,
5
1
0

1
4
9

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

内
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
,
8
6
9

4
,
8
6
9

0

標
準

運
営

費
交

付
金

(
効

率
化

対
象

外
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
9
4

1
9
4

0

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
以

外
)

6
2
6

6
2
5

0
2
,
8
7
9

3
,
0
2
7

1
4
8

特
定

運
営

費
交

付
金

(
共

済
)

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
1
9

4
1
8

0

施
設

整
備

費
補

助
金

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
己

収
入

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
,
1
2
0

1
,
1
0
5

△
 
1
4

事
業

収
入

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7
1
3

5
7
7

△
 
1
3
5

補
助

金
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
6

6
6

外
部

資
金

研
究

費
等

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
0

6
0

△
 
3
9

そ
の

他
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
0
7

4
0
2

9
5

積
立

金
取

崩
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
入

　
計

6
2
6

6
2
5

0
9
,
4
8
1

9
,
6
1
6

1
3
5

支
出

業
務

費
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
,
9
7
6

5
,
9
5
2

△
 
1
,
0
2
3

試
験

研
究

経
費

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
,
3
6
6

1
,
1
7
5

△
 
1
9
0

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
,
2
5
3

1
,
2
4
9

△
 
1
,
0
0
3

外
部

資
金

研
究

経
費

等
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
0
0

6
0

△
 
3
9

役
職

員
人

件
費

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
,
8
3
8

3
,
1
0
2

2
6
4

共
済

組
合

負
担

金
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
1
9

3
6
3

△
 
5
5

一
般

管
理

費
6
2
6

4
7
2

△
 
1
5
3

2
,
5
0
5

2
,
4
5
9

△
 
4
5

支
出

　
計

6
2
6

4
7
2

△
 
1
5
3

9
,
4
8
1

8
,
4
1
1

△
 
1
,
0
6
9

収
入

　
－

　
支

出
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
5
2

1
5
2

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
,
2
0
4

1
,
2
0
4

そ
の

他
区

分
合

計

5
3
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2
)
収
支

計
画
 

                                        

 

            

差
額

（
実

績
－

計
画

）

費
用

の
部

9
,
0
1
5

8
,
1
7
9

△
 
8
3
5

経
常

費
用

9
,
0
1
5

8
,
1
7
6

△
 
8
3
8

業
務

費
5
,
9
5
0

5
,
1
2
4

△
 
8
2
5

試
験

研
究

経
費

9
9
0

7
9
6

△
 
1
9
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

1
,
6
0
3

8
1
1

△
 
7
9
1

外
部

資
金

研
究

経
費

等
1
0
0

4
9

△
 
5
0

役
職

員
人

件
費

2
,
8
3
8

3
,
1
0
2

2
6
4

共
済

組
合

負
担

金
4
1
9

3
6
3

△
 
5
5

一
般

管
理

費
1
,
8
8
0

1
,
9
5
9

7
9

減
価

償
却

費
1
,
1
8
5

1
,
0
9
2

△
 
9
2

そ
の

他
費

用
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0

臨
時

損
失

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
3

固
定

資
産

除
却

損
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
3

収
入

の
部

9
,
0
1
5

8
,
2
3
3

△
 
7
8
1

経
常

収
益

9
,
0
1
5

8
,
2
2
9

△
 
7
8
5

運
営

費
交

付
金

収
益

6
,
7
1
0

6
,
1
1
1

△
 
5
9
8

事
業

収
益

7
1
3

5
7
7

△
 
1
3
5

外
部

資
金

研
究

費
等

収
益

1
0
0

4
9

△
 
5
0

補
助

金
収

益
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の

他
収

益
3
0
7

3
9
8

9
1

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
1
,
1
3
7

1
,
0
2
7

△
 
1
0
9

資
産

見
返

補
助

金
等

戻
入

4
2

5
5

1
3

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
2

資
産

見
返

寄
附

金
等

戻
入

6
6

0

臨
時

利
益

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
3

固
定

資
産

売
却

益
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
3

資
産

見
返

補
助

金
等

戻
入

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0

純
利

益
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
3

5
3

総
利

益
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
3

5
3

区
分

計
画

実
績

備
考

5
4
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3
)
資
金

計
画
 

                   

 

 

4
)
的

確
な

予
算

管
理

の
推

進
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
に
よ

る
事

業
収

入
の

落
ち

込
み
や

、
電

力
価

格
の

上
昇

、
半
導

体
不

足
や

コ
ロ

ナ
禍

で
の

物
流

混
乱

等
に

よ
る

契
約

不
調

等
に
よ

る
収

支
計

画
へ

の
影

響
を
鑑

み
て
、
各
種

取
り
組

み
を
実

施
、
収

入
・
支
出
の

均
衡

を
達

成
 

取
り

組
み

内
容
 

・
財

務
会

計
課

を
主

体
に

予
算

執
行
状

況
を

把
握
 

・
全

て
の

部
を

対
象

と
し

た
執

行
見
込

調
査

を
実

施
 

・
執

行
見

込
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え
補

正
予

算
を

編
成
 

・
機

器
・

設
備

の
購

入
等

に
お

い
て
効

率
的

・
計

画
的

な
予

算
執
行

を
推

進
 

 

Ⅳ
 

短
期

借
入

金
の

限
度

額
 

１
 

短
期

借
入

金
の

限
度

額
 

1
 
5
 
億
円
 

1
 
5
 
億
円
 

 
 

 
 

２
 

想
定

さ
れ

る
理

由
 

 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及

び
予

見
で

き
な

か
っ

た
不

測
の

事

態
の

発
生

等
に

よ
り

、
緊

急
に
借

り

入
れ

の
必

要
が

生
じ

る
こ

と
が

想

定
さ

れ
る

。
 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及

び
予

見
で

き
な

か
っ

た
不

測
の

事

態
の

発
生

等
に

よ
り
、
緊
急

に
借

り

入
れ

の
必

要
が

生
じ

る
こ

と
が

想

定
さ

れ
る

。
 

(
5
)
短
期

借
入

金
の

実
績
 

な
し
 

 

 

Ⅴ
 

出
資

等
に

係
る

不
要

財
産

又
は
出

資
等

に
係

る
不

要
財

産
と
な

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
財
産

が
あ

る
場

合
に

は
、

当
該
財

産
の

処
分

に
関

す
る

計
画
 

な
し
 

な
し
 

 
 

 
 

Ⅵ
 

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
と
き

は
、

そ
の

計
画
 

な
し
 

な
し
 

 
 

 
 

Ⅶ
 

剰
余

金
及

び
積

立
金

の
使

途
 

１
 

剰
余

金
の

使
途
 

当
該

中
期

目
標

期
間

の
決

算
に

お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

、
中

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し

た
場

合
、
新
し

い
事

業
の

開
始

、
中

 
 

(
6
)
剰
余

金
の

使
途
 

2
0
2
1
 年

度
 

剰
余

金
0
 
千
円

 

 

（
単

位
：

百
万

円
）

差
額

（
決

算
－

予
算

）

資
金

支
出

9
,
4
8
1

1
3
,
9
8
2

4
,
5
0
1

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
7
,
8
3
0

8
,
9
3
8

1
,
1
0
8

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
1
,
6
5
1

1
,
9
9
8

3
4
7

翌
事

業
年

度
へ

の
繰

越
金

-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
,
0
4
6

3
,
0
4
6

資
金

収
入

9
,
4
8
1

1
3
,
9
8
2

4
,
5
0
1

業
務

活
動

に
よ

る
収

入
9
,
4
8
1

9
,
5
8
5

1
0
4

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
8
,
3
6
1

8
,
5
1
0

1
4
9

事
業

収
入

7
1
3

6
1
2

△
 
1
0
0

外
部

資
金

研
究

費
等

に
よ

る
収

入
1
0
0

5
0

△
 
4
9

補
助

金
等

に
よ

る
収

入
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
0

3
0

そ
の

他
の

収
入

3
0
7

3
8
2

7
5

前
中

期
目

標
期

間
か

ら
の

繰
越

金
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
,
3
9
6

4
,
3
9
6

区
分

予
算

決
算

備
考

5
5
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小
企

業
支

援
の

充
実

、
研

究
開
発

の

質
の

向
上

、
法

人
の

円
滑

な
業
務

運

営
の

確
保

又
は

施
設
・
設

備
の
整

備

及
び

改
善

に
充

て
る

。
 

小
企

業
支

援
の

充
実
、
研
究

開
発

の

質
の

向
上
、
法
人

の
円

滑
な

業
務

運

営
の

確
保

又
は

施
設
・
設
備

の
整

備

及
び

改
善

に
充

て
る

。
 

 

 

２
 

積
立

金
の

使
途
 

 

前
期

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度

に
お

い
て

、
地

方
独

立
行

政
法
人

法

第
4
 0
 
条
第

1 
項
又

は
第

2 
項

の

処
理

を
行

っ
て

な
お

積
立

金
が

あ

る
と

き
は

、
そ

の
額

に
相

当
す
る

金

額
の

う
ち

設
立

団
体

の
長

の
承

認

を
受

け
た

金
額

に
つ

い
て

、
中
期

計

画
の

剰
余

金
の

使
途

に
規

定
さ

れ

て
い

る
、

中
小

企
業

支
援

の
充

実
、

研
究

開
発

の
質

の
向

上
、
法
人
の

円

滑
な

業
務

運
営

の
確

保
又

は
施

設
・

設
備

の
整

備
及

び
改

善
に

充
て

る
。
 

前
期

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度

に
お

い
て
、
地
方

独
立

行
政

法
人

法

第
4
 0
 
条
第

1
 項

又
は
第

2
 項

の

処
理

を
行

っ
て

な
お

積
立

金
が

あ

る
と

き
は
、
そ
の

額
に

相
当

す
る

金

額
の

う
ち

設
立

団
体

の
長

の
承

認

を
受

け
た

金
額

に
つ

い
て
、
中
期

計

画
の

剰
余

金
の

使
途

に
規

定
さ

れ

て
い

る
、

中
小

企
業

支
援

の
充

実
、

研
究

開
発

の
質

の
向

上
、
法

人
の

円

滑
な

業
務

運
営

の
確

保
又

は
施

設
・

設
備

の
整

備
及

び
改

善
に

充
て

る
。
 

(
7
)
積
立

金
の

使
途
 

積
立

金
の

活
用

実
績

な
し
 

 

Ⅷ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
事
項
 

１
 

施
設

・
設

備
の

整
備

と
活

用
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上

の
た

め
の

施
設
・
設

備
の

整
備
を

計

画
的

に
実

施
す

る
。
実
施

に
当
た

っ

て
は

、
先

端
技

術
へ

の
対

応
や
省

エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

を
含

め
た

総
合

的
・

長
期

的
観

点
に

立
っ

た
整

備
・
更

新

を
適

切
に

行
う

。
 

①
業

務
の

確
実

な
実

施
と

機
能

向

上
の

た
め

の
施

設
・
設

備
の

整
備

を

計
画

的
に

実
施

す
る

。
 

②
実

施
に

当
た

っ
て

は
、
必

要
な

財

源
を

適
切

に
確

保
し

、
総

合
的
・
長

期
的

観
点

に
立

っ
た

整
備
・
更
新

を

行
う

。
 

 
 

(
8
)
業
務

の
確

実
な

実
施

と
機
能

向
上
の

た
め

、
新

規
事

業
に

伴
う
施

設
・
設
備

の
整

備
お

よ
び
『

本
部

長
期

修
繕

計
画

』
に
基

づ

く
修

繕
を

計
画

的
に

実
施
 

 
 
実
施

件
数

：
全

事
業

所
計

1
0
4
件
 

1
)
本

部
の

整
備

 
 

 
施

設
整

備
・

修
繕

工
事

 
合

計
46

件
  

a
)
入

退
室

管
理

設
備

改
修

工
事

（
事
例

1）
 

b
)
フ

リ
ー

ア
ド

レ
ス

オ
フ

ィ
ス

増
設
工

事
（

事
例

2）
 

c
)
中

央
監

視
設

備
改

修
工

事
 

d
)
特

殊
ガ

ス
減

圧
供

給
設

備
設

置
工
事
 

e
)
チ

ラ
ー

修
繕
 

f
)
D
X
推

進
セ

ン
タ

ー
ロ

ー
カ
ル

5
G（

s
u
b6
）
ラ
ボ
環

境
構
築

工
事
 

等
 

2
)
城

東
支

所
の

整
備

 
 
※
都
施

工
に
よ

る
大

規
模

改
修

関
係

は
除
く
 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

1
3
件
 

a
)
雨

水
槽

点
検

口
改

修
工

事
 

b
)
2
次
冷

温
水

ポ
ン

プ
分

解
整

備
業
務
 

c
)
ト

イ
レ

の
ド

ア
修

理
工

事
 

等
 

3
)
墨

田
支

所
の

整
備
 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

3
件
 

a
)
環

境
試

験
室

空
調

設
備

改
修

工
事
 

b
)
チ

ャ
イ

ム
放

送
設

備
の

修
繕

 
等
 

4
)
城

南
支

所
の

整
備
 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

8
件
 

a
)
廃

水
処

理
設

備
の

修
繕
 

b
)
空

調
機

の
修

理
 

c
)
F
D
M
装

置
設

置
に

伴
う

付
帯

工
事
 

d
)
機

器
整

備
対

応
工

事
実

施
設

計
業
務

 
等
 

 
 
5
)
食
品

技
術

セ
ン

タ
ー

の
整

備
 

 
 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

4
件
 

 
 

a
)排

水
ポ

ン
プ

の
修

繕
 

 
 
 
 
b
)執

務
室

整
備

工
事

 
等

 

【
本

部
長

期
修

繕
計

画
】
 

・
2
01
9
年

度
、
将

来
的

に
必

要
と

な
る
本

部
設

備

の
修

繕
項

目
を

優
先

度
毎

に
分

類
し

、
且

つ
平

準

化
を

考
慮

し
た

中
長

期
的

な
修

繕
計
画

を
策

定
 

・
以
降

、
本

計
画

を
根

拠
と
し

て
、
都

に
対

す
る

特
定

運
営

費
交

付
金

の
予

算
要

求
を
実

施
 

 【
事
例

1
】
 

・
2
02
0
年

度
、
上

記
の

通
り

特
定

運
営
費

交
付

金

の
予

算
要

求
を

実
施

し
、

翌
年

2
0
2
1
年

度
、

入

退
室

管
理

設
備

改
修

工
事

を
施

工
 

           

改
修

後
の

各
室

カ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
 

       

5
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6
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

整
備

 

施
設

整
備

・
修

繕
工

事
 

合
計

3
0
件
 

a
)
恒

温
恒

湿
室

の
空

調
用

加
湿

器
部
品

交
換
 

b
)
機

械
室

の
冷

温
水

ポ
ン

プ
分

解
整
備
 

c
)
入

退
室

一
元

管
理

シ
ス

テ
ム

修
繕
 

d
)
自

動
ド

ア
開

閉
装

置
部

品
交

換
作
業

 
等
 

 

【
事
例

2
】
 

・
フ

リ
ー

ア
ド

レ
ス

オ
フ

ィ
ス

増
設

工
事

を
行

い
、
そ

の
後

テ
レ

キ
ュ

ー
ブ
（

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
・

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
確

保
さ

れ
W
e
b

会
議

や
集

中

作
業

が
可

能
な

個
室

空
間

）
を

設
置
 

              

フ
リ

ー
ア

ド
レ

ス
オ

フ
ィ

ス
の

様
子
 

 

5
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅷ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
事
項
 

２
 

危
機

管
理

対
策

の
推

進
 

個
人

情
報

や
企

業
情

報
、
ま
た
製

品

開
発

等
の

職
務

上
知

り
得

た
秘

密

に
つ

い
て

は
、
適
正

な
取

扱
い
と

確

実
な

漏
洩

防
止

を
図

る
た

め
に

、
全

職
員

を
対

象
に

研
修

を
実

施
す

る
。
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
故

を
未

然

に
防

止
す

る
た

め
、
職
員

へ
の
適

切

な
情

報
提

供
や

研
修

の
実

施
に

加

え
、
シ
ス

テ
ム

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

の

適
宜

更
新

な
ど

、
ヒ

ュ
ー

マ
ン
エ

ラ

ー
に

よ
る

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

技

術
的

対
策

を
講

じ
て

い
く

。
 

環
境

保
全

や
規

制
物

質
管

理
、
労

働

安
全

衛
生

に
関

す
る

法
令

を
遵

守

し
、
危
険

物
、
毒
劇

物
の

管
理
と

取

扱
い

、
災

害
に

対
す

る
管

理
体
制

を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
防

災
訓
練

や

職
員

へ
の

意
識

向
上

の
た

め
の

研

修
を

実
施

す
る

。
 

震
災

の
発

生
や

新
興

感
染

症
の

流

行
な

ど
に

備
え

た
対

応
策

を
必

要

に
応

じ
て

見
直

す
と

と
も

に
、
万

が

一
発

生
し

た
場

合
に

は
、
被
害
拡

大

の
防

止
に

向
け

的
確

に
対

応
し

て

い
く

。
 

緊
急

事
態

へ
の

対
応

方
法

を
防

災

訓
練

や
研

修
な

ど
で

周
知

徹
底

す

る
と

と
も

に
、

通
報

訓
練

の
実

施
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

よ
る

職
員

の

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

の
導

入
な

ど
、

迅
速

な
情

報
伝

達
・
意
思

決
定
に

向

け
管

理
体

制
の

整
備

を
図

る
。

 

「
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す

る
基

本
方

針
」
に
基

づ
き

、
危
機

管

理
体

制
の

整
備

を
継

続
す

る
。

 

1
9 

B 
 

 

①
個

人
情

報
や

企
業

情
報
、
ま
た

製

品
開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘

密
に

つ
い

て
は
、
適
正

な
取

扱
い

と

確
実

な
漏

洩
防

止
に

向
け
、
全
職

員

を
対

象
に

研
修

を
実

施
す

る
。

 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
故

を
未

然

に
防

止
す

る
た

め
、
職

員
へ

の
適

切

な
情

報
提

供
や

研
修

の
実

施
に

加

え
、
シ

ス
テ

ム
や

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の

適
宜

更
新

な
ど
、
ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ

ー
に

よ
る

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

技

術
的

対
策

を
講

じ
て

い
く

。
 

(
1
)
情
報

管
理

に
関

す
る

研
修
の

実
施
 

1
)
全

職
員

受
講

の
研

修
を

実
施

 
 

a
)
情

報
の

適
正

な
取

り
扱

い
と

確
実
な

漏
洩

防
止

を
図

る
た

め
コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

と
し
て
、
汚
職

等
非

行
防
止

と
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
を
実

施
汚

職
等

非
行

防
止

と
情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る
研

修
 

・
実

施
期

間
：

3
月

14
日
か
ら

3
月

3
1
日

ま
で
 

・
対

象
者

：
全

職
員
 

・
受

講
者
数

3
6
5
名

 
※

未
受

講
者
は

20
2
2
年
度
に

受
講
 

b
)
保

有
個

人
情

報
の

適
切

な
取

り
扱
い

の
促

進
を

目
的

に
、

e
ラ
ー

ニ
ン

グ
で

個
人

情
報

保
護
研

修
を

実
施
 

・
実

施
期

間
：

10
月

28
日
か

ら
11

月
2
7
日
ま

で
 
 

・
対

象
者

：
全

職
員
 

・
受

講
率

：
9
5
%（

受
講

者
数

4
2
8
名

）
 

2
)
新

規
採

用
者

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

研
修
 

a
)
新

任
研

修
の

一
つ

と
し

て
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

研
修
を

実
施
 

・
実

施
回

数
：

14
回
 

・
対

象
者

：
新

規
採

用
職

員
、

転
入
職

員
 

・
受

講
率

：
1
0
0％

（
66

名
）

(
う
ち

、
14

名
は
食
品

技
術

セ
ン
タ

ー
統

合
に

伴
う

転
入

職
員
) 

 (
2
)
リ
ス

ク
を

低
減

す
る

技
術
的

対
策
 

 
 
シ
ス

テ
ム

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

の
更
新
 

 
 
 
2
02
1
年

度
に

検
討

を
実
施

し
、
安

全
な

ク
ラ

ウ
ド

利
用

に
よ
る

テ
レ

ワ
ー

ク
対

応
と

業
務
効

率
向

上
、
さ
ら

に
一

元
管
理

に

よ
り

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

を
す

る
た

め
、

業
務

で
使

用
す

る
オ

フ
ィ

ス
ソ

フ
ト

を
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

を
決

定
、

2
0
2
2
年

度
内

稼
働

に
向

け
準
備

を
開
始
 

 

               ○
シ

ス
テ

ム
や

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
更
新
 

2
0
2
1
年

度
に

検
討

を
実

施
し

、
安

全
な

ク
ラ

ウ

ド
利

用
に

よ
る

テ
レ

ワ
ー

ク
対

応
と

業
務

効
率

向
上

、
さ
ら

に
一

元
管

理
に

よ
り

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ

強
化

を
す

る
た

め
、
業

務
で

使
用

す
る
オ

フ
ィ

ス

ソ
フ

ト
を

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
す

る
こ
と

を
決

定
、

2
0
2
2
年

度
内

稼
働

に
向

け
準
備

を
開
始
 

②
環

境
保

全
や

規
制

物
質

管
理

、
労

働
安

全
衛

生
に

関
す

る
法

令
を

遵

守
し

、
危

険
物

、
毒
劇

物
の

管
理

と

取
扱

い
、
災

害
に

対
す

る
管

理
体

制

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、
防

災
訓

練

や
職

員
へ

の
意

識
向

上
の

た
め

の

研
修

を
実

施
す

る
。
 

(
3
)
化
学

物
質

等
、

高
圧

ガ
ス
、

放
射
線

施
設

の
管

理
と

安
全

取
り
扱

い
の

確
保
 

関
係

法
令

等
に

基
づ

く
安

全
点

検
の
実

施
（

全
事

業
所

延
べ

1
8
日

間
 

指
摘

事
項

3
04

件
）
 

1
)
化

学
物

質
等

の
管

理
 

a
)
薬

品
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

保
管
状

況
把

握
、

適
切

な
管

理
を
実

施
 

b
)
会

計
規

程
等

に
基

づ
き

、
年

1
回
棚

卸
を

実
施

(3
月

) 

c
)
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
く

化
学
物

質
に

関
す

る
リ

ス
ク

ア
セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

（
通

年
）
 

d
)
職

員
に

対
す

る
安

全
講

習
会

「
化
学

物
質

の
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ
ン

ト
及

び
薬

品
類

の
取

扱
方
法

」
を

開
催
 

※
動

画
視

聴
に

よ
り

実
施
 

・
実

施
期

間
：

12
月

16
日
か

ら
2
月

28
日
ま
で
 

・
対

象
者

：
技

術
系

職
員

25
2
名
 

※
他

に
管

理
部

門
だ

が
化

学
物

質
・
薬

品
類

等
を

取
り

扱
う

可
能
性

の
あ

る
職

員
は

任
意

 

・
受

講
率

：
8
3
％
（

上
記

技
術

系
職
員

の
う

ち
受

講
者
数

2
1
0
名
）
 

 
2
)
高
圧

ガ
ス

の
管

理
 

a
)
第

二
種

貯
蔵

所
（

本
部

）
で

定
め
ら

れ
た

保
有

量
を

超
え

な
い
よ

う
適

正
な

保
有

量
管

理
を
実

施
 

b
)
職

員
に

対
す

る
安

全
講

習
会

「
高
圧

ガ
ス

保
安

教
育

」
を

開
催
 

※
動

画
視

聴
に

よ
り

実
施
 

・
実

施
期

間
：

9
月

10
日
か
ら

1
0
月

2
9
日

ま
で

 
 

・
対

象
者

：
本

部
全

職
員

28
3
名
 

 
 

 
 

 
※

他
に

他
拠

点
職

員
は
任

意
 

・
受

講
率

：
9
5
％
（

上
記

本
部

職
員
の

う
ち

受
講
者

2
6
9
名

）
 

 
 

c
) 
希
望

者
に

対
す

る
実
習

「
液
体

窒
素

や
高

圧
ガ

ス
ボ

ン
ベ
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

を
実
施
 

 
【

液
体

窒
素

の
取

扱
い

】
 

・
実

施
日

：
1
0
月

2
0
日

と
10

月
25

日
に

計
4
回
 

・
参

加
人

数
：

31
名
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【
ボ

ン
ベ

交
換

】
 

・
実

施
日

：
1
0
月

2
0
日

と
10

月
25

日
に

計
2
回
 

・
参

加
人

数
：

7
名
 

3
)
放

射
線

安
全

管
理
 

a
)
放

射
線

同
位

元
素

等
の

規
制

に
関
す

る
法

律
等

法
令

の
規

定
に
基

づ
き
、
原
子

力
規
制

委
員
会

へ
の

放
射

線
管

理
状

況
報

告
や

各
職

員
の

被
曝

管
理

、
健

康
診
断

、
教

育
訓

練
を

実
施

 

【
被

曝
管

理
（

被
曝

線
量

測
定

）
】
 

・
実

施
期

間
：

4
月

1
日

か
ら

3
月

3
1
日

ま
で
 
 

※
新

規
登

録
者

（
1
7
名

）
は
立

入
前
教

育
訓

練
及

び
健

康
診

断
実
施

後
よ
り

3
月

3
1
日
ま

で
 

・
対

象
者

：
放

射
線

業
務

従
事

者
32

名
 

・
受

検
率

：
1
0
0％

（
受

検
者
数

3
2
名

）
 

【
健

康
診

断
（

電
離

放
射

線
検

診
）】

 

・
実

施
期

間
：
年

2
回
（

8
月

・
2
月

）
 

・
対

象
者

：
放

射
線

業
務

従
事

者
32

名
（

8
月
お
よ

び
2
月

と
も
に

同
じ

）
 

・
受

検
率

：
9
8
％
（

受
検

者
数

前
期

3
1
名

、
後
期

3
1
名
）

 

【
教

育
訓

練
（

管
理

区
域

立
入

前
、
再

教
育

含
む

）】
 

・
実

施
時

期
：
年

2
回
（

立
入

前
4
月

、
再

教
育

12
月
）
 

・
対

象
者

：
放

射
線

業
務

従
事

者
32

名
（

新
規
登
録

者
立
入

前
17

名
、

再
教

育
1
5
名
）

 

・
受

講
率

：
9
7
％
（

受
講

者
数

3
1
名

、
再

教
育
対
象

1
名

1
0
月

よ
り

産
休

中
の

た
め
未

受
講
）
 

b
)
放

射
線

管
理

区
域

内
、

同
管

理
区
域

境
界

お
よ

び
事

業
所

境
界
の

定
期

放
射

線
量

測
定

を
実
施
 

【
定

期
放

射
線

量
測

定
】
 

 
・

実
施

期
間

：
1
回
/
月
 
 

・
測

定
箇

所
：

16
箇
所
 

c
)
ガ

ン
マ

線
照

射
装

置
、

表
示

付
認
証

機
器

等
の

線
源

に
つ

い
て
、

適
正

な
管

理
を

実
施

 

d
)
特

定
放

射
性

同
位

元
素

の
防

護
措
置

に
つ

い
て
、
防
護
区

域
へ
の

立
入

管
理
、
防
護
従

事
者
へ

の
教

育
訓

練
、
防
護

設
備

の
点

検
を

実
施
 

 
【

防
護

従
事

者
へ

の
教

育
訓

練
】
 

・
実

施
期

間
：

3
月
 

・
対

象
者

：
防

護
従

事
者

8
名

 

・
受

講
率

：
1
0
0％

（
受

講
者
数

8
名
）
 

 

(
4
)
安
全

衛
生

管
理

の
推

進
 

1
)
安

全
衛

生
管

理
の

推
進
 

 
 
 
a
)安

全
衛

生
委

員
会

の
開

催
 

法
令

で
設

置
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い
る

本
部

の
安

全
衛

生
委

員
会
（

2
2
名

で
構

成
）
を
毎

月
開
催
（
1
2
回
）
、
う

ち
4
回

は
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
お

よ
び

各
支
所

・
食

品
技

術
セ

ン
タ

ー
が
参

加
し

、
都

産
技

研
全

体
の
安

全
衛

生
を

徹
底
 

b
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

お
い

て
衛
生

委
員

会
を

毎
月

開
催

（
12

回
）
 

c
)
安

全
衛

生
推

進
部

会
の

開
催

（
9
部

会
 

月
1
回
、

年
10
8
回
開

催
）
 

d
)
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

実
施

（
3
99

名
）
 

e
)
健

康
づ

く
り

活
動

の
実

施
 

階
段

等
の

積
極

的
な

活
用

（
6
月

・
1
0
月
）
 

f
)
健

康
管

理
講

習
会

の
実

施
 

 
 

訪
問

健
康

教
室

 
計

2
回

（
前

年
度
：

3
回

）
 

「
食

事
か

ら
は

じ
め

る
健

康
管

理
」（

多
摩

テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
、

1
1
月

）
 

「
歯

と
口

の
健

康
セ

ミ
ナ

ー
」（

多
摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
、

1
月

）
 

g
)
保

護
具

の
確

認
と

更
新
 

保
護

具
が

必
要

な
部

署
の

保
護

具
の
確

認
と

更
新

を
行

い
、

利
用
者

、
職

員
の

安
全

を
確

認
 

h
)
健

康
診

断
の

実
施
 

労
働

安
全

衛
生

法
に

基
づ

く
健

康
診
断

 
受

診
率

10
0
％
 

i
)
季

節
性

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
予

防
接
種

の
実

施
 

  
希

望
す

る
職

員
に

対
し

、
職

場
で
集

団
予

防
接
種
の

機
会

を
提
供

（
1
4
4
名

）
 

2
)
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策
 

 
 

a
)ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
は

多
く
の

職
員

が
参

加
出

来
る

よ
う
、

前
年

度
に

引
き

続
き

オ
ン
ラ

イ
ン

に
て

実
施

(
12

月
) 

 
 

b
)全

職
員

を
対

象
に

e
ラ

ー
ニ
ン

グ
に

よ
る

セ
ル

フ
ケ

ア
研
修

を
実

施
（

12
月
）
 

                                                  ○
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策
 

・
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

 

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

に
係

る
管

理
職

向
け

研
修

（
ラ

イ
ン

ケ
ア

）
を

実
施
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c
)メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

に
係
る

管
理

職
向

け
研

修
（

ラ
イ

ン
ケ

ア
研

修
）
を
、
オ

ン
ラ
イ

ン
に

よ
り

実
施
（
8
月
・
9
月
）

3
)
安

全
教

育
の

実
施
 

a
)
安

全
な

作
業

に
関

す
る

研
修

の
実
施
 

 
 

 
研

究
開

発
業

務
に

お
け

る
安
全

な
作

業
方

法
に

つ
い

て
、
新

入
職

員
を

中
心

に
研

修
を
実

施
 

 
 

b
)有

機
溶

剤
取

扱
業

務
安

全
衛
生

教
育

実
施
 

安
全

衛
生

に
係

る
安

全
衛

生
教

育
と
し

て
有

機
溶

剤
取

扱
業

務
安
全

衛
生

教
育

を
実

施
（

1
0
月

、
28

名
）
 

 

      

③
震

災
の

発
生

や
新

興
感

染
症

の

流
行

な
ど

に
備

え
た

対
応

策
を

必

要
に

応
じ

て
見

直
す

と
と

も
に

、
万

が
一

発
生

し
た

場
合

に
は
、
被
害

拡

大
の

防
止

に
向

け
的

確
に

対
応

す

る
。
 

(
5
)
震
災

の
発

生
や

新
興

感
染
症

の
流
行

等
へ

の
対

応
策
 

1
)
地

震
等

の
大

規
模

災
害

対
策

 

a
)
東

京
都

と
の

協
定

に
よ

る
帰

宅
困
難

者
受

け
入

れ
態

勢
の

維
持
管

理
 

都
産

技
研

全
体

で
帰

宅
困

難
者

2
6
0
名

の
受

け
入

れ
体

制
の

維
持
管

理
 

b
)
必

要
な

備
蓄

品
等

の
整

備
・

維
持
管

理
 

・
食

糧
等

備
蓄

品
（

全
事

業
所

、
お
客

さ
ま

用
お

よ
び

職
員

用
3
日

分
）

の
維

持
管

理
 

 
 

 
・

ヘ
ル

メ
ッ

ト
交

換
（

製
造
か
ら

3
年
経

過
し

た
も

の
）
 

 
 

 
・

職
員

連
絡

通
信
用

P
H
S
の
維

持
管

理
 

等
 

2
)
新

興
感

染
症

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

）
の

流
行

等
へ
の

対
応
 

 
 
a
)自

宅
勤

務
制

度
の

活
用
 

感
染

拡
大

防
止

等
を

目
的

に
、

自
宅
勤

務
を

実
施
 

b
)
時

差
勤

務
の

設
定
 

人
と

の
接

触
を

極
力

抑
え

る
観

点
か
ら

、
時

差
勤

務
の

対
象

範
囲
を

６
区

分
に

設
定
 

d
)
全

職
員

の
健

康
状

況
の

調
査

・
把
握

（
毎

日
）
 

全
所

属
の

職
員

等
の

健
康

状
況

等
を

調
査

・
把
握

し
、

感
染

防
止

の
観

点
な

ど
か

ら
懸

念
あ

り
と

考
え

ら
れ

る
職

員
等

に

対
し

て
適

切
な

対
応

を
実

施
 

e
)
来

場
者

対
応

（
本

部
）
 

【
感

染
拡

大
防

止
へ

の
協

力
依

頼
】
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

協
力

依
頼

掲
載
の

ほ
か

、
本

部
内

各
所

に
協
力

依
頼

ポ
ス

タ
ー

を
掲

示
 

【
1
階
総

合
受

付
（

お
客

様
）】
【

通
用

口
受

付
（

業
者

）
】

 
総

合
受

付
へ

の
ア

ク
リ

ル
パ

ネ
ル

の
設

置
を

継
続

。
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

、
非

接
触

式
の

体
温

検
温

器
に

よ
る

健
康

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
 

f
)
共

用
部

の
消

毒
・

清
掃

頻
度

の
増
加

（
本

部
）
 

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

操
作

ボ
タ

ン
や

階
段

手
摺

等
、
不

特
定

多
数

が
触

れ
る

恐
れ

が
あ

る
場

所
の

消
毒

お
よ

び
清

掃
を

毎
日

且

つ
複

数
回

実
施
 

g
)
ト

イ
レ

で
の

ウ
イ

ル
ス

飛
散

防
止
対

策
 

ハ
ン

ド
ド

ラ
イ

ヤ
ー

や
共

用
の

洗
面
台

拭
き

ク
ロ

ス
を

使
用

停
止
 

全
て

の
ト

イ
レ

個
室

内
に

、
ウ

イ
ル
ス

飛
散

防
止

の
た

め
蓋

を
閉
め

て
流

す
よ

う
ポ

ス
タ

ー
を
掲

示
 

h
)
室

内
換

気
の

強
化

（
本

部
）

 

執
務

室
や

会
議

室
、

研
修

室
、

相
談
室

で
の

機
械

換
気

を
強

化
 

i
)
所

内
各

所
に

エ
タ

ノ
ー

ル
等

の
手
指

消
毒

用
品

を
設

置
、

二
酸
化

炭
素

濃
度

計
の

役
員

室
・
部

長
室

へ
の

新
規

設
置

 

 
 
j
)本

部
執

務
室

内
の

コ
ピ
ー

機
、
打

合
せ

ス
ペ

ー
ス

等
共

用
部
分

の
定

期
的

消
毒
 

k
)
陽

性
者

判
明

後
に

お
け

る
感

染
拡
大

防
止

に
向

け
た

対
応

 

 
 

 陽
性
者

の
散

発
的

な
確
認

（
4
月

1
名

、
5
月

1
名
、
8
月

3
名

、
1
月

2
名
、

2
月

9
名

、
3
月

6
名
）

後
に

お
い
て

は
、

管
轄

保
健

所
へ

の
迅

速
な

報
告
・
協
議

、
濃
厚

接
触

者
の

適
切

な
把
握

及
び

対
応

、
陽

性
者

の
勤
務

場
所

の
周

辺
エ

リ
ア
等

の
消

毒
、
所
内

へ
の

注
意

喚
起

な
ど
必

要
な

措
置

を
的

確
に

実
施
し

、
結

果
、
所

内
で

の
感

染
拡
大

や
ク

ラ
ス

タ
ー

の
発
生

を
防

止
し

、
業

務
運

営
体

制
の

継
続
・

確
保

に
成

功
 

 
l
)
新
型

コ
ロ

ナ
ワ

ク
チ

ン
接

種
の
加

速
化

へ
の

取
組
 

 
 

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、
ワ

ク
チ

ン
接

種
時

の
服

務
の

取
扱
い

を
定

め
、
各
自

治
体

等
で
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

を
受

け
や
す
く

す
る

と
と

も
に

、
東

京
都

で
実

施
す
る

職
域

接
種

の
取

り
ま

と
め
を

実
施
 

 
m
)
多
摩

地
域

に
お

け
る

中
小
企

業
従
業

員
向

け
職

域
接

種
へ

の
協
力

体
制

の
確

保
 

 
 
東
京

都
が

緊
急

で
実

施
し
た

職
域
接

種
（

約
2
1
,
00
0
名

）
に
対

し
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
が

関
係

団
体

共
同

で
接

種
者
の

動
線

・
接

種
会

場
の

確
保

、
体

調
不
良

者
へ

の
対

応
等

を
実

施
 

 
 

・
第

1
弾
 

期
間

：
2
0
21

年
8
月

2
日
～
9
月

30
日
 

全
41

日
間

 
※

土
日
祝

日
を

除
く
 

 
 

・
第

2
弾
 

 
 

 
期
間

2
0
22

年
2
月

28
日

～
3
月

3
1
日
 
全

3
2
日
間

 
※
土

日
祝

日
を

含
む
 

                   ○
新

型
コ

ロ
ナ

ワ
ク

チ
ン

接
種

の
加

速
化

へ
の

取
組
 

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、
ワ

ク
チ

ン
接
種

時
の

服

務
の

取
扱

い
を

定
め

、
各
自

治
体

等
で
の

ワ
ク

チ

ン
接

種
を

受
け

や
す

く
す

る
と

と
も
に

、
東
京

都

で
実

施
す

る
職

域
接

種
の

取
り

ま
と
め

を
実

施
 

 ○
多

摩
地

域
に

お
け

る
中

小
企

業
従

業
員

向
け

職
域

接
種

へ
の

協
力

体
制

の
確

保
 

東
京

都
が

緊
急

で
実

施
し

た
職

域
接

種
（

約

2
1
,
0
00

名
）
に

対
し

、
関
係

団
体

共
同
で

接
種

者

の
動

線
・
接
種

会
場

の
確

保
、
体

調
不
良

者
へ

の

対
応

等
を

実
施
 

             

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

受
付
 

（
接

種
者

待
機

場
所

を
提

供
）

 

6
0

- 125 -



 
 

 
2
0
22

年
4
月

1
日
以
降

も
継
続

し
、

5
月

31
日
ま
で

実
施
予

定
 
全

9
3
日

間
（
予

定
）
 

 

④
緊

急
事

態
へ

の
対

応
方

法
を

防

災
訓

練
や

研
修

な
ど

で
周

知
徹

底

す
る

と
と

も
に

、
通

報
訓

練
の

実

施
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
職

員

の
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
の

導
入

な

ど
、
迅
速

な
情

報
伝

達
・
意

思
決

定

に
向

け
た

管
理

体
制

を
継

続
す

る
。
 

(
6
)
災
害

に
対

す
る

対
応

方
法
の

周
知
徹

底
、

訓
練

実
施
 

1
)
地

震
や

火
災

等
の

各
種

災
害

を
想
定

し
、

全
事

業
所

に
お

い
て
訓

練
を

実
施
 

 
訓

練
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
対

策
の

た
め

、
規

模
縮
小

や
机

上
訓

練
等

で
対

応
 

本
部

は
単

独
実

施
、

他
拠

点
は

同
一
建

物
使

用
者

と
合

同
で

実
施
。
 

a
)
本

部
で

の
訓

練
 

自
衛

消
防

訓
練

(
12

月
)
 
 

新
た

に
導

入
し

た
安

否
確

認
サ

ー
ビ
ス

を
活

用
、

本
部

だ
け

で
な
く

全
拠

点
職

員
を

対
象

に
実
施
 

b
)
D
X
推

進
セ

ン
タ

ー
で

の
訓
練

 

 
テ

レ
コ

ム
セ

ン
タ

ー
ビ

ル
自

衛
消
防

訓
練

 
2
回
(
6
月
机

上
想
定

・
1
1
月

机
上

及
び
放

水
訓
練

（
2
名
参

加
）

) 

c
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
お

よ
び

支
所
で

の
訓

練
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
 
 

産
業

サ
ポ

ー
ト

ス
ク

エ
ア

・
TA
M
A
3
団

体
合

同
地

震
火

災
総
合

訓
練
(
1
2
月

、
多

摩
テ

ク
か

ら
13

名
参

加
) 

・
城

東
支

所
 

城
東

地
域

中
小

企
業

振
興

セ
ン

タ
ー
消

防
訓

練
(
1
1
月

、
支

所
か
ら

17
名
参

加
) 

・
城

南
支

所
 

大
田

区
産

業
プ

ラ
ザ

・
城

南
地

域
中
小

企
業

振
興

セ
ン

タ
ー

合
同
自

衛
消

防
訓

練
 

2
回

 

(
6
月
・

1
0
月

、
支

所
か

ら
各

2
名
参

加
) 

・
墨

田
支

所
 

K
F
C
ビ
ル

テ
ナ

ン
ト

合
同

自
衛

消
防
総

合
訓

練
(
1
1
月

・
3
月

、
支
所

か
ら
各

1
1
名

、
12

名
参
加

) 

 
2
)
安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、
活

用
 

a
)
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
導

入
 

 
 

 
震

災
発

生
時

に
迅

速
に

職
員
状

況
を

把
握

し
、
運
営

体
制
を

検
討

す
る

た
め

に
安

否
確
認

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
。
訓

練
や
実

際
の

使
用

に
備

え
て

運
用

ル
ー

ル
の
設

定
や

ユ
ー

ザ
ー

情
報

登
録
等

を
実

施
 

b
)
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

し
た
所

内
訓

練
 

 
 

 
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
の

利
用
方

法
の

確
認

、
安

否
確

認
に
対

す
る

意
識

向
上

の
た

め
、
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
を

活
用
し
た

訓
練

を
実

施
（

12
月
、

3
月
）

 

3
)
災

害
時

対
応

の
体

制
維

持
の

た
め
、

業
務

主
任

職
に

対
す

る
各
種

研
修

・
講

習
、

人
員

の
配
置

検
討

を
実

施
 

 
・

自
衛

消
防

業
務

講
習
 

2
0
2
1
年

度
新

規
受

講
者

：
1
人

（
全
７

人
）
 

・
自

衛
消

防
技

術
試

験
 

2
0
2
1
年

度
新

規
受

験
者

：
4
人

（
全

2
4
人

）
 

 (
7
)
迅
速

な
情

報
伝

達
・

意
思
決

定
に
向

け
た

管
理

体
制

の
整

備
 

 
1
)
リ
ス

ク
管

理
体

制
 

業
務

事
故
、
業
務

ト
ラ

ブ
ル
、
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
の

発
生
状

況
を
取

り
ま

と
め
、
再
発
防

止
の
た

め
、
全

所
に

周
知
を

徹
底

・
業

務
事

故
：

28
件
（

前
年
度

：
27

件
）、

業
務
ト

ラ
ブ
ル

：
24

件
（

前
年

度
：

18
件
）、

ク
レ

ー
ム

5
件
（

前
年

度
：

3

件
）
 

・
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

：
7
3
件
（

前
年
度

：
6
7
件
）
 

 
2
)
震
災

時
の

連
絡

体
制

の
構

築
 

 
 

緊
急

時
の

サ
ー

バ
ー

負
荷

へ
の
体

制
が

強
い

安
否

確
認

サ
ー
ビ

ス
を

導
入
。
電
話
や

メ
ー
ル

サ
ー

バ
ー

の
利

用
が

で
き
な
い

場
合

で
も

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

の
メ
ッ

セ
ー

ジ
機

能
で

職
員

間
の
連

絡
が

可
能

な
体

制
を

構
築
 

3
)
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ
の

対
応
 

 
 

都
産

技
研

と
し

て
の

対
策

を
総
合

的
か

つ
強

力
に

推
進

す
る
た

め
、
ク

ラ
イ

シ
ス
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

要
綱

に
基

づ
い

て
新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
本

部
を
中

心
に

、
状

況
に

応
じ

て
迅
速

か
つ

適
切

に
判

断
。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

状
況

下
に

お
い

て
も

継
続

可
能
な

管
理

体
制

を
継

続
 

 

             ○
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
導

入
 

震
災

発
生

時
に

迅
速

に
職

員
状

況
を
把

握
し

、
運

営
体

制
を

検
討

す
る

た
め

に
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
を

導
入

。
訓
練

や
実

際
の

使
用

に
備
え

て
運

用

ル
ー

ル
の

設
定

や
ユ

ー
ザ

ー
情

報
登

録
等

を
実

施
 

 ○
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

し
た
所

内
訓

練
 

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
方

法
の
確

認
、
安

否

確
認

に
対

す
る

意
識

向
上

の
た

め
、
安
否

確
認

サ

ー
ビ

ス
を

活
用

し
た

訓
練

を
実

施
（

12
月

、
3
月

）

 ○
災

害
時

対
応

の
体

制
維

持
の

た
め

、
業

務
主

任

職
に

対
す

る
各

種
研

修
・
講
習

、
人
員

の
配

置
検

討
を

実
施
 

・
自

衛
消

防
業

務
講

習
 

2
0
2
1
年

度
新

規
受

講
者

：
1
人

（
全
７

人
）
 

・
自

衛
消

防
技

術
試

験
 

2
0
2
1
年

度
新

規
受

験
者

：
4
人

（
全

2
4
人

）

      ○
震

災
時

の
連

絡
体

制
の

構
築

 

緊
急

時
の

サ
ー

バ
ー

負
荷

へ
の

体
制

が
強

い
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
を

導
入

。
電
話

や
メ
ー

ル
サ

ー

バ
ー

の
利

用
が

で
き

な
い

場
合

で
も

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

機
能

で
職

員
間

の
連

絡
が

可
能

な
体

制
を

構
築
 

 

３
 

社
会

的
責

任
 

 

３
－

１
 
情
報

公
開
 

 

運
営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確

保
す

る
た

め
、
都
産

技
研

ウ
ェ
ブ

サ

イ
ト

や
刊

行
物

の
発

行
な

ど
に

よ

運
営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確

保
す

る
た

め
、
都

産
技

研
ウ

ェ
ブ

サ

イ
ト

や
刊

行
物

の
発

行
な

ど
に

よ

(
8
)
都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経

営
情
報

を
公

開
 

 
 
情
報

公
開

・
入

札
情

報
等
、

都
産
技

研
の

事
業

に
関

わ
る

各
種
情

報
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

や
刊
行

物
で

随
時

提
供
 

 
1
)
情
報

公
開
 

 
 
・
定

款
、
業
務

方
法

書
、
中

期
目

標
・
計
画

、
年

度
計

画
、
業

務
実

績
報

告
書

、
事

業
報
告

書
、
職
員

就
業

規
則

等
規
定
類
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り
経

営
情

報
の

公
開

に
取

り
組

む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関

す
る

情
報

開
示

請
求

に
つ

い
て

は
、

規
則

に
基

づ
き

迅
速

か
つ

適
正

に

対
応

す
る

。
 

り
経

営
情

報
の

公
開

に
取

り
組

む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関

す
る

情
報

開
示

請
求

に
つ

い
て

は
、

規
則

に
基

づ
き

迅
速

か
つ

適
正

に

対
応

す
る

。
 

 
 

・
決

算
報

告
書

、
財

務
諸

表
 

 
 

・
研

究
課

題
外

部
評

価
委

員
会
結

果
 

 
 

・
機

器
整

備
（

新
た

に
導

入
し
た

設
備

機
器

）
 

等
 

 
2
)
入
札

情
報
 

 
 

・
入

札
参

加
要

項
、

入
札

予
定
案

件
、

入
札

経
過

情
報

（
入
札

参
加

者
氏

名
、

落
札

金
額
）
 

 
 

・
5
,
0
00

千
円

以
上

の
物

品
購
入

案
件

を
対

象
に

電
子

入
札
シ

ス
テ

ム
「

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ
ン

ス
・

ナ
ビ

20
2
0」

を
利

用
し
、

入
札

情
報

を
公

開
 

 (
9
)
開
示

請
求

に
対

す
る

開
示
手

続
き
 

 
 
開
示

請
求

件
数

：
0
件
（
前

年
度
：

0
件

）
 

 

        ○
開

示
請

求
に

対
す

る
開

示
手

続
き
 

開
示

請
求

件
数

：
0
件
（

前
年

度
：
0
件
）
 

 

３
－

２
 
環
境

へ
の

配
慮
 

 

法
人

の
社

会
的

責
任

を
踏

ま
え

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）

を
意

識
し

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対
策

の

推
進

、
Ｃ

Ｏ
２

削
減

等
、
環
境
負

荷

の
低

減
や

環
境

改
善

に
配

慮
し

た

業
務

運
営

を
行

う
。
 

法
人

の
社

会
的

責
任

を
踏

ま
え

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）

を
意

識
し
、
省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の

推
進

、
Ｃ

Ｏ
２

削
減

等
、
環

境
負

荷

の
低

減
や

環
境

改
善

に
配

慮
し

た

業
務

運
営

を
行

う
。
 

(
1
0
)
環
境

負
荷

の
低

減
や

環
境

改
善
に

配
慮

し
た

業
務

運
営

 

1
)
省

資
源

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

の
推
進
 

 
 
各

種
取

組
に

よ
り

省
エ

ネ
法

や
環
境

確
保

条
例

に
基

づ
く

削
減
義

務
を

着
実

に
実

施
。
省

エ
ネ

法
の
「

事
業

者
ク
ラ

ス
分
け

評
価

制
度

」
で
は

5
年
連

続
で

S
ク
ラ

ス
（

最
上

位
）

事
業

者
と
し

て
評

価
を

獲
得
 

a
)
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
削

減
へ

の
取
り

組
み
 

・
夏

季
・

冬
季

の
省

エ
ネ

活
動

と
し
て

、
冷

房
温
度

2
8℃

・
暖

房
温
度

2
0℃

設
定

を
継
続

 

・
2
0
20

年
度

よ
り

本
格

実
施
し

た
化
学

系
実

験
室

の
夜

間
空

調
運
転

の
改

善
を

継
続

【
本

部
】
 

・
2
0
21

年
8
月
よ

り
、

新
た
に

本
部
の

目
に

見
え

る
省

エ
ネ

取
組
（

※
）

を
実

施
【

本
部

】
 

※
共

用
部

照
明

の
一

層
の

消
灯

及
び
照

度
見

直
し

、
執

務
室

時
間
外

空
調

の
抑

制
等
 

b
)
本

部
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
の

削
減
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
コ

ス
ト

の
削
減
 

・
地

域
冷

暖
房

使
用

量
 

前
年

度
比
：

9
7％

 

・
電

力
使

用
量

 
 

 
 

前
年

度
比
：

1
01
％
 

 
※

初
め

て
の

緊
急

事
態

宣
言

の
発
令

に
よ

り
機

器
利

用
数

が
激
減

し
た

20
2
0
年

度
と
比

較
し
て

、
2
0
21

年
度

は
機
器

 
 

利
用

数
が

増
加

し
た

た
め

、
電
力

使
用

量
が

増
加

。
 

・
大
温

度
差

割
引

の
適

用
に
よ

る
地
域

冷
暖

房
料

金
の

低
減

、
公

共
下

水
道

へ
の

排
水
の

減
量
申

請
に

よ
る

下
水

道
料

金

の
低

減
等

の
取

り
組

み
を

継
続

 

・
地

域
冷

暖
房

料
金

 
前

年
度

比
：
9
9
％
 

・
電

力
料

金
 

 
 

 
前

年
度

比
：
1
1
4％

 

 
※

原
油

価
格

の
高

騰
に

起
因

す
る
燃

料
費

調
整

額
の

増
大

に
よ
り

、
電

力
料

金
が

増
加

。
 

c
)
C
O
2
削

減
へ

の
貢

献
 

・
都

条
例

に
基

づ
き

地
球

温
暖

化
対
策

計
画

書
を

作
成

お
よ

び
公
表
 

・
環

境
規

制
対

応
機

能
や

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
・

リ
サ

イ
ク

ル
等

、
環
境

へ
配

慮
し

た
機

器
選

定
 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

車
規

制
に

適
合

す
る
自

動
車

に
よ

る
物

品
配

送
等
 

・
印

刷
機

イ
ン

ク
ト

ナ
ー

リ
サ

イ
ク
ル

の
一

括
管

理
に

よ
る

リ
サ
イ

ク
ル

の
実

施
 

・
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

の
推

進
に

よ
る
紙

の
購

入
枚

数
の

削
減

（
前
年

度
比

27
％
削

減
）
 

2
)
環

境
法

令
の

遵
守

お
よ

び
対

応
 

 
a
)
環
境

方
針

を
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で
公

開
継

続
 

b
)
廃

棄
物

の
分

別
収

集
や

廃
棄

マ
ニ
フ

ェ
ス

ト
を

確
認

す
る

等
、
適

正
な

処
理

の
実

施
 

c
)
有

害
廃

棄
物

処
理

フ
ロ

ー
を

定
め
、

有
害

廃
棄

物
の

適
正

処
理
を

実
施
 

3
)
感

染
性

廃
棄

物
の

適
正

管
理

に
向
け

た
取

り
組

み
 

・
分

別
の

適
正

化
を

徹
底

す
る

観
点
か

ら
、

感
染

性
廃

棄
物

に
関
す

る
所

内
ル

ー
ル

の
見

直
し
を

実
施
 

・
2
0
22

年
4
月
排

出
量

（
本
部

）
は
、

前
年

度
比

81
％
削
減

 

○
省

資
源

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

の
推
進
 

各
種

取
組

に
よ

り
省

エ
ネ

法
や

環
境

確
保

条
例

に
基

づ
く

削
減

義
務

を
着

実
に

実
施

。
省

エ
ネ

法

の
「

事
業

者
ク

ラ
ス

分
け

評
価

制
度
」
で
は

5
年

連
続
で

S
ク
ラ

ス
（

最
上

位
）
事

業
者
と

し
て

評

価
を

獲
得
 

 ○
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

の
推

進
に

よ
る

紙
の

購
入

枚
数

の
削

減
（

前
年

度
比

27
％

削
減
）
 

 

 

1,3
13

 
1,2

95
 

92
0 

48
0 

27
5 

22
3 

0

5
00

1
,0
00

1
,5
00

2
,0
00

2
01
9

2
02
0

2
02
1

コ
ピ
ー
用

紙
の
購

入
枚
数

再
⽣

紙
⽩

紙

1
,7
93

1
,5
70

1
,1
43

(千
枚
)

6
2
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

2
0
2
1
年

度
 

年
度

計
画

に
係
る

実
績
 

特
記

事
項
 

４
 

内
部

統
制

に
よ

る
ガ

バ
ナ

ン
ス
強

化
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス
の

推
進
 

内
部

統
制

の
仕

組
み

を
有

効
に

機

能
さ

せ
る

た
め
、
規
程
・
内
規
・
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
再

編
整

備
を

す

す
め

る
。
ま
た

、
情

報
シ

ス
テ
ム

を

活
用

し
た

情
報

伝
達
・
情

報
共
有

の

仕
組

み
を

導
入

す
る

と
と

も
に

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
確

保
の

た
め

、
倫

理
・
コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
研
修

や

倫
理

審
査

を
実

施
す

る
。
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ

る
よ

う
、
「

地
方

独
立

行
政

法
人

東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー

憲
章

」
等

を
踏

ま
え

、
法

令
遵
守

を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
職

務
執
行

に

対
す

る
中

立
性

と
公

平
性

を
確

保

し
つ

つ
、
高
い

倫
理

観
を

持
っ
て

業

務
を

行
う

。
 

①
内

部
統

制
の

仕
組

み
を

有
効

に

機
能

さ
せ

る
た

め
、
内

部
統

制
関

連

規
程

の
点

検
、

整
備

を
行

う
。

 

2
0 

B 
(
1
)
内
部

統
制

関
連

規
程

の
点
検

、
整
備
 

 
 
内

部
統

制
関

連
の

規
程

類
に

つ
い

て
、

主
に
規

程
類

に
規

定
さ

れ
た

業
務

の
実

施
状

況
を

所
管

部
署

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
な

ど

で
適

宜
確

認
。

改
善

が
必

要
と

判
断
し

た
事

項
に

つ
い

て
は

、
関
係

部
署

へ
対

応
を

依
頼

 

1
)
新

規
に

整
備

し
た

規
程

類
（

1
4
件

）
 
 

 
2
)
改
定

し
た

規
程

類
（

59
件

）
 
 

 (
2
)
他
団

体
と

連
携

し
た

内
部
統

制
の
取

り
組

み
 

都
が

設
立

し
た

地
方

独
立

行
政

法
人

で
あ

る
東
京

都
立

大
学

、
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

、
都

産
技

研
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

担
当

者
間

で
連

絡
会

を
開
催

し
、

各
法

人
に

お
け

る
内
部

統
制

の
取

り
組

み
状

況
等
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

実
施

（
3
月

1
4
日

 
オ

ン
ラ

イ
ン
会

議
（
出

席
者

10
名

）、
東
京

都
立
大

学
は

会
議

録
に

て
情

報
共
有

）
 

 

○
新

規
に

整
備

し
た

規
程

類
（

1
4
件

）
 
 

 
・

デ
ジ

タ
ル

化
推

進
規

程
 

・
端

末
の

貸
与

に
関

す
る

細
則

 
等
 

 ○
改

定
し

た
規

程
類

（
5
9
件
）

 
 

 
・

法
令

等
の

改
正

に
伴

う
も

の
 
 

 8
件
 

 
・

事
業

の
変

更
に

伴
う

も
の

 
 
 

 7
件
 

・
事

務
手

続
き

の
見

直
し

 
 

 
 
4
0
件
 

・
文

言
整

理
（

組
織

名
変

更
な

ど
）
 
4
件
 

 

②
内

部
監

査
、
業

務
点

検
の

監
査

項

目
を

適
切

に
設

定
す

る
。
 

(
3
)
内
部

監
査

、
業

務
点

検
の
監

査
項
目

の
設

定
 

内
部

監
査

計
画

（
4
月
）

お
よ

び
点
検

項
目

の
策

定
（

7
月

）
 

 (
4
)
監
査

計
画

に
基

づ
く

監
査
の

実
施
 

 
1
)
内
部

監
査

の
実

施
 

 
 

a
)内

部
監

査
（

予
算

執
行
お

よ
び
会

計
処

理
の

内
部

監
査

）
 

・
総

務
課

、
財

務
会

計
課

、
城

東
支
所
、
墨
田

支
所

、
城
南

支
所
、
食

品
技

術
セ

ン
タ
ー

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
を
監

査
対

象
と

し
て

実
施

し
、

指
摘

項
目

に
つ
い

て
は

改
善

済
み

（
3
月

31
日
）
 

・
バ

ン
コ

ク
支

所
に

つ
い

て
は

改
善
中
 

 
 
b
)総

務
事

務
点

検
（

服
務
に

関
す
る

事
務

事
業

の
点

検
）

 

 
 

 ・
総
務

課
を

監
査

対
象
と

し
て
実

施
、

指
摘

事
項

な
し

 

 
2
)
固
定

資
産

実
査

（
固

定
資

産
の
所

在
確

認
な

ど
）
 

 
 

・
全

所
属

で
実

施
、

指
摘

事
項
な

し
 

 
3
)
個
人

情
報

（
防

犯
カ

メ
ラ

の
画
像

を
含

む
）

保
護

管
理

監
査
・

特
定

個
人

情
報

等
取

扱
監
査
 

 
 

・
個

人
情

報
な

ど
取

り
扱

う
所
属

を
対

象
と

し
て

実
施

し
、
指

摘
事

項
に

つ
い

て
は

改
善
中
 

 
4
)
在
席

監
査

（
職

員
の

出
勤

、
在
席

状
況

の
確

認
）
 

 
 

・
監

査
対

象
所

属
を

絞
っ

て
実
施

し
、

指
摘

事
項

な
し

 

 

○
内

部
監

査
計

画
お

よ
び

点
検

項
目
の

策
定
 

点
検

項
目

（
5
6
項

目
）

を
策
定

 

 
・

見
積

徴
取
 

・
検

収
等

に
つ

い
て
 

 
・

固
定

資
産

等
へ

の
ラ

ベ
ル

貼
付
 

・
廃

棄
手

続
等

 
 

等
 

         

 

点
検

用
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト
 

③
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
マ

ニ
ュ

ア

ル
を

整
備

し
て
、
研
修

な
ど

で
利

用

す
る

こ
と

で
、
職

員
の

意
識

を
向

上

さ
せ

る
。
 

(
5
)
職
員

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

意
識
を

向
上

さ
せ

る
取

り
組

み
 

 
1
)
コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

マ
ニ

ュ
ア
ル

の
作

成
（

2
月

）
 

 
 
・
都

産
技

研
の

役
職

員
等

が
遵
守

す
べ

き
行

動
指

針
を

定
め
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

ガ
イ
ド
（
＝

都
産

技
研

の
コ

ン
プ
ラ
イ

ア
ン

ス
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
を

新
た

に
作
成
 

 
 
・
行

動
指

針
と

行
動

基
準

に
基
づ

く
職

員
の

遵
守

事
項

を
中
心

に
、
憲
章

や
行

動
基

準
、
行

動
指

針
、
関
係

法
令

へ
の
リ
ン

ク
や

各
種

通
報

・
相

談
窓

口
に

つ
い
て

収
録
 

 
2)
利

益
相

反
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

に
関
す

る
取

り
組

み
 

a
)
都

産
技

研
の

社
会

的
信

頼
の

確
保

お
よ

び
各
種

事
業

の
適

切
な

実
施

を
目

的
と

し
て

、
利

益
相

反
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
規

程

に
基

づ
き

申
告

体
制

を
整

備
し

、
職
員

か
ら

の
都

度
申

告
・

定
期
申

告
を

実
施
 

b
)
利

益
相

反
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
 

 
全

職
員

を
対

象
と

し
て

e
ラ

ー
ニ
ン

グ
で

研
修

実
施

（
受

講
者

4
1
1
名

）
 

3
)
事

業
倫

理
研

修
の

実
施

お
よ

び
事
業

倫
理

審
査

委
員

会
に

よ
る
事

業
倫

理
審

査
 

 
 
 

a)
事
業

倫
理

研
修
 

・
事

業
倫

理
審

査
委

員
会

委
員

お
よ

び
事

業
倫
理

審
査

委
員

会
分

科
会

委
員

、
研

究
ま

た
は

支
援

事
業

を
実

施
す

る
職

員
を

対
象
に

e
ラ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
る
研

修
を

実
施
 

・
担

当
事

業
分

野
や

分
科

会
に

応
じ
て

必
要

な
分

野
に

関
す

る
研
修

を
選

択
し

て
受

講
 

①
共

通
研

修
（

受
講
者

3
2
2
名

）
 

②
人

を
対

象
と

し
た

研
究

倫
理

研
修
（

受
講
者

1
4
3
名

）
 

③
実

験
用

微
生

物
安

全
研

修
（

受
講
者

75
名
）
 

④
生

命
科

学
実

験
安

全
研

修
（

受
講
者

69
名
）
 

⑤
事

業
倫

理
審

査
委

員
会

委
員

向
け
研

修
（

受
講
者

7
5
名
）

 

※
②

～
⑤

は
選

択
受

講
（

複
数

受
講
可

）
 

 
 
 
 
b)
事
業

倫
理

審
査

委
員
会

に
よ
る

審
査
 

○
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
マ

ニ
ュ

ア
ル
の

作
成
 

役
職

員
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

遵
守

の
意

識
を

高
め

る
た

め
、
都

産
技

研
憲

章
を

も
と
に

遵
守

す

べ
き

事
項

を
具

体
化
 

          コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

ガ
イ

ド
（
＝

都
産
技

研
の

コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
マ

ニ
ュ

ア
ル

 

       

6
3
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研
究

開
発

等
事

業
で

の
科

学
的

妥
当
性

お
よ

び
倫

理
的

妥
当

性
を
審

査
（
計

4
1
課

題
）
 

①
人

間
工

学
分

科
会

  
 
 
 

 
20

課
題
 

②
医

工
学

分
科

会
 

  
 
 
 

 
 8

課
題
 

③
実

験
用

微
生

物
安

全
分

科
会

 
 

 3
課
題
 

④
生

命
科

学
実

験
安

全
分

科
会

 
 

 8
課
題
 

4
)
法

令
遵

守
徹

底
の

た
め

の
職

員
研
修
 

a
)
科

学
研

究
費

助
成

事
業

説
明

会
（
オ

ン
ラ

イ
ン

、
8
月

2
日

お
よ

び
動

画
視

聴
、

受
講

者
66

名
）
 

新
規

採
用

職
員

や
若

手
職

員
、
科

研
費

の
制

度
を

利
用

中
・
応

募
計
画

中
の

職
員

を
中

心
に

全
職
員

を
対

象
と

し
て

、
科

研
費

等
の

外
部

資
金

導
入

研
究

を
は
じ

め
基

盤
研

究
や

共
同

研
究
等

の
円

滑
な

推
進

を
図

る
た
め

説
明

会
を

実
施
 

 
 
 
b
)コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
（
内

部
統

制
・

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
）
 

・
内
部
統
制
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
 
全
職
員
対
象
（
受
講
者

36
5
名
）
 

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
る
と
と
も
に
、
装
置
・
設
備
に
係
る
官
公
庁

等
へ
の
許
可
・
届
出
に
つ
い
て
の
解
説
を
合
わ
せ
て
実
施
 

5
)
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
防

止
の
取

組
み
 

研
究

倫
理

研
修

・
研

究
ミ

ス
コ

ン
ダ
ク

ト
防

止
研

修
の

実
施

 

・
全

職
員

を
対

象
と

し
た

研
究

倫
理
研

修
を

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

「
e
AP
R
I
N」

を
活

用
し

て
実

施
 

（
受

講
者

43
0
名
：

対
象
者

4
3
9
名
）
 

・
研

究
関

連
従

事
職

員
の

み
を

対
象
と

し
た

研
究

ミ
ス

コ
ン

ダ
ク
ト

防
止

研
修

を
実

施
（

受
講
者

27
1
名
）
 

6
)
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
窓

口
の

所
内
周

知
 

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等
に

対
す

る
相

談
窓

口
 

複
数

の
部

署
か

ら
男
女

2
名
ず

つ
の
担

当
者

を
選

任
し

、
所

内
に
周

知
 

7
)
内

部
通

報
・

外
部

通
報

制
度

の
着
実

な
運

用
 

内
部

相
談

窓
口

（
職
員

3
名
）

に
加
え

、
弁

護
士

（
1
名
）

に
よ
る

外
部

相
談

窓
口

を
継

続
設
置
 

内
部

通
報

受
付

0
件

（
受

理
な

し
）、

外
部

通
報
受
付

3
件
（

受
理
な

し
）
 

8
)
反

社
会

的
勢

力
と

の
関

係
に

対
す
る

未
然

防
止

の
取

組
 

組
織

的
な

基
本

方
針

等
を

定
め

る
こ
と

で
、

反
社

会
的

勢
力

へ
の
関

係
を

排
除
 

 

      ○
法

令
遵

守
徹

底
の

た
め

の
職

員
研
修
 

・
科

学
研

究
費

助
成

事
業

説
明

会
 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
 

研
修

に
は

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

マ
ニ

ュ
ア

ル

を
用
い
る
と
と
も
に
、
装
置
・
設
備
に
係
る
官

公
庁
等
へ
の
許
可
・
届
出
に
つ
い
て
の
解
説
を

合
わ
せ
て
実
施
 

             

 

6
4
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評
価
結
果
反
映
報
告
書

 

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

2
0
2
0
年
度
業
務
実
績
評
価
結
果
お
よ
び
第
三
期
中
期
目
標
期
間
業
務
実
績
評
価
結
果
の
主
要
な
反

映
状
況
 

 

評
価
項
目
 

評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

 
2
0
2
1
年
度
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況
 

2
0
2
0
年
度
業
務
実
績
評
価
 

全
体
評
価
 

新
た
に
設
置
し
た
内
部
監
査
部
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
、
適
正
な
運
営
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 

内
部
監
査
部
は
、
所
内
の
内
部
統
制
に
関
す
る
取
組
を
総
括
す
る
部
署
と
し

て
、
内
部
監
査
計
画
お
よ
び
点
検
項
目
の
策
定
を
行
い
、
適
切
に
監
査
を
実
施

し
た
。
 

ま
た
、
役
職
員
が
遵
守
す
べ
き
行
動
指
針
に
つ
い
て
記
載
し
た
「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
新
た
に
作
成
し
、
全
職
員
向
け
の
研
修
資
料
と
し
て
用

い
る
こ
と
で
意
識
向
上
を
図
る
な
ど
、
適
正
な
組
織
運
営
に
資
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
た
。
 

2
0
2
0
年
度
業
務
実
績
評
価
 

全
体
評
価
 

東
京
都
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
都

産
技
研
自
身
の
Ｄ
Ｘ
化
を
積
極
的
に
進
め
る

取
組
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
を
立
ち
上
げ
、
以
下
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
都
産
技
研

の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
た
。
 

・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
関
す
る
規
程
類
の
新
規
策
定
 

・
ク
ラ
ウ
ド
型
オ
フ
ィ
ス
ツ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
選
定
、
全
所
導
入
に

先
駆
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
で
先
行
導
入
・
検
証
 

・
ク
ラ
ウ
ド
型
オ
フ
ィ
ス
ツ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
機
能
を
活
か
し
、
場

所
に
縛
ら
れ
な
い
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
、
事
務
用
端
末
と
し
て
ノ
ー
ト

P
C
を
調
達
 

・
本
部

2
階
会
議
室

1
室
を

W
e
b
会
議
室
に
改
修
、
3
階
に
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス

オ
フ
ィ
ス
を
設
置
、
４
階
執
務
室
に
個
室
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
職
員
が

ノ
ー
ト

P
C
を
持
ち
運
び
、
目
的
に
応
じ
て
自
由
に
働
け
る
場
所
を
整
備
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評
価
項
目
 

評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

 
2
0
2
1
年
度
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況
 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
業
務

実
績
評
価
 

全
体
評
価
 

５
Ｇ
技
術
を
活
用
し
た
支
援
な
ど
の
先
端
的

な
取
組
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
踏
ま
え
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

具
体
的
な
取
組
成
果
を
対
外
的
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

「
中
小
企
業
の

5
G・

I
o
T・
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
促
進
事
業
」
に
お
い
て
、
D
X
推

進
セ
ン
タ
ー
に
既
存
の
ミ
リ
波
帯
に
加
え
て

S
ub
6
帯
の
ロ
ー
カ
ル

5
G
基
地

局
を
追
加
整
備
し
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
の

5
G
を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
や

I
oT

関
連
の
製
品
開
発
を
支
援
す
る
公
募
型
共
同
研
究
等
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、

5
G
技
術
を
活
用
す
る
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
 

あ
わ
せ
て
、
社
会
的
課
題
解
決
支
援
事
業
と
し
て
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替

素
材
を
活
用
し
た
開
発
・
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
バ
イ
オ
基
盤
技
術
を
活
用

し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
支
援
事
業
」「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
開
発
推
進
事
業
」

を
継
続
実
施
し
た
。
 

新
た
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
に
対
す
る
支
援
環
境
の
強
化
を
図
る
「
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
資
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
支
援
事
業
」
を
企
画
し
、

2
02
2
年

度
か
ら
事
業
を
開
始
す
る
態
勢
を
整
え
た
。
 

取
組
成
果
の
対
外
的
な
発
信
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
刊
行
物
へ
の

掲
載
、
プ
レ
ス
発
表
、
展
示
会
へ
の
出
展
、
見
学
等
に
よ
り
適
宜
実
施
し
た
。
 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
業
務

実
績
評
価
 

全
体
評
価
 

東
京
都
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
を
リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
都

産
技
研
自
身
の
Ｄ
Ｘ
化
を
積
極
的
に
進
め
る

取
組
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
を
立
ち
上
げ
、
以
下
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
都
産
技
研

の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
た
。
 

・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
関
す
る
規
程
類
の
新
規
策
定
 

・
ク
ラ
ウ
ド
型
オ
フ
ィ
ス
ツ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
選
定
、
全
所
導
入
に

先
駆
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
で
先
行
導
入
・
検
証
 

・
ク
ラ
ウ
ド
型
オ
フ
ィ
ス
ツ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
機
能
を
活
か
し
、
場

所
に
縛
ら
れ
な
い
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
、
事
務
用
端
末
と
し
て
ノ
ー
ト

P
C
を
調
達
 

・
本
部

2
階
会
議
室

1
室
を

W
e
b
会
議
室
に
改
修
、
3
階
に
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス

オ
フ
ィ
ス
を
設
置
、
４
階
執
務
室
に
個
室
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
職
員
が

ノ
ー
ト

P
C
を
持
ち
運
び
、
目
的
に
応
じ
て
自
由
に
働
け
る
場
所
を
整
備
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